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序

四国横断自動車道は,高松～善通寺間が平成 4年 5月 に開通 しました。これにより,瀬

戸大橋と香川県の高速道路が結ばれることにな り,本格的な高速交通時代を迎えることに

な りました。

香川県教育委員会では,四国横断自動車道 (高松～善通寺間)の建設に伴い′昭和63年

度から財団法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託 して,用地内の埋蔵文化財の発掘調

査を行ってまい りました。 3年 6ヵ 月の期間を要 して28遺跡の発掘調査を実施 し,平成 3

年 9月 に発掘調査を終了しました。また,平成 3年度からは同センターにおきまして発掘

調査出土品の整理を順次行っているところであ ります。

このたび「四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告 第十八冊」 として刊

行いたしますのは,綾歌郡国分寺町福家字楠井に所在 します国分寺楠井遺跡についてであ

ります。国分寺楠井遺跡の調査では,中世の窯跡群とそれに関連すると考えられる建物跡

や墳墓が検出され,こ の地域の中世土器生産の実態を検討する基礎的な資料を得ました。

本報告書が,本県の歴史研究の資料として広 く活用されるとともに,埋蔵文化財に対す

る理解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後にな りましたが,発掘調査から出土品の整理・報告にいたるまでの間,日 本道路公

団及び関係機関並びに地元関係各位には多大の御協力と御指導をいただきました。ここに

深 く感謝の意を表 しますとともに,今後ともよろしく御支援賜 りますようにお願い申し上

げます。

平成 7年 10月

香川県教育委員会

教育長  田中 壮一郎



例    言

1.本報告書は,四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第十八冊であ

り,香川県綾歌郡国分寺町大字福家字楠井で実施した国分寺楠井遺跡 (こ くぶんじくす

いいせき)の発掘調査の報告を収録した。

2.発掘調査は,香川県教育委員会が日本道路公団から委託され,香川県教育委員会が調

査主体,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3。 発掘調査は,予備調査を平成元年10月 に実施し,本調査を平成 2年 4月 11日 から10月

2日 まで実施した。発掘調査の担当は以下のとおりである。

予備調査  佐藤竜馬・山本 健

本 調 査  渡邊茂智・佐藤竜馬・萬木一郎

4.調査にあたって,下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。 (1原不同′

敬称略)

香川県土木部横断道対策室,同坂出土木事務所横断道対策課 ,国分寺町教育委員

会,地元対策協議会・自治会

5。 報告書の作成は,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。報告書の編集

・執筆は,佐藤が担当した。

6.報告書の作成にあたっては,下記の方々の御教示を得た。記して謝意を表したい。(順

不同′敬称略)

国立福井工業高等専門学校 荻野繁春,兵庫県埋蔵文化財調査事務所 森内秀造,京都

府埋蔵文化財調査研究センター 伊野近富′堺市立埋蔵文化財センター 績伸一昼覧I伊

丹市教育委員会 小長谷正治′三重県埋蔵文化財センター 上村安生・竹田憲治′岡山

県古代吉備文化財センター 岡田 博,吹田市立博物館 藤原 学,国分寺町教育委員

会 松尾忠幸

山田清明′藤木 勇′田村久雄

7.本遺跡の報告にあたっては,下記に分析を依頼し,玉稿をいただいた。

熱残留磁気測定    花園大学自然科学教室    前中一晃氏

胎上分析       岡山理科大学自然科学研究所 白石 純氏

8。 本報告書で用いる方位の北は,国土座標系第Ⅳ系の北であり,標高はToP,を基準とし



ている。

9。 挿図の一部に建設省国土地理院地形図「白峰」(1/25,000)を使用した。

10。 遺構は,窯跡・灰原・土器溜 り・古墳については,そのまま表示することとし,その

他の遺構については,下記の略号により表示している。

SB 掘立柱建物,SD 溝,SK 土坑,SP 柱穴,ST 埋葬関係遺構

11.遺構番号は,調査時 (概報段階)か ら以下のように変更した。

調査時 本報告

SF01
SF02
SF02物 原

SF03物 原

SF04
SF05物 原

1号窯跡

2号窯跡

土器溜 リ

土器溜 リ

3号窯跡

土器溜 り

３

　

１

12.本報告書の中世土器実測図のうち,断面が黒く塗り潰され
='も

のは須恵質,断面が自

抜きのものは土師質′断面網目のものは瓦質の焼成を表す。なお,古墳時代の上器は全

て白抜きにした。

13。 中世土器の遺物番号を○で囲んでいるものは,外面に煤の付着したものである。

14。 観察表の各欄の表記は,下記のとおりに表示している。

法量  (口)口径  (高)器高  (底)底部径

手法  (口)口縁部  (頸)頸部  (鍔)鍔部  (体)体部  (底)底部

(底外縁)底部外縁

「→」 手法の前後関係を示す  「・」 相対的な手法の併存関係を示す

(併記した同士の前後関係は明らかでない)

「調整不明」 器表が景J落 0摩滅したために調整が明らかにできないもの

粘土紐巻き上げの際の指オサエは省略し,図面でのみ表現した。
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査に至る経緯

四国横断自動車道高松～善通寺間の建設は,同善通寺～豊浜間に引き続き,昭和57年 1

月 8日 に整備計画が決定され,昭和59年 11月 30日 に建設大臣から日本道路公団総裁に対 し

て施工命令が下された。

香川県教育委員会は,これを受けて路線内の埋蔵文化財包蔵地の状況を確認す る目的

で,国庫補助事業 として分布調査を実施した。これらの成果をもとに,路線内に所在する

埋蔵文化財包蔵地の取 り扱いについて,日 本道路公団と文化庁の協議が行われ′基本的に

は記録保存で対応することが決定した。

また香川県教育委員会は,同事業に対応するため香川県土木部横断道対策室及び日本道

路公団高松建設局高松工事事務所と昭和62年度から調査体制等について協議を開始 した。

協議の結果,昭和63年から2カ 年の予定で本調査を実施し,発掘調査終了後に整理報告を

実施することが決定 した。香川県教育委員会では,昭和62年 11月 に財団法人香川県埋蔵文

化財調査センターを設置 し,専門職員の増員等の措置を行 うことで調査体制の充実を図っ

た。

平成元年度には,国分寺町における路線内の埋蔵文化財包蔵地について,具体的に内容

について確認するため,日 本道路公団と協議の上′予備調査を実施した。その結果,4箇

所で遺構や遺物包含層を確認 し,本調査が行われることになった。平成元年度には,こ の

うち国分寺下 日名代遺跡・国分寺六ツロ古墳・国分寺六 ツロ遺跡で本調査が実施 された

が,国分寺楠井遺跡の調査対象地には伐採木が大量にあること,ま た調査地までの進入路

が確保できないことから,地元自治会との協議が必要となった。これらの問題が解決 した

平成 2年 4月 に本調査に着手することとなった。

調査は,香川県教育委員会が日本道路公団高松建設局から委託を受け,財団法人香川県

埋蔵文化財調査センターを調査担当者として実施した。
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第 2節 調査の経過

1.発掘調査の経過

(1)予備調査

平成元年10月 に行った。付近は北側の尾根を中心に明治期以降の宅地によって地形が段

状に改変されていた。宅地に伴 う段は高い部分では約 3mに も達 していたため,これらの

顕著な地形改変部は対象外とし,自然地形が比較的良好に遺存 していると考えられた尾根

・谷筋や土師質足釜の散布が認められる畑に トレンチを設定 した。

北側の尾根に設定 した①・②・④・⑥ トレンチでは,畑の造成による基盤層の攪乱が著

しく,遺物もほとんど出上しなかった。また,足釜が散布していた地点に設定 した⑦・③

トレンチでも地形の改変が著 しく,畑の造成土からわずかな足釜・土鍋片が出土 したに過

ぎなかった。 しかし⑦ トレンチでは焼上が少量出上したため,上方の斜面に遺構が存在す

ることが想定できた。一方,谷底に近い斜面に設定した⑤ トレンチでは,大量の足釜・土

鍋・括鉢・東播系須恵器捏鉢などの中世土器が出上 し, トレンチの東端部で直径 lm程度

に焼上がまわる焼土坑 (本調査の 1号窯跡にあたる)を検出した。このことから付近が土

器生産に関わる遺跡である可能性が高 くなった。また,⑤ トレンチでは古墳時代後期の須

恵器蓋杯・高杯・壷・甕片などもかな り出上したことから,付近の尾根に後期古墳の存在

も予測されるようになった。

(2)本調査

予備調査の所見を踏まえて,尾根に挟まれた谷を中心に本調査が行われることになった。

調査期間は平成 2年 4月 11日 ～10月 2日 である。ただし調査の最終段階では府中地区の予

備調査も併行 して行っている。調査対象面積は4,400Jで ある。

調査方法は,遺跡が土器生産地である可能性が高いことから,対象地全体を10mメ ッ

シュで区画し,区画毎に遺物を取 り上げることとした。またメッシュラインに沿って土層

観察用の畦を残 し,窯体・灰原と遺跡全体の上層との関係の把握に務めた。掘削方法は ,

遺物の散布が顕著な部分や窯体が露出していた部分 (2号窯跡)については表土から人力

で行い,他の部分は遺構面まで重機で掘削した。また,掘削に先立って調査区全体に伐採

木材があったため,重機で搬出した。
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調査の進行にしたがい,2基の窯跡と大量に土器が投棄された土器溜りの状況が次第に

判明し,中世土器生産の実態を示す遺跡内容が明らかになってきた。このため 6月 24日 に

は,こ の 3基の窯跡を中心に地元住民を対象とした現地説明会を実施した。国分寺町や高

松市をはじめとした県内各地や′兵庫県や大阪府などの県外からの見学者もあ り,約 140

名の参加を得た。また,自 然科学的な手法で窯操業年代の推定を行うため,熱残留磁気測

定を花園大学自然科学研究室前中一晃氏に依頼した。測定用のサンプルは 2回採取した。
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第 1表 発掘調査工程表

1回 目は前中氏が現場で行い,2回 目は調査員が採取 してサンプルを送付した。

検出した遺構については,第 3章第 3節に詳述 したので繰 り返 さないが ,遺構検出にあ

たっての問題点をいくつか記しておきたい。予備調査段階で古墳の存在が想定 されてお

り,ま た本調査の早い段階で周溝土器群を検出していたが,わずかに遺存 していた古墳墳

丘の検出が十分に行えなかったことが ,ま ず挙げられる。地表観察で墳丘らしい盛 り上が り

が認められなかったことや,遺物散布の希薄な部分にあたったために重機で掘削したこと

が,そ の原因である。また,土器溜 り1に伴 う窯体は調査区東側の路線外にあると思われる

が ,膨大な遺物量が何基の窯体によるものなのか ,明 らかにできなかった。様々な問題はあ

ろうが,予備調査段階で地形観察や遺物の散布範囲を的確に捉えた上で,遺跡探査 (地磁

気探査法)を行っておく必要を痛感した。

以下 ,調査 日誌抄を掲げておく。
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調査 日誌 抄

4月 11日 本日から作業員就労開始。調査区の大半に  査員と担当係長話し合う。

伐採材が残っているため,重機 2台で搬出作業を行  6月 12日  F-7区 で須恵器 (高杯 4以上・善 。甕・

い,作業員は障害物のないG-4区で掘削を開始する。 台付壷)集中して出土する落ち込み検出 (周溝土器群

炭化物と焼石の集中する部分を検出 (後で土器溜 りl  Ⅱ)。

の一部と判明)。                   6月 i4日 国分寺町役場に現説の実施にあたっての協

4月 16日  G-5区 掘削。足釜・土鍋 。鉢が多量に出  力を依頼する (担当係長・調査員W)。

土。残 りのよいものは写真撮影する。木材除去中の重  6月 18日  1号窯跡窯体内の遺物取 り上げ。

機のキャタピラ跡に,焼土坑 (2号窯跡)かかる。    6月 20日  四国新聞社・読売新聞社,現場の取材に来

4月 21日 調査区南側尾根の西端を工事用道路が造成  る。

されるため,調査員立会する。掘削部分で遺存状況の  6月 22日  現説資料完成。会場設営し,作業員相手に

よい土器片が多量に出土した (後 で土器溜 り2と 判  調査員リハーサル.調査員一同緊張する。

明)ため,そ の部分を避けて造成を行うように協議す  6月 24日  現地説明会実施。OHK o RNC・ RSK。 朝

る。                         日新聞取材。なかなか盛況だった。

4月 24日  G二 5区で東播系須恵器鉢が出土。足釜な  6月 25日  花園大学前中一晃氏来所。熱残留磁気測定

どは大型の破片も多いため,二次的に動いていない灰  用の試料を採取する (1号窯跡)。

原の可能性がある。図面 。写真作業など行い,しばら  7月 5日  連日の雨で谷底の調査区のD-5区壁面が

く掘削作業中止。                  崩壊。崩落した土を除去する。

4月 26日  D-4区 掘削開始。遺物はほとんどない  7月 9日  F-8区 で小礫や須恵器の散布部分検出。

が,焼土や灰のたまりを検出。            石材の抜き取 り跡らしいものも。古墳か !?

5月 1日  C-4区 掘削開始。土器が大量に検出され  7月 10日 石室らしい部分に十字に断ち割 りを入れる。

た (土器溜 り3)。                  断ち割りの交差部で銀環出土する。調査員 S真 っ青に

5月 9日  手つかずになっていた 2号窯跡周辺の表土  なる。

を除去する。幅0。 7～0.8m,長 さ1.5mほ どの登 り窯  7月 17日 古墳石室内の遺物出土状況実測。

か ?。 窯壁はよく焼け,表面が還元状態になっている。  7月 23日  北側尾根 トレンチの上坑で骨 。鉄器検出。

5月 11日  2号窯跡の掘削を始める。         墳墓の可能性大。

5月 15日  2号窯跡体内で崩落天丼や側壁を検出。写  7月 27日  C-3区 で窯体 1基検出される (3号窯

真撮影する。                    跡)。

5月 17日  県教育次長来所。 2号窯跡の乾燥を防ぐた  7月 31日  南側尾根で焼土坑検出。床面にフラ灰や骨

めに,窯体上にテントを張る。崩落窯壁を除去。窯の  片がある。火葬墓もしくは火葬施設の可能性がある。

全体像がいま一つわからない。            調査員W,掘削終了後,塩で清める。

5月 23日  F-6区 の地山直上で古墳時代の須恵器甕  8月 29日  A-1・ 2区で灰原らしい土器の集積を検

や蓋杯が集中して出土 (楠井 1号墳周溝土器群 I)。   出。工事用道路法面で検出した土器群と一連のもの。

5月 25日 土器溜 り1の掘削再開。あい変わらず遺物  5号窯跡灰原 (報告遺構名 :土器溜 り2)。

大量に出土する。堺近郊産の瓦質甕が出土。 2号窯跡  9月 7日  2号窯跡の熱残留磁気測定試料を調査員で

周辺を下層確認したところ,窯体のベースよりも下の  採取。

層で土器出上。 2号窯跡は包含層を切り込んで作られ  9月 10日  2号窯跡断ち割り。窯体掘 り方のラインを

ている可能性がある。                 断面で確認する。

5月 31日  1号窯跡の掘削開始。思った以上に窯壁が  9月 11日  2号窯跡の窯壁が 3枚存在することを確認。

良好に遺存している。農繁期のため,作業員の人数激  10月 1日  2号窯跡の窯壁を除去し,掘 り方内の石組

減する。昨日は 7名だった。             検出。

6月 4日  1号窯跡床面の一部検出。足釜片が散布。  10月 2日  2号窯跡ベース土を除去し,下層遺構掘削。

6月 ‖日 現地説明会の内容や周知方法について,調   3号窯跡の遺物取り上げ。本日をもって現場作業終了。
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第 3節 調査 と整理の体制

発掘調査及び整理作業の体制は,以下のとお りである。

発掘調査 (平成 2年度)

香川県教育委員会事務局 文化行政課 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

課  長

課長補佐

副 主 幹

総務係長

主事

″

主任主事  横田 秀幸

太田 彰一

菅原 良弘

野網朝二郎

官内 憲生

水本久美子 (～ 5。 31)

石川恵三子 (6。 1～)

所  長

次  長

総務係長

主査

主事

″

調査参事

係長

″

″

文化財専門員

主任技師

技師

調査技術員

調査補助員

十川  泉

安藤 道雄

加藤 正司

山地  修

三宅 浩司(～ 5。 31)

斎藤 政好 (6。 1～ )

見勢  護

渡部 明夫

藤好 史郎

真鍋 昌宏

牧野 啓造

渡邊 茂智

佐藤 竜馬

萬木 一郎

田村 久雄

埋蔵文化財係長 大山 真充

主任技師 岩橋  孝

技師 北山健一郎

発掘作業に携わった方々

乙武孝男・柏原 巧・柏原義明・鈴木悦夫・濱岡岩夫・引田逸雄・細谷祐義

本田昌夫・山下和博

植松美知子 0太巻房子・乙武文枝 0楠原ひとみ・鍬島美智子・高橋光子

田中キヨ・田村都孟子 0西谷政江・平田圭子・福家タミ・本田貞子・松上初子

松元ハル ミ 0脇千代枝
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整理作業 (平成 6年度)

香川県教育委員会事務局 文化行政課 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

課  長

主  幹

課長補佐

副 主 幹

総務係長

主査

主事

埋蔵文化財係長

主任技師

主任技師

高木  尚

小原 克己

高木 一義

三好 利仁

源田 和幸

星加 宏明

高倉 秀子

藤好 史郎

國木 健司

森下 英治

所  長

次  長

総務係長

″

主査

調査係長

主任技師

整 理 員

整理補助員

整理補助員

整理補助員

整理作業員

整理作業員

整理作業員

松本 豊胤

真鍋 隆幸

土井 茂樹 (～ 5。 31)

前田 和也 (6.1～ )

西村 厚二

廣瀬 常雄

佐藤 竜馬

戸川 昌代

若山 淳子

長谷川郁子

岩井 弘恵

冨家 孝子

大林 由佳

三山島 真糸己
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基礎整理

注 記 ≠

遺物接合 ,復 元

遺物実測。拓本

レイア ウ ト

トレース

遺物観察表

遺物写真撮影

原稿執筆

編集

コンテナ収納

第 2表 整理作業工程表
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第 2章 立地と環境

第 1節 地理的環境

国分寺町は,町域を画する諸山塊 と,中央部に広がる平野部からなる。

町域の北半部には,国分台 (標高407.4m)・ 蓮光寺山 (標高370。 7m)・ 大平山 (標高

478。 9m)な どの五色台の連峰が連なってお り,南半部には鷲ノ山 (標高322。 4m)・ 火ノ

山 (標高246。 9m)・ 堂山 (標高302m)・ 六ツロ山 (標高317m)・ 伽藍山 (標高216m)

などが連なっている。国分台は頂部が平坦な台地状を呈 してお り,メ サ状地形 と呼ばれて

いる。これらの山塊は下半部で花闇岩を基盤とし,上半部は安山岩や凝灰岩よりなる。サ

ヌカイ ト原石や石棺材が比較的標高の高い地点で採取できるのは,こ の地質上の特質によ

る。隣接する高松平野と坂出平野とは,北半部と南半部の山塊にわずかに開いた狭院な平

地でつながっている。したがって,平野部は盆地状の閉鎖的な一地域を形成 している。

平野部では本津川が南北に貫流 してお り,支流の野間川が東西に流れ伽藍山北西麓で本

津川に合流 している。また,ほぼ南北方向の方位をもつ条里型地割が認められる。この地

割の方位は,高松平野や坂出平野の条里型地割とは異なっており,独 自の地割設定原理の

存在 したことが窺える。地割の上限は明らかではないが,国分寺下 日名代遺跡の調査では

平安時代後半頃に埋没 した地割の方向と合致 した溝が検出されている (1)。

国分寺楠井遺跡は,堂山から西に延びる 2本の尾根に挟まれた緩斜面に位置 している。

付近には「お前泉」と呼ばれる湧水がある。またやや下った平野部では,国分寺下 日名代

遺跡の基盤層の在 り方からみて,花闇岩が風化 し二次堆積 した黄色粘土層があると考えら

れる。さらに後背部の堂山は,重要な燃料供給源となったであろう。このように,楠井付

近は土器生産には非常に有利な条件にあった地域ということができるのである。

註(1)「国分寺下日名代遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』平成元年度

香川県教育委員会 0(財)香川県埋蔵文化財調査センター・日本道路公団高松建設局 1990
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第 2節 歴史的環境

1.旧石器～古墳時代

地理的にまとまった一地域をなす国分寺町域の歴史的叙述の前半は,考古資料によって

のみ記述することが可能である。しかしながら,町内の遺跡には実態不明のものが多 く,

多 くは資料の羅列にとどまらざるを得ないのが現状である。

この地域の考古資料は,後期旧石器時代にまで遡る。国分台遺跡や蓮光寺山遺跡など,

サヌカイ ト原石の産地にあた り多量のナイフ形石器・尖頭器や景j片が散布する遺跡の他 ,

兎子山遺跡のように山頂の限られた範囲に少量の石器・余j片が散布する遺跡もある。いず

れも丘陵部立地の遺跡であり,山麓や平野部の遺跡については不明であるが,隣接する高

松市中間西井坪遺跡では舟底形石器や小型のナイフ形石器を主体とするブロックが検出さ

れてお り(1),こ のような丘陵端部に立地する遺跡の検出される可能性はある。

次いで縄文時代の集落遺跡の存在は明確ではないが,堂 山北麓の国分寺六 ツロ遺跡で

は,板状のサヌカイ ト粂j片を集積させた遺構が検出されている (2)。 周辺からは縄文時代

のものと考えられる石鏃や石匙が出上してお り,石器製作に関わる遺構とみられる。

弥生時代でも前期の遺跡は現在まで確認されておらず ,全般的にみても依然遺跡数はわ

ずかである。ただし,四国横断自動車道建設に伴 う発掘調査では,国分寺工区 4遺跡の う

ち 3遺跡までが何らかのかたちで弥生遺跡の痕跡を残している。このことから,将来的に

この時代の遺跡が増加する傾向にあることは間違いないであろう。国分寺楠井遺跡におい

ても,遺構には伴わないがサヌカイ ト景J片や打製石包丁などが出上 している。また,丘陵

端部と本津川に挟まれた国分寺下 日名代遺跡では弥生時代中期後半の溝が検出されている。

溝の機能については明らかではないが,遺跡の立地からみて集落もしくは耕地への導・排

水路であった可能性がある (3)。 さらに蓮光寺山東斜面の檀原遺跡では開墾に伴 って弥生

土器が出土 してお り,丘陵部立地の集落の存在を示唆する。

古墳時代の集落は,ま だその実態が明らかではないものの,丘陵部に若干の古墳が知ら

れている。国分寺六ツロ古墳は,堂山から北西に延びた丘陵頂部に位置する前期の前方後

円墳 (全長20.7m)で ある (4)。 前方後円墳としての規模は小さく,ま た副葬品も貧弱であ

るが,国分寺の平野部全体を見渡せる地点に築造されてお り,小地域に基盤を置いた首長

の存在を窺わせる。ただし,これに次 ぐ前方後円墳が確認されておらず,中期の動向につ
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番号 遺跡名 所在地 時代 主な遺構 主な遺物

1 兎子山遺跡 国分寺町新名 旧石器

国分台遺跡 国分寺町国分 旧石器 サ ヌカイ ト

讃岐国分尼寺跡 国分寺町新居東川西 奈良 礎石跡

讃岐国分寺跡 国分寺町国分馬場 奈良 寺跡

国分寺町国分馬場宝林

寺

鎌倉 塚

国分寺町国分中西 江戸 五輪塔

国分八幡神社盤座 国分寺町国分 奈 良 巨石群

寺家 1号塚 国分寺町国分寺家 土盛

寺家 2号塚 国分寺町国分寺家 石積み

寺家 3号塚 国分寺町国分寺家 祠

内田の塚 国分寺町国分西奥 五輪塔

蓮光寺山 国分寺町国分 旧石器 サヌカイ ト,円礫

橋岡山遺跡 国分寺町橋岡山 旧石器 サ ヌカイ ト

国分寺町橋岡山 古墳後期 巨石群 (横穴式円墳

?)

ヒスイ勾玉

石ケ鼻富家の塚 国分寺町福家石鼻 塚

石ケ鼻植松の塚 国分寺町福家石鼻 塚

六中塚 国分寺町福家六中 円墳

六中松本の塚 国分寺町福家六中

石ケ鼻古墳 国分寺町福家石鼻 古墳後期 円墳 (横穴石室)

本村菊川の塚 国分寺福家本村 石組

堂山城跡 国分寺町福家堂山山頂 室 町 空豪,曲輪

福家氏館跡 国分寺町福家本村 室町 石垣 ,土手 ,井戸

北谷塚 国分寺町福家北谷 土盛 り

川西 1号塚 国分寺町福家川西 祠

川西 2号塚 国分寺町福家川西 土釜の足

荒神塚 国分寺町福家下日名代 祠

おま泉 国分寺町福家楠井 井戸

多聞寺院跡 国分寺町福家本村 戦 国 寺跡

香西池堤防遺跡 国分寺町福家羽間 室 町 堤防

三味の塚 国分寺町福家三味 塚

摩尼輪塔 国分寺町新居西大谷 室 町 石塔

西大谷古墳 国分寺町新居西大谷 古墳 横穴式古墳

大谷 1号塚 国分寺町新居西大谷

大谷 2号塚 国分寺町新居西大谷 石積み

第 3表 国分寺町内の遺跡一覧表(l)
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番 号 遺跡名 所在地 時代 主な遺構 主な遺物

東り| 西古墳 国分寺町新居東川西 古墳 石室 ?′ 祠

西り| 西 1号塚 国分寺町新居西川西 石積み

西り| 西 2号塚 国分寺町新居西川西 五輪塔

西 リ 西 3号塚 国分寺町新居西川西 五輪塔

向田塚 国分寺町新居下向田

笠塔婆 国分寺町新居西川西 桃 山 経憧

楠尾神社経塚 国分寺町新居西大谷 平安～鎌

倉

経塚 青銅製経筒′古鏡 ,古

刀

狭箱塚 国分寺町新居万灯 古墳 石積み

末沢氏祖先堂域碑 国分寺町新居万灯 室 町 石碑 土鍋の足

赤池古墳 国分寺町新名赤池

石舟石棺 国分寺町石舟神社 古墳 石棺

鷲の山城跡 国分寺町新名 室町

小山古墳 国分寺町新名

新名氏屋敷跡 国分寺町新名中新名 室町 石 垣

塔原経塚 国分寺町柏原塔原 室 町 法華塔

南新名 1号塚 国分寺町新名南新名 塚

南新名 2号塚 国分寺町新名南新名 小祠

立石塚 国分寺町新名石舟 塚 (自 然石)

野格塚 国分寺町新名野格

空路 1号塚 国分寺町新名空路 塚

空路 2号塚 国分寺町新名空路 小石

空路 3号塚 国分寺町新名空路 古墳

空路 4号塚 国分寺町空路 小祠

羽間塚 国分寺町福家羽間 古墳

菊り||の 塚 国分寺町福家本村 塚

穴薬師 国分寺町新居西川西 室町 穴 魔崖仏

地神様 国分寺町新居西川西 盤座

西川西古墳 国分寺町新居西川西 古墳 横穴式石室

新居氏砦跡 国分寺町新居東川西 室 町

新居氏館跡 (土居の宮) 国分寺町中筋 室 町 小祠

新居資虎,資友の墓 国分寺町新居中筋天童

子

室町 石碑′石灯 備前焼橘鉢

川西塚 国分寺町新居東り| 西 塚

落神様 国分寺町新居西リ西 五輪石塔

福乗寺跡 国分寺町新居西リ西 奈良

萬福寺跡 国分寺町新居西リ西

橋岡 1号塚 国分寺町新居橋岡 小祠

橋岡 2号塚 国分寺町新居橋岡 小祠 石′貝

第 4表 国分寺町内の遺跡一覧表(2)
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番号 遺跡名 所在地 時代 主な遺構 主な遺物

橋岡 3号塚 国分寺町新居橋岡 中世 五輪塔

小万灯塚 国分寺町新居小万灯 石小祠

如意輪寺 国分寺町国分 小堂 阿弥陀′観音像

東奥 1号塚 国分寺町国分東奥 石積み

東奥 2号塚 国分寺町国分東奥 塚

東奥 3号塚 国分寺町国分東奥 石積み 馬の骨,ほ ら貝

東奥 4号塚 国分寺町国分東奥

東奥 5号塚 国分寺町国分東奥 石積み

東奥 6号塚 国分寺町国分東奥 塚

東奥 7号塚 国分寺町国分東奥 石積み

東奥 8号塚 国分寺町国分東奥 五輪塔

東奥 9号塚 国分寺町国分東奥 石積み

東奥10号塚 国分寺町国分東奥 石積み

東奥11号塚 国分寺町国分東奥 石積,小祠

東奥12号塚 国分寺町国分東奥 祠

東奥13号塚 国分寺町国分東奥 五輪塔

東奥(かずら荒神)14号塚 国分寺町国分東奥 五輪塔,石祠

東奥 (竹荒神)15号塚 国分寺町国分東奥 祠

東奥16号塚 国分寺町国分東奥 石組み

東奥17号塚 国分寺町国分東奥 五輪塔

東奥18号塚 国分寺町国分東奥 積み石

東奥19号塚 国分寺町国分東奥 塚 (積み石)

東奥20号塚 国分寺町国分東奥 土盛 り

東奥21号塚 国分寺町国分東奥 石積み,土盛り

東奥22塚 国分寺町国分東奥 円墳

壇原遺跡 国分寺町国分西山 弥生 弥生土器,壷 ,高杯

永寿寺跡 国分寺町国分寺家 (奈良) 小祠

原の塚 国分寺町国分原 石積み

里の学講坊 国分寺町国分里 (奈良) 石祠

末沢城跡 国分寺町新居万灯 室町 石垣′井戸

万灯 1号塚 国分寺町新居万灯 五輪の残石

万灯 2号塚 国分寺町新居万灯 土盛 り

万灯 3号塚 国分寺町新居万灯 石積み

万灯 4号塚 国分寺町新居万灯 土盛 り

万灯 5号塚 国分寺町新居万灯 土盛 り

万灯 6号塚 国分寺町新居万灯 石積み

南側の 1号塚 国分寺町柏原南側 塚 (土盛 り)

南側の 2号塚 国分寺町柏原南側 室町 小祠′五輪塔

南側の 3号塚 国分寺町柏原南側 室町 小祠′五輪塔

第 5表 国分寺町内の遺跡一覧表(3)
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番号 遺跡名 所在地 時代 主な遺構 主な遺物

南側の 4号塚 国分寺町柏原南側 室町～江

戸

小祠,五輪塔

南側の 5号塚 国分寺町柏原南側 小社

南側の6号塚 国分寺町柏原南側 小祠,五輪塔

南側の 7号塚 国分寺町柏原南側 塚 (土盛 り)

南側の 8号塚 国分寺町柏原南側 祠,五輪塔

福家山城跡 国分寺町福家本村 土塁,縦掘 り

本村古墳 国分寺町福家本村 (古墳前

期)

竪穴式石室,箱式石

棺

奥谷 1号塚 国分寺町新居奥谷 積み石,五輪塔

奥谷 2号塚 国分寺町新居奥谷 中世 五輪塔

国分寺下日名代遺跡 国分寺町福家 弥 生 溝′水田跡,動物足

跡

弥生土器 ,須恵器′土

師器

国分寺六ツロ古墳 国分寺町福家 古墳 前方後円墳 鉄器,古式土師器

国分寺六ツロ遺跡 国分寺町福家 中近世 中近世建物跡 石器,弥生土器′近世

陶磁器

国分寺楠井遺跡 国分寺町福家楠井 近世 窯跡,土器溜まり 橘鉢′足釜′鍋,甕

第 6表 国分寺町内の遺跡一覧表

“

)

いては不明とせざるを得ない。こうしたなかで,鷲 ノ山産の凝灰岩を加工した剖 り抜き式

石棺の生産が注意される。前期後半から中期前半にかけて,讃岐国内はもとより畿内にも

搬出されており,形態的な連続性から固定的な石工集団が存在したとの見解も提示されて

いる。鷲ノ山東麓で出土した石舟天神社石棺は,表面の凹凸が著しく完成品とはいい難い

作巧であるとの指摘があり,付近に石棺製作の工房が想定されている (5)。

後期には,横穴式石室を主体部とする古墳が丘陵端部付近に築造される。いずれも群集

形態はとらず,散在する傾向にある。石ケ鼻古墳は,玄室長4。 lm,同幅1.8～ 2mの横穴

式石室をもつ。石室規模は,香川県内の大型石室墳よりも若干小さいが,御厩大塚古墳や

矢野面古墳など高松平野南部に単基で散在する中型石室墳に近い。近接する高松市鬼無町

や坂出南部のような,累代的な大型石室墳を築造した地域の狭間にある中型石室墳とし

て,その存在が注目される。同様な点は,前期の六ツロ古墳についてもいえよう。
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2.古代・中世

奈良時代中期に始まる讃岐国分寺・国分尼寺の造営を契機に,こ の地域は讃岐のなかで

も主導的な役割を果たすことになる。若干の文献史料とわずかな考古資料から,古代・中

世の動向を追っておこう。

7世紀後葉～ 8世紀前半の郡一郷 (里)帝jの整備によって,国分寺町域は阿野郡新居郷

とな り,天平13年 (741)～天平勝宝 8年 (756)頃 には讃岐国分寺が建立された。国分寺

・国分尼寺は,五色台南麓の 3方を丘陵に囲まれた緩斜面に位置 している。創建時の瓦

は,鷲ノ山北麓の府中山内瓦窯跡で生産されたが,その後平安時代・鎌倉時代にも瓦が葺

かれてお り,その生産地が山内瓦窯跡であるかどうかは不明である。ことに平安時代後期

の軒瓦の意匠は,南方約 5 kmに展開する十瓶山窯跡群との関連が濃厚である。

国分寺下 日名代遺跡では,奈良～平安時代の上器 とともに石帯や円面硯が出上 してお

り,付近に識字層や官人の存在 したことが窺える。比較的近接した石ケ鼻古墳の存在とあ

わせ,在地の有力階層の動向を示唆する資料である。

平安時代後期になると,国司制度の遥任に伴い在庁 (官人)が国衝で実際の政務を執る

ようになる。この頃の史料に在庁官人として綾氏がみえる。綾氏は阿野郡を本拠 とする伝

統的な郡司層であるが,国司藤原家成と血縁関係をもち12世紀以降,讃岐藤氏を称するよ

うになる。『吾妻鏡』元暦元年 (1184)条 には,源頼朝の御家人となることを望んだ讃岐武

士として ,「藤大夫資光 同子息新大夫資重 同子息新大夫能資」などの人名が挙げ られ

ている。「綾氏系図」によれば,藤大夫資光は「新居大夫」と称 したといい,新居郷を本拠

地としていたことが考えられる。「綾氏系図」では,資光の兄弟は大野 (香川郡)・ 羽床

(阿野郡)・ 香西 (香川郡)の地名を冠 していることから,12世紀末葉には郷単位程度の

範囲を本拠とした領主層が形成されつつあったことを窺わせる。

その後の新居郷における讃岐藤氏の動向は明らかではないが,羽床氏が讃岐藤氏の惣領

家だったとされる。ところが承久の乱において,羽床重基が後鳥羽上皇側に参 じたために

所領は没収,惣領の地位は香西氏に移ったという (「綾氏系図」)。 以後香西氏は,佐料 (高

松市鬼無町)に居館を置き在地支配を推 し進め,15世紀末葉頃には「大分限者」 といわれ

る国人領主に成長していく(。 )。

羽床氏や香西氏の間にあって,新居郷の在地勢力は複雑に錯綜 していたとみられる。鎌

倉～室町時代における新居郷の小領主については,江戸時代に成立 し史料的な信憑性に不
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確かな要素の多い『南海通記』や『香西記』・『玉藻集』などの文献から憶測するしかな

い。『南海通記』の「阿波讃岐兵持居城記」によると,天文年間 (1532～ 1555年)の香西氏

配下として福家城に福家氏,新居城に新居氏,ま た鷲ノ峯城に新名氏がいたと記されてい

る。また同書には,金倉合戦 (天正 3年 :1575)の香西佳清の軍勢に福家氏の名がみえる。

さらに香西氏に対抗する羽床氏が「香西幕下」の新名内膳・福家七郎などと「國中二事ア

ル時互二見放スベカラズ ト」約したという。『南海通記』のこれらの記述から,戦国期には

福家・新居・新名などの小領主が香西氏の支配下にあったことはほぼ間違いのないことと

思われる。福家七郎は天正 7年 (1579)に 香西氏によって謀殺されるが,『玉藻集』によれ

ばこの時に福家城も攻め落とされたという。また新名氏は同年の長宗我部軍による進攻を

受けて,羽床氏などとともに降伏した。

これに先行する明確な史料はないが,『香西記』所収の系図によると讃岐藤原氏 として

『吾妻鏡』にみえる「藤大夫資光」の子資幸が福家氏の祖とされている。また『玉藻集』

所収の系図には,資幸の子資基が福家氏の祖であるとされている。資幸・資基は父子であ

るため,どちらが福家氏の祖であるかはここでは大きな問題ではなく,系譜上鎌倉時代初

期の讃岐藤原氏に福家氏の出自が求められる点が重要である。このことは後に福家七郎が

羽床・香西両氏の間にあって「羽床、福家、香西同姓ナ レバ何 ヲ敵 トスベキヤウナケレ

バ」といったことと合致する。また『玉藻集』・『香西記』の系図によると,福家氏は鎌

倉時代初期に羽床氏と,室町時代 (15世紀前半)には香西氏と姻戚関係にあったとされる。

これらの系譜が事実であるかどうかは,なお慎重な検討が要求されるが,少な くとも鎌倉

・室町時代のいずれかの時期に,香西・羽床氏という2大勢力の間で小領主が興 り,これ

らの領主との間に姻戚関係を通 じて同族意識が形成されていたことを示していよう:

なお福家氏の支配領域に関しては,資幸が福家・陶・畑田の地を分封され,福家に居館

を構えたとも理解されている (7)。 しかし既にみたように,陶の地に設定された陶保は室

町時代を通 じて徐々に代官職香西氏の強い支配下に置かれるようにな り,15世紀中葉には

報恩院から香西元資による横領を訴えられている。また,香西氏による陶保代官職は14世

紀末葉～15世紀初頭にまで遡るとされている。陶保代官職は,南条山西分・仁尾浦・坂田

郷の各代官職とともに,15世紀代に香西氏が幕府・守護権力に依存 しながら領主的な支配

を進める重要な拠 り所とみられる。したがって,福家氏が陶にどの程度影響力を保持し得

たか疑間である。また『南海通記』には,畑田に城はもたないものの上豪的な有力階層が

存在 したことを示唆する記述がある。このことから考えると,福家氏の支配領域を陶 0畑
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第5図 福家周辺の地割と用水路

田まで及ぼして想定することは困難であるといえる。

現在残る「福家」地名の範囲や用水網の在 り方から,福家氏の支配領域について考えて

みよう。大字 「福家」とそれを細分する字「上福家」「中福家」「下福家」「本村」「石鼻」

聘

Ｒヽ

´
新名氏館跡

条里型地割
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「羽間」「楠井」の範囲と,現在の用水網を第 5図に示した。これをみると,本津川右岸の

耕地の大半は,同 じ用水路を基幹 として配水されていることがわかる。そしてその用水網

の範囲は,本津川右岸部の「福家」の範囲と一致する。本津川左岸の「羽間」は,火ノ山

北東麓の丘陵が迫るために一貫 した水路網は形成されず ,ま た耕地開発もかな り遅れると

判断される。このように福家氏は,堂山西麓の本津川右岸北半の条里型地割の及ぶ平野部

と,南半の山間部を中心とした狭小な地域を生産基盤にしていたとみるのが妥当であろう。

さて,在地における有力階層の存在を具体的に示す中世居館をみると,福家の「福家氏

館跡」,新居の「新居氏屋敷跡」 (土居の官)や末沢城跡,新名の「新名氏館跡」力`あると

されるが,考古学的に実態は十分明らかにされているわけではない。新名氏館跡は,「 しろ

いずみ (城泉 ?)」 「蔵前」「濠下」「石橋」などの地元での呼称を伴 う,鷲ノ山北東麓の低

丘陵上が想定されている。ただし想定地域での具体的な遺構については明瞭ではない。上

記地名の位置や空中写真での観察から,丘陵先端部に近いところの堀 り割 り状の地形改変

部にかろうじてその可能性が指摘できる程度である。また福家氏館跡は,本津川右岸の現

・長然寺付近に想定されている。現地踏査や明治期の地籍図 (更正図),ま た空中写真での

所見から,寺域内の南北約45m,東西約40mの範囲を取 り囲む幅約10～20mの 空堀の存在

が指摘できるbま た,長然寺の西側には「しろやしき (城屋敷 ?)」 ,南東約240mの付近に

は「しろ (城 ?)」 の呼び名が伝えられてお り,こ とに前者の地点にはかつて堀状の水溜め

が存在 したという(8)。
付近は条里型地割が及ばず ,地形に制約されつつ も 1町 四方を指

向したような不定形な方格地割が認められるが,館跡を北東隅とする東西約230m,南北

約210mの範囲には,こ の方格地割とも異なる方位 (N-12° 一E前後)を もつ地割が読み

取れる。地割内を貫 く東西方向と南北方向の道路は,館跡空堀の南西隅を起点としてお

り,ま た鍵の手状に屈折することから,館跡を基準に設定された可能性が提示できる。付

近に「本村北」「本村南」という地名が存在することや′居館西の「城屋敷」という呼称を

併せ考えると,こ の地割は館跡に伴 う諸階層の居住 した集落を一定度反映する可能性があ

る。

なお,福家氏館跡の東約200mの丘陵頂部には,福家山城跡が存在する。縦堀や土塁と考

えられる遺構が存在するというが,詳細は不明である。福家氏館跡とは小規模な谷筋を隔

てているが,館跡北東部とは山道で繋がってお り,有事の際にはここに籠もったとみられ

る。また,こ れら居館や山城の背後の堂山山頂にbも う一つ山城 (堂山城跡)がある。堂

山城跡は山頂部に30× 20mの平坦地をもち,その周囲に空堀や小規模な曲輪をもつことが
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第6図 福家氏館跡 (長然寺)__こその周辺 (更正図に加筆)

確認されている。両城跡ともに館跡同様,同時期の山城としては山頂部のみを占地した極

めて小型の城郭であり,相互の関係は明らかではない。また,新名氏館跡も背後の鷲ノ山

に山城 (鷲 ノ山城跡)を もつといい,『南海治乱記』の「鷲ノ峯城」にあたるとみられる

が,山頂の平坦部に遺構は確認されていない。居館・城郭遺構については,綿密な現地調

査による構造 (縄張り)の復元や,時期的な変遷過程の検討が不可欠であり,現状では考

古・歴史資料として適正に扱える資料に乏しいといえる。しかしながらこの点が明らかに

なれば,福家氏館跡や堂山城跡・福家山城跡の形態・規模は,小地域を基盤とする在地領

主としての福家氏の姿をよく示す好資料となろう。

中世の有力寺院としては,国分寺・鷲峰寺・白峯寺などが存在する。国分寺は出土した

瓦から,建立後も継続的な維持が行われていたことがわかり,鎌倉時代末期には講堂の跡

地に新和様の本堂が建てられる。また,鷲ノ山東麓に柏原堂 (鷲峯寺)が建立される。こ

れらの造寺事業は,鎌倉時代における律宗の改革・復興運動の一環として行われたもの

で,両寺院とも奈良西大寺と本末関係を結んでいる。また,自峯寺は崇徳院の墓寺として

中世に興隆した。建長 5年 (1253)阿野郡松山郷の一部が寄進され,応永21年 (1414)に

は後小松院から頓証寺の勅額が下賜されている (9)。 以上の真言系寺院の隆盛は,近世に

まで続いたようであるが,寺領拡大などの手段によって在地の支配関係に強い影響力をも

ち得たかどうかは明らかでない。この他,多聞寺跡は福家氏の建立と伝えられ,現在は溜
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池 となっている。

以上を踏まえて国分寺楠井遺跡をみると,位置する地名「楠井」が「中福家」 と「下福

家」 との間にあたることから,その成立にあたっては用水網で繋がる大字 「福家」地域を

積極的に開発 した在地勢力福家氏 との関わ りの有無や程度が問題 となって くる。 このこと

は,限定された今回の調査成果のみでは明らかにし得ず ,文献史学からのアプローチも必

要である。今後の重要な課題 といえよう。

註(1)「中間西井坪遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』平成 2年度 香

川県教育委員会 0(財)香川県埋蔵文化財調査センター 0日 本道路公団高松建設局 1991

(2)「国分寺六ツロ遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』平成元年度

香川県教育委員会 。 (財)香川県埋蔵文化財調査センター 0日 本道路公団高松建設局 1990

(3)「国分寺下日名代遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』平成元年度

香川県教育委員会 。 (財)香川県埋蔵文化財調査センター 。日本道路公団高松建設局 1990

に)「国分寺六ツロ古墳」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』平成元年度

香川県教育委員会 0(財)香川県埋蔵文化財調査センター 0日 本道路公団高松建設局 1990

(5)渡部明夫「四国の制抜式石棺」『古代文化』第46巻第 6号 1994

(6)香川県『香川県史』第 2巻 通史編 中世 四国新聞社 1989

(7)秋山忠・沢井静芳「福家城」『日本城郭大系』15 香川 新人物往来社 19

(8)地元での聞き取 りによる (1994年 10月 )。

(9)唐木祐志「中世の宗教と文化」『香川県史』第 2巻 通史編 中世 四国新聞社 1989
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第 3章 調査の成果

第 1 地形 と層序

遺跡周辺の地形をやや詳細にみておこう。既に述べたように,遺跡は堂山西麓に延びる

尾根斜面に位置 している。この尾根筋は南北に 2つ派生してお り,間の谷筋に面 した斜面

に遺構が分布する。尾根筋に対する地元の呼称がないため,報文中では遺構の分布する谷

部を中心に北側尾根・南側尾根 と称することにする。北側尾根は谷底との高低差が低 く,

宅地による削平や農地の開墾が著しい。調査区外の西側でも幅広 く低い隆起を呈したまま

下降する。これに対 して南側尾根は,比高差も大きくかな り急唆であり,調査区の東側の

尾根上方では,幕末頃に志士のたてこもった堂宇が存在 したとの伝承もある。また,南側

尾根には花闇岩の岩盤が露出している箇所があり,谷底の転石の多 くは南側尾根から崩落

したものとみられる。

この 2本の尾根に挟まれた谷部は,調査区内では南北幅約40mの緩斜面となっている。

調査区外の東側ではこの緩斜面はさらに緩 くなっており,南北約30m,東西約50mの平坦

地状を呈する。そこから上方 (東)は ,堂山中腹の急斜面となる。谷底中央には水がない

が,雨天後には渓流とな り,調査中には 1日 の降雨で 1週間以上流れることもあった。

遺構の大半は,こ のような谷部に接 した緩斜面や北側尾根斜面に位置 してお り,南側尾

根稜線上には遺構が認められない。いずれにしても,複数の建物群から構成されるような

一般集落の立地 とはかな り異質な状況であるといえよう。

付近は花出岩の風化土を基盤層としてお り,その上を淡褐色細砂と暗褐色粗砂が覆って

いる。これらは風化土が再堆積 したものであるため,遺構の検出や遺構面の認定が困難な

場所もあった。暗褐色粗砂層にはマンガンが含まれてお り,地下水位が比較的高いことを

窺わせる。谷部ほどこの上層は厚 く堆積 してお り,E-5区 付近では約 2mの層厚があっ

た。また土器溜 り1では,転石を伴 う暗褐色砂層 (第 Ⅲ層)が堆積してお り,遺物の前後

関係を判断する重要な知見をもたらした。北側尾根上では畑の造成による土層の攪乱が著

しく,ま た基盤層までの深さも極めて浅い。
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第 2節 遺構

1.古墳時代後期の遺構

(1)遺構の分布

既に予備調査の段階で,⑤ トレンチから古墳時代後期の須恵器蓋杯・甕などの破片が数

点出土していたことから,付近に古墳の存在が予測された。このため当初は,谷底に近い

緩斜面に散在する花商岩の集中部 (G-5区付近)に留意して調査を進めたが ,こ の花闇

岩は自然の転石であることが判明した。結果的には谷の北側尾根上 (F-7・ 8区)にお

いて破壊された横穴式石室の痕跡と,周溝部を検出した。この古墳検出に至るまで,い く

つかの失敗があったことは;第 1章で述べたとお りである。

なお,C-2区 付近や′G-5区 付近においても須恵器片が数点出土していることは ,

付近に別の後期古墳の存在することを示唆するものである。したがって,今後周辺で新規

に古墳が検出されることも考慮 して,F-7・ 8区の古墳を楠井 1号墳と呼称する。

楠井 1号墳付近は,かつて開墾されて農地 となっていたこともあり,調査着手前の現地

形からでは,その存在を全 く窺い知ることができなかった。石室や墳丘は削平 され,ほ と

んど原形を留めていなかったが,こ れは中世の掘立柱建物などの造成によって破壊された

ためだと考えられる。立地をみると,堂山から延びてきた北側尾根の傾斜が緩 くなる変換

点にあた り,尾根筋頂部からはやや谷側 (南側)に下ったところに築造されている。

(2)墳丘と周溝

墳丘東側と北側で周溝を検出した。東側周溝は北側ほど幅が狭 く,深 さも浅 くなる。こ

れは墳丘の北東側に尾根筋が迫る立地に規制されたためであろう。周溝の底面 ラインをみ

ると,東側・北側ともに直線的である。特に東側周溝は石室の主軸とほぼ平行 して延びて

お り,南端部で西へ屈曲する。このことから,墳丘の形状は方墳であった可能性がある。

またその規模は,北側周溝と東側周溝南端屈曲部との間で計測すると,南北長約12～ 13m

となる。一方東西長であるが,東側周溝と石室中軸との距離は約 4mしかなく,かな り短

くなることも考えられる。しかし,通常の斜面立地古墳の墳丘をみると,斜面下方側の墳

丘は盛土によるために,斜面上方側よりも石室との間隔が大きくなることが多い。このこ

とから,斜面下方側にあたる西側墳丘端と石室中軸との距離は,4m以 上になる可能性が

-29-
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a +

強 く,墳丘の東西長は10m前後になることが考えられる。

墳丘は,遺存 した基底部の状況から,石室の東側と北側部分は地山削 り出しによって基

底部 (周溝)を形成 し,その上に盛土を行っていることがわかる。また,西側・南側は傾

斜する地山上に固くしまった細砂を盛って石室構築面を作 り,その上にさらにきめ細かく

しまった砂を版築状の互層に盛っている。

第10図 楠井 1号墳平面図
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第11図 楠井 1号墳横穴式石室平・断面図
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(3)周溝内土器群

東側周溝南半部の 2ケ所で,土器の集中する部分が検出された。まず南東部 コーナーで

須恵器大甕片の集中する部分 (土器群 I)があった。大甕片は完形に復元できなか った

が,いずれも同一個体と思われ,ま た限定された範囲で出土 したことから,本来周溝内に

据え置かれていた可能性がある。この大甕から北東に約3.5mの周溝内では,須恵器杯蓋

・杯身・無蓋長脚高杯・無蓋短脚高杯・台付椀・長頸壷・平瓶などの破片が出土 した (上

器群 Ⅱ)。 後述するように,蓋杯・高杯とも最低 2時期の須恵器がセットとなってお り,さ

らに奈良時代の須恵器も少量認められることから,土器群 Ⅱは一時期ではなく,時期差を

T

0

第13図 横穴式石室床面遺物出土状況

もって置かれた と考えられ

る。

“

)横穴式石室

石室の石積みは,ほ とん

どが削平によって除去され

ていた。わずかに玄室奥壁

部の鏡石と右側壁基底石の

言部′羨道左側壁基底石の

一部などが遺存するのみで

ある。残された石材 と石材

の抜き取 り痕から,石室の

形態を推測すると,平面形

は右片袖の可能性がある。

規模は全長 4m以上′玄室

長3。 2m O同幅1.8m程度に

復元できる。

玄室床面には,拳大以下

の大きさの礫 (花闇岩)が

散在していたことから,本

来礫床をもっていたことが

わかる。礫群に混ざって鉄

24△鉾
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△駄
22

□14
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■須恵器
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器片や土師器片・須恵器片,あ るいは銀環が出上 した。ただし,遺物の出土 レベルには若

干の上下の開きがあり,中世土器も混在する。このことから,石室の破壊時に攪乱を受け

た可能性が高い。

奥壁前面の床面では,灰や焼上が充満 したピットが検出された。また石材の抜き取 り痕

とは思えないピットがあり,墳丘検出面のピットと等間隔で並ぶ。 したがってこれらの

ピットは,古墳の破壊後に掘 り込まれたものと判断できるも後述するようにこれらは中世

土器生産に伴 うものとみられ,操業にあたって古墳を壊 して建物に伴 う平坦面を確保 した

と考えられる。

2.中世の遺構

(1)遺構の分布

中世の遺構は,窯跡 3基・土器溜 り3箇所・溝 2条・掘立柱建物 2棟・ピット27個・土

坑 2基・火葬施設と考えられる焼土坑 1基 0土疲墓 1基である。これらは調査区の南西部

と北東部に偏在する傾向が認められ,比較的平坦で傾斜も緩やかな中央部では,部分的な

焼土や灰の溜 り以外,ほ とんど検出できなかった。これらの遺構が全て窯業関連遺構とは

断定できないが,南西部 (A-1～ 2区・B-1～ 3区・C-2～ 4区)では,2基の窯

跡と2箇所の上器溜 りに囲まれた平坦地に掘立柱建物やピットが集中してお り,窯と建物

(工房 ?)のセットである可能性が高い。北東部 (F-5～ 8区・G-4～ 8区)ではや

や遺構の集中度が散漫であるが,比較的急な谷底に接 した斜面に窯跡と土器溜 りがあり,

その後背部の緩斜面に掘立柱建物が存在 している。窯跡の前面が谷底で建物の立地には不

適なことを考えると,やは り北東部でも窯 と建物がセットをなしている可能性がある。

(2)窯跡

[1号窯跡 (第 14～ 16図)]

F-6区 に位置する窯跡である。既に述べたように,谷底は 5ラ インを中心に東西に延

びているが, 1号窯跡はこの谷底から北側尾根に若干上がった斜面に築かれている。主軸

は斜面の等高線に直交する方向で設定されてお り,N-37° 一Eを測る。隣接する谷底と

の比高差は約 1。 3mである。谷底に近い地点に立地するため,窯体掘削中に湧水が若干認

められた。
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上面を検出した段階では,窯体から約 lm下方で2.5m× 1.Omの 範囲に広がる灰層が検

出されたが,窯体を完掘すると灰層の広が りは前庭部と焚 口にまで及んでいることが判明

した。このことから灰原は本来,焚口から斜面下方に向かって扇形に広がっていたと考え

られる。なお灰原から遺物はほとんど出上 しなかった。

窯体内の埋土は,淡褐白色細砂層 (上層)と 淡灰白色シル ト質細砂 (下層)と に大別で

きる。上層には窯壁片はほとんど含まれておらず′下層より若干出上したのにとどまる。

また窯体前面の包含層 との
'関

係をみると,包含層 (下層)・ 窯体内埋土 (下層)・ 包含層

(上層)・ 窯体内埋土 (上層)の順に堆積 したことがわかる。したがって廃窯後一定期間

窯体がオープンな状態にあり,その間に包含層 (下層)が窯前面に厚 く堆積 したことが考

えられる。

窯体は,平面円形で括鉢状を呈する焼成部の下方に焚 口をもち,一見するといわゆる

「煙管状窯」 と呼ばれるものに近い形態の窯である。窯体は地山を掘 り込んで構築されて

お り,部分的な補修以外は貼 り壁ではない。

規模は全長 1。 92m′ 焼成部上面直径 0。 90～ 1。 02m・ 同床面直径 0。 74～ 0。 85m・ 同高

0.50～ 0。 57m′ 焚口 (燃焼部)長 0。 27m・ 同幅0.42m,前庭部長0。 75m・ 同幅0。 45mを測

る。また焼成部床面の傾斜は14° である。

焼成部壁面は下半部がほぼ垂直に立ち上が り,上半部は外開きになっている。壁面は約

2 cmの厚さで黄褐色～赤色酸化層を形成 しているが,さ ほど強 くは焼け締まっていない。

特に下半部は極めて弱い被熱状況であり,床面に接した部分では酸化層は認められない。

部分的に窯壁が彙J離 した箇所があるが,これは廃窯後の埋没過程で生 じたようである。ま

た焚口に近い壁面では,酸化層が 2枚認められる。スサの混入は観察できないものの,粘

上の貼 り足 しによる補修箇所とみなしてよかろう。

焼成部床面は,壁沿いの部分と中軸線上の部分とに幅 5～20cm,深さ 5～ 20cmの溝を巡

らせてお り,相対的に床面を高 くしたような構造となっている。溝には灰層が堆積 してい

た。

焚口 (燃焼部)壁面は,地山を垂直に掘 り込んで花聞岩の自然礫を貼 り付けて造られて

いる。南側壁面は遺存状態が良好であるが,北側壁面はほとんどが崩壊 している。また焚

口から前庭部にかけて同様の自然礫が遊離 した状態で相当量出上していることから,焚口

上半部も礫を組みその間に粘上を塗 り込んで構築されていたと考えられる。

焚 口床面は 2面認められ,第 1次床面と第 2次床面との間には,灰層とその上に踏み固
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i.淡灰色灰層

2.淡褐色細砂 (窯壁片 。木炭を含む)

3.黒色灰層
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第i5図  1号窯跡窯体平・断面図
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められた淡褐色細砂層が介在

する。第 1次床面は焼成部床

面から明瞭な段差をもって下

がっている。床面平均傾斜は

約13° ,段差部分での傾斜は

48° である。

窯体内の遺物は,埋土上層

からはほとんど出土せず,大

半が下層の下位で床面からや

や遊離した状態で遺存 してい

た。遺物はいずれも破片であ

り,窯詰めなどの状況がわか

る良好な資料は存在 しない。

しかし遺物には,体部の直径

が50～ 60cmに達するとみられ

る甕があ り,窯の規模を考慮

するならば,こ の窯で焼成さ

れたのか疑間であ り,転用さ

れた窯道具の可能性もある。

E2号窯跡 (第 18～23図 )]

0            1m

b′

,|

第16図  1号窯跡窯体内遺物出土状況

C-3区 に位置する窯跡である。谷底に接 した南側は緩斜面になっているが ,こ こから

やや張 り出したような地形の部分に構築されている。この張 り出し部の窯体構築面には ,

多量の足釜・鍋・括鉢あるいは窯壁片などが包含されてお り,その下層から別の窯体 (3

号窯跡)と 灰原が検出された。このことから,先行する 3号窯跡の廃絶後に付近をマウン

ド状に盛 り上げて整地し,そ こに 2号窯跡を築いていることが考えられる。整地層の厚さ

は,0。 2～ 0。 4mに達する。したがって 2号窯跡は,こ の整地によって谷底から相対的にか

な り高い位置 (比高差約 2m)にあることになる。

なお窯体の東側では,溝状の落ち込みが谷底へとつながっている。落ち込みが斜面上方

に位置することから,窯に伴 う排水溝の可能性も考えられたが,落ち込みの底面が凹凸の

著しい不定形なものであること,ま た平面も蛇行気味に延びることから,花闇岩を基盤と
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2号窯跡
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:.表土

2.淡褐色砂質土 (焼土を含む)

3.淡褐色砂質土 (焼土を含まない)

第18図  2号窯跡窯壁崩落状況と土層

する地域にみられる浸食地形と判断される。

窯体内には窯壁片を多量に含んだ淡褐色砂質土が充満しており,廃窯後窯体の崩壊に

よって一気に埋没したことが考えられる。窯体北側壁と西側壁に沿ってかなり大きくまと

まった窯壁塊が遺存しており,いずれも直線的な表面 (還元面)を外 (上)側に向けてい

た。このことからこれらの窯壁塊は,直線的に立ち上がる側壁の上半部にあたると考えら

れ,廃窯後に窯体内に倒れ込んだようである。

なお,崩落窯壁には径10cm程度の芯棒に粘上を塗 り込んだような形跡が認められた。窯

体上半部の補強材の痕跡か。

窯体は,先述した整地層の頂部に長さ1。 99m・ 幅1.77mの ,平面がいびつな長方形の掘

り方を設定し,その東半部に花商岩角礫を半円形にまわし,さ らにその内側に礫を混ぜな

がら粘土を貼 り付けて構築している。掘 り方内の埋上には,強 く叩き締められたような痕

跡はない。また掘 り方と窯体の主軸方位はほぼ一致している。

形態は平面が菱形に近い楕円形を呈しており,検出した状況では 1号窯跡のように燃焼
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60.00m

0                         1m

第20図  2号窯跡窯体掘 り方平・断面図
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部と焼成部を明瞭に区分することは困難である。規模は長さ0。 96m,幅約0,9m′ 残存部最

大高0.36mを測る。

窯壁は,東側の最も良好に遺存 している部分では,床面から0。 25m程度までほぼ垂直に

立ち上が り,それより上はやや外開きに延びる。ただし,角礫を混ぜてつ くられた北側の

窯壁では,やや内傾気味に立ち上がる。このような微妙な窯壁立ち上が りの差異は,上部

構造の特徴を反映する可能性もあるが,現状では明らかにできない。壁面は東半部がよく

焼けてお り,表面が厚さ 2～ 3 cmにわたって青灰色還元層を形成する。反面床面にはほと

んど被熱の痕跡がない。東側窯壁の基底部表面に赤色酸化層が帯状にみられること,ま た

床面中央部に不自然な窪みがあることから,製品や灰の掻き出しによって床面が荒れてい

ることは確かであるが,西半部の窯壁基底部でも被熱状況は極めて弱い。

なお,窯壁の重複は 3枚確認できた。

窯体西側には花闇岩の角礫が窯壁に接して並べられている。この角礫は西側の窯壁が途

切れた部分にあ り,窯体構築にあたって塗 り込められたとはみなし難い。おそらくこの部

分が焚 口にあた り,閉塞材として用いられたのであろう。

b′

60,00m

1.淡褐色シル ト質細砂 (窯壁片・土器 。マンガン含む)

2.暗褐白色細砂 (黒壁片 。土器 。灰を含む)

3.淡褐色細砂 (ややしまり悪くパサパサする。土器片 。窯壁片を少量含む)

4.淡黄褐色細砂 (土器片 。少しレキを多量に含む)

5.暗灰色シルト質細砂 (灰を多量に含む)

6.淡褐色細砂 (3よ り固くしまる。土器片 。窯壁片含む)

7.淡褐色砂質土 (砂を少量含む)

8.黒色灰層 (土器片・黒壁片を含む。下方 (西方)ほど灰が濃い)

第21図  2号窯跡・整地層土層図
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%

窯体内では,崩落した窯壁に混ざっ

て土師質足釜や須恵質括鉢が検出され

た。ただし量が少ないことと,いずれ

も小片であることから,窯詰めを直接

的に示すものではない。廃窯後に投棄

されたようである。また,構築時の掘

り方内の埋土から備前焼四耳壷と瀬戸

焼天 目茶碗が出上している。

叩
|

第22図  2号窯跡窯体内遺物出土状況

θ 、 _

0                       5m

第23図  3号窯跡関連遺構配置図
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[3号窯跡 (第 24～ 27図 )]

2号窯跡から南東約4.5mの C―

3区・D-3区に位置する。前庭部

と灰原を 2号窯跡の整地層下で検出

したことから, 2号窯跡よりも先行

した操業と判断できた。

窯体前面の南北約 5m,東西約

1.5mの 範囲に灰と少量の上器・窯

壁を含んだ上が堆積しており,特に

北側の1.5m四 方の範囲は最大厚

b′

60.00m

1.黒色灰層

2.淡褐黒色細砂

0            1m

第24図  3号窯跡灰原 O S D01土層図

60.00m

3号窯跡灰原

S D01

多く三二」メ■

|       ♀                    510cm

第25図  3号窯跡窯体平面図

〇
〇
・
〇
〇
「５
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60.oo m

第26図  3号窯跡窯体掘り方平面図

0。 25mの灰 (炭)層がみられた。窯体内では,焚 口付近に灰が堆積 していた。

窯体は一見したところ,形態・規模ともに 1号窯跡に近似 している。すなわち,焼成部

床面で中軸線上と壁面沿いに溝がみられ,床面も傾斜する。窯体全長は1.38m′ 焼成部長

1.10m,幅 0。 74m′ 残存高0。 16mを測る。ただし, 1号窯跡ほど焼成部と燃焼部 との境に

明瞭な段を形成せず,ま た窯壁背後に掘 り方と石組を構成 したと考えられる礫が存在する

点が異なっている。むしろこれは 2号窯跡に近い特徴といえる。窯壁は基底部が遺存 して

いるのみであり,被熱状況も弱い赤色酸化層を形成 している程度である。したがって密閉

された痕跡はない。これらから, 3号窯跡は焼成方法に関わる基本的な構造を 1号窯跡と

同じくしているが,窯体構築法において 2号窯跡に近い要素が指摘できる。

3号窯跡より約 1・ 5m北側の整地層下で,N-18° ―Wの方向をもった溝 (SD01)が

才
．４
Ｆ

ヽ 1

Ｏ
Ｏ
・０
０
３
コ
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67.50m

1.表土 土 層

淡黄褐色細層 (ラ ミナ状に堆積)

淡褐色細砂

淡褐白色細砂

糞帽言驚5た装 諺 彫 KS2三 三 ト ー ー 第 Ia層

淡灰褐色細砂                 第 二b層
暗褐色粗砂

暗黒褐色砂礫
第Ⅱ層

第Ⅲ層
淡灰色粗砂

暗灰褐色粗砂 (マ ンガンを多量に含む)

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9・

10.

11.
66.50m

第28図 土器溜 り1 土層図
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検出された。幅は0。 25m,深 さ0。 22mを測 り,断面逆台形状を呈する。層位的に掘 り込み

面が 3号窯跡 と同一であることから,4号窯跡に関連する遺構と判断される。おそらく,

窯体や前庭部に水が流れ込まないようにする機能を有していたものと思われる。

(3)土器溜 リ

ここで報告する「土器溜 り」は,概報において「物原」 としていたものである。後述す

るように,焼土 (窯壁片)や部分的な灰の集中といった遺構の状況や,焼け歪みや二次的

な被熱といった遺物の所見は,物原・灰原的な要素を強 く示 している。調査時にはこの点

を重視 して物原と判断した。しかし個々の遺物の観察を詳細に行うた結果,括鉢と足釜・

鍋に使用痕の認められる個体が無視できない比率で一定量存在することが判明した。 した

がって一部には実際に使用されたものが混在 していることになる。このことは遣構の評価

そのものにかかわる問題であるため,と りあえず 「土器溜 り」の遺構名で報告 し,その後

性格について検討することとしたい。

[土器溜 り1(第28図 )]

G-4・ 5区を中心に南北約10m′ 東西約 6mの範囲に広がる。地形的には谷底に接 し

た南側尾根の緩斜面末端 (西端)に あたる。この緩斜面は調査区外の東方約60mま で続い

てお り,それより上方 (東)は急斜面となる。検出部分の東南隅において,東方から一括

投棄されたようなかたちで土器層が検出されていることを併せ考えると,土器溜 り1は こ

の緩斜面で生産・使用された土器が廃棄されたものと推定できる。

谷底に接した北端部では,表土層下に砂層が0。 6m堆積して土器溜 りを覆ってお り,斜

面浸食による土層の流出と再堆積が著しいことを示す。一方,中央部では表土直下で土器

を多量に包含 した層が堆積 している状況であった。

土器溜 りに伴 う土層は,3層に大別できる。第 Ia層は淡褐色系の細砂層であ り,面的

に最も広範にみられ,ま た多量の遺物を包含 している。上記した南東隅の上器片層は,こ

の層位にあたる。またG-5区 南西部では,同層と第 Ⅲ層との境に少量の焼土・灰・炭の

集中する箇所が 2箇所みられた。第 Ⅱ層は,礫を多 く含む暗褐色系の砂層である。土器の

包含量は少な く,ま た拳大の礫に混ざって lm前後の大型の花出岩もあることから,多量

の転石を伴 う自然崩落土である可能性が高い。このため,第 I層 と第Ⅲ層との間に介在す

る間層として捉えられる。第Ⅲ層は谷底の基盤層上に堆積 しており,地下水の影響でマン

ガンを多量に含む。遺物量はさほど多 くはないが,接合できる個体数はかなりあ り,ま た
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破片も大きい。第Ⅲ層は,上記 したよう

に第 Ⅱ層によって第 I層 とは分離できる

が,西端部では第 I層直下に堆積 してお

り,第 I層の遺物が若干混入している可

能性もある。

[土器溜 り2(第29030図 )]

A-1・ 2区で検出した南北約2.5m

東西約3.5mの範囲に広がる土器溜 りで

ある。地形的には,SB01を 中心とし

たピット群が存在する平坦面から上が り

59.00m

1.表土

2.黄白色粗砂 (2～ 3 mm大の砂粒多し,礫含む)

3.木の根腐敗土

第29図 土器溜 り2 土層図

かけた,南側尾根のかな り急な斜面のテラス状部分に位置 している。

土層をみると,表土直下に土器片を多量に含んだ黄 白色粗砂層が堆積 していた。ただ

し,こ の上は周囲にみられる基盤層の二次堆積土と同じであり,固有の層位ではない。こ

のことから,土器溜 り2は土器廃棄後も一定期間地表に露出してお り,その後埋没 したこ

とが考えられる。

遺物には,接合によってかな り完形に近 く復元できる個体が集中してお り,廃棄後それ

ほど大きくは移動 していないと思われる。注 目すべきは,外面に煤の付着 した鍋釜類がか

な り認められることである。実際に使用されたものが大量に投棄されていることになる。

その一方で,西半部に灰や焼土・焼石の集中する箇所があり,窯業生産の兆候を示すもの

である。土器溜 り上方斜面が後世の削平によらて段状に改変されているため,窯体が存在

したかどうかは明らかにできなかったが,生産に伴 う失敗品と工人の使用 した生活具が混

在 し,しかも後者の廃棄量が多いとみられる。

[土器溜り3]

2号窯跡の北側の4.Om× 2.5mの範囲には遺物が散布して,上器溜 りを形成 していた。

層位的には表土直下の 2号窯跡窯体構築面であることから,2号窯跡構築後に堆積してい

ることは間違いない。ただし出土遺物は土器溜 り1・ 2に比して,完形に復元できる個体

がなく小さな破片が多い。また 2号窯跡で還元焙焼成が行われているにもかかわらず,瓦

質・須恵質製品は少ない。付近は 3号窯跡とそれを破壊・整地 した 2号窯跡が重複 してお

り,二次的な移動や整地時の削平・攪拌によるものがかなり混入している可能性を想定す

る必要がある。
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土器溜り2 遺物出土状況
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第31図  S B01平

◎        く)

58.50m

0           2m

断面図

ESB02(第 32図 )]

F-80G-8区 で検出された。北側尾根の稜線 よりやや下 った緩斜面に位置 してお

り,古墳の削平面に作られている。柱穴列が 2間分遺存しているのみであり,建物本来の

規模は明らかでないが,上方斜面に平面「コ」の字形の溝 (SD02)が ある。 この溝

は,柱穴列と主軸がほぼ同一であることや位置関係から,SB02に 伴 う雨落ち溝的な性

格をもっていた可能性があり,こ のことから憶測するならば,床面積37」程度の中型建物

であったことも考えられる。

-54-



0

・
N・ 上

S B02

◎
◎ ―

_   
¬√___、

、、__ヽ ___ヽ
_ヽヽ

0           2m

第32図  S B02・ S D02平・断面図

67.00m
ヽ

_

-55-



(5)土坑

[SK01(第 33図 )]

G-7区 で検出された,平面形態がややいびつな

長方形を呈する土坑である。長径1.68m′ 短径 0。 92

mを測る。南側に隣接する不定形なSK02を 切 り

込んでおり,ま た北側のSD02よ りも後出する。

断面は浅い逆台形を呈 してお り,淡褐色細砂が堆積

していた。遺物は土師質土器細片が出上 しているの

みであ り,詳細な時期は不明である。

(6)土壌墓

[S丁 01(第 34図 )]

北側尾根 トレンチ表土直下で検出された。地形的

には,北側尾根のほぼ頂部稜線上に位置 している。

墓疲は短辺 (小 日)が丸 く長辺 (主軸方向)が直線

的な′細長い楕円形を呈 している。規模は ,長 さ

1。 4m,幅 0。 5mを測る。墓墳の主軸は尾根の等高線

に平行 してお り,ほぼ南北方向 (N-5° 一W)を

示す。長辺の東側では,ほぼ垂直な墓羨壁面が確認できたが,西側は斜面下方のため流失

が著しく,わずかな立ち上が りが認められた程度である。底面も平坦ではなく,西側に傾

斜 しながら凹凸が認められる。このことから,墓墳はかな り粗雑に掘 り込まれていること

がわかる。

墓疲内には骨片・鉄釘・土師質土器細片などが遺存 していた。骨片は北半部に散在 して

検出された。いずれも非常に細か く,ま た脆 くなっていたため,ど の部分の骨かは特定で

きない。また鉄釘は中央部と南側小日部に 1片ずつ遺存していた。土師質土器片は足釜の

小片であり,西半部で検出された。

付近の尾根筋には,近世以降の墓石数基があったため,当初は窯業生産とは関係のない

遺構である可能性も考えた。しかし墓墳の流出が顕著であり新 しい時期の掘 り込みとする

には難′点があること,ま た上方に窯跡の存在が考えられない尾根頂部にもかかわらず,細

片とはいえ土師質土器片を含むことなどから,窯業関連遺構の可能性を想定 しておきたい。

~    
而 m

1.淡褐色細砂

0 lm

第33図  S K01平・断面図
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1.淡灰色細砂

50cm0

第34図  S丁 01平・断面図

(7)焼土坑

EST02(第 35・ 36図 )]

D-1区 で検出された底面に石組みをもつ焼土

坑である。南側尾根の稜線からやや下 った斜面の

小規模な平坦部に位置する。西側には3.6m× 0。 4

mの範囲で灰層があり,ST02に 伴 うものとみ

られる。

土坑平面は円形に近い隅丸方形を呈 してお り,

1。 05m× 1.03mを測る。北東 コーナー付近は,被

熱のため赤色酸化層を形成 している。土坑底面に

は,花同岩と安山岩の角礫による約0.3m× 0。 8m

の大きさの長方形の石組みが遺存 していた。石組

みは被熱 してお り,厚 さ 6 cm程度の黒色灰層で覆

われていた。

遺物は底面から瓦質括鉢片が出上 している。ま

た石組み内の底面には骨片が認められた。このこ

とから,ST02は 火葬施設 と考えられる。

Ｔ
・
Ｎ
．

―

りは骨片

第35図  S丁 02と灰層
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1.淡褐色粗砂

2.黒色灰層

0                       1m

10

第36図  S T02平・断面図
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第 3節 遺物

調査によって出土 した遺物の大半は,中世土器生産に関わるものであるが,それ以外に

楠井 1号墳ならびにその周辺の包含層から少量出上した古墳時代後期の遺物がある。包含

層出土のものは明らかに混入品ではあるが,楠井 1号墳の破壊・整地に関わる可能性があ

るものや,地形的に別の古墳の存在が想定できる可能性を示すものがある。そこでまず ,

古墳時代後期の遺物について記述 した後′中世の遺物について報告することに したい。な

お,こ の他にも包含層や灰原から弥生時代の石器や近世土器がごく僅かながら出土してい

るが,これらについては古墳時代後期の遺物のように検出遺構 との関わ りを示唆するもの

ではないことから,出土地点・層位毎に中世遺物の項で報告することにしたい。

1.古墳時代後期の遺物

(1)楠井 1号墳出土遺物 (第37～ 40図 ′第 7～ 10表 )

楠井 1号墳に伴 う遺物は,その出上位置によって玄室内,周溝土器群 I・ Ⅱに分けられ

る。

[玄室内出土遺物 (1～ 25)]

土師器椀 0甕 ,須恵器高杯・提瓶・壷・脚台付壷・甕,鉄刀・鉄鏃・鉄鋲・鉄片′銀環

がある。また直接古墳に伴 うものではないが,土師質釜が出上 している。 これについて

は,古墳の破壊時期を示す資料といえる。

土師器椀 (1)は ,内面全体にわたって横方向の板ナデ調整を施す。この時期の上師器

椀にしばしば認められる,暗文やヘラ磨きは施されていない。底部は平底気味になってい

る。

須恵器高杯 (2γ 5)は ,丸 く内弯して立ち上がる椀形の杯部 (2・ 3)と ,「ハ」の字

形に強 く開 く脚部 (4・ 5)をもつ。全形を窺 う資料に欠けるものの,7世紀前半～中葉

に普遍的な短脚無蓋高杯である。

須恵器提瓶 (6)は ,内弯気味に短 く立ち上がる口頸部の破片である。日縁部外面には

沈線が 1条巡る。あるいは平瓶の口縁か。

須恵器壷 (7～ 9)は ,いずれも別個体とみられる体部・底部片である。 7はあるいは

瓶類の肩部とも考えられるが,内面の粘土紐の凹凸や回転ナデの状況をみると,日縁部は
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第37図  楠井 1号墳玄室内出土遺物(l)
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番号 器 種 法 量 胎 土 焼 成 色  調

手   法

残存度

外  面 内 面

１

２

３

４

５

６

　

７

８

　

９

　

・０

・１

・２

・３

■

・５

・６

土師器 椀

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器提瓶

須恵器 壺

須恵器 壺

須恵器 壺

須恵器 壺

須恵器 甕

須恵器 甕

土師器 甕

土師質 釜

土師質足釜

土師質足釜

G)6.5
(1)12.4

(口 )11.0

G)10.0

(口 )8.0

(1)13.6

G)10.0

(口 )18.8

(由 )21.4

3111n以 下の砂粒
1.5111n以下の砂粒

51ml以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒
10ull以 下の砂粒

精良

精良
llllll以 下の砂粒

411Ell以 下の砂粒

精良

31Ell以 下の砂粒
211ull以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒

1.511ull以 下の砂粒
311ull以下の砂粒

5nlll以下の砂粒

良

好

好

好

好

好

　

好

好

　

好

　

好

良

好

良

良

良

良

不

良

良

良

良

良

　

良

良

　

良

　

良

不

良

不

不

不

不

橙

灰

灰

灰

灰

G亀 )灰褐

G)オリー瀾

灰自

灰白

灰自

灰自

浅黄

灰

浅黄橙

にぶい褐

明黄褐

橙

徘)横ナデ

(1・ 体‐1)回転ナデ

(口
。|)回転ナデ

0)回転ナデ

0)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(体 )回転ナデ

準)回転ナデ
→ C)回転ヘラ削 り

¢)回転ナデ→ (1)回転ヘ

ラ削 り→ヘラ記号

0)回転ナデ→長方形スカシ

(口・1)回 転ナデ

(D平 行叩き目→カキロ

調整不明

(体 )縦ハケ→ G)横ナデ

0)ナ デ

0)ナ デ

徘・1)板ナデ

(1・体・底)回転ナデ

(口
。体)回転ナデ

0)回転ナデ

0)回転ナデ

(口)回転ナデ

(体 )回転ナデ

“

嗜)回転ナデ

徘嗜)回転ナデ

0)回転ナデ

(口・頭)回転ナデ

鮮)当て具痕

(体)板ナデ

(体)横ハケ

膨ＭＭＭ雌雌　絣雌　雌　絣̈
絣帖酔

第 7表 楠井 1号墳玄室内出土遺物観察表(1)

器体の中軸上に位置することが考えられ,日縁部の偏る平瓶などとは異なる。 9は底部を

回転ヘラ削 りした後 ,「―」形のヘラ記号を弱 く施す。

須恵器壷脚台 (10)は ,壷本体との接合面に圏線状の突線が巡る。脚台部との接合時に

壷底部に回転を利用した刻みが施されることがしばしばあるが,こ れはその刻みが脚台側

に転写されたものであろう。

須恵器甕口縁 (11)は ,断面が矩形に肥厚するものである。また甕体部 (12)は叩き成

形の後 ,外面にカキロを施す。

土師器甕 (13)は ,内弯して伸びる体部とそこから明瞭に外反する口縁部をもつ。器壁

がかな り厚 く,やや特異な形態であるが,古墳に伴 う時期の所産であると考えられる。

土師質釜 (14～ 16)には,鍔部の破片と脚部の破片がある。14に脚部が伴 うかどうか判

然としないが,水平に長 く伸びる鍔部は楠井産の足釜とはやや異質な感がある。 15・ 16は

楠井産とみられる胎土・焼成をもつ。

17～24は鉄器である。鉄刀片 (17ん 19)には,布状の繊維が付着したもの (18)が ある。

鉄鏃 (2o)は長頸式である。鉄鋲 (21022)は両側が丸 くなっており,その片側には突起

が認められる。また表面には木部の痕跡が認められる。木弓の鋲か。鉄片 (23・ 24)はほ

とんど原形をとどめておらず,わずかに木部の付着 した部分で本来の面が遺存 しているの

みである。

銀環 (25)は直径3.4cmを 計る。表面の銀が一部剥がれており,錆化の進んだ0同地がみえ

る。
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第38図

0 lOcm

楠井 1号墳玄室内出土遺物(2)

番号 器 種 材 質 長  さ 幅 厚  さ 重  さ 備  考

刀
刀
刀
　
？
？
明
明
環

直
直
直
鏃
鋲
鋲
不
不
銀

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鋼地銀張 り

(7.2)

(6.9)

(5.5)

(4.8)

3.4

2.9

(3.4)

(4.9)

直径 3.3

2.8
3.0

2.3

0。 9

0。 7

0.6

(1.7)

(2.3)

0.6

0.8

0.7

0.5

0.7

0.7

(0.5)

(0.3)

0.9

(31.41)

(24.4D
(15.83)

(3.96)

3.63

2.30

(7.16)

(5.11)

28。 10

先端 (切先)部付近の破片

表面に布状の繊維痕跡あり

柄部付近の破片

長茎式

両端が円形に膨 らむ。中央部に木質の痕跡あ り

両端が円形に膨 らむ。中央部に木質の痕跡あり

表面に木質付着

表面に木質付着

第 8表 楠井 1号墳玄室内出土遺物観察表(2)
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[周溝土器群 I出土遺物 (26)]

図示した須恵器甕口縁部の他にも甕体部が出土 しているが,全体を復元するまでには至

らなかった。甕は端部を折 り返 して肥厚させた口縁部をもつ。 1号墳出上の須恵器の中で

は古い様相をもつものである。

[周溝土器群 Ⅱ出土遺物 (27～55)]

須恵器蓋杯・高杯・蓋・椀 0台付椀・魅・長頸壷・短頸壷・平瓶・提瓶・甕など,多様

な器種が出土 した。

杯蓋 (27・ 28)は ,丸味を帯びた天丼部と,そ こから内弯して伸びる口縁部をもつ。27

は口径に対 して高い器高をもち,口径10.Ocmと 縮小化が著しい。天丼部は完存 しないが回

転ヘラ削 りの痕跡はみられない。これに対 して28は全体にやや扁平であ り,日径 13。 7cmを

計る。天丼部には回転ヘラ削 りが施される。杯身 (29)は ,低 く内傾する立ち上が りと,

上外方へ伸びる受け部をもつ。口径 10。 8cmを計 り,28同様に縮小化傾向が明瞭である。

高杯 (30～37)|ま いずれも無蓋形態であり,長脚高杯 (30～ 33)と 短脚高杯 (34～ 37)

に分けられる。長脚高杯はさらに杯部の形態によって,2条のシャープな突帯を付すもの

(30)と , 1条の沈線を施した椀形の形態をもつもの (31・ 32)の 2者に細分される。前

者は陶邑的な形態の典型であるが,後者は陶邑にはない地域色を色濃 く表出している。ま

た,前者は胎上が精良で灰白色に発色し,表面に薄 く透明な自然釉を被ってお り,胎土・

焼成ともに他の器種との差異が顕著である。脚柱部は長 く筒形に伸び,脚端部で「ハ」の

字形に開 く。脚部の透かし孔は,細長い長方形のものが 2段 3方向にみられる。32は 2方

透かしの可能性もある。短脚高杯は,玄室内出土資料と同様の形態をもつ。36・ 37の杯部

は回転ヘラ切 り後′脚部を貼 り付けている。

蓋 (38)は ,日縁部内面に短 く内弯するカエ リを伴 う。恐らく杯蓋ではなく,壷もしく

は椀の蓋であろう。

椀 (39040)は ,直線的で直立する体部とやや突出気味の平底をもち,日縁端部はわず

かに外反する。全体に回転ナデが及び器壁の薄い丁寧な作巧であり,底部の回転ヘラ切 り

も 1周分の幅が狭い。

台付椀 (41・ 42)は ,内傾 しながら直線的に伸びる体部と,丁寧な回転ヘラ削 りによる

丸底 ,ま た「ハ」の字形に短 く開く脚台部をもつ。日縁端部はわずかに外反気味に丸 く収

まる。体部中位には 2条の沈線を巡らせて文様帯とし,その中にヘラ描きの斜線を施す。

42の体部下半にはカキロが施される。
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第39図 楠井 1号墳周溝内土器群出土遺物(1)

-64-



番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外  面 内 面

２６

２７

２８

　

２９

　

　

３０

３．

　

３２

42

４３

４

４５

46

47

48

49

50

須恵器 甕

須恵器杯蓋

須恵器杯蓋

須恵器杯身

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器 蓋

須恵器 椀

須恵器 椀

猫署台付椀

箱署台付椀

須恵器魅

須議長頸壺

須輻長頸壺

須EE短頸壺

須恵器 壺

須恵器平瓶

須恵器提瓶

須恵器杯蓋

(口)22.3
(口 )10.0

(口 )14.0 (高 )3.3
(1)4.8

(口 )11_1

(口)12.3

(口 )14.0

(出 )13.0

(口)13.4
(口 )13.8

(1)11.8 (高 )7.4
G)9.4
(口)12.4 (1)7.4
(底 )8.9

(口 )13.0

(口 )15。 2

(口 )14.4 (高 )7.3

G)7_2
(口 )9.0

(口 )9。 2 (1)13.1

(1)8。 9

(口 )9。 2

(口 )8.6 (高 )18.0

G)3.8

(口)10.0(1)16.6
(底)3.4
(出 )5。 8

(口 )6.4

(口 )13.0

精良
2.511ull以 下の砂粒
2oall以 下の砂粒

311ull以 下の砂粒

lnll以 下の砂粒
311ull以 下の砂粒

lllEll肝

"搬
姐

2null肝

"世

砂量
lmEll以 下 の砂粒

1.511111以 下の砂粒

微細砂粒

微細砂粒

2oEll以 下の砂粒
10Hll以 下の砂粒
2oHl以 下の砂粒

2nEll以 下の砂粒

3EEll以 下の砂粒

lIIIll以下 の砂粒

精良

lllEll以 下の砂粒

lIEll以 下の砂粒

lllEll以下の砂粒

精良

611ull以 下の砂粒
lllull肝

"1砂
量

好

好

好

　

好

　

　

好

好

　

好

良

良

良

　

良

　

　

良

良

　

良

好

好

好

良

良

良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

自

灰

灰

灰

灰

黄灰

灰

(外)灰黄褐

(内 )褐灰

Q外 )灰

(瞬 )臨llll・

灰白

灰黄
灰

灰

灰

灰

灰

0)黒褐

(内 )褐灰

赤灰

灰

灰

灰

灰白

lA外)褐灰

G)灰
灰

灰白

灰オリープ

灰

灰

(口・蠣・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ
→α井)回転ヘラ削 り

(口・体)回転ナデ

件・1)回転ナデ

(口
。|)回転ナデ→ G)回転

ヘラ削 り→ (口 )回転ナデ

(口・体)回転ナデ→ (1)回転
ヘラ削 り→

(口 )回転ナデ
→長方形スカシ

(1)回転ナデ→長方形スカシ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ→ G)回 転
ヘラ削 り→ 0)回転ナデ

(口・1)回転ナデ→ O回 転
ヘラ削 り→ 0)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口・1)回転ナデ
→ G)回転ヘラ削 り

(口
。作)回転ナデ→ 件)沈線

・ ヘラ描き斜線

(1)カ キロ

(口・体)回転ナデ→ 《)沈線

(1)回転ヘラ削 り 。カキ

目→ 0・ 1)回転ナデ

(躙)回転ナデ

(1)回転ナデ

(口
。

"・

体)回転ナデ→ 0)沈
線 (D沈線・ 刺突文
(底)静止ヘラ削 り

(口・J。1)回転ナデ
→ C)回転ヘラ削 り

(体)回転ナデ
→ G)回転ヘラ削 り

(口・体)回転ナデ
→ 0)ヘ ラ記号

件)カ キロ

(口
。体)回転ナデ

(口
。
1・体)回転ナデ

(1・体)回転ナデ

(口・体・XjI)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(体・1)回転ナデ

(1・ I・ 1)回 転ナデ

(1・ 作・1)回転ナデ
→ 0)回転ナデ

(")回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。|)回転ナデ

(1・ I)回転ナデ
→ 0)回転ナデ

(口・体)回転ナデ
→ 0)回転ナデ

(1)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口・体・1)回転ナデ

(1・ 体・1)回 転ナデ

(口・体・1)回転ナデ

(哺)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口
。
1・体。1)回 転ナデ

(口・誦。体・1)回転ナデ

G■ )回転ナデ

(口 )回転ナデ

件)押圧→ナデ

(口・I)回転ナデ

口怪3/4
口怪1/8
口怪1/4

1怪3/4
口怪1/3

口怪1/4

細片

細片
口怪1/9

口怪1/2

底経営ぼ完存

富経完存

口怪1/12
口怪1/4

1経1/2

口怪1/4

離1/7

麟31/4
口怪1/4

口怪1/2

底怪1/2

ほぼ完存

1部完市

口怪2/3

細片
口優1/12

第 9表 楠井 1号墳周溝内土器群出土遺物観察表(1)

魅 (43)|ま ,比較的短 く外反する頸部をもつ。口縁部と頸部との境には鈍い沈線を巡ら

すことで,相対的で弱い突帯を作出する。

長頸壷 (44・ 45)は ,やや短い直線的な口頸部をもつ。45の 口頸部中位には 2条の沈線

を施してその間に弱い突帯を作る。また肩部には 2条の沈線を巡らせ,間に櫛状工具によ

る刺突文を施す。底部には静止ヘラ削 りがみられる。

短頸壷 (46)は短 く外反する口頸部をもち,端部は上方に折 り込まれる。肩部には 1条

の沈線が施され,その後全体を丁寧に回転ナデ調整 し,最後に底部に回転ヘラ削 りを加え

る。47も 同様な壷の底部である可能性がある。

平瓶 (48)は 内弯した器壁の厚い口縁部をもち,こ の器種としては古相をもつ。口縁部

外面には「+」 形のヘラ記号がある。また,器表に濃緑色の自然釉を被る。
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第40図 楠井 1号墳周溝内土器群出土遺物(2)
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番号 器  種 法 量 胎  土 焼成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

(1)17.8

(口 )17.4

llnnl以 下の砂粒

2mml以 下の砂粒

3皿以下の砂粒

21ml以 下の砂粒

2m以下の砂粒

良

好

不

良

良好

良好

良好

にぶい黄褐

0外 )暗灰

(晰 )にぶい赤襴

灰

(外)青灰

(内 )灰

灰

調整不明

(頸 )回転ナデ
→ヘラ描き斜線

(体)平行叩き目→カキロ

(口
。輌)回転ナデ

(体)平行叩き目→カキロ

(体)平行叩き目→カキロ

(体)平行叩き目→ (1)平行

叩き目→徘■)カ キロ

調整不明

(頭 )回転ナデ

鮮)当 て具痕

(1・輌)回転ナデ

件)当て具痕

件)当て具痕

件。1)当 て具痕

口怪1/3

体椰1/4

細片

β
た

唯
郡

第10表 楠井 1号墳周溝内土器群出土遺物観察表(2)

提瓶 (49)は体部の破片である。外面にはカキロが施され,体部の正面であることがわ

かる。分割成形された接合部で側面と剥離する。

杯蓋 (50)は , 7世紀末葉以降に一般化する器種であり,日縁部形態などから7世紀末

葉～ 8世紀初頭頃の所産と思われる。

甕 (51～55)に は,短 く外反する口頸部をもつ小型甕 (51),長 く伸びる頸部をもつ中型

甕 (52・ 53)がある。52は頸部にヘラ描きの斜線を施文 し,体部叩きの後にカキロを施す。

53～ 55は同一個体と考えられるものである。口縁部は断面矩形に肥厚し,端部を突帯状に

ツマ ミ上げる。体部の平行叩き目は,上半が垂直方向に,下半が左下が りに施 されてお

り,いわゆる「叩き締めの円弧」 (1)を 描 く。底部付近ではこの叩き目の後に,不定方向の

叩きが行われる。丸底化に伴う叩きであろう。さらにこれに後出して,全体にカキロ調整

が行われる。

古墳出上の須恵器についてまとめておこう。周溝土器群 Iの須恵器は,時期的に大きく

2時期に分けることができる。県内各地の須恵器窯の資料 (2)か ら,無蓋長脚高杯 (30～

33)・ 台付椀 (41042)・ 短頸壷 (46)・ 提瓶 (49)・ 甕 (52)が ,日 径の大きい杯蓋

(28)に伴うものとみられ,古相の一群に判断できる。また,無蓋短脚高杯 (34～ 37)・

椀 (39040)・ 醒 (43)・ 甕 (53～55)が ,日径の小さく立ち上がりの退化した蓋杯 (27

・29)に伴うとみられ,新相の一群に位置付けられる。蓋 (38)や長頸壷 (44・ 45),ま た

平瓶 (48)な どは判断が難しい。陶邑編年との対応関係は,古相が田辺編年
(3)の T K209

型式・中村編年
(4)Ⅱ 型式 5段階にあたるとみられ,新相は田辺編年TK217型式・中村編

年 Ⅱ型式 6段階に相当するものと思われる。玄室内出土須恵器は,脚台付壷 (10)を 除い

て新相にあたる。

-67-



69

67

M 68

「「
III「

≡≡≡

]14

75

溜

２

５

５

６

器

一　
一　
一　
一

土

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

”　
”　
”

第41図  包含層出土須恵器(1)
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番 号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度
外  面 内 面

５６

　

５７

５８

　

５９

　

６０

　

６．

　

６２

　

６３

　

６４

６５

　

６６

６７

６８

６９

７０

　

７．

　

２

　

７３

　

７４

７５

７６

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器杯身

須恵器 壺

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器杯身

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器 壺

須恵器 甕

須恵器 蓋

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器 壺

須恵器 L
須恵器 甕

C)11_8

(1)3.6

(1)4.3

(口)24.0

(口)10.5

G)16.0
(1)7.■

(1)8.2

(1)12.4

(口)10.4

(口)14.8

(口 )8.1

(1)10.0

lnull以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒
ltun以 下の砂粒

2EEn以 下の砂粒

311Ell以 下の砂粒

ltun以 下の砂粒

lllEll以 下の砂粒

2oEll以 下の砂粒

1.51Ell以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒
211ull以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒

lllEll以 下の砂粒

2oHl以 下の砂粒

2null以 下の砂粒
lIEll以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

灰

灰

灰

灰 自

灰 白

0)灰
(山 )灰 自

(M)灰
(聯 )灰赤

灰

灰自

0)黄灰

(内 )にぶい赤1

黒

灰 自

彿)黄灰

(A)灰 オリープ

灰

灰

灰

灰

0)黄灰

(内 )灰

灰

0外)黄灰

(晰)日昭

灰

件)回転ナデ
→ G)回転ヘラ削 り

0)回転ナデ→長方形スカシ

0)回転ナデ
→長方形スカシ

(瞬 )回転ナデ→沈線・ 波
状文・ カキ ロ

0)回転ナデ
→ヘラ描き斜線

(体)回転ナデ
→ (1)回転ヘラ削 り

(体 )回転ナデ
→ G)回転ヘラ削 り

(口・頗)回転ナデ→ヘラ描
き斜線・ 刺突文

件)カ キロ

(口・体)回転ナデ

0)回転ナデ→長方形スカシ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

0)沈線→波状文

(口
。体)回転ナデ

→ (XjI)回 転ヘラ削 り

0)回転ナデ
→沈線→波状文

0・1)回 転ナデ

0)回転ナデ

G・口)回転ナデ

(頭 )回転ナデ

‖)当て具痕

0)回転ナデ

(体・1)回 転ナデ

‖・1)回転ナデ

(1)当 て具痕

(1・コ)回転ナデ

鮮)当て具痕

(口・0回転ナデ

(口)回転ナデ

0)回転ナデ

(口 )回転ナデ

0)回転ナデ

(口・体・XjI)回 転ナデ

0)回転ナデ

(口・|。 1)回転ナデ

(口・体・1)回転ナデ

(1)回転ナデ

0)回転ナデ

(口)回転ナデ 0)当 て具痕

口怪1/6

諄51/2
1怪 1/8

口怪1/5

細片
口怪1/2

1怪1/12

口怪1/10

口怪1/5

口怪1/8

頭部1/5

口怪1/6

第11表 包含層出土須恵器観察表(1)

(2)包含層出土遺物

56～ 94は包含層や中世土器溜 りに混在していた資料であ り,出土地点別に図示 した。器

種としては,須恵器杯蓋 (87),杯身 (61・ 65・ 80090)′ 高杯 (56～ 58066067・ 71～ 73

077～ 79081～ 84・ 88093),魅 (75086091092・ 94),瓶類 (平瓶・提瓶)口縁 (68・

74089),甕 (59・ 60063・ 64・ 69・ 76)がある。いずれも 1号墳と併行する時期のもので

あり,大きく隔たることはない。出土地点でみると,56057は 203号窯跡周辺から出土

しており,77・ 78は土器溜 り1か ら出上している。これらは 1号墳とは谷底を隔てて相対

する斜面に位置 していることから,自 然状態で 1号墳から移動 してきたとは考えられない。

付近に別の古墳が存在した可能性を示唆する。

これらの中で71の高杯脚部は,沈線で区画され,波状文で飾 られる文様帯をもってお

り,あまり開かない脚端部とあいまって,やや特異な存在である。また,無蓋短脚高杯に

体部の開いた皿形の杯部をもつもの (73・ 79・ 81～ 83)が 目立つ。あるいは若干時期の下

るものかもしれない。94の魅の頸部には,「 >」 形のヘラ記号がある。
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長尋雇≡F・ラ749
91

77・ 78 土器溜り 1  87～89 G-7・ 8区

79   G-6区    90～ 92 予備調査

80～86 G-7区    93。 94 不明

o                             15cm

第42図 包含層出土須恵器(2)

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外  面 内 面

７７

７８

７９

８０

　

８．

８２

８３

８４

　

８５

　

８６

　

８７

　

８８

８９

９０

９．

９２

　

９３

　

９４

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器杯身

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器高杯

須恵器 杯

須恵器 魅

須恵器杯蓋

須恵器高杯

須恵器 壺

須恵器杯身

須恵器 甦

須恵器 魅

須恵器高杯

須恵器 魅

(1)9。 0

(口 )12.4
(口)11.8

(1)11.8

(1)12.1

(1)13.9

(口 )10.8

G)10.0

(1)14.0

(1)6.0

(口)11.0

(口)12.8

精良
lllull以下の砂粒

精良

lIIull以 下の砂粒

精良

精良

2nlll以 下の砂粒

精良

精良

lEEll添鳴 L妙量

21Ell以 下の砂粒

lDEll肝

"ut9量lllull以 下の砂粒

精良

精良

精良

精良

lllEll以 下の砂粒

好

好

好

好

　

好

良

良

良

良

　

良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

自

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

彿)灰黄

0)灰
灰

灰

灰

0)灰 オリ=ブ

01)灰
オリープ黒

灰

黄灰

01)灰
(晰 )出費・疇賢

彿)黒

(内)灰黄

0)回転ナデ→長方形スカシ

(口)回転ナデ

(口・I)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。|)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・[)回転ナデ→

G)回転ヘラ削 り→ナデ

(体)回転ナデ
→ G)回転ヘラ切 り

徘)回転ナデ
→沈線・刺突文

(1・体)回転ナデ
→ (Xll)回 転ヘラ削 り

0)回転ナデ→長方形スカシ

(1)回転ナデ

(1・体)回転ナデ

(体)回転ナデ

準)回転ナデ
→ G)静止ヘラ削 り

(口
。わ回転ナデ

(瞬 )回転ナデ→ヘラ記号

0)回転ナデ

0)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・I)回転ナデ

《。1)回転ナデ

件)回転ナデ

(1・ I・ XjI)回転ナデ

0)回転ナデ

(1)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

件)回転ナデ

鮮・1)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(1)回転ナデ

底怪1/4

133/4
口怪1/5

口怪1/4

口怪1/12

口怪1/6

口怪1/12

口怪1/3

離 1/4

1椰1/8

口催1/12

昴部1/4

口怪1/5

口怪1/3

細片

体部1/8

口怪1/8

体椰1/8

第12表 包含層出土須恵器観察表(2)
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2.中世の遺物

遺跡の性格上,遺物の大半が中世土器生産に関わるものであった。その総量は28窃入 り

コンテナに換算して約350箱 になる。その内容は土師質足釜・鍋を主体 として,こ れに一

定量の瓦質ないし須恵質の括鉢 と土師質の甕が加わる,と いうのが基本である。この主要

4器種の他に,少量の捏鉢や壷・土錘・蓋なども生産される。これらは胎土や技法 (成形

・調整・焼成)の共通性から国分寺楠井遺跡における生産品目と判断できるものである。

これら以外に土師質杯・皿,東播系須恵器捏鉢 ,備前焼甕・四耳壷,亀山焼甕′堺近郊産

瓦質土器甕′瀬戸天目碗,中国産磁器 (青磁・白磁)な どの搬入品も認められる。特に国

産陶器である東播系須恵器や備前焼 0亀山焼がかな りの量搬入されている点に,中世前期

末から後期前半にかけての特徴がよく表れている。

楠井産の主要 4器種については,各器種内でかな りの形態的な差異があり,同時に出土

遺構毎に多少その構成比を異にするようである。その詳細については個別に後述するが ,

ここではその前提として型式分類案を提示しておきたい。分類の基準として,形態的な要

素と技法的な要素があるが,当然のことながら両者は全 く別の構成要素ではな く,む しろ

密接な関連をもつことが考えられる。これが最も端的に表れるのが口縁部形態と底体部形

態 (屈 曲度)であり,粘土紐の接合方法や端部調整の方法 (使用工具の種類やその強弱・

頻度),ま た叩きの範囲や強弱によって,その形態は規定される。

なお各器種の部位呼称は,第43図を参照されたい。

E摺鉢]

内面に櫛状工具による卸し目 (招 り目)を施した鉢を括鉢とする。卸 し目を施す工具に

ついては,櫛状の条線をもつものが考えられる。少量の事例では,体部内面の下半付近に

横方向の擦痕を認めることができる。この擦痕は明らかに焼成後に付けられた ものであ

り,使用痕として判断される。なお,卸 し目の施されない小型の鉢も少量存在する。報告

ではこれを捏鉢 と呼称するが,消費地資料では同様の擦痕が内面に認められることが,し

ばしばある。したがって実際の使用形態では,両者を「おろす」「こねる」という機能で単

純に分離することが困難であるといえよう。

技法的には底部外面に下駄印を確認できることから,ロ クロ上に粘土円板を置 き,その

上に粘土紐を巻き上げ成形したと考えられる。しかしロクロ回転を利用 したとみられるの

は,日縁端面付近のナデ調整と底部外面のナデ (削 り)調整のみである。これに対 して ,
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第43図 各器種の部分名称
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体部外面は無調整か縦ハケ調整 ,内面は一周を数回に分割して施した板ナデもしくはハケ

目調整であり,ロ クロ回転を利用 していない。上記のようにロクロ上で製作されながら,

回転運動を効率的に駆使 しきれていない点が,技法上の最大の特徴である。

招鉢A類

外傾する口縁部端面をもつもの。端面の外傾度と端部の形態によってAI類～AⅣ 類に

細分した。なお,各細分型式では端面をさほど強 く回転ナデ調整 しないものと,強 く回転

ナデ調整するものの 2者がある。この点を重視すればさらなる細分も可能である。なおA

Ⅱ類では,少量であるが端面上半に沈線を施すものが認められる。多 くは内面に横方向の

板ナデ調整を施してお り,その後 口縁端面付近を回転ナデ調整する。AI類の内面調整は

粗い横ハケ調整である。焼成は土師質・瓦質・須恵質の 3者がみられるが,非常に堅緻な

須恵質焼成もしばしば認められることから,本来′還元焔焼成を意図した窯焚 きが行われ

たことは明らかである。

摺鉢 B類

口縁端部が丸いもの。端部下の外面に端面状の弱い屈曲をもつもの (BI類)と ,屈 曲

をもたないもの (BI類)がある。これは,日縁部に回転ナデ調整を施すか否かの差異が

表れたものと考えられる。焼成は瓦質ないし軟質な須恵質である。

[足釜]

口縁部直下に鍔部をもつ,いわゆる羽釜状の形態に 3本の脚部を貼付するもの。底部に

はほとんど例外なく格子叩き目が施される。叩き技法については第 5章第 1節で詳述する

が,丸底化という底体部成形の重要な作業工程を反映するものである。また口縁部と鍔部

の成形には,体部から口縁部までを成形した後に鍔部を接合する方法 (口 縁 1技法 :鍔部

接合法)と ,体部上端を外反させて鍔部を作 り,その上に口縁部を接合する方法 (口 縁 2

技法 :鍔部屈折法),さ らに体部上端に 1本の粘土紐を接合し,そ こか ら口縁部 と鍔部を

同時に成形する方法 (口 縁 3技法 :一体接合法)の 3者が認められる。その識別は容易で

はないが,接合痕の観察と鍔部直下の押圧痕 ,断面形態の微細な差などから,あ る程度類

推可能である。ところで讃岐では13世紀代以降,土釜で脚部の付かないものはほとんど認

められない。このため脚部の有無を主要な分類の一基準とすることはできない。口縁部・

鍔部の形態分類とその接合方法 ,ま た叩き技法の範囲・度合いに規定される底体部形態が

よく対応するため,これらの組合せを細別基準とした。
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足釜A類

口縁部と鍔部の長さがほぼ同じか,やや鍔部の長いもので,口縁端部には内傾する面を

もつ。足釜B類に比べて点数が少なく,ま た細片が多いことから細分は難 しいが,一応A

I類 OAⅡ 類に細分してみた。AI類は水平に長 く伸びる鍔部をもち,鍔部端面に強い横

ハケ調整を施 して平坦面を作る。日縁端面も明瞭である。やや器壁の厚い一群 と,薄い一

群があるが,点数が少ないため個体差か型式差か判断できない。AⅡ 類はやや鍔部が短 く

鍔部端面のハケロ調整もない。日縁部と鍔部の端面はやや丸味を帯びた平坦面 となる。

足釜 B類

口縁部が鍔部 よりも長いもので,日縁端部には面をもたない。足釜の中で数量も形態差

も最も豊富であ り,時期設定にあたって重要な基準となる型式である。日縁部・鍔部長の

相対的な長短によって,BI類 ～BⅣ類の設定が可能である。技法的には鍔部調整と叩き

成形の範囲によってBI類とそれ以外の明瞭な分離ができる。また,体部外面のハケロ調

整の有無や頻度によってもBI類とBI・ Ⅲ類 ,BⅣ類の 3者に分けられる。さらに口縁

部・鍔部の接合方法によっても,BI～ Ⅲ類とBⅣ 類にほぼ分離できる (第 13表参照)。

なお,B類にかな り普遍的にみられる成形痕として,鍔部直下の 1段ないし 2段の爪形

圧痕がある。これは鍔部接合ないし成形の際に,指もしくは工具で鍔部の下側を押圧 して

付けられたものと考えられる。この成形痕については,土器溜 り1第 Ia層出土遺物の報

文中において詳述 したい。

口縁部・鍔部の接合方法 鍔端部調整 体部外面調整 叩きの範囲 底体部形態

BI 口縁 1技法 (鍔部接合法)主体 強いハケロ ffi"r 体部下半に及ぶものあり 半球形

BI 同上 横ナデ 稀に縦ハケ 底部に限定される 境で屈曲

BⅢ 口縁 2技法 (鍔部屈折法)と

口縁 1技法
同上 同上 同上 同上

BⅣ 口縁 3技法 (一体接合法)と

口縁 2技法
同上

ほとんど無調

整
同上 同上

第13表 足釜 B類の型式細分と技法
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足釜 C類

口縁部と鍔部の分化が不明瞭で,特に鍔部は体部 と一体化 した ような′瘤状の縁帯 と

なっているものである。細片が多いために全体の形状は明らかではないが,高松市東山崎

・水田遺跡 C地区第 1面 SK22出 土資料などから,底部に叩き目を施し,脚部を伴った

讃岐通有の形態であることがわかる。

[鍋 ]

直線的な体部から屈曲して伸びる口縁部をもつ。器高が口径の 1/2に満たない浅い形

態である点で,古代の甕とは明確に区別できる器種である。足釜同様 ,底部には格子叩き

目が施される。また,脚部の付いた鍋 (足鍋)の確実な事例は指摘できない。焼成は,B

I類に瓦質ないし軟質な須恵質のものがしばしばみられる他は,全て土師質焼成である。

口縁部の形態により鍋Aと 鍋Bに分けられる。

鍋A

直線的に伸びる口縁部をもつものである。AI類は,口縁端面にハケロを施 して平坦面

としてお り,日縁部内外面や体部外面にもハケロが多用される。AⅡ 類は,口縁端面に凹

面が形成されるものである。この凹面は,横ナデ調整によって生 じる場合と,日縁部内外

面の強いナデによって粘上が端面にはみ出すことで生 じる場合とがあり,凹面形成の要因

が全 く異なる。端面は外傾するものと,直立気味のものがあり,ま た拡張の度合いにも個

体差がある。ハケロ (板ナデ)調整はほぼ口縁部内面に限定され,稀に体部にみられる程

度である。AⅢ 類は,幅の広い外傾する口縁端面をもつものである。

鍋B

内弯 して立ち上がる口縁部をもつものである。BI類は,内傾する口縁端面をもつ。口

縁端面や頸部の屈曲,あ るいは口縁部の内弯が非常にシャープであり,鉄鍋の直接的な模

倣形態であることが想定される。BI類は,日 縁部に対して直交 した外傾する端面をもつ。

BⅢ類は,直立気味の口縁端面をもつものであり,鍋AⅡ 類の口縁部内面を強 くナデて内

弯させたような形態である。BⅣ類は,日 縁端部をつまみ出して内側に折 り込んだもので

ある。

[甕 ]

ここでいう甕は煮沸器種ではなく,貯蔵器種としての機能をもったものである。いずれ

も体部外面には格子叩き目を施すものが多 く,板状工具で叩き痕を消すもの,あ るいは叩

きを全 く施さずに指オサエ痕を残すものも少量認められる。また底部は平底であり,外面
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に下駄印を残すことからロクロ上で製作されたことがわかる。ただし,ロ クロ回転を利用

したと考えられるのは,頸部から口縁部にかけてのナデ調整のみであ り,そ のナデ調整もさ

ほど強いものではない。 したがって括鉢同様 ,ロ クロの効率的な使用は想定 し難い。基本

的に体部・底部の形態や技法が同じため,分類の基準となるのは口縁部形態である。

甕A

口縁部が丸 く肥厚するもの。接合痕の観察から,頸部上端 (擬 口縁)の 内外面に粘土紐

を被せるもの (AI類)と ,外面にのみ被せるもの (BI類)と に細別できる。後者は粘

土紐の接合のみでは口縁の肥厚が十分でないため,頸部外面を強 くナデ調整することで相

対的な肥厚を強調する。

甕 B

口縁部が断面方形に短 く肥厚するもの。

甕C

外反する口頸部をもち;口縁端面に外傾する面をもつもの。頸部には縦ハケ調整が行わ

れ,端面は強いナデのため凹面を形成するものが多い。形態差が著 しいが,点数が少ない

ために現段階では細分は困難である。

以上が主要 4器種の型式分類案である。中にはこれらの特徴を典型的に示すものや,逆

にやや細別基準にそぐわないものもあるが,それらについては個 々の遺物の報告におい

て,具体的に触れたい。

なお,楠井産の上器は器種によって焼成が異なる傾向にある。このため通常の理解では

同一の窯や灰原の遺物を土師器・瓦質土器・須恵器などと呼び分けることになる。足釜・

鍋・甕はほぼ土師質で占められてお り,土師器あるいは土師質土器と呼称 しても支障ない

が,括鉢は同一型式においても土師質・瓦質・須恵質とばらつきがあり,消費地資料でも

3者が存在する。また甕は,古代以来上師器に欠落していた貯蔵器種であり,叩 き技法か

らみても須恵器系の技術によることは明らかである。括鉢にみられる焼成の多様性や,複

雑な系譜をもつ各器種が同一生産地で生産されているという点を重視 して,報文中や観察

表では各器種に土師器・瓦質土器 (瓦器)・ 須恵器などの名称を使用することはしばらく

措 くことにし,焼成による呼称 (土師質・瓦質・須恵質)を採 りたい。
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(1)1号窯跡出土遺物 (第45～ 48図 ,第14～ 16表 )

窯体内の埋土や床面から小皿・括鉢・足釜・鍋・甕・蓋が出土 している。遺物量がわず

かであるため,図化可能な資料はほぼ全て示した。甕以外は細片が多 く,どの遺物が 1号

窯跡で焼成されたものか,判断が難 しい。ただし窯壁の被熱状況からみると,還元烙焼成

が主体的な括鉢A類は除外できると考える。また,体部最大径が50cm前後に も達する甕

も,除外してよいであろう。″

括鉢は全てAⅢ 類であるが,日縁端面を明瞭に作るもの (96・ 97・ 99)と やや不明瞭な

もの (100)が ある。いずれも細片であり,廃窯後に流れ込んだ可能性がある。

足釜も細片が多い。窯体内埋土下位と床面直上の出土資料をみる限 りBⅣ類 (103・ 104

・1140115)が多 く,こ れに少数のBI類 (1010113)・ BⅢ 類 (102)が加わる,と い う

構成になっている。本来窯に伴 うものと混入品との識別は難 しい。101は摩滅が著 しいが ,

鍔部直下に押圧に伴 う爪形圧痕がある。 102は体部の縦ハケ上端が鍔部直下 の横ナデに

よって消されている。このことから体部の調整が終了した後に鍔部が接合されたことがわ

かる。

鍋は,BⅢ類で口縁部内面を 2段に横ナデ調整するものがあり,特に下段のナデを強 く

施すもの (106・ 107)が認められる。強いナデのために,体部から口縁部への屈曲は極め

てシャープである。これは,細部のくせを共有するものであ り,複数認められることか

ら,本窯の製品の可能性がある。

甕にはAI類 (108)と AI類 (980109～ 112)がある。大きさから本窯に伴わない可能

性もあるが,形態的にほぼAⅡ 類でまとまることから,本窯の操業時期を示す資料となろ

う。109～ 112は頸部の横ナデが強 く行われてお り,相対的な口縁部の肥厚を強調する。体

部外面には格子叩き目が施され,内面は横ハケによって当て具痕を消している。112の 外

面は摩滅 しているものの縦ハケがかすかに看取できる。

、この他,注意される特殊品に,外面に印花文を施した蓋 (119)が ある。日縁部内面には

1条の沈線が施される。ツマ ミが付されていたかどうかは,明 らかにできない。印花文は

2個接 して押捺されているが,3号窯跡灰原の事例などを参考にすると,本来は「.・ .」 形

に 3個配されていたとみられる。この蓋とセットになる器種については明らかではない

が,頸部内面に蓋受けをもつ壷 (753・ 1440)の ような事例と法量的に近似している。
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第45図  1号窯跡 窯体内埋土上位出土遺物

(2)2号窯跡出土遺物 (第49050図 ,第17表 )

窯体内出土と窯体掘 り方出上の遺物がある。窯体の遺存状況が比較的良好だったにもか

かわらず ,窯体内で出上 した遺物量は極めて少なかった。

[窯体内出土遺物 (120～ 134)]

窯体内埋土と床面直上の上器には,杯・小皿・括鉢・足釜・鍋がある。

杯 (131)は ,同系統と考えられる土器溜 り1出上の232よ りも口径・器高ともに縮小化

の傾向を指摘できる。同様に小皿 (132)も ,土器溜 り1出土資料 (240～ 243)な らびに 1

号窯跡出土資料 (95)に比して縮小化が著しい。

括鉢はAⅡ 類 (121)と BI類 (122)がある。121の卸し目は,3本を1単位とした粗い

ものである。また120の卸し目原体 (6本/1.9cm)は ,上器溜 り_3の 括鉢102001023と

同一である可能性がある。足釜にはBⅢ類 (124)も 1点みられるが,日縁部と鍔部の分化

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

杯

橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ

甕 AI

(1)9.0(高 )2.9
(1)4.6

(口)24.0

21Ell以 下の砂粒

2EEllyT00壇 概
311Ell以下の砂粒

lllEll以 下の砂粒

質

　

質

質

　

質

師

　

師

師

　

師

土

　

土

土

　

土

橙

明黄褐

01)黒褐

(晰 )明黄褐

明褐

(口・体)回転ナデ

(1)回転ナデ

準)格子叩き→
(口)横ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

¢)板ナデ→ (1)横ナデ

協
　
片
片
　
ψ

醒
　
細
細
　
唯

第14表  1号窯跡 窯体内埋土上位出土遺物観察表
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―-  108

第47図  1号窯跡 窯体内埋土下位出土遺物(2)

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色  調

法手

残存度

外  面 内 面

９９

　

００

　

０１

　

０２

　

０３

０４

０５

０６

０７

０８

　

０９

　

・０

　

■

　

・２

揺鉢 AⅢ

橋鉢 AⅢ

足釜 BI

足釜 BⅢ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
甕 AI

甕 AⅡ

甕 AⅡ

甕 AI

甕 AⅡ

(口 )28.0

(口 )25.6

(口 )23.1

(口 )24.6

(口 )27.0

(口 )42.0

(口 )47.2

(口 )44.8

(1)23.8

(口 )24.2

(1)24.6

(口 )29.6

(1)33.0

211ull以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

41m以 下の砂粒

311un以 下の砂粒

411111以下のり1を多量

21ml以下のり世じ量
411ull以下の性を多量
511ull肝

"1を

狙
311ull以 下

"性

移量
2EEll肝

"1移

量

511111肝

"世

移量

311Elり

「
0け麟

611ull肝

"壇

じ量

411ull肝

"1じ
量

土師質

瓦質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

0外 )黒

脩)褐

0外 )黒褐

(晰)灰 自

6)褐
(内)明褐

橙

浅黄橙

橙

明赤褐

橙

橙

にぶい黄橙

橙

浅黄橙

浅黄橙

浅黄橙

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

C)縦ハケ→ G)押圧
→ (口 場)横ナデ

(体)縦ハケ→ (")押圧
→ (口・月)横ナデ

(")押圧→ (口・月)横ナデ

(")押圧→
(口・

")横

ナデ

(口)横ナデ

(1)横ナデ

(口)横ナデ

(作 )格子叩き目
→ (口

。1)回転ナデ

(口・哺)回転ナデ

準)格子叩き目
→

(口
。1)回転ナデ

徘)格子叩き目
→ (1・ |)回転ナデ

ぐ)縦ハケ

(口・輌)回転ナデ

(口・作)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

C)板 ナデ→ (口)横ナデ

(口・|)板ナデ

《)板ナデ→ (口)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口)横ハケ→横ナデ

(口
。体)横ナデ

(口・作)横ナデ

(口
。蠣)横ハケ

→ (1)回転ナデ

件)当て具痕→板ナデ
→

(口・1)回 転ナデ

(体)横ハケ
→ (口)回転ナデ ?

件)横ハケ
→ (1噸)回転ナデ

‖)横ハケ
→

(口
。1)回転ナデ

細片

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/8
口怪1/8

細片
口怪1/8

口怪1/4

口怪1/8

口怪1/5

口怪1/6

口怪1/4

口経1/4

第15表  1号窯跡 窯体内埋土下位出土遺物観察表
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が不明瞭なC類 (125・ 126・ 133)が 3点ある。鉄鍋模倣の鍋BI類 (134)ヤま口縁端部が

丸 く,明瞭な端面を形成 しない。

以上のように,点数は少ないものの窯体内の遺物をみる限 り,杯・小皿や括鉢 0足釜に

みられる特徴は 1号窯跡や土器溜 り1な どとかな り異なる内容をもつといえよう。

[窯体掘 り方出土遺物 (135・ 136)]

窯体掘 り方内の埋土から,瀬戸焼天 目茶碗 (135)と 備前焼四耳壷 (136)が 出土 した。

瀬戸焼天 目茶碗は中央がやや窪んだ平高台状の底部をもち,体部下半は錆釉が施されて茶

褐色を呈している。瀬戸大窯第 3小期の所産であ り,実年代にして16世紀第 2四半期が相

当する (5)。 備前四耳壷は直立気味の頸部と小さく肥厚させた日縁部 ,ま たあま り強 くは

張らない肩部をもつ。外面と内面には接合痕が明瞭である。肩部にはヘラ書き状の刻線が

認められる。間壁編年の第Ⅳ期 B(6)に あたるとみられる。想定 される年代は15世紀中

葉～16世紀初頭頃である。

(3)3号窯跡出土遺物 (第51γ 53図 ,第18～ 19表 )

窯体内と灰原灰層 ,ま た窯に伴 うとみられるSD01か らの出土遺物がある。いずれも出土

量は極めて少なく,ま た細片が多い。

[窯体内出土遺物 (137～ 145)]

床面直上の埋土中から,括鉢・足釜・鍋・焙烙・壷などがある。

括鉢 (137・ 138)は AⅡ 類である。端面を回転ナデ調整するために,体部に比 して口縁

部が肥厚気味にな り,ま た端部を上方にツマミ上げたようになっている。細分型式ではA

Ⅱ-2類にあた り,土器溜 り2・ 3で主体を占める型式である。137の卸 し目原体は,土器

溜 り2の8030804,土器溜 り3の原体 3と 同一の可能性がある。また138の卸 し目原体は ,

土器溜 り3の原体 5と 同一である。

足釜 (139・ 140)は BⅢ類である。また鍋 (141)は 口縁部端面が器壁に対して直交 した

角度をもつことから,BI類 に分類できる。

やや特殊な製品として,焙烙 (143)が ある。内弯して伸びる体部と口縁部をもつ。土器

溜 り2出土資料 (925)や土器溜 り3出土資料 (1146)と 同様な形態であり,格子叩き目に

よる丸い底部をもつとみられる。

[灰原灰層出土遺物 (146～ 151)]

細片のみ出上してお り,法量や全形を明確にできる資料に欠ける。また層厚が薄いため
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第48図  1号窯跡 窯体内床面直上出土遺物

1号窯跡 窯体内床面直上出土遺物観察表

-83-
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番号 器  種 法 量 胎 土 焼成 色  調

手 法

残存度
外  面 内 面

113
114
115
116
117
118
■19

足釜 BⅢ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
鍋  BⅢ
鍋  BⅢ
甕  体部

蓋

(口 )32.2

(1)26.0

(口 )27.0

(口 )43.0

(口 )14.8

411ull肝 ojl砂量
2nEll以下の砂粒
311ull爪哺 1じ曇
2EIIn以 下の砂粒
4111111以 下の砂粒
3EEll以下の砂粒
2mEll以下の砂粒

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい褐

橙

橙

明赤褐

橙
にぶい黄橙

0)灰黄

(内)臨賊侵

(口
。傷)横ナデ

調整不明

調整不明

(口)横ナデ

調整不明

格子叩き目

(口
。体)横ナデ

→件)印花文

の 横ハケ→
(口)横ナデ

調整不明

調整不明

(口・体)横ハケ→ (1)横ナデ

調整不明

縦ハケ

(1)横ナデ

口怪1/8
口怪1/8

口怪1/8

口怪1/10

細片

細片
口怪1/4

第16表



120～ 130 窯体内埋土

第49図  2号窯跡出土遺物(1)
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(:F=三

=====三〒====F==夏≡
====・・ ===,l14

131～ :34 床面直上

135。 i36 掘り方埋土

0                             15cm

第50図  2号窯跡出土遺物(2)

第17表  2号窯跡出土遺物観察表

番号 器 種 法 量 胎 土 焼 成 色 調

法手

残存度
外  面 内 面

・２０
・２．
　
・２２
・２３
・２４
　
・２５
　
・２６
　
・２７
・２８
・２９
・３０
・３．
　
翌
・３３
・３４
　
・３５
　
・３６

播鉢 底部

描鉢 AⅡ

橋鉢 BI
精鉢 底部

足釜 BⅢ

足釜 C

足釜 C

足釜 脚部

足釜 脚部

鋼  BI
鍋  AⅢ
杯

小皿

足釜 C
鍋  BI

瀬戸天 目椀

備前四耳壺

(底 )11.2

(口 )34.0

(底)10.7
(口 )26.0

(口 )23.7

(1)36.5

(口 )10.0 (高 )2.2

(底)6.4
(口 )8.6  (書 )1.7
(口 )21.0
(口 )24.0

C)4.8

(口 )12.4

2nlll以 下の砂粒
lllEll以 下の砂粒

lllull以下の砂粒
311ull以下の砂粒

2mmり椰初り1砂曇

311111以 下

"菫

砂量

2EEll肝

"性

妙量

2nEll以下の砂粒

lllull肝

"1砂
量

21111以下の砂粒
211ull以下の砂粒

lIIll以下の砂粒

1血肝嗚‖

'性llllll以下の砂粒

211ull以 下の砂粒

精良

211un肝

"殷
娼

土師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

陶質

陶質

にぶい黄橙

0外)灰 自

(晰)臨暉

橙

明赤褐

明黄褐

(内外)にぶい費橙

G)橙
0)明黄褐

(内 )黄橙
にぶい黄橙

明赤褐

橙

明黄褐

にぶい黄橙

にぶい橙

橙

彿)黒褐

(内 )鱈嘲

Gl)暗赤褐

(釉 )オリープ黒

明赤褐

他糠)削 り状ナデ

(1)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(誂摯)Huり 状ナデ

(月)押圧→
(口

。月)横ナデ

準)板ナデ

(口・帰)横ナデ

(口
。月)横ナデ

ナデ

ナデ

(1)横ナデ

(1)横ナデ 。縦ハケ

(口・I)回転ナデ

C)回転ヘラ切 り

(口
。I)回転ナデ

(口
。傷)横ナデ

(口)横ナデ

(1・ I)回転ヘラ削 り

(口・体)回転ナデ

《)回転ナデ

(1・ 体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

ぐ■)回転ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)横ナデ

(1・ 体)板ナデ→
(口)横ナデ

(口)板ナデ→ (1)横ナデ

(口)横ハケ→ナデ

(口)板ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。体)回転ナデ

C)横ハケ→ (1)横ナデ

(口)横ナデ

(口・体)回転ナデ

i怪1/2

1怪1/12

細片

離1/4
口怪1/8

口怪1/10

細片

昴部ほぼ完存

脚組ぼ完存

細片
口怪1/8

口怪1/7

口怪1/8

口怪1/10

口怪1/12

1部完存

口怪1/4
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番 号 器 種 法 量 胎 土 焼 成 色 調

法手

残存度
外  面 内 面

・３７
・３８
・３９
・４０
・４．
″
・４３
ｍ
・４５
・４６
・４７
・４８
・４９
・５０
・５．

播鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
鍋 BI
鍋 底部

焙烙

車 体部
壺 底部

描鉢 AⅡ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 C
足釜 脚部

鋼 BⅡ

(1)27.2

(1)32.0

(口 )22.0

(口)22.6
(口 )44。 2

(口 )30.8

31111以 下の砂粒
111n以 下の砂粒
211111以 下の砂粒
3nHll肝 091、 511ullttOnl

3oEll以 下の砂粒
211111以 下の砂粒
2nlll以 下の砂粒
411Ell以下り,1を,曇

311ull肝

"1砂
量

2null以 下の

'1セ

少量
2null以 下の砂粒
3EEll以 下の砂粒
2.511ED以 下の砂粒
lllullttTo9世 妙量
lllun以 下の砂粒

土師質
土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質
土師質

にぶい黄橙
にぶい黄褐

橙

黄橙

橙
にぶい橙

明赤褐

明赤褐

明赤褐

浅黄橙

橙

橙

橙

明黄褐

橙

(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ

(口・

")横

ナデ

(口・婦)横ナデ

(1)横ナデ

(出 )格子叩き目

(口 )横ナデ

ぐ)板ナデ

0■服)板 ナデ

(口 )回転ナデ

(傷 )押圧→
(口 喘)横ナデ

(口・月)横ナデ→儒)板ナデ

(口・

")横

ナデ

ナデ

(1)横ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)横ナデ

調整不明
(口 )横ハケ C)板ナデ

件。1)板ナデ

(口・I)横ハケ

ぐ)板ナデ

(体・底)板ナデ

(口・体)横ハケ

(口・I)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・体)横ハケ

(口・体)横ナデ

(口)板ナデ

口怪1/8
口催1/5

口怪1/8
口怪1/8
口怪1/10

細片

細片

体静1/12

細片

細片

細片

細片

細片

細片

第18表  3号窯跡 窯体内 。灰原灰層出土遺物観察表

吻

「

1“
蜀 1″

翁｀ 8

第52図  3号窯跡 灰原灰層出土遺物

に,直上に堆積する 2号窯跡整地層中の遺物が混入している可能性もある。

括鉢 (146)は 端面を強 く回転ナデ調整 したもので,AⅡ -2類にあたる。足釜はBⅢ類

(1470148)と C類 (149)が あるが,149は混入の可能性がある。

ESD01出 土遺物 (152～ 158)]

足釜BⅣ類 (152・ 153),鍋 BⅡ 類 (154・ 155),甕 C類 (156)が ある。156は短 く外反

する断面方形の口頸部をもつ。頸部から下の外面には縦方向の板ナデが施される。

上記のように資料数が少な く,ま た良好な状態な遺物もわずかであるが,括鉢や焙烙・

甕の形態に土器溜 り2・ 3と の共通点が見出せ,さ らに括鉢原体が同一であることを考慮

すると,本窯 と土器溜 り20‐3と の直接的な共時性が推測できる。
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第53図  SD01埋 土出土遺物
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番 号 器  種 法 量 胎 土 焼成 色  調

手   法

残存度
外  面 内 面

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
鍋 BI
鍋 BI
甕 C
甕 体部

甕 底体部

(口 )24.9
(口 )27.8
(口 )43.4
(口 )45.1
(口 )31.0

3mEll以 下の砂粒
211111以下の砂粒
41111以 下の砂粒

2nll肝0'1を夕曇
3oull肝

"腱
娼

31Ell以 下の砂粒
211Ell以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい橙
にぶい橙

橙

明赤褐

にぶい褐

橙

橙

(月 )押圧→ (口 場)横ナデ

(口・月)横ナデ

(1)横ナデ ① 縦ハケ

(口 )横ナデ G)格子叩き目

(口・颯)回転ナデ

格子叩き目

徘)格子叩き目
→ (1)板ナデ

(口・体)横ハケ

(口・D板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口)横ハケ《■)板 ナデ

(口・蠣)回転ナデ

板ナデ

調整不明

口怪1/10
口怪1/8

口怪1/5

口怪1/8

口怪1/5

細片

細片

第19表  3号窯跡 。SD01出 土遺物観察表

“

)土器溜 り1出土遺物 (第54～ 147図 ,第 20～ 72表)

調査 した各窯跡の中で最も多量の遺物が出上してお り,28窃入 リコンテナに約110箱 出

上 した。既に報告 したように,転石を多 く含む第 I層を間層として,第 la層 と第Ⅲ層は

その堆積時期に若干の間隙が認められ,編年に際して重要な知見をもたらす資料といえる。

このため第 Ia層 と第Ⅲ層を中心として,層位毎の遺物の特徴について詳述 したい。

[表土層出土遺物 (159～229)]

土師質皿・捏鉢・鉢・足釜・鍋・甕・壷・小壷,瓦質捏鉢・括鉢が出土 した。

161は捏鉢としては楠井で例外的な瓦質焼成である。口縁端部をやや内側上方ヘ ツマ ミ

出したような形態は,東播系須恵器捏鉢に共通する特徴であるが,胎土は主要 4器種と同

一であることから,楠井産と判断できる。

括鉢 (162～ 183)に はAI～ Ⅲ類とBI類がある。各々の構成比や特徴は第 Ia層と同

様な傾向をもつ。166は ,日縁部端面に沈線状の明瞭な凹面があり,体部外面上半には横ハ

ケ調整が断続的に周回する。また177は 口縁端部が丸みをもって太 く収まってお り,端面

下端の屈曲も弱いため,AⅢ 類とBI類 (178)と の中間的な形態をもつといえる。

土師質鉢 (184)は ,直立気味の体部とほぼ水平の口縁部端面をもつ。脚部を伴 う火鉢も

しくは把手付焙烙 (十能形・甲羅)と考えられる。その存在は極めて稀であるが,胎上の

特徴は楠井産土器に一般的なものであることから,楠井で生産されたとみられる。

土師質足釜 (185～204)にはBⅡ ～Ⅳ類がある。鍔部直下には工具もしくは指によるオ

サエ (鍔部押圧成形)の痕跡を認めることができる。ことに鋭利な爪形状の圧痕を 2段巡

らせるもの (186・ 1870189・ 19101920195・ 196・ 199)がかな り存在することが注 目さ

れる。しかも下段の爪形状圧痕が上段の圧痕の右下に位置するという規則性が看取でき,

鍔部成形にあた り共通した作業手順の存在 したことが窺える。またこの圧痕は左上方から

施されているもので占められる。足釜を正置 した状態で製作が行われたとすると,製作者
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第54図 土器溜 り1 表土層出土遺物(1)
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第55図 土器溜り1 表土層出土遺物(2)

番号 器 種 法 量 胎 土 焼 成 色  調

法手

残存度
外  面 内 面

・５９

・６０

・６．

・６２

　

・６３

・６４

・６５

・６６

　

・６７

・６８

・６９

・７０

　

・７．

杯

捏鉢

捏鉢

橋鉢 AI

橋鉢 AI
揺鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ

描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
揺鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ

捕鉢 AⅢ

(口)9.0

(口)30.0
(口)30.0

(口)34.0

(口)26.8

(口)30.0
(口)30。 4

(口)27.8
(口)31.0

(口)38.2

(口)34.8

(口)34.0

lllElりrO'1砂量
3nm以 下の砂粒

lllEll以 下の砂粒

2EEl以 下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒
lIIll以 下の砂粒

lllEll以 下の砂粒
lBIll以 下の砂粒
211Ell以 下の砂粒
2nlll以 下の砂粒

311111以下の砂粒

土師質

土師質

瓦質

土師質

須恵質

須恵質

須恵質
土師質

須恵質

須恵質

土師質

土師質

土師質

橙

橙

灰 自

∽ 明黄褐

(山)灰褐

灰

灰

灰オ リープ

にぶい黄橙

黄灰

褐灰

橙

彿)lぶl瑕

(内 )にぶ雌

橙

回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(1・体)横ハケ

4)縦ハケ→
(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )沈線→回転ナデ

(体 )横ハケ

(口)板ナデ

(口 )回転ナデ

(口)板ナデ

(1)回転ナデ

(1)回転ナデ

回転ナデ

(口
。
「 )板ナデ→(1)回転ナデ

(口
。作)板ナデ→

(口 )回転ガ

調整不明

(口
。体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口
。体)回転ナデ

(口・体)板ナデ

(口・作)板ナデ

口怪1/8

細片

細片
口怪1/8

細片

口怪1/8
口怪1/12

口怪1/4

口怪1/8
口怪1/10

口怪1/8
口怪1/8

口怪1/8

表土層出土遺物観察表(1)
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第56図 土器溜 り1 表土層出土遺物(3)
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第57図 土器溜 り1 表土層出土遺物0)

番 号 器  種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

・７２
　
・７３
　
・７４
・７５
・７６
・７７
　
蜘
・７９
　
・８０
・８．
・８２
　
・８３

Ｉ
部

Ｂ
底

鉢

鉢

摘

描

描鉢 AⅢ

描鉢 AⅢ

橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
描鉢 BI

描鉢 底部

橋鉢 底部

描鉢 底部

描鉢 底部

(口 )25.4

(口 )31.0

(口 )34.4

(口 )37.8

G)10.1

(底 )11.6

(1)12.0

C)13.4

(底 )13.0

3111111以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

3nall以 下の砂粒
311111以下の砂粒
511ull以 下の砂粒

2111n以 下の砂粒

lIIEll以 下の砂粒

2null以下の砂粒

2nlll肝

"1じ
量

2allll以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

須恵質

須恵質

土師質

土師質
土師質

須恵質

須恵質

須恵質

土師質

須恵質

土師質

土師質

(内・外)灰

(晰 )褐

(外)灰 自

(内)灰

明黄褐

明赤褐

灰黄褐

彿)灰 自

(内)臨罐

灰黄

彿)オリープR

O)灰
橙

青灰

0)灰
(内 )にぶい橙

橙

徘)板ナデ→
(口 )回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ

(1)回転ナデ CII)板 ナデ

(口 )回転ナデ

(口・体)回転ナデ

儀腺)ナデ

(1)下駄印 (飢量)ナデ

(1)板ナデ (勁量)回転ガ

調整不明

調整不明

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

調整不明

(口
。|)板ナデ

(口・体)板ナデ 使用痕 ?

(口・体)板ナデ

(1・ 体)板ナデ→ (1)回転ナデ

ぐり 回転ナデ 使用痕

件・t)回 転ナデ

ぐ■)板ナデ

(体・底)板ナデ 使用痕 ?

(体・1)板 ナデ

細片

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/8

口怪1/12

細片

細片

畠怪3/8

底怪1/2

1径3/8

1怪1/5

喜怪1/5

表土層出土遺物観察表(2)
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第58図 土器溜 り1 表土層出土遺物(5)
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第59図  土器溜 り1 表土層出土遺物(6)

番 号 器 種 法  量 胎 土 焼成 色  調

法手

残存度

外  面 内 面

・８４

・８５

・８６

　

・８７

・８８

　

・８９

・９０

・９．

・９２

　

・９３

・９４

・９５

・９６

・９７

鉢 (火鉢 ?)
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

(口)20.2
(1)17.0

(1)22。 2

(1)21.4

(口)24.0

(口 )25.4
(口 )28。 3

(口 )22.0

(口 )24.0

(口)24.6
(口 )26.0

(1)23.0

(口)19.4
(1)23.6

21111以 下の砂粒
211111以下の砂粒
2null以 下の砂粒

2null以下の砂粒
llllll以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒
311ED肝

"位

じ量
2nHll以下の砂粒
211ull肝

"lt鑢
2111n以 下の砂粒

2EIll以 下の砂粒
211111以下の砂粒

3mEl以 下の砂粒
211ull肝

"1、

5血10柘

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

橙
橙
橙
　
橙
橙

橙
にぶい褐

にぶい橙

にぶい橙

にぶい赤褐

橙

橙

橙

橙

(口
。|)縦ハケ→

(口)横ナデ

0)押圧→ (1・ D横ナデ

件)縦ハケ→ (")2段押圧
→

(口 場)横ナデ

(鰐)2段押圧→ (口・

")横

ナデ

‖)縦ハケ→ 0)押圧
→

(口 哺)横ナデ

(月)2段押圧→
(口 場)横ガ

(")押圧→ (1・

")横

ナデ ?

(1)2段押圧→ (口・月)横ガ

鮮)縦ハケ→ (")2段押圧
→

(口 ■)横ナデ

(月)押圧→
(口・月)横ナデ

(月)押圧→
(口 哺)横ナデ

0)3段押圧→ (1・D横ナデ

(月)2段押圧→
(1・ 1)横ナデ

(月)押圧→
(口

。月)横ナデ

(口
。|)板ナデ→

(口)横ナデ

(1・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(口)オサエ→
(口 ■)板ナデ

(口)オサエ→
(口・|)横ハケ

① 横ハケ→
(口)横ナデ

(口
。|)横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口)横ナデ

(1・体)板ナデ→
(口)横ナデ

(口
。|)板ナデ→

(口)横ナデ

調整不明

口怪1/6
口怪1/6
口怪1/4

口怪1/10

口怪1/8

口怪1/8

口径1/5

口怪1/6

口怪1/6

口怪1/4

口怪1/4

口怪1/8

第22表 土器溜り1 表土層出土遺物観察表(3)

-95-



―○

″
207

第60図 土器溜り1 表土層出土遺物(7)
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第61図 土器溜 り1 表土層出土遺物(8)

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

・９８

　

・９９

２００

　

２０．

２０２

　

２０３

２０４

２０５

　

２０６

２０７

２０８

２０９

２． ０

２．．

２． ２

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 脚部

羽釜

(口 )19.2

(口 )20.0

(口)23.8

(口 )27.6

(口 )26.0

(口 )27.2

(口 )30.6

(口 )32_9

(口 )31.5

(口 )34.0

(口 )38.8

(口 )44.6

(口 )46.6

311ull以 下の砂粒

2EIll以下の砂粒
211ull以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒
lllEll以 下の砂粒

2.511111以 下の砂粒
311un以下の砂粒

311111以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

2nllll以 下の砂粒

411ull以 下の砂壮
lIIull以 下の砂粒
311un以下の砂粒
31111以下の砂粒
2nlll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

橙

にぶい赤褐

にぶい黄橙
にぶい黄橙

橙
にぶい黄橙

彿)灰褐

(内)橙
にぶい黄橙
にぶい黄橙

明赤褐

明赤褐

にぶい褐

明赤褐

にぶい褐

(体)縦ハケ→ (")押圧
→ (口・月)横ナデ

(月)2段押圧→
(口 場)横ガ

(婦 )押圧→
(口 場)横ナデ

(底)格子叩き目

調整不明

(諄 )押圧→
(口

。

')横

ナデ
→ 013)ナデ

(月)押圧→
(口 場)横ナデ

ナデ

(")押圧→
(口 場)横ナデ

(1)横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口・|)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・1)横ハケ→ ll)板ナデ

(口・体)調整不明G)板ナデ

(口・作)横ハケ→
(口)横ナデ

(口・1)横ハケ→ (口)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口・I)横ナデ

(1・体)横ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)横ナデ

(口)横ハケ  (I)ナ デ

(口)横ハケ C)ナデ

(口)横ハケ ぐ)ナデ

口怪1/5

口怪1/10
口怪1/6

口怪1/8
口怪1/8

口怪3/20

壽常完存

細片

口怪1/4

細片
口怪1/8

細片
口怪1/8

細片
口怪1/12

第23表 土器溜 り1 表土層出土遺物観察表
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第62図 土器溜り1 表土層出土遺物(9)
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第63図 土器溜 り1 表土層出土遺物00

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外 面 内 面

２． ３

　

２． ４

２． ５

２． ６

２． ７

２． ８

　

２． ９

　

２２０

２２．

　

２２２

２２３

２２４

　

２２５

２２６

２２７

２２８

２２９

BI

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

　

Ⅲ

　

Ⅲ

Ｉ

　

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

　

Ｂ

　

Ｂ

Ａ

　

Ａ

Ａ

Ａ

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
　
鋼
　
鋼
甕
　
甕
甕
甕

鍋

甕 AⅡ
甕 底部

甕 底部

壺

小壺

(口 )42.7

(口 )42.9

(口 )44.0

(口 )45.4
(口 )46。 1

(1)44.2ヽ

(1)44.8

(口 )30.8

(口 )33.4

(口 )34.8

G)18.0
(底 )14.7

(口 )17.2

(1)4.0

511111以下の砂粒

2mlll以 下の砂粒
3nEll以 下の砂粒
311Ell以 下の砂粒
211Ell以 下の砂粒
1.511ull以 下の砂粒

211all以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒
211Ell以 下の砂粒

511ull肝

"世

じ量
3EEll以下の砂粒
21111以 下の砂粒

211111以 下の砂粒
211ull以 下の砂粒
lmlll以 下の砂粒
2oEll以 下の砂粒
211ull以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質 ,

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい褐

橙

にぶい赤褐

にぶい橙

明赤褐

彿)臨嚇1

(内)明赤褐

明赤褐

赤褐
にぶい褐

明褐

明赤褐

橙

橙

橙

にぶい黄橙

にぶい褐

にぶい黄橙

(口)横ナデ

(1)横ナデ

(口)横ナデ

(1)横ナデ

(口 )木 目状圧痕→横ナデ

(口 )木 目状圧痕→横ナデ

鮮)縦ハケ→ (1)オサエ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

件)格子叩き目
→ (1・ I)横ナデ

(口
。現)横ナデ

(1・壊)横ナデ

僻)格子叩き目
→

(口 ■)横ナデ

(口・颯)横ナデ 件)ナデ

調整不明

(底 )ナデ

ナデ

ナデ

(口 )板ナデ→ (口)横ナデ

(体)横ナデ

(口)横ハケ 0板 ナデ
(口)横ハケ ① ナデ?
(口 )横ハケ (I)ナ デ?

(口 ■)板ナデ
(口)横ハケ 0ナ デ

(1)板ナデ→
(口)横ナデ

準)ナデ
(1・ I)板ナデ
(口・哺)横ナデ の 板ナデ

調整不明
調整不明
(口・蠣・I)板ナデ→

(口 )横ガ

(D横ハケ→(1哺 )横ナデ
¢)横ハケ→G)横ナデ
件・1)板ナデ
ナデ
ナデ

口怪1/8

口怪1/8

細片

細片
口怪1/8

細片

細片

細片

細片

口怪1/10

1経1/4

1催1/6

口怪1/5

体郎完存

ν
片
片

曜
細
細

表土層出土遺物観察表(5)
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は右手で作業を行ったことになる。

205は体部が大きく外傾する羽釜である。鍔部は口縁部から短 く垂下す るよ うに伸びて

いる。脚部が付かないとみられる僅少な事例であるが,肉 眼観察による胎上の特徴は楠井

産土器と共通する。

土師質鍋 (206～ 220)に はAⅡ 類 とBI・ Ⅱ・ Ⅳ類がある。217・ 218には,日 縁部外面

に木 目状圧痕が認められる。

土師質甕 (221～ 227)にはAI・ Ⅱ類がある。AI類 (221～224)をま直立 した後に外反

する比較的長い口頸部をもつ。AⅡ 類 (225)は短い口頸部をもち,頸部外面を強 く横ナデ

調整することで,口 縁部の相対的な肥厚を作 り出す。

壷 (228)|ま短 く外反する口頸部をもつ。頸部上端に幅約1.5cmの 粘土紐を 1段積んで口

縁部としていることが,明瞭に残る接合痕から観察できる。また小壷 (229)は楕円形の体

部とやや突出した底部をもつ。体部内面には縦方向の指ナデ調整が施される。恐らく土器

溜 り3の小壷 (1170)と 同様な′短 く直立する日縁部をもった形態をもつものであると推

測される。

[第 la層出土遺物 (230～ 603)]

土師質杯・小皿・捏鉢・足釜・鍋・甕・壷・焙烙 0把手・不明土製品,瓦質 (土師質・

須恵質含む)括鉢・鍋・茶釜 ,須恵質杯 ,東播系須恵器捏鉢,亀山焼甕,界産瓦質甕,備

前焼甕などがある。これらの中で土師質捏鉢・足釜・鍋・甕・壷・焙烙・把手 と瓦質括鉢

・鍋が,胎土・技法・形態の特徴から楠井産と判断できるものである。各器種の大まかな

構成比は第134表に示した通 りであ り,括鉢・足釜・鍋・甕の 4器種を主体 として ,こ れ

に一定の捏鉢などが加わると説明できよう。その編年的な位置付けについては後述する

が,調査区付近での操業が最も密に行われた時期の上器群とみることが可能であり,細部

形態や技法にかな りの多様性が認められるようである。

土師質杯 (23002320233)は ,内弯気味に立ち上がる体部をもつ。須恵質杯 (231)も

これと同様な形態をもつが,底部は糸切 りである可能性があり,讃岐国外からの搬入品で

あるかもしれない。また土師質皿 (234～244)は ,その形態から3群に細別可能である。

234は直線的に伸びる体部をもつ。2360237は体部が大きく外反 し,口 縁端部が極めて薄

いシャープな作 りである。238～243は体部が大きく開いてお り,口縁部で若干内弯する。

口径がやや小さいもの (238・ 239)と 大きいもの (240～243)がある。杯・皿類にはいず

れも体部に顕著な回転ナデ調整がみられ,製作にあたってロクロ回転が効率的に駆使され
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たことがわかる。また胎土も l mm以上の砂粒をほとんど含まない,精良なものである。

土師質捏鉢 (245～ 258)に は,括鉢に比べて器壁が薄 く,ま た由径も小さいものが多い。

焼成も括鉢とは異な り土師質を基本とする。いずれも回縁部には外傾する面をもつが,こ

の端面が平坦なもの (245～ 247・ 250・ 2560257)や沈線状に窪むもの (248),ま た横ナデ

調整による凹面をもつもの (249～ 253・ 255・ 258)な ど,多様な在 り方を示す。247は底部

外面に下駄印に似た平行線を残す。いわゆる「亀板痕」 (7)か。また258は底部外面に格子

叩き目が施され ,丸底に成形される。体部と口縁部の形態・技法的類似から,257も 同様な

底部をもつものと思われる。鉢類の底部丸底化は西部瀬戸内地域 (伊予・備後)に しばし

ば認められる (8)ため,それとの系譜的な関係が問題となる。

括鉢 (259～ 389)に はAI～ Ⅳ類′BI類とほぼ全ての器種が認められ,AⅢ類が最も

多 く,次いでこれにはぼ措抗する量でAⅡ 類が存在する。それ以外はAI類 ,AⅣ類,B

I類の順になるが,いずれも破片数は少なく目立った存在ではない。AⅢ 類が優位に立つ

点は,明 らかに上器溜 り2・ 3と 異なる要素であり,注 目される。またAI～ Ⅲ類には ,

口縁部の細部形態にかな りのバ リエーションが認められる。これは端部の調整工具や調整

箇所′またその強弱に起因するものとみられるが,型式を超えて共通する部分の多いこと

が注意される。

法量について,図示 した資料からみてみよう。日径は便宜的に25cm以下 (I),26～29cm

前後 (Ⅱ ),30～ 33cm前後 (Ⅲ ),34～37cm前後 (Ⅳ ),38～40cm前後 (V)に分けることが

可能である。しかし,ほ とんどの残存度が口径の 1/4以下であり,ま た中には製作段階

での歪みや焼け歪みが存在するために,これがどの程度実態を反映したものであるかは検

討を要する。口径残存度 1/4以上のものでみると,10Ⅲ ・Ⅳについては一応妥当な群

別といえるようである。また全体でみてもこの 3者が主体である。

卸し目の原体は24種類確認できる(第26・ 27表)。 原体 1単位の本数は 3本が 2種類(原体

1・ 2),4本が 5種類 (原体 3～ 7),5本が 7種類 (原体 8～ 14),6本が 4種類 (原体

14～18),7本が 3種類 (原体19～21),8本が 2種類 (原体22023),12本 が 1種類 (原体

24)に各々分類できる。中でも原体11が最も多く,原体 607・ 9も かなり存在する。原

体と器種との関係をみると,AI類は条数が多く6・ 7条が主体であり,ま た原体幅が広

い傾向にある。これに対してAI・ Ⅲ類は一部の少数事例を除いて 3～ 5条が主体で,原

体幅も比較的狭い傾向にある。また同一原体の共通使用例を整理すると,AⅡ 類とAⅢ類

での共通使用が最も多く,両者とAI類との共有例は 1例 しかない。以上のように,卸 し
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第64図 土器溜り1 第 Ia層 出土遺物(1)
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夕
第65図 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物(2)

番号 器 種 法  量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

３０
　
３．
３２
　
３３
３４
　
３５
３６
　
３７
　
３８
　
３９
　
４０
４．
２４２
　
２４３
　
独
２４５
２４６
２４７
　
２４８
２４９
２５０
２５．
２５２
２５３
２５４
２５５
２５６
２５７
２５８

杯
　
杯
杯
　
杯
側
　
側
側
　
側

皿
鉢
鉢
鉢

小
捏
捏
捏

小皿

小皿

小皿

/Jヽ皿

小皿

小皿

捏鉢

捏鉢

捏鉢

捏鉢

捏鉢

捏鉢

捏鉢

捏鉢

捏鉢

捏鉢

捏鉢

(口 )10.0(1)2.6
G)6.8
(口)12.0
(口 )12.2(高 )2.9

G)6.8
C)9.0
(口 )9.0(高)1.7

G)5.7
G)4.6
(口 )8.6(高 )■ .8

(I)5.0

(口 )10.0(1)2.0
(1)7.5

(口 )8.0(高)1.8
(1)4.2

(口 )8.8(高)1.8
(1)4.1

(1)9.8

(口 )9.7
(口 )10.0(高 )2.0

(底)6_0

(口 )11.0(高 )1.8

(1)7.0

(1)7.2

(口 )15.0

(口 )17.7

(口 )20.1(高 )7.1

(1)9.6

(口 )24.0

(口)25.4
(1)26.0

(口 )22.0

(口 )27.0

(1)26.0

α)8.0

(口 )30.0

(口 )32.0

(口 )22.0

(口 )24.6

lllEl以 下の砂粒

lIIll以下の砂粒

lnlll以 下の砂粒

lllull肝

"位

妙量

llllll以 下の砂粒

微細砂粒

lllEl以下の砂粒

lEEll以下の砂粒

511111以下の砂粒

0.511ull肝

"lt婚
精良

2EEll以 下の砂粒

lllllり 畑自羽

'1を

娼

lllEll以下の砂粒

lllull以下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

3EEl以 下の砂粒

311El以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

lml以下の細砂粒
31111以下の砂粒

211111以 下の砂粒

21111以下の砂粒

lllln以下の砂粒

3olll以下の砂粒

lIIlll以 下の砂粒
2EEll以下の砂粒

311111以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

士師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

橙

　

橙

にぶい黄橙

淡橙・灰自

浅黄橙

浅黄橙

浅黄橙

橙

彿)にぶllta

(内 )橙
。にぶい費楓

橙

橙

橙

にぶい黄橙

浅黄橙・ 橙
にぶい橙

浅黄橙

明赤褐

橙

橙
にぶい黄橙

橙

橙

橙

明赤褐

明赤褐

明黄褐

橙

明赤褐

(口・体)回転ナデ

(底 )回転ヘラ切 り

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

G)回転ヘラ切 り

鮮)回転ナデ

(口
。|)回転ナデ

(1)回転ヘラ切 り→ナデ

回転ナデ

(口・|)回転ナデ

G)回転ヘラ切 り→板ガ

(口・体)回転ナデ

(口・1)回転ナデ

(1)回転ヘラ切 り

(口・体)回転ナデ

(1)回転ヘラ切 り

回転ナデ

回転ナデ

(口・作)回転ナデ

G)回転ヘラ切 り→ナデ

(口
。作)回転ナデ

(1)回転ヘラ切 り

件)回転ナデ G)回転ヘラ切り

件)縦ハケ→
(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ (1)ナデ

‖)縦ハケ→
(口)回転ナデ

C)下駄印→ナデ

(1)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ・ 板ナデ

Q腺)ヘ ラ削 り

(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ

(口 )回転ナデ 件)板ナデ

(口 )回転ナデ(1)格子叩き目

回転ナデ

(口・1)回転ナデ

回転ナデ

(体)回転ナデ

回転ナデ

回転ヘラ切 り→ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ→ G)ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ→ (1)ナ デ

(口・体)板ナデ

(口
。体)回転ナデ

件・1)板ナデ
→

(口・体)回転ナデ

(口・I)回転ナデ

(口・I)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ→ (1)回転ガ

(口・体)板 ナデ→
(口)回転ナデ

(1・ 体)横ハケ→ (1)回転ガ

¢嗜)回転ナデ

(1・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)横ハケ→ (1)回転ガ

(口・体・底)板ガ→
(口 )回転ガ

醐　雌膨　帥雌　脇肺
口怪1/10

口怪1/4

口怪3/8

口怪1/8

口怪1/4

口怪1/8

底怪1/2

口怪1/4

底怪7/8
口怪1/4

口怪2/3

口怪3/4

口怪1/6

口怪1/8

細片

口怪1/6

口怪1/8
口怪1/4

底部ほぼ完存
口怪1/8
口怪1/8

口怪1/3

口怪1/2

第25表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表(1)
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原体 本数/原体幅

(単位mm)

点数

類 B類

底部

I-2 Ⅱ-11Ⅱ -2 Ⅱ-3 Ⅲ-1 Ⅲ-2 Ⅲ-3 Ⅳ I

1 3/6.5 4
=31::

2 3/9 2

3 4/4.7 3 :葺難筆:

4 4/9 3 :2:11

5 4/9.5

6 4/11 9

一一一一一一一一一２

一̈一̈̈
一̈一̈

一一̈一一一一一̈２

一̈一一一̈̈
一̈

一̈̈
一̈一一一̈５

一̈一一̈一一̈一

7 4/14 9

一̈
¨̈
¨̈
¨̈
一１

¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
一

……………

一一９
11::::

8 5/9。 5 4

9 5/12 9

・一̈
一̈
一一一２

一一一一一̈
一̈
一

=41

一一̈
一一一一一̈
２

一̈
一̈
一̈
一̈

10 5/12.5 3

5/13.5 10

一一̈
一̈
一̈
一２

一̈一一̈
一̈
一一

………………
３

一

12 5/15 4
一̈̈一̈一̈２

一■

一一̈一̈一̈一２

Ｉ̈

13 5/17

14 5/19

第26表  土器溜 り 1 第 la層 出土摺鉢の卸 し目原体と型式の対応関係(1)

集計は報告資料のみについて行った
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原体 本数/原体幅

(単位mm)

点数

類 B類

底部

I-21 1-3 Ⅱ-1 Ⅱ-2 Ⅱ-3 Ⅲ-1 Ⅲ-2 Ⅲ-3 Ⅳ I

15 6/11

16 6/15 7
薫
＝
＝

17 6/16 l ………………………………………………麟
燃

18 6/19

19 7/15 ＝
＝
＝

20 7/18 2

21 7/19 2
Ｉ
総

〓

22 8/13 1

織
理
華

23 8/21.5 2

24 12/18.5

合  計 81 513 10 914 2614 6 5 0 10

第27表  土器溜 り 1第 Ia層出土摺鉢の卸 し目原体と型式の対応関係(2)

目原体からはAⅡ ・Ⅲ類とは共通点が多 く,逆にAI類とAⅡ ・ Ⅲ類との間にはあらゆる

点で違いが指摘でき,′AI類とAⅡ ・ Ⅲ類とが別の工人群の所産であることを推察させる。

括鉢AI類 (259～271)は ,体部に対して直角ないし鋭角 (水平方向)の 口縁部端面を

もつものである。日縁端部を拡張気味に肥厚させるもの (AI-1類 :259～ 267)と ,端

面に強い回転ナデ調整を施して凹面を作るもの (AI-2類 :268～ 271)がある。AI一

1類は内面全体にわたって横ハケ調整を施しており,ハ ケロが口縁部端面にまで及ぶもの

(262～ 264)も ある。横ハケは断続的に巡らされていることから,ロ クロ回転を利用 した

いわゆる「カキロ」とは異なる。また,AI-2類 も同様に内面全体に横ハケないし横方
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第66図 土器溜り1 第 Ia層 出土遺物(3)

-106-



フ

第67図 土器溜り1 第 11層出半導物鱚)

269

ンヽ
ム

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外 面 内 面

橋鉢 AI
橋鉢 AI
描鉢 AI
捕鉢 AI
橋鉢 AI
揺鉢 AI
橋鉢 AI
橋鉢 AI
橋鉢 AI
橋鉢 AI
橋鉢 AI
橋鉾 AI
播鉢 AI

(口)26.0
(ll)26.0

(口)30.0
(1)31.0

(口)31.8
(口)36.0
(口)38.0
(口 )40.0

(口)27.4

(口 )28.0

(口)28.4
(口 )34.6

5nlll以下の砂粒

10Ell以下の砂粒

2nlll以 下の砂粒
3mln以 下の砂粒
2oull以下の砂粒

2olll以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

211111以下の砂粒
2nEll以下の砂粒

2nEll以下の砂粒

llull肝

"粒

妙量
2mn以 下の砂粒

2nEll以下の砂粒

須恵質

土師質

須恵質

土師質

土師質

須恵質
土師質

土師質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

灰黄

橙

灰自

暗灰黄

黒褐

灰自

にぶい黄橙

明褐

灰自

灰自

灰自

灰

灰

(口)回転ナデ

(1)回転ナデ

0)縦ハケ→
(口 )回転ナデ

(口 )横ハケ

(口 )横ハケ

(口)横ハケ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )板ナデ

(口・体)縦ハケ→
(口 )回転ガ

(口・体)縦ハケ→
(口 )回転ガ

(口)回転ナデ

(口
。|)縦ハケ→ (口 )回転ガ

鮮)横ハケ→
(口)回転ナデ

(1・ 体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・|)板ナデ ¢)使用痕

(1・ 1)板ナデ C)使用痕

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・I)回転ナデ

(口
。体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)横ハケ

(口・体)板ナデ

(口・作)横ハケ

口怪1/10
口怪1/12

細片

口怪1/6
口怪1/10

口怪1/6

細片
口怪1/12
口怪1/10
口怪1/12

細片
口怪1/8

口怪1/8

第28表 土器溜 り1 第 la層出土遺物観察表(2)
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第68図 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物(5)
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第69図  土器溜 り1 第 Ia層 出土遺物(6)

1 5cm

番号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

７２

７３

７４

７５

７６

　

７７

　

７８

７９

捏鉢

描鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
播鉢 AⅢ
橋鉢 AⅡ

描鉢 AⅡ

描鉢 AⅡ
橋鉢 AI

(口 )29.0

(口 )24.8
(口 )26.0

(口 )30.4
(口 )34.8

(口)34.6

(1)30.0

(口 )34.0

3nEll以下の砂粒

lIIll以 下の砂粒
211un以 下の砂粒
311El以 下の砂粒
3mull以下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

2null以下の砂粒
51111肝

"1移
量

土師質

土師質

土師質

須恵質

瓦質

須恵質

土師質

土師質

橙

にぶい褐

黄褐

灰黄

(内・外)灰

(D灰白

0)灰 白

(内)灰

晴灰黄

橙

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口
。体)縦ハケ→ (1)回転ガ

(口 )回転ナデ

(口)横ハケ→回転ナデ

(口)板ナデ

(1)横ハケ→回転ナデ

(口)回転ナデ

調整不明

(口・|)回転ナデ

(口・体)横ハケ

(口
。|)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・1)板ナデ

(1・ 体)横ハケ

調整不明

口怪1/4
口怪1/10

口怪1/8

口怪1/5

口怪1/4

口怪1/8

口怪1/4

口怪1/8

第29表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表(3)
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第30表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表に)

0                               15cm

第71図 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物(8)

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外 面 内 面

２８０

２８．

２８２

２８３

２８４

　

２８５

摘鉢 AⅡ
捕鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
播鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ

橋鉢 AI

(1)36.0

(口 )29.0

(口 )32.1

(口 )30.0

(口 )34.0

(口 )34.0

211ullttToJ世 砂量
llllll麻

"世
少量

21111以 下の砂粒
lllln以 下の砂粒
lllEll以下の砂粒

3nlll以 下の砂粒

須恵質

瓦質

須恵質

土師質

瓦質

土師質

灰

灰黄

灰

にぶい黄褐

(由・外)灰

(D灰黄

橙

(1)板ナデ→回転ナデ
(1)回転ナデ
(口 )回転ナデ
(口 )回転ナデ
(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ

(口
。わ板ナデ  使用痕

(口・体)回転ナデ

(1・体)板ナデ  使用痕
(口

。体)板ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)板ナデ

口怪1/4
口怪1/6
口怪1/8
口怪1/12
口怪1/4

口怪2/3
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第73図 土器溜 り
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0                             15cm

l 第 Ia層 出土遺物(0

番号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

２８

２８

２８

２８

２９

２９

２９

　

２９

　

２９

２９

橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
摘鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ

描鉢 AⅡ

橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ

(口 )29.6

(口 )36.4

(口 )29_6

(Il)30.4

(口 )31.0

(口 )32.8

(口 )33.0

(口)33.6

(口 )26.0

(口 )30.0

2nlll以 下の砂粒

311ull以下の砂粒

1_5tull以下の砂粒

21111以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

2EEl以 下の砂粒

lIEll以 下の砂粒

3nEll以下の砂粒

lEEll以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

瓦質

土師質

瓦質

須恵質

土師質

瓦質

須恵質

土師質

質恵

質

須

瓦

灰

明黄褐

青灰

灰

にぶい褐

灰自

(由・外)灰

C)浅黄

0)にぶlll

(内 )臨l湘

灰黄

にぶい黄褐

調整不明

調整不明

(口)板ナデ

(1)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )横ハケ→回転ナデ

(口 )回転ナデ

(体 )縦ハケ→
(口)回転ナデ

調整不明

調整不明

(1・ 1)板ナデ

(口・体)板ナデ  使用痕

(1・ 体)回転ナデ
(口・体)回転ナデ
(口・体)板ナデ 使用痕

件)板ナデ→
(口)回転ナデ

一アナ転

デ

回

ナ

わ

０

口
。

口
．

口経1/12

口怪1/8
口催1/5

口怪1/4
口怪1/12

口怪1/10

口怪1/8

口催1/8

口怪1/8

口怪1/12

第31表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表(5)
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第75図 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物lla

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

橋鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
橘鉢 AⅡ
描鉢 AI
橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
描鉢 AI
描鉢 AⅡ
襦鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
精鉢 AⅡ

(1)29.0

(口)31.0

(口)30.0

(口)35。 2

(1)26.0

(口)28.0

(口)33.0

(口)33.2

(口)36.0

(口)36.8

(口)36.4G)12.1
C)16.0

2Elll以 下の砂粒
511ull以下の砂粒

lllll以 下の砂粒

3nllll以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒

2all以 下の砂粒
21ml以 下の砂粒
lnllll以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒
211111以 下の砂粒

土師質

土師質

瓦質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

瓦質

須恵質
土師質

にぶい黄橙

橙

黄褐

灰

オ リープ黒

灰

灰白

灰自

灰黄

灰自

にぶい黄橙

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(動量)削 り状の強いナデ

(1・体)板ナデ

(口・1)板ナデ

(1・体)板ナデ  使用痕

(口
。体)回転ナデ

(体 )横ナデ→
(口)回転ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口 )回転ガ

(体 )ナデ→
(口)回転 ナデ

(口・体)ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。体)板ナデ

(口
。
|・1)横ナデ

口怪1/5

口怪1/5

口怪1/2

口怪1/8
口怪1/10

口怪1/10

細片
口怪1/12

口怪1/8

口怪1/12

口怪1/10

第32表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表(6)
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第77図 土器溜 り1 第 Ia層 出土遺物00

第33表 土器溜 り1 第 la層出土遺物観察表(7)

0 lscm

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ

橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ

橋鉢 AⅢ
播鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ

(口 )27.0

(口 )29.0

(口 )30.0

(口 )32.0

(口 )35.0

(1)36.8

(1)28.0

(口 )29.6

(口 )33.0

llnlll以 下の砂粒

211111以下の砂粒

211ull以 下の砂粒

2allll以下の砂粒
211111以 下の砂粒

311ull以下の砂粒

211ull以下の砂粒

2111111以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

lIDlll以 下の砂粒

須恵質

土師質

須恵質

土師質

須恵質

土師質

瓦質

瓦質

須恵質

須恵質

土師質

灰自

0)にぶい黄腱

(内 )明赤褐

灰自

橙

灰

明赤褐

(内・外)灰オリープ

(所 )浅黄橙

オ リープ黒

灰

灰

灰黄

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

徘)板ナデ (口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(1)回転ナデ

(口・体)板ナデ

調整不明

(体)板ナデ→
(口)回転ナデ

(口
。|)板ナデ

(口・|)板ナデ

(口)ナデ ?

調整不明

調整不明

(口
。1)板ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・I)ナ デ

口怪1/12

口怪1/8

口怪1/12

口怪1/4
口怪1/6
口怪1/8
口怪1/12

口怪1/12

細片
口怪1/4

細片
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第78図  土器溜 り1 第 Ia層 出土遺物GD

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外  面 内 面

播鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
摘鉢 AⅢ

(口)28.0
(口)30.0
(口 )34.0

2nHll以 下の砂粒

lnun以 下の砂粒

llrll以 下の砂粒

質

質

恵

師

質

須

土

瓦

褐黄

黄

灰

明

灰

(口)沈線→回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口
。1)回転ナデ

(口
。|)回転ナデ

(口
。体)板ナデ

帥̈

第34表 土器溜り1 第 Ia層出土遺物観察表(8)
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向の板ナデ調整を施すが,体部外面に縦ハケもしくは縦方向の板ナデ調整を行 う。口縁部

の回転ナデは体部の縦ハケ調整後になされている。このように,両者には口縁部や体部の

調整手法に明瞭な差異が指摘できるのであるが,一方でハケロ原体となる,木 目の浮き出

た板状工具を意識的に多用する点で共通 している。調整段階での板状工具の使用は他の型

式の括鉢にも認められるが,多 くは木 目が浮き出ていない工具で弱いナデつけ (板ナデ)

が行われる程度である。凹凸の掻き取 りによる器壁の平滑化がハケロの効果であるとする

ならば,括鉢AI類には他の型式 よりも手間を惜しまない丁寧な調整が行われていること

になろう。

括鉢AⅡ 類 (273～306)は ,日縁部端面が体部に対してやや鈍角気味に外傾するもので

ある。直線的で平坦な口縁部端面をもつもの (AⅡ -1類 :273～ 279)と ,端面に強い回

転ナデ調整ないし沈線状の押圧 (押 し挽き)に よる凹面をもち′やや上方にツマ ミ上げた

ようにみえるもの (AⅡ -2類 :280～301),ま た端面の上下端を拡張気味にさせたもの

(AⅡ -3類 :302～ 306)力 あ`る。AⅡ -3類の口縁端部の拡張は,強い回転ナデ調整に

よって行われてお り,特に上方への挽き出しが顕著である。なお後述するように,土器溜

り2・ 3出上の括鉢AI類はほぼAⅡ -2類で占められてお り,本例とほぼ同様な構成比

を示すことが注意される。

273は内面の卸 し目上端に「
=」

状の刻線を斜め (右下が り)に施している。 2本の刻線

は平行 していることから,卸 し目原体のような工具で 1度に引かれた可能性がある。ただ

し,本例の卸 し目原体とは明瞭に異なった,幅の広いものである。275～277は 口縁部端面

が体部に対して直角に近 く,ま たやや肥厚気味であることから,括鉢AI‐ 1類に近い形

態をもつ。293は 口縁部直下の体部外面に横ハケ調整を施す。また294はやや特殊な形態で

あり,沈線を口縁部端面上端に施すために,突帯状の端部をなす。外面には接合痕が顕著

に残る。295は 口縁部直下にまで強い回転ナデ調整がみられ,ま た体部には縦ハケ調整が

行われる。口縁部の外傾度以外は,括鉢AI-2類 に共通する要素をもつ といえよう。

303は AⅡ -3類の中でも特に著しく上方へ挽き出した口縁端部をもち,同 時期の東播系

須恵器捏鉢に近い形態である。

括鉢AⅢ 類 (307～361)は ,端面がほぼ垂直方向に肥厚するものである。端部がシャー

プなもの (AⅢ -1類 :307～ 345)と ,端面下端の屈曲が弱 く丸味をもって体部 と連続す

るもの (AⅢ -2類 :346～ 349),ま た全体に丸味を帯びた鈍重な作巧のもの (AⅢ -3

類 :350～ 361)と がある。AⅢ -1類はさらに,相対的に端面長の短い一群 (307～ 318)
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番号 器 種 法  量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

播鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
精鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
摘鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ

描鉢 A皿

(口 )26.0

(口 )27.0

(口 )27.4

(口 )28.0

(口 )28.0

(口 )27.6

(口 )26.2

(口 )28.9

(1)28.OG)12.2
(1)9.6

(口 )32.8

2nlllttTOJ菫妙量

lllllll以下のり1を ,量

lIIlll以下の砂粒

lnEll以 下のり性砂量
311El以下の砂粒
311El以下の砂粒

211111以下の砂粒
2nlll以 下の砂粒
211n肝

"震
姐

lllEl以下の砂粒

須恵質

瓦質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

土師質

須恵質

瓦質

瓦質

灰黄褐

灰

浅黄

灰

灰

灰

明赤褐

灰

灰自

俳)灰

(内)灰 白

(口)板ナデ→回転ナデ

(1)板ナデ→回転ナデ

(口 )板ナデ→回転ナデ

鮮)板ナデ (口 )回転ナデ

(口 )板ナデ→回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口 )回転ナデ

(1)下駄印

(口 )回転ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)回転ガ

調整不明

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ→ (口)回転ガ

(口・体)回転ナデ

(口・体)板ナデ→回転ナデ

(口・1)板ナデ

(口・体)板ナデ→ (口)回転ナデ

使用痕

(口・体)板 ナデ

口怪1/10

口怪1/12

細片

細片
口怪1/12

口怪1/8

口怪1/8

細片
口怪1/4

底怪1/4
口怪1/12

第35表 土器溜り 1
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第82図  土器溜 り1 第 Ia層 出土遺物l191

番号 器 種 法  量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外  面 内 面

播鉢 AⅢ
捕鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ

描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
播鉢 AⅢ

(口)29.2

(1)29.4

(口 )30.0

(口)31.9

(口 )31.2

(口)32.0

(口 )32.2

(口 )32.0

(口 )32.0

lllall以 下の砂粒
211EDttC勝 性を夕量
3alll以下の砂粒

10ull以下の砂粒
211Ell以下の砂粒

311ml以下の砂粒

411Ell以 下の砂粒
lIIEll以下の砂粒

lEIIll以下の砂粒

瓦質

須恵質

須恵質

瓦質

須恵質

土師質

須恵質
土師質

瓦質

灰オリープ

黄灰

灰

灰

灰

彿)褐灰

(内)橙

灰

にぶい黄

灰

(口)板ナデ→回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )板ナデ→回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口
。|)板ナデ

(1・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(1・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ  使用痕 ?

口催1/12

口怪1/8

口怪1/4

細片

細片
口怪1/6

曜

曜

曜

第36表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表00
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番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

４０

狙

２

　

４３

　

“

４５

４６

　

″

描鉢 AⅢ
摘鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ

描 鉢 AⅢ

橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ

橋鉢 AⅢ

(口 )32.6

(1)33.0

(口)33.8

(1)31.0

(口)28.0

(口 )32.7

2EEll以 下の砂粒
3mml以 下の砂粒

2nEll以 下の砂粒

2null以 下の砂粒

lmull以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒
511ull以下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

須恵質

須恵質

瓦質

須恵質

土師質

須恵質

須恵質

須恵質

灰

灰

彿)暗灰

(内 )灰

0)暗灰

(内 )灰

淡黄

灰自

0)灰
(内 )灰黄褐

灰

(口)回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )板ナデ  G服 )削 り

(口)板ナデ→回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)板ナデ  使用痕

(口・体)板ナデ→

(口)回転ナデ  使用痕

(口・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(1・体)板ナデ  使用痕

(口・I)板ナデ

(口・体)板ナデ

細片

細片

口怪1/12

口怪1/8

口怪1/8

第37表 土器溜 り1 第 la層出土遺物観察表llll
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番号 器 種 法 量 胎 土 焼 成 色 調

法手

残存度
外  面 内 面

３４８

　

　

３４９

３５０

３５．

３５２

３５３

　

３５４

３５５

３５６

３５７

橋鉢 AⅢ

橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ

摘鉢 AⅢ
精鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
精鉢 AⅢ

(口 )32.4(高 )11.0

(出 )12.0

(口 )32.6

(口 )26.4

(1)27.0

(口 )29.0

(口 )29.0

(口 )32.0

(口 )32.0

(口)32.0

(口 )36.6

lllEll以 下の砂粒

lmull麻

"性

、311El11011

211ull以下の砂粒
2BIll以 下の砂粒
lllEll以 下の砂粒
2111111以 下の砂粒

lnlll以 下の砂粒
211n以 下の砂粒
2oHll以 下の砂粒
2mull以 下の砂粒

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

瓦質

瓦質

瓦質

土師質

須恵質

須恵質

彿)灰黄

(内 )黄灰

灰

灰

灰

灰白

彿)灰褐

(内 )灰

灰

にぶい黄橙
灰

0)臨ι瑚

(内)褐灰

(口 )板ナデ→回転ナデ

(麟量)削 り状のナデ

(1)亀板痕 ?

(口 )板ナデ→回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(1)回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )板ナデ→回転ナデ

(口・体)板ナデ
(1)回転ナデ

(口・作)板ナデ
(口
。1)板ナデ

(口・体)板ナデ
(口・体)板ナデ
(口・体)板ナデ

(1・体)板ナデ
(口・I)板 ナデ
(口・体)板ナデ
(1・体)板ナデ

底怪1/2

口催1/8

口怪1/8
口怪1/10

口怪1/8
口怪1/6

口怪1/10
口怪1/10
1怪1/8

口経1/8

第38表 土器溜り 1
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第39表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表l131

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外 面 内 面

３５８
３５９
３６０
３６．
　
観
　
３６３
３６４
　
３６５
３６６
３６７
３６８
３６９

橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ

橋鉢 AⅣ

橋鉢 AⅣ
橋鉢 AⅣ

描鉢 AⅣ
橋鉢 AⅣ
橋鉢 AⅣ
橋鉢 AⅣ
橋鉢 AⅣ

(口)30。 0(高 )11.9

C)12.0
(1)31.0

(口)32.2

(口)37.8

(1)34.4

(1)28.0

2.511111以 下の砂粒
loEll以下の砂粒
lmll以 下の砂粒
lllull以下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒
311ull以下の砂粒

2nEll以下の砂粒
llllll以下の砂粒
lEEll以 下の砂粒
411Ell以下の砂粒
lllEll以下の砂粒

須恵質
土師質

須恵質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

瓦質

土師質

須恵質

黄灰

にぶい黄橙

灰自

0)青灰

(冑 )灰

褐灰

にぶい橙

0)にぶlllE

(内)橙

にぶい黄橙
にぶい黄橙

灰黄

にぶい黄褐

灰黄

(口)板ナデ→回転ナデ

(1)横ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

C)下駄印 ?

(口)回転ナデ ?

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ (畠)横ナデ

(口)回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口)回転ナデ

件)縦ハケ→ (1)回転ナデ

(口・体)板ナデ

(1・わ板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・作)板ナデ

調整不明

(口・体)回転ナデ?

(口)回転ナデ

(1・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(1・ 1)板ナデ

(口・体)板ナデ→ (口 )回転ガ

(口
。I)板ナデ

片

片

片

片

細

細

細

細

i部ほぼ完存

口怪1/10

口怪1/10

細片

細片

細片
口怪1/12

口怪1/6
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番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

７０

　

■

７２

７３

７４

７５

376

377

橋鉢 AⅣ

描鉢

描鉢 BI
橋鉢 底部

描鉢 底部

描鉢 底部

橋鉢 底部

播鉢 底部

(口 )32.3(高 )10.5

(1)12.0

(口 )31.0

(底 )11.6

(1)12.0

G)12.0

(底)10.0

(1)12.0

2mEll以 下の砂粒

2oEn以 下の砂粒

311all肝

"世

砂曇
lllEll以 下の砂粒

llml肝

"壇

砂量

lllEll以 下の砂粒

2mEll以 下の砂粒

lllull肝

"壇

砂曇

須恵質

瓦質

須恵質

土師質

須恵質

須恵質

土師質

須恵質

灰オリープ

灰

灰

にぶい黄橙

灰

灰自

灰褐

灰

(体 )縦ハケ→(1)木 目状圧

痕→回転ナデ (1)横ナデ

(口 )回転ナデ?

(口)回転ナデ

(朗曇)削 り状のナデ

Q臆 )削 り状のナデ

(1)板ナデ→ナデ

崚糠)削 り状のナデ

他腺)削 り状のナデ

(1)下駄印

仙臆・体)削 り状のナデ

(1)下駄印

(口・体)板 ナデ  使用痕

(口・体)板ナデ

(口
。|)板ナデ

鮮)回転ナデ (底)ナデ

(1)ナデ   使用痕

(体 )板ナデ→ G)ナデ

件)板ナデ C)ナデ

件)板ナデ

使用痕

口怪1/3

細片
口怪1/8

底怪1/2

離1/2

1怪 1/2

離1/3

底怪1/3

第 Ia層出土遺物観察表00
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第 la層出土遺物99

番 号 器  種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度
外 面 内 面

３７８

３７９

３８０

３８．

３８２

３８３

３８４

３８５

３８６

　

３８７

　

３８８

３８９

橋鉢 底部

描鉢 底部

橋鉢 底部

橋鉢 底部

播鉢 底部

描鉢 底部

描鉢 底部

描鉢 底部

橋鉢 底部

橋鉢 底部

描鉢 底部

描鉢 底部

G)9。 0

(D9.0
G)11.0
(1)10.8

(1)13.8

(1)8.0

C)12.1
G)11.0
G)11.0

C)10.0

(底 )14.0

G)12.6

211Ell肝

"世

を婚
2m以下の砂粒
211un以 下の砂粒
2nEl以 下の砂粒
2oull以下の砂粒
lEEll以 下の砂粒
21ml以 下の砂粒
2nEll肝

"彗

砂量
2olllttTOj性を夕量

2nHl以 下の砂粒

lnml以 下の砂粒
211n以 下の砂粒

土師質
土師質

土師質

土師質

須恵質

瓦質

土師質

須恵質

須恵質

瓦質

須恵質

土師質

にぶい黄橙

橙
にぶい黄橙

橙

暗灰

灰

橙

灰

灰

灰

灰

にぶい褐

¢)横ナデ 倒腺)削 り
他糧)削 り状のナデ
他臆)削 り状のナデ
G腺 )削 り状のナデ
(M籠)削 り状のナデ
他謄)削 り状のナデ
e糠 )削 り状のナデ
他精)削 り状のナデ
他臆)削 り状のナデ
(1)ハ ケロ
Q腺 )削 り状のナデ
C)ナデ
徘)縦ハケ G)ナデ
G)板ナデ

(体)ナデ? 使用痕

準)板ナデ

φ 板ナデ  使用痕
(体 )板ナデ  使用痕 ?

① 板ナデ  使用痕

¢)板ナデ

① 板ナデ  使用痕

の 板ナデ  使用痕

件)板ナデ

件)板ナデ

件)板ナデ G)ナデ

使用痕により表面摩減

i怪1/4

底怪1/6

底怪1/4

底経1/3

1怪1/4

底怪1/6

底怪3/10

1怪1/4

1怪1/4

底怪1/8

1怪1/4

底怪1/4

第41表 土器溜 り1 第 la層 出土遺物観察表(D
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と長い一群 (319～345)に細分できる。前者は端面を 1段に,後者は 2段に分けて回転ナ

デ調整する。

318の 口縁部端面には沈線状の押し挽きが施され ,そ の後回転ナデ調整される。319には

内面の卸 し目上端に「
=」

状の刻線が右下が りに施される。273と 同様に 1度に線引きされ

ているとみられるが,やは り卸 し目原体とは異なる条数・幅をもつ。328の 口縁部端面下

端にはハケロ状の板ナデ調整が認められる。329の 底部外面には,下駄印がかすかに看取

できる。また333の 内面には,回転を利用 した極めて丁寧で明瞭な板ナデ調整が認められ

る。345は接合部で底部円板が景I離 してお り,景J離面が擬口縁状を呈する。348の底部外面

には,板 目状の圧痕がみられる。亀板痕か。353と 357は内面全体と口縁部外面ないし口縁

部直下に横ハケ調整が施される。328と 併せて,普遍的ではないがAI類 にみ られた板状

工具による器面調整が行われていたことを示す。

括鉢AⅣ 類 (362～370)は ,日縁端部を突帯状にツマ ミ上げるものである。資料数が少

ないこともあり,ほぼ形態的にまとまっているといえるが,3680369は 若干異質な端部形

態をもつ。370は硬質な須恵質焼成であり,口 縁部が大きく焼け歪んでいる。

371は丸 く肥厚する口縁部をもってお り,上記の型式分類にそ ぐわない資料である。内

面の卸 し目は上端を明瞭に止めていることから,上 (口 縁部)から下 (底部)へ施された

ことが考えられる。これは,下から上へという楠井産土器一般の在 り方と異なってお り,

形態・技法ともに異質な存在であることを示している。搬入品か。

372は括鉢BI類である。体部から口縁部への屈曲は極めて緩慢であ り,回転ナデの及

ぶ範囲でかろうじて口縁部・体部の識別ができる。

括鉢底部 (373～389)は残存状況が良好なものを図示 した。外見上底部が突出気味にな

るものは少なく,わずかに378を挙げ得るのみである。これは,底部外縁に強い回転ナデ

(も しくはヘラ削り)をほぼ例外なく行っていることと関係しよう。なお底部外縁のナデ

を多回起的に行 うことは稀で, 1周 のみ行 うものがほとんどである。

底部外面には下駄印がみられるもの (3760377)や亀板痕がみられるもの (375)が あ

る。綾南町十瓶山窯跡群でしばしばみられるような,余J離材としてのフラや籾殻の痕跡は

見受けられないことから,ロ クロ盤上での景j離材の使用は想定できない。

卸 し目の方向については,多 くが 8～ 9方向と思われる。ただし全方向が概ね観察でき

る3740375を みると,卸 し目の施文にあたっては丁寧に円周を割 り付けるような規則性は

読み取れず,む しろロクロ盤を少しずつ回しながら,その都度手早 く施文 したような状況
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である。また底部と体部の境に卸 し目原体の止めがみられることから,卸 し目は底部から

口縁部へと施されたといえる。なお,括鉢内面に使用痕がみられることは既に述べたが ,

使用による摩滅は体部下半と底部に顕著であり,389の ように頻繁な使用に よって卸 し目

がほとんど消滅するような事例も存在する。

足釜 (390～ 484・ 486～491)に は,AI類 とB10Ⅲ ・Ⅳ類,C類がある。AI類 とC

類はごく僅かな存在であ り,BⅡ 類も少量にとどまる。したがって大多数はBⅢ ・Ⅳ類と

いうことになる。この点は土器溜 り2・ 3と もに共通 しており,既にいくつか指摘 してき

た相違点とともに,注意される。また,法量は 1/4以下の小片が多いことから若干ばら

つきが認められるが,日径については概ね以下の 4種類に分類可能である。すなわち ,

16～ 18cm前後 (I),20～ 24cm前後 (Ⅱ ),25～ 27cm前後 (Ⅲ ),28～30cm前後 (Ⅳ )の 4者

である。

足釜AI類 (3900391)は ,口縁端部と鍔端部に明瞭な平坦面をもつ。内面には横ハケ

調整が施されてお り,390で はさらに鍔部上面にも断続的な横ハケ調整が行わていれる。

いずれも小片であることから,後述する第Ⅲ層からの二次的な移動によって混入 した可能

性が高い。

足釜BI類 (392～401)は ,高 く伸びる口縁部と,水平方向に伸びる比較的長 くしっか

りした鍔部をもつ。いずれも口縁部と体部がスムーズに連続していることから,口縁 1技

法 (鍔部接合法)に よる成形が行われていることを窺わせる。395・ 397は鍔部直下に爪形

状圧痕を伴 う押圧成形痕がみられ,鍔部押圧痕が口縁 1技法によっても生 じることを示し

ている。その一方で394や401の ように,鍔部とその付近を強 く横ナデ調整することで成形

痕を留めない事例も存在する。また外面に施された格子叩き目は,底部に限定 されてお

り,後述するBI類 (721～733)の ように体部中位にまで及ぶものはない。397か ら看取で

きる直線的な体部と,そ こから明瞭に屈曲する底部という形態は,叩 き目の施される範囲

に直接関係するといえる。

足釜BⅢ 類 (402～447)は ,BI類 に比して短い口縁部と,基部が太 くな り突出に明瞭

さを欠 く鍔部からなる。体部内面には横方向の板ナデもしくは横ハケ調整が施されるが ,

日縁部までナデ・ハケが及ばないものが存在する (403・ 407・ 4090414・ 416・ 421・ 424

04260427043004310435・ 4360439～ 44204450447)。 それらの中には,体部内面 と

口縁部内面との境に明瞭な接合痕が看取できるもの (424・ 426・ 430・ 44104420445)が

がある。さらに仔細に観察すると,体部外面の縦ハケが鍔部下面まで連続 しているもの
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第42表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表(0

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

３９０
３９．
　
翻
３９３
３９４
３９５
３９６
　
３９７
　
３９８
３９９
４００
　
４０．

Ａ

Ａ

釜

釜

足

足

足釜 BI
足釜 BI
足釜 BI
足釜 BⅡ
足釜 BI

足釜 BI

足釜 BI
足釜 BI
足釜 BI

足釜 BI

(口 )22.4

(口 )25.2

(口 )23.0

(口 )22.0

(口 )23.0

(口 )24.0

(口 )25。 4

(口 )25.0

(口 )20.2

(口 )24.8

(口 )26.2

(口 )25.0

211Ell以下の砂粒
211ull以下の砂粒

lllun以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒

lllln以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

311El以下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

2111n以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい黄橙

6)浅黄

(内)淡黄

橙

橙

明赤褐

明褐

にぶい橙

橙

にぶい黄橙

にぶい橙

にぶい黄橙

浅黄

(")ハケ→
(口 場)横ナデ

(口・D横ナデ

0)押圧→ (口・

")横

ナデ

G)押圧→ (口
。月)横ナデ

(口・

")横

ナデ

(")押圧→
(口 場)横ナデ

(月 )押圧→
(口・

")横

ナデ

(1)格子叩き目

(月 )押圧→
(口・

")横

ナデ

C)格子叩き目

(口
。月)横ガ ω 格子叩き目

(口・月)板ナデ→横ナデ

準)横ハケ→ 0)押圧→

(口・D板ナデ・ 横ナデ

(口・月)横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(体 )横ハケ

(口・体)板ナデ→ (口)横ナデ

(1・ I)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口
。体)横ナデ

¢)横ハケ→
(口 )横ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口)横ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口)横ナデ

件)板ナデ→ナデ C)板ガ

(口・体)板ナデ→
(口 )横ナデ

(口・体)横ハケ 。板ナデ→

(口)横ナデ

口怪1/8

1怪 3/20

細片
口怪1/10

口怪1/3

口怪1/6

口怪1/8

口怪1/4

口怪3/8

口催1/6

口怪1/8

口怪1/3
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第96図 土器溜 り 1 第 la層出土遺物00

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼 成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

４０２

４０３

　

４０４

４０５

　

４０６

４０７

４０３

４０９

４． ０

４．．

　

４． ２

４． ３

　

４． ４

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 B皿

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

(1)19。 4

(口 )20.6

(口)21.0

(口)21.0

(口 )22.0

(1)22.0

(口)22.0

(口)22.0

(口)22.0

(口)22.8

(口)22.7

(口)22.8

(口)22.8

21111以下の砂粒

211Ell以下の砂粒

lEEll以下の砂粒

2nm以 下の砂粒

4.5nlll以下の砂粒

2mull以 下の砂粒
10un以 下の砂粒

311ull以下の砂粒

311Ell以下の砂粒

311111以下の砂粒

3mEll以下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

2nlll以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

橙

　

橙

橙

彿)浅黄橙

0)橙
明黄褐

橙

にぶい橙

橙
にぶい褐

明赤褐

にぶい黄橙
にぶい黄橙

(口
。月)横ナデ ll)縦ハケ

(")押圧→ (口 場)横ナデ

(月)押圧→ (口 → 横ナデ

(月)押圧→ (口
。

')横

ナデ

(1)格子叩き目

(")押圧→ (口 → 横ナデ

(男)押圧→ (口 → 横ナデ

(口・

"横
ナデ

0押 圧→
(口 嘲)横ナデ

(")押圧→
(口 → 横ナデ

① 縦ハケ→ 0)押圧→

(口・月)横ナデ

(月 )押圧→
(口・

")横

ナデ

(体)縦ハケ→ O押 圧→

(口・婦)横ガ G)格子叩き

0)2段押圧→
(口 場)横ガ

(口・体)板ナデ

(1・ 体)横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口 )横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口 )横ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口 )横ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口 )横ナデ

(1・ I)板ナデ→ (口 )横ナデ

(口・|)板ガ?→ (口)横ナデ

(口・体)板ナデ→ (口 )横ナデ

調整不明

(口・体)板ナデ

O横 ハケ→
(口)横ナデ 。

C)板ナデ

(I)板ナデ→
(口)横ナデ

口怪1/4

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/3

口怪1/5

口怪1/8

口催1/10

口怪1/5

口怪1/6

口怪1/8

11怪 1/2

口怪1/6

口怪1/4

第43表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表llD
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番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

４．５
　
４．６
　
４．７
佃
４．９
４２０
　
４２．
４２２
４２３
４２４
４２５
　
４２６

足釜

足釜

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

BⅢ

BⅢ

(口)23.0

(口)22.3

(1)23.0

(口)23.4
(1)23.0

(口 )23.2

(口)23.4
(口 )24.0
(口)23.7
(口)24.0
(口 )25.0

(口)23.4

2.511Ell以 下の砂粒

211all以 下の砂粒

311Ell肝

"檄
犯

211ull以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

2111n以 下の砂粒

211ull肝

"1、

411Hll程の栢

2111n以 下の砂粒

lIEll以 下の砂粒

31Ell以下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

4.5mll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

明黄褐

橙

橙

橙

にぶい黄橙

橙

橙

橙

青灰

明褐

橙

橙

φ 縦ハケ→ 0)押圧→

(1‐D横ナデ

件)縦ハケ→ 6)押圧→

(口・傷)横ナデ

G)押圧→ (口 ■)横ナデ

(")2段押圧→ (1・

")横

ガ

(月)押圧→
(口 場)横ナデ

(体)縦ハケ・ C)押圧
→ (口 場)横ナデ

(")押圧→ (口 喘)横ナデ

(月 )押圧→ (口
。

")横

ナデ

(")押圧→
(口 場)構ナデ

(傷 )押圧→
(口 哺)横ナデ

(月)2段押圧→ (口
。月)横ガ

G)格子叩き目

(口)横ナデ

(口・掃)横ハケ

(口・体)横ハケ→ (口)横ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)横ハケ→ (口)横ナデ

ぐ)横ハケ (口)横ナデ

(口
。体)ナデ ?

(口
。|)横ハケ→ (1)横ナデ

(口・|)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・体)板ナデ→ (1)横ナデ

(口
。|)板ナデ→ (口)横ナデ

(口
。体)横ハケ→

(口)横ナデ 。(D板ナデ

件)板ナデ→(口)横ナデ

口怪1/5

口怪1/6

口怪1/5

口怪1/4

口怪1/4

口怪1/6

口怪1/8

口怪1/10

口怪1/8

口怪1/4

口怪1/6

口怪1/5

第44表 土器溜り1 第la層出土導物観察表(0
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番号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

４２７
４２８

４２９
４３０

狙

４３２
４３３
４３４
４３５

４３６

４３７
４３８

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

(口 )25.0

(口 )25.2

(口 )26.0

(1)25.6

(口)26.0

(口 )26.1

(口)28.0
(口 )29.0

(口 )28.5

(口 )30.0

(口 )31.0

(口)34.0

lnlll以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

411111以下の砂粒

211ED以 下の

'性

、5mm理 011

31111以下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

4EEll以 下の砂粒

211un以 下の砂粒

lllEll以 下の砂粒

21un以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

褐黄

橙
橙
　
橙
橙
　
橙
　
橙
橙
橙
橙
　
明
　
橙
橙

(傷 )押圧→
(口 場)横ナデ

(揚 )押圧→
(口・

")横

ナデ
C)格子叩き目
(1・ 月)横ナデ
(傷)2段押圧→ (口

。

")横

ガ
(1)格子叩き目
0)縦ハケ→0)2段押圧
→

(口
。

")横

ナデ
G)2段押圧→

(口 ■)横ガ
G)押圧→

(口 場)横ナデ
(傷 )押圧→

(口・月)横ナデ
(傷)2段押圧→ (口 場)横ガ
C)板ナデ
準)縦ハケ→0)押圧
→(1・

")横

ナデ
(月 )押圧→(口 場)横ナデ
(月 )押圧→

(口 場)横ナデ

の 横ハケ→
(口 )横ナデ

(口
。体)板ナデ

調整不明

(体 )横ハケ→
(口 )横ナデ

(1・体)横ハケ→ (1)横ナデ

(口
。|)ナデ

(1・体)板ナデ→ (1)横ナデ

件)横ハケ→ (口 )横ナデ

‖)板ナデ→
(口)横ナデ・

G)板ナデ

(口
。体)横ハケ→ (1)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口
。体)横ハケ

口怪1/6

細片

口怪1/5

口怪3/8

口怪1/6

口怪1/8

口怪1/5

口怪1/6

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/6
口怪1/10

第45表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表09
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第101図 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物00

番 号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

439

４４０
　
４
″
４４３
裂
４４５
４４６
　
４４７

足釜

足釜

BⅢ

BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 B皿
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

(口 )16.8

(口)■6.6

(口)17.0
(口 )17.4
(口)20.0
(口)17.4
(口 )17.4
(口)18.0

(口)18.3

lIEl以 下の砂粒

311ull以下の砂粒

llllll以下の砂粒
211ull以下の砂粒
211El以下の砂粒
211111以 下の砂粒
3mull以下の砂粒

211111以 下の砂粒

2nun以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

浅黄橙

浅黄橙

明黄褐

明赤褐

橙

橙

橙

橙

橙

(")縦ハケ→押圧
→

(口・D横ナデ (Dナデ

6)2段押圧→ (1■)横ガ

(底 )格子叩き目

(傷 )押圧→ (口 場)横ナデ

(月)2段押圧→
(口 場)横ガ

(")2段押圧→
(口 翻)横ガ

0)2段押圧→
(口

。月)横ガ

(婦)2段押圧→ (口 ■)横ガ

(揚)2段押圧
→ (口・

")横

ナデ G)ナデ

(傷)2段押圧→
(口・月)横ガ

4)横ハケ→
(口)横ナデ

ぐ)横ハケ→
(口)横ナデ・

C)横ハケ
鮮)横ハケ→(1)横ナデ
① 横ハケ→(1)横ナデ
(体)板ナデ
(口・体)横ハケ→(1)横ナデ
鮮)板ナデ→

(口 )横ナデ
(1・体)横ハケ→

(口 )横ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)横ナデ

口怪1/6

口怪1/4

口怪1/6

口怪1/3

口怪1/3

口怪1/5

口怪1/4

口怪1/3

口怪1/3

第46表 土器溜 り1 第 la層出土遺物観察表20
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(41104130416042704360439)が あり,鍔部押圧に先行 している。以上を併せ考える

と,次の作業手順が想定できよう (第266図参照)。 ①粘土紐を積み上げ ,内 面に横ハケ

(横方向の板ナデ),外面に縦ハケ調整を施す。②上端のやや下った部位を押圧 し,外反さ

せて鍔部とする。③口縁部となる粘土紐を積んで,日 縁部・鍔部を横ナデ調整する。この

ような作業を口縁 2技法 (鍔部屈折法)と 呼称する。

さて,鍔部押圧に伴 う爪形状圧痕は, 1段認められるものと2段みられるものがある。

また左上側から付されるものと右上側から付されるものがあるが,左上側から付されるも

のの方が多い。押圧が製作者の手の動きを反映するとするならば,左上方からの押圧は ,

右手で行われたとみるのが自然である。なお,左側から押圧が加えられる場合には,押圧

は右から左 (時計回 り)に移動 し,右側から加えられる場合にはその逆となる。鍔部押圧

に棒状工具が使用されたとする意見もあるが,押圧痕の窪みを観察すると,棒状の先で突

いたようなシャープな面は確認できず ,指紋のような細かい条線が読み取れる。このこと

から,押圧作業は製作者自身の指で行ったとみるのが妥当であろう。正置もしくはそれに

近い状態で作業を行 うのであれば,親指では左右の手の動きが交差 して不自然な姿勢にな

らざるを得ない。ところが,人差 し指であれば左右の手の動きは明確に分かれることにな

るのであ り,押圧作業は人差 し指で行った可能性が高い。このことは,乾燥・焼成による

器体の縮小を考慮 した本来の押圧幅と,人差 し指の腹の幅とがほぼ一致することからも肯

定できる。

以上のように,爪形状圧痕は鍔部押圧時に器面に付いた製作者の爪の痕跡であることが

考えられる。また,爪形状圧痕が 2段 (時には 3段)み られる場合 ,下段の圧痕は中指

(3段の場合は薬指)の痕跡であることが考えられるのである。

また左上方から押圧の行われたものが多いことから,製作者は右手人差 し指で押圧を行

い′左手で土器を反時計回 りに動かしていたことになる。このことは製作者の多 くが右利

きであった可能性を示唆する。

底部の格子叩き目の施された範囲は,BI類 よりもさらに狭 く,底体部の屈曲部分より

もさらに下方に施されている。換言すれば,BI類 では叩きによる丸底化の結果,底体部

の屈曲が形成されていたのだが,BⅢ 類では叩きに先行する製作段階で,既にある程度の

底部の突出が現出していたことになる。そこでは成形工程における叩き作業の比重の低下

が指摘できよう。
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土器溜り1 第 Ia層 出土遺物00

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

４８

“

５０

５．

５２

５３

　

５４

５５

　

５６

５７

５８

５９

　

６０

　

６．

６２

６３

６４

６５

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 .BⅣ

足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

(口 )18.0

(口 )19.0
(口 )19.0

(口 )19。 8

(1)20.6

(口 )19.0

(口 )20.1

(口 )20.4

(口 )20.8

(口 )21.0

(口 )21.6

(口 )21.8

(口 )22.0

(1)22.6

(口 )22.0

(口 )23.0

(口 )23.0

(口 )22.6

2nall以 下の砂粒
21111以下の砂粒

3mlll以下の砂粒

2mlll以 下の砂粒
311ull以 下の砂粒

lnlll以 下の砂粒

311Ell以下の砂粒

2mEll以 下の砂粒

3null以下の砂粒

lIIll以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

3mEll以 下の砂粒

3nED以 下の砂粒

4nllり

「
0'性を多量

2DED以 下の砂粒

3nlll以 下の砂粒
2EEll以下の砂粒

311un以 下の砂粒

質

質

師

師

土

土

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

橙

橙

褐灰

橙

橙

黄橙

端

橙

橙
にぶい橙

にぶい黄橙

明赤褐

橙

橙

橙

明赤褐

橙

(口・月)横ナデ

G)押圧→ (1・

")横

ナデ

(傷 )2段押圧→
(口・1)横ガ

(")押圧→ (口
。

")横

ナデ

(月 )押圧→ (口
。月)横ナデ

(月 )2段押圧→
(口・月)横ガ

(底)格子叩き目

0)2段押圧→ (口 場)横ガ

(")3段押圧→
(口

。

")横

ガ

(1)格子叩き目

(")2段押圧→
(口 ■)横ガ

0)押圧→
(口・

")横

ナデ

(")2段押圧→ (口・

")横

ガ

(月 )押圧→
(口

。

")横

ナデ

G)格子叩き目

(口 )押圧→
(口 場)横ナデ

(男)2段押圧→
(口 場)横ナデ

(口 )押圧→ (1・月)横ナデ

(口 )押圧→
(口 場)横ナデ

(口・1)横ナデ

(")2段押圧→ (口 場)横ガ

(口・I)板ナデ

(口・D板ナデ→ (1)横ナデ

(口
。体)横ナデ→ C)板ナデ

① 板ナデ→ (1)横ナデ

(口
。|)ナ デ→ (口 )横ナデ

¢嗜)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・体)板ナデ (出)横ハケ

(口・体)板ナデ→ (1)横ナデ

(口・体)板ナデ

(口・作)横ナデ

(口
。体)板ナデ→ (1)横ナデ

¢)横ハケ→
(口)横ナデ 。

C)縦～斜めハケ

《)横ハケ→ (口)斜めハケ
・ 横ナデ,C)縦ハケ

(1・体)板ナデ→ (1)板ナデ

(1・体)板ナデ

(口・体)板ナデ→ (1)横ナデ

(口
。1)板ナデ→ (1)横ナデ

(口・作)板ナデ・ 横ハケ
→ (1)横ナデ

口怪1/6
口怪1/6

口怪1/3
口怪1/5
口怪1/4
口怪1/3

口怪1/5

口怪3/8

口怪1/4
口怪1/4
口怪1/6
口怪1/6

口怪1/6

口催1/4

口怪1/8

口怪1/5

口怪1/5

口怪1/8

第47表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表all
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第48表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表Oa

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

４６６
術
　
佃
　
４６９
４７０
４７．
　
４７２
４７３
例
４７５
４７６
４７７
４７８

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

(口 )23.0

(口)23.2

(口 )23.6

(口 )24.0

(口 )24.0

(口)24.0

(口 )24.0

(口)24.4
(口 )23.0

(口 )24.8

(口 )25.0

(1)26.5

(口 )28.2

lllull以下の砂粒
3mEll以下の砂粒

lIIll以下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

lnun以 下の砂粒

lEEll以下の砂粒

311111以 下の砂粒

2nlll以 下のり壇、5mm程の小石

211ull以下の砂粒

211111以 下の砂粒

411El以 下の砂粒

3nlll以下の砂粒

2null以 下の砂粒

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

明黄褐

0)橙
α)明赤褐

橙

明赤褐

橙

橙    '
橙

明赤褐

橙

橙

明赤褐

橙

(男)2段押圧→
(口 ■)横ガ

(体)縦ハケ→ G)2段押圧
→ (口 胡)横ガ

(偏)2段押圧→
(口・1)横ガ

0)押 圧→
(口 場)横ナデ

(揚 )押圧→
(口 翻)横ナデ

鮮)縦ハケ→ G)押圧
→

(口 場)横ナデ

(傷 )押圧→
(口 場)横ナデ

(傷)2段押圧→ (1■)横ガ

(傷 )押圧→ (口 翻)横ナデ

(")押圧→ (口・月)横ナデ

(月 )2段押圧→
(口 ■)横ガ

(1・

")横

ナデ Φ 板ナデ

0)押圧→
(口 場)横ナデ

ぐ)横ハケ→ (口)横ナデ

件)横ハケ→ (1)横ナデ

(口・|)横ハケ→ (1)横ナデ

(体)横ハケ→
(口)横ナデ

(体)横ハケ→
(口)横ナデ

徘)横ハケ→
(口)横ナデ

(口
。体)ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・I)板ナデ→
(口)横ナデ

件)板ナデ→ (口)横ナデ

(口・体)ナデ

(体 )横ハケ→ (1)横ナデ

(口・体)ナデ

た
た
ん

口怪1/4
口怪1/4

口怪1/3

口怪1/5

口怪1/8
口怪1/4

口怪1/4

口怪1/5

口怪1/8

口怪1/10
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O                            15cm

第 Ia層 出土遺物00

Rフア

器 器 種 法 量 胎 土 焼成 色  調

法手

残存度

外 面 内 面

４７９
　
４８０
４８．
槻
４８３
仙
４８５
　
４８６
４８７
４８８
佃
４９０
４９．

足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 底部

足釜 底部

足釜 C
足釜 BⅣ
羽釜

足釜 脚部

足釜 脚部

足釜 脚部

足釜 脚部

足釜 脚部

足釜 脚部

(口)27.0

(口 )31.0

(1)28.0

(口 )24。 4

(口)26.0

21111以 下の砂粒

2EED以 下の砂粒

211El以 下の砂粒

311111以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

411EllttT001じ 量

2nlll以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒
311ull以 下の砂粒

lIIEl以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

瓦質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

橙

明褐

橙

明赤褐

にぶい黄橙

灰

橙

橙

赤褐

にぶい黄橙

橙

にぶい黄橙

橙

準)縦ハケ→0押圧
→ (口 ■)横ナデ
徘)縦ハケ→(口 場)横ナデ
G)格子叩き目
(1)格子叩き目
(口・傷:体 )横ナデ
(D押圧→(1哺 )横ナデ
件)板ナデC)格子叩き目
(口・

")横

ナデ
ナデ
ナデ
ナデ
ナデ
ナデ
ナデ

(口
。体)横ハケ→ (口)横ナデ

(口)板ナデ

(体)横ハケ→ (1)縦ハケ

(1)板ナデ

(口
。|)板ナデ→ (1)横ナデ

件)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・I)横ナデ C)板ナデ

C部)接合時の芯痕跡

口怪1/8

口怪1/8

底怪1/4

1怪1/4

口怪1/8

細片

口怪1/5

第49表 土器溜 り1 第 Ia層 出土遺物観察表OЭ
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足釜 BⅣ 類 (448～ 480)は ,BⅢ類よりもさらに短 く立ち上がる日縁部をもち,鍔部の

突出度 もさらに弱いものである。ただし,BⅢ類との明瞭な形態差が指摘できるわけでは

なく,型式の設定にやや不鮮明な要素を残す。日縁部と鍔部の成形方法をみると,爪形圧

痕を伴 う鍔部押圧が認められるものが多 く (449～ 451・ 453～ 456・ 458・ 4590461～ 463・

465～4680472・ 473・ 47504760478),内 面調整の状況と併せて口縁 2技法が主体である

ことを示す。その一方で,鍔部が垂下気味に伸びて体部縦ハケの上に被さるのにもかかわ

らず,鍔部押圧が認められないもの (480)が ある。これは,体部上端の上に鍔部となる粘

土紐が被せられるように貼 り付けられたと想定できる。日縁部内面のかな り上部に接合痕

がみられることに留意すると,鍔部と口縁部の粘土紐は同一である可能性が高い。同様な

形態と接合痕をもつ資料は,土器溜 り3の 1083で も指摘できる。このような成形技法を回

縁 3技法 (一体接合法)と 呼称 しておく。

極めて僅かな存在だが,足釜 C類 (483)が みられる。瘤状の鍔部下端に接合痕があるこ

と,ま た鍔部押圧がみられないことから口縁 3技法による口縁部・鍔部成形であることが

考えられる。

上記の足釜は全て土師質焼成であるが,足釜BⅣ類の細片 (484)に瓦質焼成のものがみ

られる。確認 した限 りでは,上師質ではない足釜はこの他に第 Ⅱ層出土遺物 (689)や 土器

溜 り3の脚部 (1066:須恵質)があるだけであり,その出現頻度は極めて低い。このこと

は,括鉢にみられたような不安定な焼成の混在とは明らかに異なってお り,本来の焼成中

に偶然生 じたものとは考えられない。恐らく還元烙焼成が行われた際に,焼 き台や詰め具

などに転用された破片が二次的に被熱 したのであろう。

485は脚部を伴わない羽釜である。体部が大きく外傾 してお り,鍔が本来の機能を果せ

るようになっている。極めて稀な存在ではあるが,肉眼観察では胎土や焼成が楠井産土器

と何ら変わらない。

486～491は足釜脚部である。脚部は極めて多量に出土しているが,全体の形状を留める

資料はあまり多 くはない。ここでは代表的なもののみ図示した。基部から端部までの脚部

長は14cm前後 (I),18cm前後 (1),22cm前後 (Ⅲ )に分けられる。全体にオサエやナデ

が施され,ま た基部には棒状の芯の痕跡がみられるものがある (490)。 この芯の痕跡は脚

部を体部に接合する際に,接合部に棒状の補強材が挿入されていた可能性を示す。

鍋 (492～ 529)には,A10Ⅱ 類とBI・ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ類がある。多 くはBIPⅢ 類であ

り,その他の型式はごく少量である。BI・ Ⅲ類が多い点では土器溜 り2・ 3と ほぼ同様
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な傾向を示すが,反面AⅡ 類が少ない点が異なる要素として指摘できる。法量 (口径)は

小片が多いために明らかにし難いが,18cm前後 (1),30～ 32cm前後 (Ⅱ ),40～ 43cm前後

(Ⅲ ),44～ 47cm前後 (Ⅳ ),48cm以 上 (V)に一応整理 しておく。口径 Iは鍋BI類に少

量みられるのみであり,特殊例といえる。それ以外の口径でみると,煮沸器種は口径30cm

以下が足釜によって占められ,30cm以上が鍋によって賄われていることが,明瞭に読み取

れる。

鍋AI類 (492～ 494)ヤま,後述する第Ⅲ層で主体を占めるものである。このことといず

れも細片であることから,第 Ⅲ層からの二次的な堆積による混入とみられる。4930494は

表面が摩滅しているために,詳しい調整の状況はわからないが,492か ら内外面 ともにハ

ケロを多用していることが観察でき,ま た492・ 494外面の縦ハケが体部から口縁部下面ま

で連続 している点が注意される。

鍋AⅡ 類 (495～ 498)は ,日縁部端面を強 く横ナデ調整 して,垂直方向の凹面を作出す

るものである。

鍋BI類 (499～ 501)は ,鉄鍋模倣形態と考えられるものである。直立 した体部から明

瞭に屈曲した後内弯する口縁部をもつ。口縁端部は内傾 した平坦面を形成 し,その面の下

端は突帯状にツマミ出される。また頸部内面の屈曲部分も突帯状に作られ,全体に極めて

シャープな作巧といえる。焼成は4990500が 瓦質であり,501も かな り硬質な土師質焼成

であることから,本来瓦質を意図していた可能性がある。これは,上師質で占められる鍋

の他の型式とは明らかに異なってお り,形態のみならず質感まで鉄鍋模倣指向が看取でき

る。499の 底部には格子叩き目が施され,丸底化される。

鍋BⅡ 類 (502～ 517)ヤま,日縁部器壁に対 して直交する口縁部端面をもつ。 口縁部はB

I類ほど強いカーブを描かず,頸部内面の屈曲部や端面にもBI類に比してシャープさが

ない。日縁部の屈曲が弱いのは,体部が外傾 していることとも関係があろう。その中でも

502は ,比較的強 く内弯する口縁部と,水平方向の平坦面による口縁部端面をもってお り,

BI類に近い形態である。また,516・ 517はBI類の中でもかな り口縁部の内弯が弱いも

のであり,頸部の屈曲も特に外面で弱い傾向にある。

鍋BⅢ類 (518～ 529)は ,日縁部器壁に対 して鈍角をなして斜交する口縁部端面をもつ

ものである。頸部の屈曲や口縁部の内弯は,外面ではBI類同様に弱いものが大手である

が,内面ではBⅡ 類よりもやや強調される傾向が指摘できる。

525は 口縁部外面に木 目状圧痕が認められる。圧痕の条線は,端部の屈曲を超えて口縁
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第109図 土器溜 り1 第 la層 出土遺物←0

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

４９２
佃
４９４
４９５
４９６
４９７
４９８
４９９
５００
　
５０．
５０２
　
５０３
５０４
５０５
５０６

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

　

Ｉ

Ⅱ

　

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
　
Ｂ
Ｂ
　
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鋼
鍋
鍋
鍋
　
鍋
鍋
　
鍋
鍋
鍋
鍋

(口 )38.4

(口 )36.0

(口 )43.0

(口 )32.0

(口 )42.0

(口 )46.0

(口 )22.4

(口 )31.6

(口 )40.0

(口 )31.2

(口 )41。 2

(口)42.0

(口 )42.6

(口 )47.6

2nlll以 下の砂粒
13un以 下 の砂粒

211ull以 下の砂粒

lllEll以 下の砂粒
2nEll以 下の砂粒

llun以下の砂粒

411Ell以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

511111肝

"1じ
量

211111以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒
31111以下の砂粒
311ull以 下の砂粒

211un以 下の砂粒

土師質
土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

瓦質

瓦質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい黄橙

明褐

黄橙

橙

橙

にぶい褐

橙

灰黒

(内外)オリープ黒

(輌 )灰

灰黄褐

(離)黒

(D明赤褐

橙

橙

橙

橙

(口)横ハケ (I)縦 ハケ

調整不明

(口)調整不明 (口・体)縦ハケ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ C)格子叩き目

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(1)縦ハケ→横ナデ

(1)横ナデ

(口 )横ナデ

(体)縦ハケ (口 )横ナデ

(1)横ハケ の 板ナデ

(1)横ハケ

調整不明

(口・作)横ナデ

(口・I)板ナデ

(口・体)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口・体・1)板ナデ

(口
。1)板ナデ

(口・1)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)横ハケ

(口・[)板ナデ

調整不明

(口)横ハケ 《)板 ナデ

口怪1/8

細片
口怪1/12

口怪1/12

細片
ll優 1/10

口怪1/8

口怪1/3

細片

口怪1/10

口優1/4

口怪1/10

口怪1/8

口怪1/12

口怪1/6

第50表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表10
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番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

０７

０８

０９

・０

・１

・２

・３

・４

・５

　

・６

・７

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

鍋

鍋

鋼

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鋼

鍋 BI
鍋 BI

(口 )38.0

(口 )45.0

(口 )46.0

(口 )46.6

(口 )46.6

(口)47.4

(口 )42.0

(口 )42.0

(口 )44.2

(口 )36.3

(口 )37_8

211ull以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

311ull以 下の砂粒

211Ell肝

"世

、5m暉 0柘

311111以下の砂粒

2mEll以下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

311ull以下の砂粒

2111n以 下の砂粒

Ⅲ 3allの 小石

311ull以 下の砂粒

21En以 下の砂粒

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

橙

明赤褐

明黄褐

明赤褐

橙

明赤褐

明赤褐

6)明赤1・明賣1
(内 )明赤褐

橙

橙

(口 )横ナデ (体)板ナデ

(1)横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(1)格子叩き目 (口 ■)不明

件)縦ハケ→
(口 ■)横ナデ

(口)横ナデ

徘)縦ハケ→
(口 )横ナデ

(口)横ナデ

調整不明

(口)横ナデ

(口)横ナデ (I)横ハケ

(口・体)横ナデ

(口・体)横ナデ

(1)横ナデ 鮮)板ナデ

調整不明

(1)横ナデ Φ 横ハケ

(口)板ナデ (体)横ナデ

(口・体)横ナデ→ (1)板 ナデ

φ 横ナデ→ (1・体)板ナデ

(口)横ハケ

(口)横ハケ C)ナデ

口怪1/5

口怪1/10

細片

口怪1/8

口怪1/10
口怪1/8

口怪1/10

口怪1/10

口怪1/8

口怪1/8
口怪1/8
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第52表 土器溜 り 1 第 Ia層出土遺物観察表10

番号 器 種 法  量 胎 土 焼 成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

・８

・９

２０

２．

　

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ

鍋 BI
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ

(口 )46.8

(1)44.0

(口 )44.8

(口 )49。 2

(口 )45.0

(1)45.4

(口 )43.8

(口 )42.3

(口 )44.0

(口 )48.0

(口 )31.0

2111111以 下の砂粒
211ED以下の砂粒

2111111以 下の砂粒

3mlll以 下の砂粒

ltlll以 下の砂粒

3111111以 下の砂粒

411ull以 下の砂粒

211111以 下の砂粒
lllllll以 下の砂粒
2oEll以下の砂粒
211ull以 下の砂粒

21■ ll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

明赤褐

橙

にぶい黄橙

橙

橙

橙

橙

明赤褐

明赤褐

橙

明赤褐

赤褐

(口)木 目状圧痕→横ナデ

(1)縦ハケ→横ナデ

(口
。体)縦ハケ→

(口)横ナデ

(体)縦ハケ→ (1)格子叩き

日 (口 )横ナデ

(口)横ナデ

鮮)縦ハケ (口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )木 目状圧痕→横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )ナデ→横ナデ

(口 )横ナデ

(口
。作)板ナデ

(口)横ナデ (体)ナデ

(口・体)板ナデ

(口)横ナデ (体・1)板ナデ

(1)横ハケ (体 )横ナデ

(口・体)横ナデ

(口・|)横ハケ

(口)横ハケ 件)縦ハケ

(口 )横ハケ (体 )板ナデ

(口)板ナデ

(口)横ナデ (体)横ハケ

(1)横ナデ

口怪1/8

口怪1/10

細片
口怪1/6

口怪1/6

口怪1/10

細片
口怪1/12

口怪1/8

細片

細片

口怪1/12
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第115図 土器溜 り 1 第 la層 出土遺物60

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４．

甕 AI

甕 AI

甕 AI

甕 AI

甕 AI

甕 AI
甕 AⅢ
甕 AI

甕 AⅢ

甕 AI
甕 AI

甕 AⅡ

(口 )27.0

(1)28.2

(口 )31.8

(口 )33.2

(口 )35.0

(口 )40.0

(口 )25.8

(口)19.8

(口 )29.0

(1)29.0

(口 )30.0

(口 )38.0

lEEl以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

4.511rll以 下の砂粒

2oEll以下の砂粒

211111以 下の砂粒

211ull以下の砂粒

211Ell以 下の砂粒
211111以下の砂粒

411111以下の砂粒

5DEl以 下の砂粒

llllll以下の砂粒

4nlll以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

明赤褐

にぶい橙

橙

0)にぶい紹

(内 )橙

橙

浅黄橙

明赤褐

橙

橙

橙

黄橙

橙

徘)格子叩き目
→

(口
。1)回転ナデ

件)格子叩き目
→ (口・j)回 転ナデ

件)格子叩き目
→

(口・環)回転ナデ

¢)格子叩き目
→ (1・ 輌)回転ナデ

徘)格子叩き目→
(口 噸)回

転ナデ  (1)木 目状圧痕

(口・層)回転ナデ

件)格子叩き目

(体 )格子叩き目
→

(口 噸)回転ナデ

(体 )格子叩き目
→ (口・|)回 転ナデ

件)板ナデ (口・麟)回転ナデ

件)格子叩き目
→

(口 J)回転ナデ

調整不明

(体)横ハケ
→ (1・ 躙)回転ナデ

¢)板 ナデ
→

(口 ■)回転ナデ

(体 )板ナデ
→

(口
。蠣)回転ナデ

件)横ハケ→ω 板ナデ→

(口)回転ナデ

鮮)横ハケ→ O板 ナデ→

(口)回転ナデ

(口・願)回転ナデ

調整不明

(願)板ナデ (1)横ハケ

¢)板ナデ
→ (口

。罐)回転ナデ

(体)横ハケ→
(口・J)回転ナデ

(口・願・体)板ナデ

調整不明

口怪1/4

口怪1/4

口怪2/5

日経1/4

口怪1/4

細片
口怪1/4
口怪1/5

口怪1/5

日経1/10
口怪完存

口怪1/8

第53表 土器溜 り1 第 Ia層 出土遺物観察表0

-161-



-162-



番号 器  種 法 量 胎  土 焼成 色  調

手   法

残存度

外  面 内 面

４２

４３

４

４５

４６

４７

４８

４９

甕 AⅡ

甕 AⅡ

甕 AⅡ

甕 C

甕 体部

甕 頸部

甕 体部

甕 体部

(口)21.2

(口 )36.0

(口 )30.8

(口)30.6

2EEll以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

311Ell以 下の砂粒
lllEll以 下の砂粒

2EED以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

にぶい黄橙

橙

橙

橙

橙

黄褐

明赤褐

橙

件)格子叩き目

(蠣 )縦ハケ→
(口・頸)横ナデ

(体 )格子叩き目
→

(口・j)回転ナデ

C)格子叩き目
→

(口 ■)回転ナデ

(頭)縦ハケ→ 9)格子叩き

目→
(口 )横ハケ

(願 )縦ハケ→ 件)格子叩き

目→ 0)回転ナデ

C)格子叩き目

格子叩き目

格子叩き目

(体 )ナデ (口)横ハケ

(口・願)板ナデ

C)横ハケ→板ナデ
→ (口 哺)回転ナデ

(口・1・I)板ナデ

鮮)横ハケ→ 0)回転ナデ

¢)板ナデ→ 0)回転ナデ

横ナデ

ν
　
ν
　
ν
　
ν
　
片
　
片
片
片

曜
　
唯
　
唯
　
曜
　
細
　
細
細
細

第54表 土器溜り1 第 Ia層 出土遺物観察表10

部端面から下面まで連続 している。

甕 (530～ 564)に は,AI・ Ⅱ類とC類がある。上器溜 り203でみられる甕B類の存

在が指摘できない点に,器種構成上の相違が読み取れる。法量を検討できるだけの資料に

欠けるが ,日径が20～ 25cm前後の小型品と,29～35cm前後の大型品とに大別できるようで

ある。なお,高松市薬王寺遺跡 SE03出 上の甕AⅡ (口 径33.Ocm:第 259図 )(9)か ら類

推すると,大型品は器高65～ 70cm前後に達すると思われる。

甕AI類 (530～ 535)は ,緩 く外反 した頸部から上下に肥厚する口縁部をもつ。533や

534の 口縁部に遺存する接合痕の状況から,これは幅広の粘土紐を頸部上端の中央に積み

上げた結果と考えられる。体部外面には格子叩き目が施されており,対応する内面には横

ハケもしくは板ナデ調整が丁寧に行われる。頸部外面の横ナデ調整が明らかに体部叩きに

後出していることから,日 頸部の調整 (あ るいは成形もその可能性がある)は製作工程の

最終段階に行われたといえる。これは,533・ 534の 体部内面の横ハケと,これに後出する

頸部内面の板ナデ調整に使用された板状工具が,明瞭に異なっていることからも首肯でき

よう。なお,534の 口縁部外面には木 目状圧痕が観察できる。

甕AⅡ 類 (536～ 541)は ,AI類 よりも強 く外反 した短い頸部をもつ。日縁部は外面側

のみが弱 く肥厚 し,内面は平滑である。また頸部外面を強 く回転ナデ調整することで,相

対的な月巴厚を強調するもの (539・ 540)も ある。

542～544は ,一応甕AⅡ 類に分類できるが,やや特異な口縁部形態をもつものである。

542の ように口縁部上端に面をもつものは,上器溜 り3出土資料 (1152・ 1153)に 近い。ま

た543・ 544は 口縁端部がわずかに肥厚気味になるだけであり,む しろ甕 Cの流れで捉える
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番号 器 種 法  量 胎  土 焼 成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

甕 体部

甕 体部

甕 体部

甕 底部

甕 底部

甕 底部

甕 底部

(底)14.8

(底)13.4

G)19.0

(底 )14.0

2EEll以下の砂粒

lllull以 下の砂粒

3111n以下の砂粒

2mEll以下の砂粒

2nEll以 下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

211ull肝

"粒

、5m10栢

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙
にぶい黄橙

明褐

橙

にぶい黄橙

明赤褐

彿)橙
(内 )にぶ噸

格子叩き目

格子叩き目

格子叩き目→横ナデ

(体)格子叩き目
→ (1)格子 叩き目

ぐ)格子叩き目
→ G・麟量)ナデ

(体 )格子叩き目
→ C)格子叩き目

(体 )格子叩き目

(1)下 駄印

板ナデ
横ナデ
横ナデ
(体
。1)板ナデ

¢・1)横ハケ

¢・1)板ナデ

(1)ナデ
(体)回転ナデ

細片

細片

細片

=怪

1/8

1怪1/3

底怪1/5

細片

第55表 土器溜 り1 第 Ia層 出土遺物観察表09

べきものなのかもしれない。

甕 C類 (545)は ,内面に明瞭な稜を伴い外反する口頸部をもつ。端部は回転ナデのため

に外傾 した凹面をなす。また頸部外面には縦方向の板ナデが施され,体部の格子叩き目も

かな り細かい。上記の諸特徴は亀山焼の甕に近いが,胎土・焼成は楠井に通有なものであ

る。

549は甕の体部片である。内面にわずかに当て具痕が読み取れる。

甕底部 (553～561)に は,底径が14～ 19cm前後のものと,21～25cm前後のものがある。

恐らく前者が口径からみた小型品に,後者が大型品に対応するのであろう。全て平底であ

り,丸底は確認できない。底部外面には下駄印が看取できるものがあ り (556),ロ クロ上

で製作されたことは間違いない。また,底部外面に格子叩き目を施す ものが認められる

(553・ 555)。 通常′底部を叩 く作業は丸底化に伴 う工程の中で行われるが,こ の場合には

底部叩きによって底面の平坦化が図られたかのような感がある。

562～564は ,一応甕 C類に分類されるものであるが,日頸部の形態が鍋AⅡ に近 く,ま

た体部の器壁も薄 く格子叩き目がみられないなど,異質な要素が多い。562・ 563の 頸部に

は縦ハケ調整が施される。

565～570は壷である。短 く外反して肥厚する口縁部をもつもの (565・ 566),日 縁端部が

丸 く収まるもの (5670568),やや長 く外反し丸い口縁端部をもつもの (5690570)に分け

られる。5660568は ,体部に格子叩き目を施す。他はナデによって器面を調整する。

574は壷ないし筒状の容器の底部である。底部外面には指による押圧痕が顕著に残る。

また内面は粗 くナデ調整される。

575は瓦質茶釜の口縁部である。C-4区 包含層出土資料 (1275)の ような形態の把手を
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番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

甕 底部

甕 底部

甕 底部

甕 底部

甕 底部

(1)21.0

(底)22.0

(1)24.0

(底 )24_0

(1)25.0

2.5nlll以 下の砂粒
211ull肝

"腱
娼

2EEll以 下の砂粒

311ull以下の砂粒

2nEll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

にぶい黄橙

褐

橙

灰

橙

準)格子叩き目

(体・底)板ナデ

(体)格子叩き目
→ C‖)横ナデ

C)格子叩き目
→ G船 )縦ハケ

(体 )格子叩き目→横ナデ

(底 )ナデ ¢)板ナデ
(作・Dナデ
(I)横ナデ 準)横ハケ

《・底)横ハケ

(体・底)ナデ

I怪1/6

底怪1/8

底怪1/5

細片

I怪1/5



伴 うものであろう。

焙烙 (5760577)ヤ ま, 3号窯跡窯体内 (143)や土器溜 り2(925)03(1146)な どの

事例に比較すると,日径が小さく器壁も薄い。また口縁端部も拡張させることな く,外傾

面を作って収まるなどの相違点がある。

578は用途不明の上製品である。一方を欠損しているものの,方柱状の形態を もち各面

を丁寧にナデ調整する。

ツマミをもつ土製品 (579～582)には,平面円形のツマミを伴 うもの (579・ 5800582)

と,平面長方形のツマ ミをもつもの (581)が ある。前者のツマ ミはさらに擬宝珠形のもの

(579)と ,円柱状のもの (580),ボ タン状のもの (582)に細別でき,個体差が顕著であ

る。5800581で は,ツ マミの接合された体部内面に同心円状の当て具痕が,磨 り消されて

わずかに遺存する。壷・甕類の体部に接合された把手の可能性もあるが,蓋形製品に伴 う

ツマ ミとしておきたい。

583は甕体部に付 くと考えられる把手である。

584～593は ,讃岐国外からの搬入品と考えられる土器・陶器である。東播系須恵器や亀

山焼 ,備前焼′堺近郊産瓦質土器がある。

東播系須恵器捏鉢 (584～587)は ,上下に肥厚する口縁部をもつもの (584)と ,体部か

ら水平に外反 した後上方に肥厚する口縁部をもつもの (585)の 2者がある。若干形態差は

あるが,これらは山仲分類
(10)の Dl類 ,荻野編年

(11)の 近畿Ⅵ期にあた り,13世紀後

葉～14世紀前半の幅の中で捉えられる。

亀山焼甕 (588～ 590)には,直立気味に立ち上がる頸部と上下に鈍 く肥厚する口縁部を

もつもの (588)と ,よ く張った体部と強 く外反する口頸部をもつもの (589)と がある。

588は頸部外面に縦ハケ調整を施してお り,形態・技法から伊藤編年
(12)の

亀山焼第 4段

階′荻野編年のⅦ期にあたるとみられ,15世紀中葉～後葉の年代が想定される。また589は

恐らく781の ような口縁部形態をもっていた考えられ,岡田編年
(13)の

第 2段階 ,伊藤編

年の亀山焼第 2群′荻野編年のⅣ期,すなわち13世紀後半頃が想定できる。

備前焼甕 (591)は 底部の破片で,全体の形状を窺 うまでには至らないが,赤褐色を呈し

た酸化気味の焼成であることから,間壁編年第Ⅳ期頃が考えられる。         .

堺近郊産の瓦質甕 (592・ 593)は ,短 く直立する頸部とそこから外反 し端部が垂下する

口縁部をもつ。体部外面には,細かい平行叩きがほぼ水平に施される。また593の 体部内面

には,当て具痕がかすかな器面の凹凸として認められる。堺環濠都市遺跡SKTl12の
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第120図 土器溜り1 第Ia層出
=遺

物0つ

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼 成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７．

７２

７３

７４

７５

７６

　

７７

　

７８

７９

８０

８．

８２

甕 C
甕 C
甕 C
壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺 ?

茶釜

焙烙

焙烙

棒状土製品

蓋ツマミ

蓋ツマミ

蓋ツマミ

蓋ツマミ

(口 )28.0

(1)29。 0

(口 )27.0

(口 )20.0

(口 )19.0

(口 )19.4
(口 )18.0

(口 )18.0

(口 )20.0

(口 )21.0

(1)7.0

(頸部)12.7
(底 )14.0

(口 )13.2

(口 )20.4

(口 )22.8

211111以 下の砂粒

311rll以下の砂粒

31111以下の砂粒

2Ellll以 下の砂粒
2nEll以 下の砂粒

311Hll肝

"1移
量

2111111以 下の砂粒

ll■ ll以下の砂粒
21mll以 下の砂粒

211ml以下の砂粒

311ull以 下の砂粒
311ull以下の砂粒

211ull以 下の砂粒

211Ell以 下の砂粒
21Ell磨

"Lじ
量

211El以 下の砂粒

311111以 下の砂粒

211111以 下の砂粒
311ull以下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

211ull以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

瓦質
土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

橙
にぶい黄橙

橙

明赤褐

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

明赤褐

にぶい黄橙

灰

0外)明赤褐

0百口量)黒褐

にぶい黄橙

灰黄褐 。橙

明赤褐

橙

橙

にぶい橙

(蠣 )縦ハケ 他は調整不明

(蠣 )縦ハケ→ (口 )横ナデ

(口・作)横ナデ

(口・体)横ナデ

C)格子叩き目→ (口 )横ガ

0)板ナデ (口 )ナデ

件)格子叩き目→ (1)横ガ

鮮)縦ハケ→ (口 )横ナデ

(口・躙)横ナデ

《)縦ハケ→
(口 )横ナデ

件嗜)横ナデ

オサエ後無調整

(底 )押圧 他精)板ナデ

(口
。体)横ナデ

(口)横ナデ

(底)板ナデ ?《 )縦ナデ
→

(口 )横ナデ

ナデ

("ミ )板ナデ G部 )ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

(蠣 )板ナデ 他は調整不明

調整不明

(口
。体)横ナデ

(体)板ナデ→
(口 噸)横ナデ

(口 )横ナデ

(口
。体)ナデ

(体)板 ナデ→
(口)横ナデ

¢)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・蠣)横ナデ

Φ 板ナデ→
(口)横ナデ

件)板ナデ

オサエ後無調整

(1・体)横ナデ

⑪ 板ナデ→ (口)横ナデ

調整不明

(1・体)ナデ

ナデ

当て具痕

当て具痕

ナデ

口怪1/8
口怪1/8

細片
口怪1/8
口怪1/4
口怪1/12

口怪1/8
口怪1/6
口怪1/6
口怪1/4

1怪2/3
1/4

1怪1/4

口怪1/10

口怪1/4

細片

細片

第57表 土器溜り1 第 la層出土這物観察表00
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第122図 土器溜 り1 第 Ia層 出土遺物69

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外 面 内 面

５８３

　

５８４

５８５

５８６

５８７

５８８

　

５８９

５９０

　

５９．

５９２

５９３

甕 把手

鶏級朝 誹

東瞥系須恵署 捏体

蔵鱗朝 掛

東掛1須恵署 捏体

亀山焼 甕

亀山焼 甕

亀山焼 甕

備前焼 甕

堺産瓦質甕

堺産瓦質甕

(口 )33.3

(1)9.6

(口 )42.0

(口 )37.8

(口)38.0

211Ell以 下の砂粒

1.511Ell以 下の砂粒
lllllll以 下の砂粒
211un肝

"1妙
量

lnull以 下の砂粒
lllllll肝

"1じ
量

211111以 下の砂粒
lllEll以 下の砂粒

lllEll以 下の砂粒
2nllll以 下の砂粒
3mull以 下の砂粒

質

質

質

陶

瓦

瓦

土師質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

土師質

土師質

土師質

彿)橙

(内)黒褐

灰自

にぶい黄橙

灰自

明黄褐

6)褐灰

(内)橙
にぶい橙

0)黒褐

(内)灰褐

褐灰

灰黄

彿)灰

0)にぶい費侵

(肝部)ナデ ¢)板ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ     
‐

僻)回転ナデ (1)糸切 り

0)縦ハケ

¢)格子叩き目

徘)格子叩き目

板ナデ

(体 )平行叩き目 (口 )不明

α)平行叩き目

(口
。瀬)横ナデ ｀

件)ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

(口)横ハケ

(体 )当て具痕

¢)横ナデ

板ナデ

調整不明

件)当て具痕

(口・1)横ナデ

細片

細片

細片

底怪1/6

口怪1/8

片

片

細

細

細片
口怪1/6

口怪1/6

鶴 器 種 材 質 長  さ 幅 厚  さ 重  さ 備  考

刀子

石包丁

鉄
サヌカイト

(9.4)

(4.3)

刃部 1.5

4.2
0.5

1.1

(32.65)

(19.08)

柄部先端を欠損

中央部か ら半分欠損。刃部に使用痕あ り

第58表 土器溜 り1 第 Ia層出土遺物観察表00
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第124図 土器溜り1 第 Ia層出土遺物GD

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

596 橋鉢 AⅡ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

鍋 BⅢ
鋼 BⅢ
鍋

足釜 底部

甕 体部

(口 )34.6

(口)18.8

(口 )32.8

(口 )44.6

2null以下の砂粒

2nlll以下の砂粒

2null以下の砂粒

2nlll以下の砂粒

311111以下の砂粒

2EEll以下の砂粒

2nEll以下の砂粒

3EEll以下の砂粒

瓦質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

(内・外)灰

G)灰自

明褐

明赤褐

橙ぶ

橙

橙

橙

に

橙

(口 )回転ナデ

(")押圧→
(口 場)横ナデ

(口 )刻線「<」

(傷 )押圧→ (口
1月)横ナデ

(口 )刻線「<」

(口)横ナデ

(口・体)縦ハケ→ (1)横ナデ

(輌)横ナデ 件)羊歯文

(1)格子叩き目

格子叩き目

(口・体)板ナデ

(1)印花文

(口・1)横ナデ

(1・体)横ナデ

(口・1)板ナデ (口)刻線「×」

(口
。体)板ナデ (口)刻線「〃」

(口・体)横ナデ

(1)当 て具痕

当て具痕→横ハケ

口怪1/4

口怪1/8

細片

口怪1/12

口怪1/12

細片

底怪1/4

細片

第59表 土器溜 り1 第 Ia層 出土遺物観察表00
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第126図 土器溜 りl 第 Ib層出土遺物(2)

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

６０４

　

６０５

６０６

６０７

６０８

６０９

６． ０

　

６．．

　

６． ２

　

６． ３

６． ４

　

６． ５

捏鉢

橋鉢 AI
描鉢 AI
精鉢 AI
描鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ

足釜 AⅢ

足釜 BI

足釜 BI
足釜 BI

足釜 BI

(口 )24.6(高 )9.9
(底)11.0

(口 )24.0

(1)32.1

(口 )28.6

(口 )28.9

(口 )36.8

(口 )20.0

(口 )21.0

(口 )18.0

(1)22.0

lllul以 下の砂粒

311ull以下の砂粒

211ml以下の砂粒
211111以下の砂粒

211ull肝

"1砂

量

211ED以下の砂粒

311Hl以 下の砂粒

411El以 下の砂粒

3mull以 下の砂粒

311ml以下の砂粒
2oIIll以下の砂粒

lllull以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

橙
橙
　
橙

明黄褐

明黄褐

明黄褐

明赤褐

にぶい黄橙

明褐

彿)臨い鞭

(内)明赤褐

橙

にぶい黄褐

準)縦ハケ→
(口 )横ハケ

(底)ナデ

(1)回転ナデ

調整不明

ぐ)縦ハケ 他は調整不明

(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ ?

(口)板ナデ→回転ナデ

(体)縦ハケ→ G)押 圧
→

(口 場)横ナデ

徘)縦ハケ→ 0)押圧
→ (口

。

")横

ハケ→横ナデ

(月)押圧→
(口・月)横ナデ

(")押圧→
(口 哺)横ナデ

(1)格子叩き目

(口・

")横

ナデ

(口
。体。1)横ナデ

(口・|)板ナデ ?

調整不明

調整不明

(口・体)板ナデ  使用痕 ?

(口・体)回転ナデ ?

(口・体)板ナデ

(口・体)横ナデ

(体)横ハケ→ (口)横ナデ

(口)横ナデ

∽ 横ハケ→
(口)横ナデ

(口)板ナデ (体 )横ハケ

ν
ν
　
片

唯
唯
　
細

離締

口怪1/12

細片
口11/8
口怪1/8

口怪1/8

口怪1/10

日経1/8

口怪1/3

第60表 土器溜 り1 第 Ib層出土遺物観察表(1)
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第128図 土器溜 り1 第 Ib層出土遺物0)

器 器 種 法  量 胎 土 焼 成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

６． ６

　

６． ７

６． ８

６． ９

　

６２０

　

６２．

　

６２２

６２３

６２４

６２５

６２６

６２７

Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

釜
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ

羽
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

足釜 BI

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

(口 )25.8

(口 )22.0

(口 )20。 4

(口 )24.1

(口 )24.1

(1)27.0

(1)28.0

(1)42_7

(口 )39.0

(口 )42.0

(口 )43.3

211111以下の砂粒

5EEll以下の砂粒

211ull以下の砂粒

1.5nlll以下の砂粒

2mull以下の砂粒

311111以下の砂粒

2mull以下の砂粒
21111以下の砂粒
211111以下の砂粒

2nlll以下の砂粒

2nlll以 下の砂粒
2mEll以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

橙

にぶい黄橙

橙

橙

にぶい黄褐

橙

橙

明赤褐

橙

明褐

橙

0)明褐

(内 )黄褐

(月)押圧→
(口・

")横

ナデ

(月 )押圧→
(口 場)横ナデ

(月 )押圧→
(口 ■)横ナデ

(体 )縦ハケ→ 0)押圧
→ (1・ 月)横ナデ (1)ナデ

0)2段押圧→
(口 場)横ガ

(1)格子叩き目

(月)縦ハケ→押圧
→ (1場 )横ナデ

(鰐)押圧→
(口・

")横

ナデ

《)縦ハケ→ (1)横ナデ ?

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ φ 縦ハケ

(体 )横ハケ→板ナデ

(口 )横ナデ

の 板ナデ→ (口)横ナデ

(体 )ナデ→ (口 )横ナデ

(口
。作)横ナデ

(口・体)ナデ→① 板 ナデ

(1・体)板ナデ

(口・1)横ナデ

調整不明

(口 )横ハケ 件)ナデ

(口 )横ハケ

(口・体)ナデ

(口)横ハケ

口怪1/7

口怪1/5

細片
口怪1/10

口怪1/12

細片
口怪1/8

第61表 土器溜 り1 第 lb層出土遺物観察表(2)
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第130図 土器溜 り1 第 lb層 出土遺物(6)

第62表 土器溜 り1 第 Ib層 出土遺物観察表(3)

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

２８

　

２９

３０

３．

　

３２

　

３３

３４

３５

　

３６

３８

甕 AI

甕 AⅡ
甕 C
甕 C

甕 体部

甕 底部

甕 底部

甕 C

壺

備前焼 甕

(口 )33.6

(1)26.0

(口 )35。 9

(1)12.6

(底 )16.0

(口 )21.2

(口 )17.0

3Elll以下の砂粒

2.5nEll以下の砂粒

3mull以下の砂粒
2.511111以下の砂粒

2nlll以下の砂粒

311111以下の砂粒

31111以下の砂粒

211Ell以下の砂粒

311ull以 下のり1を狙
311111以下の砂粒

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

陶質

橙

橙

にぶい黄橙
にぶい黄橙

(外 )にぶtlll

(内 )灰黄褐

橙

赤褐

彿)明黄褐

仙)橙

橙
にぶい赤褐

(体 )格子叩き目
→ (1■)回転ナデ

(体 )板ナデム
(口・J)回転ガ

(口 )回転ナデ

《)格子叩き目
→ (口・1)回転ナデ

格子叩き目

(体 )縦ハケ (1)ナデ

調整不明

(蠣 )縦ハケ→
(口)横ナデ

(口 )横ナデ

板ナデ

(体)横ハケ→

(口・颯)回転ナデ

(口・1)回転ナデ

(1・ 願)回転ナデ

(口
。麟)回転ナデ

当て具痕→縦ハケ

鮮)板ナデ (底 )ナデ

調整不明

(口・瑣)横ナデ ?

0■)板ナデ→
(口 )横ナデ

板ナデ

細片

細片
口怪1/8

tl怪 1/8

細片

底怪1/4

離賄
口怪1/8

口怪1/6

細片

番 号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚  さ 重  さ 備  考

錘

砥石

土製 (土師質 )

砂岩

8.0

12.9

(190。 44)

634.31
有溝土錘。51Ell以下の砂粒を多く含む。一部欠損
各面に擦痕。一部に煤付着。
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ユ
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番号 器 種 法 量 胎  土 焼 成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

642

４３

　

“

４５

４６

４７

４８

４９

　

５０

５．

５２

５３

654

655

杯 (l離 ?)

杯

描鉢 AI

橘鉢 AI

橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
橋鉢 BI
橋鉢 底部

描鉢 底部

足釜 BⅡ
足釜 BI
足釜 BI

足釜 BⅢ

足釜 BⅣ

(口 )11.0(高)3.3
(底)3.4
(1)7.2

(口 )31.4

(口 )32.3

(口 )27.0
(口 )29.6
(口)30.0

(底 )12.0

(1)13.0

(口 )18.0

(口 )24.0

(口 )25.0

(口 )27_2

(口 )23.0

2nlll肝

"性

妙量

lIEll以下の砂粒

2null以 下の砂粒

211ull以下の砂粒

211ull以下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

3mEl以 下の砂粒
211ull以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒
511all以下の砂粒
2null以下の砂粒

2.5nEll以下の砂粒

411Ell麻

"腱
狙

211111以下の砂粒

須恵質

土師質

須恵質

土師質

瓦質

土師質

土師質

土師質

須恵質

瓦質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

灰自

0)浅黄

(内 )灰 自

灰

俳)にぶlll橙

(内)橙

浅黄橙

明赤褐

明褐
にぶい黄橙

灰自

(内・外)灰

G)明黄褐

にぶい黄橙

橙

橙

橙

橙

橙

(1・体)回転ナデ
→ G)糸切 り→ナデ

準)回転ナデ

(1)板ナデ

鮮)縦ハケ→ (口 )回転ナデ

(1)木 目状圧痕

(口)横ハケ

(口)回転ナデ

調整不明

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

個精)削 り状のナデ

崚精)削 り状のナデ

(掃 )押圧→ (口 場)横ナデ

く傷)押圧→
(口・月)横ナデ

‖)縦ハケ→ G)押圧
→

(口・

")横

ナデ

C)板ナデ→ G)2段押圧
→

(口・

")横

ナデ

鮮)縦ハケ→ G)押圧→

(1・月)横ナデ・ (1)叩き目

(口
。
|。 1)回転ナデ

鮮・l)回転ナデ→儀)ナデ

(口・I)板ナデ

調整不明

(口・体)回転ナデ

調整不明

(口・体)回転ナデ

(口・作)回転ナデ

(口・体)板ナデ

ぐ嗜)横ナデ

ぐ■)板ナデ

(口・体)横ナデ

(口・体)ナデ

(口
。|)板ナデ→

(口)横ナデ

(口・体)板ナデ→ (口)横ナデ

(口
。体)板ナデ

口怪1/4

口怪1/2

唯
離
離

口怪1/8

口怪1/12

口怪1/8

口怪1/8

日経1/8

細片

細片

底怪1/4

た
ん
た
ん

離
唯
曜
唯

b層 出土遺物観察表(1)
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b層 出土遺物(3)

1661  /

第 Ia

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

釜
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ

羽
鍋
鍋
鍋
鍋
甕
壺

(口 )25.0

(口 )47.0

(口 )45.6

(口 )40.0

(口 )36.0

(口 )28.0

(口 )17.8

31ml以 下の砂粒

311un以下の砂粒

211ull以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒

3EEll以下の砂粒

3nEll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

瓦質

土師質

土師質

橙

明赤褐

明赤褐

赤褐

灰黄

にぶい黄橙

橙

鮮)縦ハケ→
(口・

")横

ナデ

(口 )横ナデ

(口 )沈線→横ナデ

件)縦ハケ→
(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口・哺)横ナデ

(口 )横ナデ

(口・Dナデ

(口 )横ハケ 件)調整不明

(口 )横ナデ

(口・1)横ナデ

(口
。|)板ナデ

(口・環)横ナデ

(口・体)板ナデ

口怪1/10

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/6

細片
口怪1/8

口怪1/8

第 IaOb層 出土遺物観察表(2)

-182-

第64表 土器溜 り 1



第 6次生活面出土資料 (14)に近 く,SKT202出 土資料 (15)ょ りも先行する形態的特徴

をもつ。 SKTl12第 6次生活面下位の第 7層から出上 した瓦器皿は,内面にハケロが

あり河内長野市金剛寺 SX7(1360年頃)(16)と ほぼ同時期の所産であるが,第 6次生活

面を覆 う第 6層の瓦器皿にはハケロがなく,明 らかに後出的な要素をもつ。一方 ,SKT

202では永楽銭が伴っていることから,永楽銭の国内流入以前であることがわかる。こ

のことからSKTl12第 6次生活面は,14世紀末葉～15世紀初頭の年代が想定でき ,

592・ 593についてもぼぼ同じ年代が想定できよう(17)。

594は鉄製刀子である。直線的で幅も一定 した刃部と,緩やかなカーブを描 く切先をも

つ。関部は片関と考えられるが,わずかな段差として表れるのに過ぎない,弱いものであ

る。第 4節 1(2)で述べたように,こ の層位から少量の古墳時代須恵器が出上してお り,付

近に古墳の存在も想定されることから古墳時代の鉄器の可能性もある。 しかし,ほぼ完形

に遺存していることから,中世土器生産に関わるものとする方に妥当性があろう。

595はサヌカイ ト製石包丁である。端部に扶 りがある。

第 la層 より出上した,加飾された土器を一括して掲示した。印花文 (596)や 記号文

(597～ 600),プ レスによる木葉文 (601)力 あ`る。印花文は中房状の小円と,そ こから放

射状に伸びる直線によって表現されてお り,かな り簡略化された写実性に欠けるものであ

る。 3個が「。・.」 形に配列されてお り,相互に重複することから同一の印判を 3回押捺 し

ていることがわかる。括鉢片口に近い口縁部上端にあり,使用時に最も目に付きやすい箇

所に施文されていることが窺える。なお,596は括鉢AI-1類 にあたる。

記号文は,「 <」 (597・ 598),「 ×」 (599),「 S」 (600)形 のヘラ描きが施されるもので

ある。「<」 形のものは一筆描きではな く,2本の直線を交差させるような状況にあるた

め,本来「×」形を意図したものである可能性がある。5970598は足釜BⅢ 類,599・ 600

は鍋BⅢ 類にあたる。足釜では口縁部外面に,鍋では口縁部内面に施文されてお り,やは

りいずれも目に付きやすい箇所にみられる。

木葉文は,器面に葉を直接プレスするものであり, 1点のみ出土 した。葉の形が不定形

であり,輪郭が刻線状をなすことから,当初は針状工具による稚拙な描写とも思われた。

しかし詳細に観察すると,葉脈状の細かい繊維が各所に認められ,人為的に描かれたもの

とはいえない状況を呈していた。またシダ科植物先端の新芽が全 く同じ形であり,葉の端

がめくれ上がっているために,粘土に転写すると線刻状の輪郭をなすことが観察できた。

このことから,シダ科植物の葉を器面に転写 したことは間違いない。この文様が施された
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601は ,鍋もしくは壷と考えられる。

602・ 603は ,叩 き作業に伴 う当て具痕を内面に残す資料である。602は足釜底部であ り,

外面には格子叩き目がみられる。内面の当て具痕は,板ナデ調整によってほとんど消され

ているが,当て具の輪郭が「C」 形に遺存 して:い る。足釜底部に当て具痕がみられること

は,後述する叩き技法の評価に極めて重要な知見をもたらす。603は甕体部片である。内面

は横ハケ調整が行われているが,それに先行する円弧状の当て具痕が明瞭に読み取れる。

[第 Ib層出土遺物 (604～ 639)]

第 Ia層に比して遺物量は少ない。また第Ⅲ層と直接接している部分もあるため,第Ⅲ

層からの混入 とみられる遺物も認められる。捏鉢・括鉢・足釜・羽釜・鍋・甕・壷・土錘

・備前焼甕・砥石などが出上している。

捏鉢 (604)は ,日 縁端部が外方に大きく肥厚する形態をもつ。日縁部端面や体部外面に

はハケロ調整がみられる。胎土・焼成から楠井産とみられるが,他遺構・層位での出土は

なく,む しろ西村遺跡西村北地区S5-SK01出 土遺物
(18)の ような十瓶山窯産須恵器

捏鉢の最終形態に近いものである。

足釜にはBI類 (612)と BI類 (613～ 616),BⅢ 類 (617～ 621)力 あ`る。612は水平に

伸びる長い鍔部をもち,鍔端部には横ハケ調整が行われる。また体部まで底部叩きが連続

してお り,明瞭な屈曲をもたない緩やかなカーブを描 く底体部を形成する。613は底部に

叩き目が認められないが,わずかに 2 cm四方の平坦面の連続が読み取れ,刻みのない叩き

板で叩き作業が行われた可能性がある。

甕 Cは ,短 く外反する口頸部をもつもの (630)と ,緩やかに外反する長い口頸部をもつ

もの (631)が ある。631の 口縁端部は丸味をもって収まる。

有溝土錘 (637)は ,片面の一部 (約 2/5)が接合面で粂J離 している。重量は190。 44

g,溝部から想定される綱の幅は約 2 cmで ある。土師質焼成で肉眼観察による胎上の特徴

から楠井産とみてよい。

638は備前焼甕体部片である。外面には縦方向の板ナデ調整がみられる。酸化気味の焼

成であり,間壁編年第Ⅳ期にあたると考えられる。

639は砂岩製の砥石である。側面はいずれもよく使用されている。また被熱 した痕跡が

ある。
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[第 Ia・ b層出土遺物 (640～ 662)]

調査時に両層一括して取 り上げた遺物を図示 した。須恵質杯 (640),土師質杯 (641);

瓦質 (上師質・須恵質含む)括鉢 (642～ 650),足釜 (651～ 655),羽釜 (656),鍋 (657～

660),甕 (661),壷 (662)力 あ`る。この中で須恵質杯は,底部の大半にナデ調整が施され

るが,先行する糸切 りの痕跡がかすかに読み取れる。焼成は軟質な須恵質であ り,日 縁部

外面には重ね焼きの際に生 じた炭素の吸着がみられる。底部糸切 りは讃岐の中世須恵器に

はみられないため,讃岐以外の地域から搬入された可能性があり,焼成の特徴や全体の形

状 0法量から,13世紀代の備前焼とも考えられる。

[第 Ⅱ層出土遺物 (663～ 691)]

杯・皿・括鉢・足釜・鍋・甕,備前焼甕などが出土 している。

土師質杯 (663)は直線的な体部・口縁部をもつ。土師質皿 (664)は ,長 く直線的に伸

びる体部をもち,底部と体部との屈曲が極めてシャープである。これは,第 Ia層 とはや

や異なる特徴である。

括鉢はAI類 (665・ 666),AⅡ 類 (6670668),AⅢ 類 (669～672),AⅣ 類 (673)が

ある。675は底部が完存 している。内面の卸 し目は11方向に施されるが,既に指摘 したよう

に,い くつかの基準線から分割した形跡は読み取れない。また外面には下駄印が良好な状

態で遺存する。

足釜には,AⅡ 類 (678・ 679)′ BI類 (680～ 682),BⅢ 類 (683～ 689),BⅣ 類

(690)がある。AⅡ 類は,口縁部や鍔部の端部にハケロ調整を行わずに,横ナデ調整で仕

上げてしヽる。このため端部に明瞭な平坦面が形成されない。しかし体部調整にはハケロが

多用され ,こ とに体部下半に横ハケ調整が行われる点は他の型式には認められない。678

鍔部は,基部が太いが水平に伸びる。これに対し679鍔部は,やや下方に向く。

686は足釜BⅢ 類で,日縁部外面に「<」 ないし「×」形のヘラ描き刻線をもつ。

689は瓦質の足釜であるが,既に述べたように二次的な被熱によって還元 した とみ られ

る。

[第 Ⅲ層出土遺物 (697～758)]

須恵質杯′土師質杯・皿・捏鉢・足釜・羽釜・鍋・壷′須恵質括鉢 (土師質含む)′ 東播

系須恵器捏鉢,備前焼甕片,亀山焼甕などが出上している。この層位は,東半部では第 Ⅲ

層によって第 I層 と分離できるが,西半部では第 I層 の直下に堆積している。このため遺

物取 り上げ時に第 I層から混入したとみられる遺物も少量存在する。
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0                             15cm

676

土器溜 り1 第 Ⅱ層出土遺物(2)

第65表 土器溜 り1 第 Ⅱ層出土遺物観察表(1)

番 号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

６６３

６６４

　

６６５

６６６

　

６６７

６６８

６６９

６７０

６７．

６７２

６７３

６７４

６７５

　

６７６

６７７

Ａ

Ａ

鉢

鉢

杯

皿
　

橋

橋

橋鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
播鉢 AⅣ
描鉢 底部

描鉢 底部

橋鉢 底部

精鉢 底部

(口 )14.0

(口)10.0 (1)1.9
(1)6.2

(口 )30.0

(口 )31_6

(口)29.4

(口 )29.0

(口 )29.0

(口)28.8

(口 )30.0

(口 )28.9

(1)10.8

G)13.0

(1)12.6

(底 )10.2

3oEll以 下の砂粒
lm以下の砂粒

211ullttT001を 夕量
411Ell以 下の砂粒

411ull以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

lIIll以 下の砂粒

511111以下の砂粒

311ull以下の砂粒
311111以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

2olll以 下の砂粒
31111以下の砂粒

2EEll以 下の砂粒
lnull肝

"粒

秒量

土師質

土師質

須恵質

瓦質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

土師質

須恵質

淡赤橙
にぶい黄橙

灰

(内・1)黄灰

(粉 灰自

明褐

明褐

明赤褐

にぶい橙

橙

灰

灰自

灰

0)灰白

(内 )灰

にぶい橙

灰自

調整不明

(1・体)回転ナデ

(出)回転ヘラ切 り→板ガ

(口 )回転ナデ

(口)横ハケ 。回転ナデ

(1)回転ナデ

(口)回転ナデ

(1)横ハケ 。回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(1)回転ナデ

(口)回転ナデ

(1)ナデ

件)縦ハケ→ G臆)横ナデ

(体 )ナデ

仙精)削 り状の横ナデ

(1)下駄印

調整不明

(口・体・1)回 転ナデ

(口
。|)横ハケ

(口・体)板ナデ

(口・体)板 ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。D回転ナデ

調整不明

調整不明

(口・体)回転ナデ

(口
。体)回転ナデ

(体 )板ナデ 使用痕

¢・1)板ナデ

使用痕

件)板ナデ

鮮)板ナデ C)ナデ

ν
許

離
離

口怪1/8

口怪1/4

口怪1/12

口怪1/10

細片

細片

細片
口怪1/8

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/8

底怪1/6

底怪1/4
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第137図 土器溜 り1 第Ⅱ層出土遺物
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番号 器  種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

６７８

６７９

　

６８０

６８．

６８２

６８３

６８４

６８５

６８６

　

６８７

　

６８８

６８９

６９０

６９．

足釜 AⅢ
足釜 AⅡ

足釜 BI
足釜 BⅡ
足釜 BI
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅣ
鍋 BⅢ

(口 )17.4
(口 )19.6

(口 )20.0

(1)20.2

(口 )26.4
(1)21.6

(口 )21.4
(口 )22.7

(口 )23.2

(1)24.8

(口 )26.0

(口 )24.0

(口 )44.8

3null以下の砂粒
21111以 下の砂粒

21111以 下の砂粒
311ull以下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

211111以 下の砂粒
311ull以下の砂粒

4.511Hll以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

2nlll以下の砂粒

211ull以 下の砂粒
211111以下の砂粒

311111以下の砂粒

2mlll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

瓦質

土師質

土師質

明赤褐

橙

浅黄橙

明黄褐

橙

灰自

浅黄橙
にぶい赤褐

橙

橙

橙

灰

明赤褐

にぶい黄橙

(口・月)横ナデ の 横ハケ

(口
。揚)横ハケ・ 横ナデ

‖)横ハケ

G)2段押圧→
(口・

"湖

けデ

(諄 )押圧→ (口 場)横ナデ

(")押圧→
(口

。

")横

ナデ

(")2段押圧→
(口

。

")横

ガ

G)2段押圧→
(口・3)横ガ

(傷 )押圧→ (口 喘)横ナデ

(傷)押圧→
(口 場)横ナデ

(1)刻線「<」 か「 X」

(体 )縦ハケ→ 0)押圧
→ (口 場)横ナデ

0)押圧→
(口

。

")横

ナデ

(愕 )押圧→ (口 場)横ナデ

(口・月)横ナデ C)板ナデ

(口)横ナデ

件)横ハケ→ G)縦ハケ

(口
。月)横ハケ

→
(口 )横ナデ・ ω 縦ハケ

調整不明

(口
。わ板ナデ→ (口)横ナデ

(口・体)横ナデ

⇔ ナデ→
(口)横ナデ

調整不明

《)板ナデ→
(口 )横ナデ

(口・|)横ナデ

(口・体)横ハケ→ (1)横ナデ

(口・体)横ハケ

(体)ナデ (口)横ハケ

(口
。体)横ナデ

《)板ナデ→
(口)横ハケ

口怪1/8
口怪1/8

口怪1/12

口怪1/8
口怪1/8

口怪1/5

細片

口怪1/6

口怪1/5

細片
口怪1/8

日経1/12

第66表 土器溜 り1 第 Ⅱ層出土遺物観察表(2)
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第138図 土器溜 り1 第 Ⅱ層出土遺物(5)

第67表 土器溜 り1 第 Ⅱ層出土遺物観察表(3)

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

甕 AI

甕 AⅡ

甕 C
甕 底部

備前焼 甕

(口 )19。 4

(口 )24.6

(口 )34.0

(底 )25.4

3oEll以下の砂粒

2EEll以下の砂粒
｀

lllull以下の砂粒

511Ell以下の砂粒

lIIEll肝

"菫

砂曇

土師質

土師質

土師質

土師質

陶質

橙

にぶい橙

明褐

橙
にぶい褐

(口・麟)回転ナデ ¢)板ナデ

徘)縦ハケ→
(口 ■)回転ナテ

(口・薇)回転ナデ

(体 )ナデ

(1)板ナデ

(蠣)横ハケ→鮮)板ナデ

(1)回転ナデ

(口・頭)板ナデ
→件)削 り状の板ナデ

(1・頸)回転ナデ

G・ 1)ナ デ

(1)ナデ

口怪1/5

口怪1/12

tl怪 1/■0

細片

細片
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須恵質杯 (697～ 707)に は,707の ように回転ヘラ切 りによる平坦な底部と,そ こから明

瞭に屈曲して若干内弯気味に立ち上がる体部をもつものがあ り,先行 した時期 (9～ 10世

紀)の十瓶山窯産須恵器である可能性もあ り,判断が難しい。しかしヘラ切 り後に底部外

面を板ナデ調整する手法は 9～ 10世紀代の須恵器では一般的ではない。このため,西村遺

跡付近で生産された中世須恵器杯であるともみられる。土師質杯 (708～ 710)も ほぼ同形

態である。また698・ 699・ 701は底部切 り離 し手法が不明だが,640に比較的近い形態と焼

成状況をもってお り,備前焼である可能性を残す。このように帰属時期や産地に問題を残

すが,第 Ia層でみられたような皿 (236～ 243)が見当らない点に注意したい。

上師質捏鉢 (711)は表面の摩滅が著 しいが,底部外面に下駄印が観察される。

括鉢 (7120713)ヤ ま,日縁端部を内方に折 り込むようにしてツマ ミ出す特徴をもつ。括

鉢AⅣ 類 とAⅢ 類 との中間的な形態を呈するが,一応AⅣ 類の範疇で理解 しておきたい。

712の卸し目原体は 6本/1,5cmであり,条数/原体幅が第 Ia層 のAI・ Ⅳ類に近い。

713の卸し目は,摩滅が著しく本来の条数/原体幅が明らかでないため,検討できない。

土師質足釜ではAI類・BI類が主体的であり,これに少量のBⅢ類 (735～ 737)と B

Ⅳ類 (7380739)が 加わるが,BⅢ ・Ⅳ類は形態・技法ともに第 Ia層出土資料と同二で

あり,以下に述べるようなAI類・BI類間で指摘できる技法の共有が認められない。こ

のことは,BⅢ・Ⅳ類が堆積時もしくは取 り上げ時の混入であることを示していよう。法

量を口径でみてみると,18～22cm(I)と 24～ 26cm前後 (Ⅱ )に分けられ,日径 Iは足釜

BI類に,ま た口径Ⅱは足釜AIに明瞭に群別される。

足釜AI類 (714～720)は ,水平に伸びる鍔部が口縁部よりもやや長いかほぼ同じもの

で,日縁端部には内傾する平坦面が形成される。第 la層や他の遺構ではほとんど認めら

れない型式であるが,こ の層位では足釜BI類に匹敵する存在である。また作巧をやや詳

しく観察すると,厚手で直線的な器壁をもつ一群 (AI-1類 :714～ 718)と ,薄手で内

弯気味の器壁をもつ一群 (AI-2類 :719・ 720)の 2者が存在することが指摘できる。

前者では,相対的に口縁部の器厚が厚く,体部と鍔部は共通してやや薄い。また716の 口縁

部内面にみえる接合痕は,外面の口縁部と鍔部の屈曲部分に連続しているようであり,国

縁 2技法 (鍔部屈折法)力 採`用されていたのは確かであろう。これに対し後者では,日 縁

部と体部の器厚はほぼ同じであり,鍔部が相対的に厚い特徴をもつ。また口縁から体部へ

の器壁の連続もスムーズである。資料数が少ないために断定はできないが,日 縁 1技法

(鍔部接合法)に よる可能性がある。
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第140図 土器溜 り1 第Ⅲ層出土遺物(2)

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

698

699

７００

　

７０．

　

７０２

７０３

７０４

７０５

７０６

７０７

７０８

　

７０９

７． ０

７．．

７． ２

７． ３

７． ４

７． ５

７． ６

　

７． ７

　

７． ８

杯

杯 G首彙‖?)

杯 C曽籠1?)

杯

杯 0離 働?)

杯

杯

捏鉢

描鉢

描鉢

足釜

足釜

足釜

足釜 AI

足釜 AI

Ⅳ

Ⅳ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

杯
杯
杯
杯
杯
杯
杯

(口 )10.8 (高 )2.6
(底)7.6
(口 )12.2 (高 )3.0

(1)6.0

(口 )13.0 (高 )3.3

(1)8.8

(口 )12.9 (高 )3.0

(1)7.6

(口 )13.0 (高 )3.4

C)8.6

(1)6.0

G)6.7
α)7.4
(1)9.4

(口 )9。 8 (高 )2.3

G)6.0
(1)6.8

(1)5.0

(1)9_0

(口 )27.0

(口 )30.0

(口 )24.0

(口)24.2

(口 )24。 1

(1)30.8

(口 )26.0(高 )12.3

(1)27.6

lmlll以 下091を少量

lIIEl以 下の砂粒

lllull肝

"粒

妙量

0.511ull以 下の砂粒

lnlll以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒
lllEll以下の砂粒

lllull以 下の砂粒

精良
211un以 下の砂粒

lIIIn以 下の砂粒

2mEll以 下の砂粒

1.51Ell以 下の砂粒

lnull以 下の砂粒
21111以 下の砂粒

21111以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

lnull以 下の砂粒
lllull以下の砂粒

llED以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

211El以 下の砂粒

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

須恵質

土師質

土師質

土師質
土師質

須恵質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

彿)灰

(内)灰自

灰自

灰自

灰

灰

灰

灰

灰

灰自

灰自

灰

にぶい黄褐

橙

にぶい橙
にぶい褐

灰自

明黄褐

橙

浅黄橙

浅黄橙

橙

明黄褐

(口・[)回転ナデ
→ G)回転ヘラ切 り

(口
。体)回転ナデ→ (1)ナデ

(1・体)回転ナデ→ G)ナ デ

(口・体)回転ナデ
→ (1)回転ヘラ切 り

(口・|)回転ナデ→ G)ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(体 )回転ガ→ G)回転ヘラ切り

(1)回転ヘラ切 り→ナデ

(体 )回転ナデ

徘)回転ナデ

(口・作)回転ナデ
→ C)回転ヘラ切 り

(体 )回転ナデ→ (1)回転●切り

(体 )回転ガ→ (1)回転ヘラ切り

調整不明 G)下駄印

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口・月)横ナデ

(口・月)横ハケ→横ナデ

Φ 縦ハケ→ 0)横ナデ・

横ハケ (1)横ナデ

O縦 ハケ (")横ハケ

(口 )横ナデ

(体)縦ハケ→ (月)横ナデ・

(1)横ナデ・ω 格子叩き

(口
。1)回転ナデ→ (1)ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・|)回転ナデ

(口
。
「 )回転ナデ→ (1)ナデ

(口
。作)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(1)回転ナデ

(1)ナデ

¢)回転ナデ

¢)回転ナデ

(口
。体・1)回 転ナデ

件・1)回転ナデ

件・1)回転ナデ

調整不明

件)板ナデ→ (1)回転ナデ

ぐ)板ナデ→
(口)回転ナデ

(体)横ハケ→ (口)横ハケ

(口・1)横ハケ

¢)横ハケ→横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(口・体・1)横ハケ
→ (1)横ナデ

口怪1/8

口怪1/12

口怪1/12

1怪1/10

口怪1/8

底怪1/6

口怪1/8

細片

細片

1怪1/8

細片

底怪1/8

1怪1/8

口怪1/2

1怪1/2

二怪5/8

底怪1/2

1怪1/2

口怪1/8

口怪1/12

口怪1/6

細片

細片

口怪1/12

口怪1/8

第68表 土器溜り1 第Ⅲ層出土遺物観察表(l)
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第141図 土器溜 り1 第Ⅲ層出土遺物(3)
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番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内  面

７．

７２

７２

７２

７２

７２

７２

７２

７２

７２

７２

３

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４．

足釜 AI
足釜 AI
足釜 BI
足釜 BI

足釜 BI

足釜 BI

足釜 BI

足釜 BI

足釜 BI

足釜 BI
足釜 BI

足釜 BI
足釜 BI

足釜 BI

足釜 底部

足釜 底部

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
羽釜

羽釜

(口 )21.0

(1)21.0

(口 )17.6

(口 )17.0

(口)18.0

(口 )18.8

(口)16.6

(口 )19.6

(口)21.0

(口 )21.2

(口 )21.0

(口)21.4
(口 )21.6

(口)22.8

(口)21.0

(口 )19。 0

(口 )24。 2

(口)18.3

(口)26.0

(口 )28.4

2mEll以下の砂粒
211111以下の砂粒

211ull以 下の砂粒

311ull以下の砂粒

3EEll以下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

311Ell以下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

311ED以下の砂粒

311ull以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

21Ell以 下の砂粒

3Elll以 下のり1を狙
lllEll以下の砂粒

lllEll以 下の砂粒

lnlll以 下の砂粒

2oEll以 下の砂粒

lllEll以 下の砂粒
211111以下の砂粒

2nEll以 下の砂粒

411Ell以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

浅黄橙

橙
にぶい橙

橙

にぶい橙

0)黄灰

(内 )にぶtlll

6)橙
(内 )にぶい費檀

灰白

橙

灰自

にぶい黄橙

橙

0)明黄褐

(内)臨ι瑣檀

橙

橙

橙

橙

にぶい褐

橙

明赤褐

橙

にぶい褐

橙

(")横ハケ 他は調整不明

(体 )縦ハケ G)横ハケ

(月)押圧→
(口 → 横ナデ

鮮)縦ハケ→ 0)押圧
→ (口 ■)横ナデ

件)縦ハケ→ (3)押圧→

横ハケ→ (口 場)横ナデ

(月)押圧→ (口・

")横

ナデ

(I)縦ハケ→ (")押圧→

横ハケ→
(口 場)横ナデ

鮮)縦ハケ→ 0)押圧→

(口
。月)横ナデ G)格子印き田

(体)縦ハケ→ (")押圧
→

(口
。D横ナデ

(口
。

")横

ナデ

件)縦ハケ→ G)押圧→

横ハケ→ (1・ 3)横ナデ

O押 圧 他は調整不明

(月)押圧→
(口・月)横ナデ

儒)縦ハケ→ G)押圧→

(1)横ハケ→
(口 場。|)横ガ

件。1)格子叩き目

格子叩き目

(体)縦ハケ→ 0)2段押圧
→

(口 場)横ナデ

(月)押圧→
(口 場)横ナデ

(口・

")横

ナデ

(傷・体)縦ハケ→
(口 場)横ガ

O押 圧→ (1・

"横
ナデ

(体 )縦ハケ→ G)押圧→横

ハケ→ (口)横ナデ・横ハケ

(傷)押圧→ (口・粉横ナデ

調整不明

(1・体)横ハケ→ (1)横ナデ

(作)横ハケ→
(口)横ナデ

Φ 横ハケ→ (1)横 ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)横ハケ

(I)板ナデ→ (口)横ナデ

の 横ハケ→ (1)横ナデ

(口・作)板ナデ→ (口 )横ナデ

(口・体)横ハケ→ (口 )横ナデ

(口・体)横ナデ

調整不明

(口・体)横ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口 )横ナデ

儒嗜)当て具痕→横ハケ

平行条線の当て具痕

(口・体)横ハケ→
(口 )横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口 )横ナデ

(口・体)板ナデ→ (口 )横ナデ

(口・体)板ナデ

(1・体)横ナデ

儒)斜めハケ (口)横ナデ

調整不明

口怪1/3

口怪1/3
口怪1/3
口怪1/10

口怪1/8

口怪1/4

細片

口怪3/4

口怪1/6

口怪1/6

口怪1/10

口怪1/8
口怪1/4

口怪1/12

1/4

細片

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/4

細片
口怪1/4

口怪1/4

口怪1/4

第69表 土器溜 り1 第Ⅲ層出土遺物観察表(2)
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第143図 土器溜 り1 第Ⅲ層出土遺物(5)
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758

第144図 土器溜 り1 第Ⅲ層出土遺物(6)

番 号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

４２

４３

“

４５

４６

４７

４８

４９

　

５０

５．

５２

５３

　

５４

５５

５６

　

５７

　

５８

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

Ｉ

Ｉ

部

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
　
Ａ
Ａ
体

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
　
鍋
鍋
鍋
壺

壺 底部

蘇 項恵呂 捏体

備前焼 甕

亀山焼 甕

亀山焼 甕

(口 )32.0

(口)34.0
(口 )40.0

(口 )41.2

(口 )42_0

(口)45.4
(口 )47.0

(口)48.6

(口)47.0

(口 )14.5

G)10.3
(口 )30.0

(口 )22.1

211un以 下の砂粒
211ull以 下の砂粒

lllall以 下の砂粒

211111以 下の砂粒
2EEll以 下の砂粒

2EEll肝

"世

、711rll颯い石

211111以 下の砂粒

lllHll以下の砂粒

2111111以 下の砂粒
lllun以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒
211ull肝

"1妙
量

311Ell以 下の砂粒

微細粒

21111以 下0り世、511Ell程 い|

211Ell肝

"世

妙量

2EEll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

陶質

須恵質

土師質

明黄褐

にぶい褐

黄褐

橙

褐

橙
にぶい橙

彿)灰黄褐

(冑 )にぶ戦檀

橙

熙 。明婦

橙

褐灰

明黄褐

灰自

0)灰褐

(冑)黄灰

青灰

褐

(口・I)縦ハケ→
(口 )横ハケ

(1・ 体)縦ハケ→ (1)横ハケ

徘)縦ハケ→
(口 )横ハケ

(口・体)縦ハケ→
(口)横ハケ

(口
。体)縦ハケ→ (口)横ナデ

(1・ 作)縦ハケ→
(口)横ハケ

(口・体)縦ハケ→
(口)横ハケ

(1・ I)縦ハケ→
(口)横ハケ

(口 )板ナデ

(口
。体)縦ハケ→ (1)横ハケ

(体 )縦ハケ→ G)格子叩き目

鮮)横ハケ→ 0)板ナデ→

Gけ )貼付→横ナデ

ナデ

(口
。|)回 転ナデ

板ナデ

(D格子叩き目→
(口 噸)回

転ナデ (口 )横ハケ

格子叩き目

(口)横ハケ 準)板ナデ

(1)横ハケ 準)板ナデ

(口)横ハケ の 板ナデ

調整不明

(口・体)板ナデ

(口・体)横ハケ

(口)横ハケ 徘)板ナデ

(口)横ハケ (体)板ナデ

(口
。わ板ナデ

(口)横ハケ (体)板ナデ

件嗜)板ナデ

(口・蠣)横ナデ

ナデ→ハケロ

(口・体)回転ナデ

板ナデ

(体)横ハケ

(口・頭)調整不明

縦ハケ

口怪1/12

11怪1/6

細片
口怪1/4
口怪1/5

口怪1/4

口怪1/4

細片

ll怪 1/4

細片

細片

口怪3/8

底怪完存

口経1/12

細片

口怪1/2

細片

第70表 土器溜 り1 第Ⅲ層出土遺物観察表(3)
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なおAI類では,ハケロ調整の多用が指摘できる。すなわち体部外面には縦ハケ,内面

には横ハケがほぼ例外なく行われるが,鍔部端面にまでも横ハケ調整が行われ ,さ らには

716の ように鍔上面にまでハケロがみられるものもある。ハケロの原体は , 5～ 6本/cm

のやや粗いものであ り,それをかな り強 く器壁に押し当てて引いている。このため,器面

の凹凸を掻き取 り平滑化にする効果は,第 Ia層で中心的なBⅢ ・Ⅳ類 よりも優れていた

といえよう。さらに横ハケ調整を詳細にみると,716の体部内面や鍔部上面 ,7140718の体

部内面のように,原体を 1周 させるうちに何回か器壁から離す作業が主体であ り,ロ クロ

回転を利用 したとみられるものはない。鍔部端面についても同様であ り,ロ クロ上での製

作工程は想定できない。また格子叩き目は体部には及ばないが,器壁はかな り強 く叩かれ

て叩き目の凹凸が明瞭である。

AI類の胎土は直径 2111n以下の砂粒を少量含む′ややきめ細かなものであ り,黄褐色な

いし黄白色の色調を呈する。これは,他の器種や型式に普遍的な胎土 とは異質な特徴を

もっている。

足釜BI類 (721～ 732)ヤま′足釜AI類とともに第Ⅲ層における中心的な器種である。

長 く立ち上がる口縁部と,水平方向に明瞭に突出する鍔部よりなる。口縁端部は面をもた

ずに丸 く収められる。鍔部端面に横ハケ調整が施して平坦面を形成するものが,かな りの

頻度で認められる。また体部外面や内面にもハケロ調整が顕著に認められる。このような

ハケロの多用は,足釜AI類と共通 しているといえよう。ただし,鍔部上面にはハケロは

みられず,横ナデによって鍔部上下面の凹凸を均している。叩き目は724・ 726の ように ,

底部のみならず体部下半にまで及んでお り,成形段階における叩き作業の効果の大きさを

窺わせる。なお,721や 724の 鍔部直下には明瞭な押圧痕が認められるが,接合痕や断面観

察では鍔部を接合する口縁 1技法によっている可能性が高い。

BI類の胎上にはAI類に近いものも少数認められるが,大半は楠井産土器に普遍的な

砂粒をかな り含む赤褐色系の色調を呈している。

7330734は ,胎上の特徴から足釜BI類の底部とみられるものである。ともに強 く押さ

れた明瞭な叩き目を外面にもち,内面には当て具痕を残す。733の 当て具痕は同心円状の

ものであるが,734で は平行叩き状の条線をもつ′特異なものである。また734外面の叩き

目も一見,平行叩きと格子叩きが混在するかのような状況を示す。これは 2種類の叩き板

を用いたとも考えられるが,格子状の彫 り込みがある部分と一方の条線が深い平行状の部

分とがある叩き板を用いた可能性も否定できない。
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740は脚部の付かない羽釜である。楠井産土器には稀な形態であるが ,日 縁端部 と鍔端

部にハケロ調整を施すことや胎上の特徴から:楠井産と判断できる。741も 同様な羽釜で

あるが,第 la層出土遺物 (485)や土器溜 り2出土遺物 (882)に近 く,本来は第Ⅲ層に

伴わない新 しい時期の所産であるとみられる。

鍋 (742～ 752)ヤま′全てAI類に帰属させ得るものである。体部から強 く明瞭に屈曲す

る口縁部をもち,口縁端部には器壁に対 して直交 して垂直方向に作られる端面がある。端

面調整は,摩滅の著しいものを除いて全て横ハケ調整であ り,足釜AI・ BI類の鍔端部

と同様な作巧を呈する。また口縁部内面には横ハケ調整 ,体部と頸部の外面には縦ハケ調

整が施されてお り,足釜同様にハケロ調整の多用が指摘できる。745・ 748・ 749・ 751をみ

ると,頸部外面の縦ハケ調整は体部ハケロと一連のものであるが,明確に連続 している事

例はない。したがって頸部のハケロ調整は,一応口頸部が成形後に施されたことになる。

口縁端部の横ハケ調整は,747の ように連続的に周回することなく,原体を何回か器面が

ら離 して断続的に施されている。しかも詳細に観察すると,ハケロ1回分の軌跡は円弧を

描 くように両端が上が り,中央が下がっている。このことは,ロ クロ回転に依らない製作

者の手の動きと密接な関係があろう。また751では口縁端部に横ハケ調整を施 した後に ,

横ナデ調整を行っている。

752は鍋の底体部片である。体部には粗 く顕著な縦ハケ調整がみられ ,それを切るかた

ちで底部に格子叩き目が施されている。底部から体部への器壁のカーブは緩やかに内弯し

てお り,叩 き成形による屈曲はみられない。

753は ,頸部内面に蓋受けと考えられる突帯をもつ壷である。日頸部は短 く外反 し,端部

に外傾する平坦面をもつ。調整の先後関係から,全体の製作が完了した段階で突帯を貼付

していることがわかる。

755～758は搬入品である。東播系須恵器涅鉢 (755)は ,日縁端部の挽き上げが顕著なた

めに,日縁部内面が弱く窪み,さ らに端面下端が垂下する傾向を指摘できる。山仲分類で

Dl類に該当するものであろう。備前焼甕 (756)は ,体部の細片のために時期を限定する

特徴を読み取 りにくいが,内外面ともに強い板ナデ調整を行 うこと,ま た焼成が酸化気味

であることから,間壁編年第Ⅲ期を上限とすることが考えられる。亀山焼甕 (757・ 758)

には須恵質焼成のもの (757)があり,直立気味の口頸部の特徴や細か くシャープな格子叩

き目から,岡田編年の第 2段階にあたるものと考える。

[第 I～ Ⅲ層出土遺物 (759～781)]
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第145図 土器溜 り1 第 I～ Ⅲ層出土遺物(1)
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第146図 土器溜り1 第 I～ ■層出土遺物(a

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

５９

　

６０

６．

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

　

７．

７２

７３

７４

　

７５

７６

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

鍋
鍋
鍋
鍋

杯

捏鉢

橋鉢 AI
描鉢 AI
橋鉢 AI
描鉢 AⅢ
播鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
足釜 BⅡ
足釜 BI
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

鍋 BⅢ
鍋 BⅣ

(口)8.8(高)3。 1

(D5。 2

(口 )31.0

(口 )35.0

(口 )34.4

(1)29.0

(口 )37.0

(口 )23.0

(口 )17.0

(口)21.0

(口)22.6

(1)45.4

(1)36.0

(口)3710

(1)42.0

(口 )36.0

(口 )43.8

211111以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

21111以 下の砂粒

311111以下の砂粒

31111以下の砂粒

2.511111以 下の砂粒

3mlll以下の砂粒

211111以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

5mull以 下の砂粒

2EEl以 下の砂粒

2.511Ell以 下の砂粒

3null以下の砂粒

lllll以 下の砂粒

211111以 下の砂粒
211111以下の砂粒

2111n以 下の砂粒
3nEll以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

須恵質

須恵質

土師質

土師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

にぶい褐

橙

橙

灰

灰

にぶい黄橙

にぶい黄橙

灰

橙

にぶい赤褐

明褐

0)浅黄橙

(内)黄橙

橙

明赤褐

橙

俳)に洲瑣E

(内 )橙

明赤褐

にぶい褐

(口
。体)横ナデ

(1)板ナデ

(口 )回転ナデ

調整不明

(1)回転ナデ

C)縦ハケ→ (口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)木 目状圧痕→回転ナデ

(")押圧→ (口 喘)横ナデ

(口・月)横ナデ

(月)押圧→
(口 胡)横ナデ

(体)縦ハケ→ 0)2段押圧
→

(口
。月)横ガ (1)格子叩き目

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(1)木目状圧痕→横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(口・体・底)横ナデ

(口・体)回転ナデ

調整不明

(口
。|)板ナデ

(1)板ナデ→
(口 ■)ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)板ナデ

(口・|)板ナデ  使用痕

(口・体)横ハケ→
(口 )横ナデ

(口 )板ナデ

(口・体)横ハケ→ (口 )横ナデ

(口・作)板ナデ→ G)横ハケ

(口
。わ横ハケ

(口・|)板ナデ

(口)横ハケ (|)板ナデ

(1)板ナデ 件)ナデ

(口・|)板 ナデ

(1)横ハケ 《)ナデ

片
ν

細
唯

口怪1/3

El1/2
細片
口怪1/7
口怪1/8

細片

細片

口怪1/6
口怪1/9

口怪1/6

口怪1/8
口怪1/4

口怪1/5

口怪1/10

細片
口怪1/12

口怪1/10

第71表  土器溜 り1 第 I～ Ⅲ層出土遺物観察表14)
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第72表 土器溜 り1 第 I～ Ⅲ層出土遺物観察表(5)

一-202-

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

手 法

残存度
外 面 内 面

甕 C
甕 C
甕 底部

東幡1霜E 捏体
亀 山焼 甕

(1)28.0

(1)22.0

C)22.0

(1)30.0

(口)45.0

lllln以 下の砂粒
211n以 下の砂粒
211un以 下の砂粒

lllEll以 下の細砂粒
211111以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

須恵質

土師質

明赤褐

橙

橙

灰自

橙

C)格子叩き→
(口 噸)横ナデ

(1・議)横ナデ

件)格子叩き目→

個糠)横ナデ

(口
。|)回転ナデ

件)格子叩き目→ 0)板ナ

デ→ (1)回転ナデ

件)横ハケ→
(口・瀬)横ナデ

件)横ハケ→
(口・願)横ナデ

鮮・1)横ナデ

(口・体)回転ナデ

(瑣・体)板ナデ
→ (口)回転ナデ

口怪1/8

口怪1/6

1怪1/10

口怪1/12

細片



土層観察畦の除去や深掘 リトレンチの掘削時に出上 したもので,細かな帰属層位は不明

な土器を図示 した。杯・捏鉢・括鉢・足釜・鍋・甕 0東播系須恵器捏鉢・亀山焼甕などが

ある。

土師質杯 (759)は厚手のものであり,器表に回転ナデ調整がみられず,ま た底部にはロ

クロからの切 り離 し痕がみられないことから,ロ クロ上での製作が想定できない。胎土は

砂粒を多 く含む,楠井産土器に通有な特徴をもってお り,楠井産杯と考えられる稀有な事

例である。

土師質捏鉢 (760)は ,断面三角形状に肥厚する口縁部をもち,一見して東播系須恵器捏

鉢に近似 した形態をもつことがわかる。ただし胎上の特徴は楠井産に普遍的なものであ

り,体部に回転ナデがみられない,鈍重な作巧である。

東播系須恵器捏鉢 (780)は上方への挽き出しがまだ顕著ではないものであり,山仲分類

C3類にあたるとみられる。また亀山焼甕は,岡田編年第 3段階に相当しよう。

(5)土器溜 り2出土遺物 (第 148～ 178図 ,第73～ 88表)

杯・皿・小皿・捏鉢・括鉢 0足釜 ι羽釜・鍋・焙烙・甕が出上 している。搬入品とみら

れる供膳器種以外では足釜・鍋が圧倒的に多 く,次いで壷 0甕などの貯蔵器種 と括鉢が一

定量みられる,と いう状況である。

杯 (782～789)は ,やや底の浅い皿形のものである。直線的な体部と平坦な底部をもつ

一群 (782～ 785)と ,内弯する体部と丸い底部をもつ一群 (786～ 780)力 あ`る。皿 (790～

792)は ,直線的で比較的長 く立ち上がる体部をもつ。土器溜 り1の皿 (240～ 243)と 同系

統とみられるが,口径がやや大きく,ま た体部があまり開かない相違点が指摘できる。小

皿 (793～ 797)は ,円盤状の底部から極めて短 く伸びる体部 (口 縁部)を もち,底部には

回転ヘラ切 り痕が認められる。恐らくロクロ上の円盤から惰力を利用して口縁部を成形 し

ているのであろう。

以上の杯・皿類はロクロ上での製作が考えられるが,798は底部外面に押圧 した痕跡が

顕著に残 り,口縁部のみを横ナデ調整 している。また,体部には縦方向に接合痕がみられ

る。形態・技法ともに,畿内の上師器皿に近いものである。

須恵質捏鉢 (799)は ,直線的な体部をもち,端部はやや丸味を帯びる。十瓶山窯産の中

世須恵器であろう。また土師質捏鉢 (800)は ,土器溜 り1の事例 (253)に近い口縁部形

態 0技法をもつ。
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第149図 土器溜 り2出土遺物(2)

C「 ヽ

(I¬

番号 器 種 法 量 胎 土 焼 成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

７８

７８

７８

７８

７８

７８

７８

７８

７９

７９

７９

７９

７９

９

９６

９７

９８

９９

００

０１

０２

０３

０４

０５

０６

０７

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

皿

皿

皿

小皿

/Jヽ皿

小皿

/Jヽ皿

/Jヽ皿

皿

捏鉢

捏鉢

橋鉢 AI

橋鉢 AI
播鉢 AⅡ
精鉢 AⅡ

橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ

橋鉢 底部

(口)8.4 (1)2.1
G)5.6
(口)10.0

(口)7.0

(口 )9。 7 (高 )1.9

(1)5。 8

(口 )11.0 (高 )2.6
(底)3.4
(口)12.2
(口)13.0
(口)12.7

(口)10.0 (高 )1.6

(壺)6.4
(口)9.8G)■ .5

(1)6.8

(1)11.0 (高 )1.8
(1)8.0

(口)5.3 (高 )0.7

(出)4.8
(口 )5.OG)■ .0

(底)4.4
(口 )5,7(高)0.9

(1)5。 1

(口 )6.1 (高 )1.1

(1)5.2

(口)7.OG)0.9
C)5。 8

(1)10.0

(1)17.2

(口)24.0
(口 )25。 3

(口)26.0
(口)28.0
(口)29.0

(口 )32.0(高 )10.9

(1)12.0

(1)12.0

lnEll添蝋 世秒量

llllll以下の砂粒

llllll以下の砂粒

2.511ull以 下の砂粒

llEl以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒
311111以下の砂粒

5trll以 下の砂粒

lllll腑 0'1を夕量

loml以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

2EEll以下の砂粒

lllml以 下の砂粒

lnlll以下の砂粒

lml以下の砂粒

lnall以下の砂粒

2null以 下の砂粒

lllllll以 下の砂粒

2EEll以下の砂粒

lllllll以 下の砂粒

2nlll以下の砂粒
311ull以下の砂粒

2nltll以下の砂粒

2111111以 下の砂粒

2BIll以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

土師質

土師質

須恵質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

橙

　

橙

橙

自
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橙

灰
灰
橙
橙
　
橙
　
橙
　
橙
　
黄

橙

橙

橙

　

橙

灰

橙

0)黄灰

(内 )1橙

灰

にぶい黄褐

0)日い端

(内 )明黄褐

橙

0)褐灰

0)橙
にぶい黄橙

橙

灰黄

(口
。|)回転ナデ

(底 )ナデ

(口・体)回転ナデ

(体 )回転ナデ
→ C)回転ヘラ切 り

(口
。|)回転ナデ

(口
。体)回転ナデ

(1・ I)回 転ナデ

(口
。|)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。|)回 転ナデ

(1)ナデ

(口・体)回転ナデ
→ (D回転ヘラ切 り

(1)回転ナデ
→ (1)回転ヘラ切 り

(口 )回転ナデ→

(1)回転ヘラ切 り→ナデ

(口 )回転ナデ
→ G)回転ヘラ切 り

(口 )回転ナデ
→ G)回転ヘラ切 り

(口 )回転ナデ→

(1)回転ヘラ切 り→ナデ

(口 )横ナデ

(口・体)回転ナデ

(口 )横ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(1)回転ナデ

(動量)削 り状のナデ

(口・|・底)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(体・1)回転ナデ

(口・I)回転ナデ

(口
。作)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・1)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体・1)回転ナデ

(口 ■・1)回転ナデ

(口・1)回転ナデ

(口・1)回転ナデ

(口
。1)回転ナデ

→ (1)ナデ

(口・1)回転ナデ

(口
。1)回転ナデ

(口・体)ナデ

(口・|・ 1)回転ナデ

(口・|)横ハケ

(口
。体)回転ナデ

(口
。体)板ナデ

(口
。|)板ナデ?

(口・体)板ナデ

(口・|)回転ナデ

(口・体)板ナデ

(1)横ナデ  使用痕

(1)回転ナデ

底怪1/4

口怪1/6

離 1/4

口径1/4

口怪1/6

口怪1/8

口怪1/6
口怪1/12

口怪1/8

口怪1/4

二径1/4

底怪1/4

1怪1/4

1/2

1怪3/4

底怪1/4

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/4

底怪1/2

細片

口怪1/8

口怪1/12

口怪1/8
口怪1/3

細片

口怪1/2

底怪1/2

第73表 土器溜 り2出土遺物観察表(1)

―-205-―



第150図 土器溜 り2出土遺物(3)
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第151図 土器溜 り2出土遺物14)

0                            15cm

番号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

Ｂ

Ｂ

鉢

釜

橋

足

橋鉢 AⅡ

足釜 BI
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

(1)29.0(高 )13.0

(1)13.3

(口 )33.3

(口)20.9

(口 )24.0

(口)17.8
(口 )19。 2

(口 )18.0

(口)18.0

(口)18.8
(口)20.0

(口)21.4
(口)20.0
(口 )21.8

(口 )20.0

(口 )21.2

31ml以 下の砂粒

2111nl以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

3111111以 下の砂粒

21■ ll以下の砂粒
2null以 下の砂粒

lllml以 下の砂粒

31nnl以下の砂粒

3allll以下の砂粒

ltlll以 下の砂粒

lllrll以 下のり1、 5ml110小 石

2mll以 下の砂粒
lllllll以 下の砂粒
21111D以下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

土師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

橙

オ リープ灰

a)明黄褐

0)橙
橙

にぶい褐

明黄褐

橙

橙

明赤褐

にぶい赤褐

橙

橙

橙

にぶい黄橙

橙

(口)回転ナデ

(1)削 り状の横ナデ

(口)回転ナデ

件)縦ハケ→ G)横ハケ→

(口・月)横ナデ ¢)格子叩き

(傷 )押圧→
(口 喘)横ナデ

(口
。傷)横ナデ

(帰 )押圧→ (口 場)横ナデ

(口・‖)横ナデ

(体)縦ハケ→ G)押 圧→

(口)板ナデ→
(口・

")横

ナデ

0)押圧→
(口

。月)横ナデ

(体)縦ハケ→ 0)横ハケ→

(口
。月)横ナデ件)格子叩き

(月 )押圧→ (1・月)横ナデ

(口・月)横ナデ

(")押圧→
(口・

")横

ナデ

(鰐)押圧→
(口・帰)横ナデ

(愕 )押圧→
(口 ■)横ナデ

(口
。|)板ナデ

(底)横ナデ

(口・体)板ナデ

の 板ナデ→
(口・l)横ナデ

(1・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口
。体)板 ナデ→ (口)横ナデ

(口
。体)板 ナデ→ (1)横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(口
。|)板ナデ→

(口)横ナデ

(口
。体)横ナデ→ G)ナデ

(口・体)板ナデ→ (1)横ナデ

(口・体)横ナデ  (1)縦ハケ

(体 )横ハケ→ (1)横ナデ

(口
。|)横ナデ ∽ 縦ハケ

(口
。体)横ナデ→ (1)横ナデ

口怪1/10

口怪1/10

口怪1/8

口怪1/3

口怪1/8

口怪1/4

口怪1/4

口怪1/4

口怪1/3

口怪1/5

口怪1/6

口怪1/12

第74表 土器溜 り2出土遺物観察表(2)
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第153図 土器溜 り2出土遺物(6)

番号 器 種 法  量 胎  土 焼成 色 調

手   法

残存度

外  面 内 面

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

(口)21.0

(口)22.0

(口 )22.2

(ll)22.5

(口)22.6

(口)23.0

(口)23.0

(1)23.0

(口)23.2

(口)23.2

(口)24.0

(口)24.0

2olll以 下の砂粒
5Ellll以下の砂粒
511111以下の砂粒

2111111以下のり1、 5■■10小百

21nl以 下の砂粒
311111以下の砂粒
211111以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

2mll以 下の砂粒
511ml以下の砂粒

2111111以 下の砂粒

llllll以下の砂粒

質

質

師

師

土

土

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

明赤褐

明黄褐

にぶい褐

橙

橙

にぶい橙

橙

明赤褐

にぶい黄橙

橙

橙

橙

明褐

(月)押圧→
(口・帰)横ナデ

(月 )押圧→
(口 場)横ナデ

(体)縦ハケ→ 0)押圧
→

(口・月)横ナデ

鮮)縦ハケ→ 0)押圧
→

(口
。月)横ナデ

(月 )押圧→
(口・揚)横ナデ

(鰐 )押圧→ (口 喘)横ナデ

(")押圧→
(口・傷)横ナデ

鮮)縦ハケ・ 横ハケ→

(傷 )押圧→
(口 ■)横ナデ

(体 )縦ハケ→ G)押圧→

(口・月)横ナデ

(帰 )押圧→
(口 場)横ナデ

(体 )縦ハケ→ G)押圧→

(1・ 揚)横ナデ G)格子叩き

(")押圧→
(口 哺)横ナデ

(月 )押圧→
(口

。月)横ナデ

(口
。作)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。作)板ナデ

Φ 板ナデ→ (口)横ナデ

の 板ナデ→ (口)横ナデ

の 板ナデ→ (1)横ナデ

(口・体)板ナデ

件)横ハケ→
(口)横ナデ

Φ 横ハケ→ (口)横ナデ

(口・体)板ナデ→
(口 )横ナデ

(体)板ナデ→ (口)横ナデ

(口・I)板ナデ→
(口 )横ナデ

(1・体)板ナデ

口怪1/2
口怪1/8

口怪1/4

口怪1/4

口怪1/3

口怪1/6
口怪1/4
口怪1/6

口怪1/4

口怪2/3

口怪1/10

口怪1/3

口怪1/2

第75表 土器溜 り2出土遺物観察表(3)
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第154図 土器溜 り2出土遺物(7)
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第155図  土器溜 り2出土遺物(8)

第76表 土器溜り2出土遺物観察表

“

)

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

(1)22.0

(口)24.0

(口)24.0

(口)24.0

(1)24.6

(口)24.8
(口)25.0

(口)25.0

(1)24.9

(口)30.6

(1)27.0

(‖)23.8

larn以 下の砂粒

21■ ll以下の砂粒

lEEll以下の砂粒
211ull以 下の砂粒

211ul以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

2ndl以 下の砂粒

2oEll以下の砂粒

41ml以 下の砂粒
311un以下の砂粒

lmml以 下の砂粒

4allll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい橙

明赤褐

明赤褐

橙

橙

橙

明褐

橙

橙

橙

にぶい褐

灰黄褐

(月 )押圧→
(口 嘲)横ナデ

(")押圧→ (1・ 傷)横ナデ

(")押圧→
(口 喘)横ナデ

(揚 )押圧→ (口 ■)横ナデ

(体 )板ナデ→ (口・

")横

ナデ

(傷)押圧→
(口・

")横

ナデ

(")押圧→
(口 場)横ナデ

(")押圧→ (口 ■)横ナデ

(男)押圧→
(口 ■)横ナデ

(")押圧→ (口 場)横ナデ

(月)押圧→
(口 靖)横ナデ

(鰐 )押圧→ (1・月)横ナデ

(口・体)板ナデ→ (口 )横ナデ

(口・体)板ナデ→ (口 )横ナデ

(口
。体)板 ナデ→ (口 )横ナデ

(口
。体)横ナデ

(口・1)板ナデ

(1・体)ナデ

(作)横ハケ→ (口)横ナデ

(口・体)板 ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)横ハケ→ (口 )横ナデ

(口
。体)ナデ

ＭＭＭＭＭＭ膨ＭＭＭＭＭ
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rヽ

番号 器 種 法  量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

４８

４９

５０

５．

５２

　

５３

５４

　

５５

５６

　

５７

　

５８

　

５９

６０

６．

　

６２

６３

６４

６５

Ⅳ

Ⅳ

　

Ⅳ

Ⅳ

Ｂ

Ｂ

　

Ｂ

Ｂ

BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜

足釜

足釜

足釜

足釜

足釜

BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

(口)17.6
(口)18.4
(口 )18。 6

(口 )19.0

(口)22.4

(口)21.2G)12.5
(1)21.0

(口)21.2
(口)21.6

(口)22.0

(口)23.0

(口)23.0
(口)22.0
(1)21.0

(口)22.8
(口)24.0
(口 )24.0

(口 )23.8

21mll以 下の砂粒
2mll以 下の砂粒

2null以下の砂粒

llllll以 下の砂粒
2111111以 下の砂粒

2EIIl以下の砂粒
3allll以下の砂粒

2nIIl以 下のり世、511m110小石

2allll以下の砂粒

llllll以下の砂粒

38ml以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

2allll以 下の砂粒

lllllll以 下の砂粒

2nml以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒

lllllll以 下の砂粒

2allll以下の砂粒

質

質

質

質

質

　

質

質

　

質

質

師

師

師

師

師

　

師

師

　

師

師

土

土

土

土

土

　

土

土

　

土

土

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

橙

にぶい橙

明褐

橙

明赤褐

橙

橙

明黄褐

明褐

橙

にぶい橙

橙

にぶい褐

にぶい橙

橙

明黄褐

橙

(口・傷)横ナデα)格子叩き

(口
。月)横ナデ

僻)縦ハケ→
(口 場)横ナデ

(口
。

")横

ナデ

(体 )縦ハケ→ (")押圧→

(口・月)横ナデ

(口・月)横ナデ C)格子叩き

(")押圧→
(口 ■)横ナデ

(底 )格子叩き目

G)押圧→
(口 ■)横ナデ

(")押圧→
(口 ■)横ナデ

(1)格子叩き目

(鍔 )押圧→
(口 喘)横ナデ

(体 )板ナデ

(月 )押圧→ ぐ)板ナデ→

(口・帰)横ナデ

(月 )押圧→
(口 喘)横ナデ

(月 )押圧→
(口 ■)横ナデ

徘)縦ハケ→ 0)押圧→

(1・鰐)横ナデ

(傷 )押圧→
(口・需)横ナデ

(口
。月)横ナデ

(傷 )押圧→
(口

。傷)横ナデ

徘)縦ハケ→ 0)押圧→

(口・傷)横ナデ

(口
。|)横ハケ→

(口)横ナデ

(口・1)横ハケ

(口
。1)横ハケ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ→横ナデ

(口・体)板ナデ

鮮)板ナデ→ (口)横ナデ

(体 )板ナデ→ (口)横ナデ

鮮)横ハケ→ (1)横ナデ

鮮)板ナデ→ (口)横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(口
。体)横ナデ→

(口)横ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(1・体)板ナデ

(口・体)板ナデ→ (口)横ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)横ナデ

の 横ハケ→ (1)横ナデ

口怪3/8

口径1/4

口怪1/6

曜辮
口怪ほぼ完存

口怪1/6

口怪1/3

口怪1/4

口怪1/10

口怪1/3

口怪1/6

口怪1/4

口怪1/4

お
″
　
ん
″
　
た

阻
巨
　
邸
阻
　
阻

第77表 土器溜り2出土遺物観察表(5)
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第78表 土器溜 り2出土遺物観察表(6)
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-7~3…

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外 面 内 面

８６６
８６７
８６８
　
８６９
８７０
８７．
開
８７３
８７４

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

(口 )24.0

(口 )22.4(喜 )12.7
(口 )24.2

(1)24.0

(口 )24.0

(口 )24。 2

(口 )24.4
(口 )25.0

(口 )25.0

2EIn以 下の砂粒
211ull以下の砂粒
4111111朦臨 世じ量

lllun以 下の砂粒
lllllll以 下の砂粒
211111以 下の砂粒
2allll以 下の砂粒
3null以下の砂粒
lllrn以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

明赤褐

赤褐

橙

にぶい黄橙

明黄褐

橙

にぶい橙

橙

0外)橙

(掃)押圧→
(口 場)横ナデ

(口・場)横ナデ (1)格子叩き

(")押圧→
(口 場)横ナデ

(底)格子叩き目

(傷 )押圧→
(口

。月)横ナデ

(")押圧→
(口 場)横ナデ

(")押圧→
(口

。月)横ナデ

(")押圧→
(口

。月)横ナデ

(月 )押圧→
(口 場)横ナデ

(月)押圧→
(口・

")横

ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)横ハケ

(口・体)板ナデ

(口
。体)横ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・1)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)ナデ

(口
。体)板ナデ ?

口怪1/2

ほぼ浣市

曜齢

口怪1/2

口怪1/2

口怪1/2

日経1/4

口怪1/6

口怪1/6



o                            15cm

第160図 土器溜 り2出土遺物l131
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第79表 土器溜 り2出土遺物観察表(7)
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番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

875

876

877

878

879

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅣ

足釜 BⅢ

足釜 底部

(口 )20。 0

(口 )16.8

(口 )25.0

(口 )21.4

(1)27.0

211ull以 下の砂粒

2null以 下のり性、5mm101石

3111111以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい赤褐

(内)浅黄橙

彿)淡黄

橙

にぶい橙

明赤褐

(傷)押圧→
(口・

")横

ナデ

(1)格子叩き目

(月)押圧→ (口・月)横ナデ

(1)格子叩き目

(男)押圧→ (口 場)横ナデ

(1)格子叩き目

(御)押圧→
(口 哺)横ナデ

(底)格子叩き目

格子叩き目

(口・体)横ナデ

(口・体)板ナデ→ C)ナデ

調整不明

(口・体)板ナデ→ (二)板ナデ

ナデ

ほぼ完存

口怪7/8

口怪1/4

口怪1/3

1怪1/4
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第163図 土器溜 り2出土遺物00

脚

Ψ

番号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

手   法

残存度

外  面 内 面

８０

　

８．

　

８２

　

８３

８４

８５

足釜 BⅣ

足釜 BⅣ

羽釜

足釜 脚部

足釜 脚部

足釜 脚部

(口)23.8

(口 )23.0

(口)36.0

311ull以 下の砂粒

311111以下の砂粒

211ull以下の砂粒

lllull以 下の砂粒
llllll以下の砂粒

211ull以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

橙

彿)明黄褐

0)橙
赤褐

明黄褐

橙

(月)押圧→ (口・

")横

ナデ

(1)格子叩き目

(需)押圧→ (口・月)横ナデ

(1)格子叩き目

(口・

")横

ナデ

木 目状圧痕→ナデ

木目状圧痕→ナデ

木 目状圧痕→ナデ

(口・体)横ハケ→ G)板 ナデ

(口)横ナデ

(体・1)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・|)ナデ

曜辮

底部1/3

口怪1/3

底怪1/3
口怪1/12

第80表 土器溜り2出土遺物観察表(8)
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第165図 土器溜 り2出土遺物00

番号 器  種 法 量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

８８６

８８７

８８８

８８９

８９０

８９．

８９２

８９３

　

８９４

８９５

８９６

８９７

８９８

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

鍋 AⅡ
鍋 AⅡ
鍋 AⅡ
鍋 AⅡ
鍋 AⅡ

(口 )42.6

(口 )36.2

(口 )39.8

(口 )40.0

(口 )40.0

(口 )22.0

(口 )34.6

(口 )40.0

(口 )40.0

(口 )42.0

(口 )43.0

(口 )47.0

(口 )49.4

211111以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

lEEll以 下の砂粒

3nlll以下の砂粒

lnlll以下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

lllEll以 下の砂粒

lnEll以下の砂粒

211111以 下の砂粒

2EEll以下の砂粒

211Ell以 下の砂粒

21111以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

にぶい黄橙

褐灰

橙
にぶい橙

橙

明赤褐

黒褐

彿)にぶい場

(内)橙

橙

にぶい褐

橙

明赤褐

橙

(口・体)縦ハケ (口)横ハケ

(口・体)縦ハケ (口)横ハケ

(口 )縦ハケ→横ナデ

(1)縦ハケ→横ナデ

(1)横ナデ

(1)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ (底 )格子 叩き

(口 )横ナデ (1)格子 叩き

(口
。体)横ハケ

(口
。体)板ナデ

(口
。体)板 ナデ

(1・体)板ナデ

(口)横ハケ 件)板ナデ

(口)横ナデ

(1)板ナデ

(1・体)板ナデ

(口
。|)板ナデ

(口・|)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・|)板ナデ (1)横ハケ

(口
。体)板ナデ

雌紺雌聯雌雌紺紺　ＭＭＭＭＭ
第81表 土器溜 り2出土遺物観察表(9)

-221-



第166図 土器溜 り2出土遺物(9

一-222-



ま
一
」

⊂
一Ｃ一

ヽ
ノの

∩
ヽ

一
幸 ぞ

―
⊂[事‐ Sこ

(ン ti
´ヽ

〔D

第167図 土器溜 り2出土遺物10

第82表 土器溜り2出土遺物観察表00

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色  調

法手

残存度

外  面 内 面

鍋 BI
鍋 BⅡ

鍋 BI

鍋 BⅡ

鍋 BI
鍋 BI
鍋 BI

(1)41.0

(口 )44.0

(1)37.8

(口 )40.3

(口 )40。 4

(口 )42.0

(口 )43.0

3alll以 下の砂粒
2111111以 下の砂粒

2皿以下の砂粒

211111以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

lllIIl以 下の砂粒

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

0)灰褐

0)橙
にぶい褐

橙

明黄褐

褐

褐

赤

黄

明

灰
(口)横ナデ

(体 )縦ハケ→
(口)板ナデ・

横ハケ (1)格 子叩き目

(体)縦ハケ→
(口)板ナデ・

横ハケ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(1)横ナデ

(口)横ナデ

(口
。体)板ナデ

(1・ I)板ナデ・横ハケ

(口)横ハケ (体)ナデ

(口)横ハケ→横ナデ

件)ナデ

(口
。|)板ナデ

(口・体)板ナデ ?

(1・ I)板ナデ

口怪1/8
口怪ほぼ完存

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/8
口怪1/6

口怪1/10
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第169図 土器溜 り2出土遺物Ca

番号 器  種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

９０

９０

９０

９０

９．

　

９．

９．

９．

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ

(口 )44.4

(口 )46.0

(口 )47.4

(口 )46.0

(口 )33.2

(口 )36.0

(口 )39.4

(口 )42.6

2111111以 下の砂粒
2nlll以 下の砂粒
311ull以 下の砂粒
2.5111111以 下の砂粒
411m以 下の砂粒

211111ttTO搬、511ull菫 0栢

311111以 下の砂粒
411111以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質
土師質

土師質

橙

明赤褐

明赤褐

橙

0)にぶい褥

(内 )にぶい橙

橙
にぶい橙

にぶい橙

(口)横ナデ

(口)横ナデ (1)格子叩き

(口)横ナデ (1)格子叩き

(口)横ナデ

(口)横ナデ→板ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ (底 )格子叩き

(口
。|)板ナデ

(口・体)板ナデ (出)縦ハケ

(口
。|)板ナデ G)縦ハケ

(口・体)板ナデ

(体)板ナデ→
(口)横ハケ

(口・I)横ハケ→ C)板ナデ

(口・体)板ナデ

(1・体)横ハケ→ (1)板ナデ

た
ん
ん

口怪1/4
口怪1/2
口怪1/8
口怪1/12
口怪1/8

第83表 土器溜り2出土遺物観察表llll
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番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

・４

・５

　

・６

・７

・８

・９

２０

　

２．

　

２２

２３

２４

鍋 BⅢ
鍋 BⅢ

鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ

鍋 BⅢ

鍋 BⅢ
鍋 底体部

鍋 底体部

(口)44.0

(1)44.0

(口)44.0

(口)46.0

(口)47.0

(口)47.0

(口)47.0

(1)47.6

(1)47.6

(1)26.0

lllml以 下の砂粒
2EIIl以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒
2allll以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒
21■ ll以 下の砂粒

21mll以 下の砂粒

211111以 下の砂粒
2111111以 下の砂粒
lllul以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

にぶい褐

にぶい赤褐

明赤褐

橙

にぶい黄橙

明赤褐

橙

0)にぶい橙

(内)橙

橙

橙

褐

(口)横ナデ

徘)縦ハケ→ (1)格子叩き

目 (1)横ナデ

(口)横ナデ G)格子叩き目

(口)木 目状圧痕→横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口・体)縦ハケ→ (口 )横ナデ

・ 横ハケ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ (1)格子叩き目

(1)格子叩き目→横ナデ

(1)格子叩き目

(口
。体)横ナデ

(1)横ハケ

¢)板ナデ→ (1)縦ハケ

(口・1・ 1)板ナデ

(1・ 体)板ナデ

(口
。|)板 ナデ

(口
。体)板ナデ

(口)横ハケ (体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体・1)板ナデ

件)板ナデ

僻嗜)板ナデ

口怪1/8
口怪1/8

口経1/2

口怪ほぼ完存

細片
口怪1/8

口怪1/10

細片

口怪1/4

離1/8

細片

第84表 土器溜り2出土遺物観察表lla
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37

第173図 土器溜 り2出土遺物10

番号 器  種 法 量 胎 土 焼成 色  調

手   法

残存度

外 面 内 面

９２５

９２６

９２７

９２８

９２９

９３０

９３．

９３２

９３３

９３４

９３５

９３６

９３７

９３８

烙

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

焙
甕
　
甕
　
甕
　
甕
甕
甕
甕
甕
　
甕
甕
　
甕
　
甕
甕

(口 )30.0

(口 )29.8

(口 )32.0

(口 )29.0

(口 )30。 1

(口 )29.0

(口 )26.0

(口 )25.8

(1)27.0

(口 )36.0

(口 )26.0

(口 )34.2

(口 )19.0

(1)19.2

2allll以下の砂粒

311ull以下の砂粒

llllll以下の砂粒

2oEll以 下の砂粒

2nllll以 下の砂粒

3111111以 下の砂粒

lllll以下の砂粒

2Elll以下の砂粒

211111以 下の砂粒

21ml以 下の砂粒

lIIIIl以下の砂粒

411ul以下の砂粒

3allll以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙

橙
にぶい赤褐

にぶい黄橙

明褐

橙

にぶい黄褐

橙

にぶい赤褐

明赤褐

(1)横ナデ

(体 )格子叩き目
→ (1・

j)回転ナデ

件)格子叩き目
→

(口・頭)回転ナデ

(口 )横ナデ 0。|)板ナデ

(口 )横ナデ (願・|)縦ハケ

(1)横ナデ (頭・体)板ナデ

(口 )回転ナデ ?

(口 )横ナデ (輌・体)板ナデ

件)格子叩き目
→ (1・願)回転ナデ

(口
。頭)回転ナデ

(願・体)板ナデ
→ (口)回転ナデ

(体 )格子叩き目
→ (口

。齋)回転ナデ

(1・麟)横ナデ

(口
。輌)横ナデ

(口・作)横ハケ→縦ハケ

徘)板ナデ→ 0)横ハケ

(体 )横ハケ
→

(口・蠣)回転ナデ

(体)縦ハケ→ 0)横ハケ
→

(口)横ナデ

(口)板ナデ (願・体)横ハケ

(口・馴・体)板ナデ

(口・属)板ナデ ?

(口 )板ナデ 0)ヘ ラ削り

(体)当 て具痕→板ナデ
→ (1・蠣)回転ナデ

(口
。勁)回転ナデ

(口・願・体)板ナデ

《■)板ナデ
→

(口)回転ナデ

(口
。覇)横ナデ

(罰・体)板ナデ→
(口)横ナデ

口径1/12

口怪1/2

口怪1/10

口怪1/3

口怪1/6

口径1/2

口怪1/10

口怪1/10

口怪1/3

口怪1/10

細片

細片

口怪1/10

口径1/3

第85表 土器溜 り2出土遺物観察表l131
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第175図 土器溜り2出土遺物00

番号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色  調

法手

残存度

外 面 内 面

３９

　

４０

４．

４２

４３

４４

４５

946

甕 頸部

甕 体部

甕 頸部

甕 体部

甕 体部

甕 底体部

甕 底体部

甕 底体部

(口 )23.2

(口 )10.6

(口 )14.8

llllll以下の砂粒

211ml以 下の砂粒

31111以下の砂粒

3nllll以 下の砂粒

lnml以 下の砂粒

2mlll以 下の砂粒

2rul以 下の砂粒

2tull以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい黄褐

橙

にぶい黄橙

橙

にぶい黄橙

橙

0断 )にぶ同鞭

(内)橙

0)黄橙

(内 )にぶlll場

(体)格子叩き目
→ 0)回転ナデ

ナデ

件)縦ハケ→ g.|)横 ナデ

縦ハケ→横ハケ

格子叩き日

板ナデ

ナデ

(蠣・体)板ナデ

板ナデ

(麟)横ナデ

縦ハケ

横ハケ→縦ハケ

横ハケ→縦ハケ

縦ハケ→板ナデ

縦ハケ

細片

細片

頸部1/10

体部1/3

体部1/8

底怪1/6

1怪1/6

口怪1/8

第86表 土器溜り2出土遺物観察表(0
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第176図 土器溜 り2出土遺物09
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第177図 土器溜 り2出土遺物00

番号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

４７

　

４８

４９

５０

５．

５２

５３

甕 底体部

甕 底体部

甕 底体部

甕 底体部

甕 底体部

甕 底体部

甕 底体部

(1)21.8

(出 )19.8

(1)24.0

(底 )19。 0

(出 )31.8

311ull以 下の砂粒

3111111以 下の砂粒

2血以下の砂粒

41ml以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒
2m以下の砂粒

2mll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

にぶい黄橙

赤褐

にぶい橙

橙

橙

にぶい褐

(朗D格子叩き目

(1)板ナデ

(朗量)横ナデ (体)縦ハケ

格子叩き目

格子叩き目→縦ハケ

ナデ

格子叩き目→横ナデ

格子叩き目→横ナデ

板ナデ

(体)板ナデ→縦ハケ

ナデ

縦ハケ

横ハケ

板ナデ

板ナデ

底怪1/8

底怪1/6

底怪1/6

細片

底怪1/4

底怪1/10

底怪1/8

第87表 土器溜 り2出土遺物観察表l151
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第178図 土器溜 り2出土遺物00

第88表 土器溜り2出土遺物観察表00

--234-

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色  調

手   法

残存度

外 面 内 面

甕 体部

甕 体部

甕 体部

甕 体部

甕 体部

lllllll以 下の砂粒

2ollll以 下の砂粒

3allll以 下の砂粒

2111nl以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

(1)橙

0晰)明黄褐

0)橙
(内)黄灰

にぶい赤褐

明赤褐

格子叩き目→板ナデ

格子叩き目

格子叩き目

格子叩き目

格子叩き目

板ナデ

縦ハケ

横ハケ

横ハケ→縦ハケ

当て具痕→板ナデ

片
片
　
片
　
片
片

細
細
　
細
　
細
細



括鉢 (801～ 809)は ,AI類 (801)や BI類 (809)が僅かにみられるが,ほぼAⅡ 類

を中心に構成 される。AⅡ 類 (802～8060808)で は,細分型式でAI-2類 (802～ 806)

が主体にな り,やや特異な形態のAⅡ -1類 (808)も みられる。AⅡ -2類は口縁端部に

回転ナデを 1段施 してお り,外傾する端面が窪み気味になるため,相対的に上方に挽き出

されたような端部形態となる。卸 し目は 5条/1.2cmで条線の極めてシャープなものが多

いが,806は例外的に条数が多 くシャープさに欠けるものである。

足釜 (810～ 881)ヤま′ BⅢ類 (812～ 847・ 86708750876・ 878)と BⅣ類 (848～ 874・

8770880・ 881)が主体であり,極めて微量のBI類 (810),BⅡ 類 (811)も 存在する。

個々の説明は土器溜 り1と 重複するため,観察表を参照されたい。土器溜 り1と の相違点

は,鍔部押圧に伴 う爪形状圧痕が少ないことであり,工人差を反映する微細なクセである

可能性がある。

足釜脚部 (883～ 885)の 中で,木 目状圧痕が認められるものを図示 した。圧痕を詳細に

観察すると,丸い器面にもかかわらず条線が全て平行 してお り,相互に重複 しないことを

指摘でき,通常のハケロとは明瞭に異なる。

鍋 (886～ 924)では,AⅡ 類 (888～898)と BI類 (900～909),BⅢ 類 (910～ 922)の

3者が中心的な存在であり,ご く少量のAI類 (886・ 887),BI類 (899)も みられる。

AⅡ 類は器壁に対して斜交 し,垂直方向に拡張する端面をもつもの (AⅡ -2類)で占め

られる。AI類でみられたハケロ調整の多用は認められず ,内面調整には木 目の浮き出な

い板状工具によるナデが行われる。また口縁端部調整は横ナデである。

焙烙 (925)は比較的器壁が厚 く,日 縁端部が肥厚気味になる。底部は遺存 していない

が,同様な形態をもつ土器溜 り3出土遺物 (1146)か らみて,格子叩き目が施されていた

と考えられる。

甕 (926～ 958)に は,日 縁部が短 く外反 して断面矩形に肥厚するB類 (9260927)が 少

量ある他は,全てC類 (928～938)である。ただしC類の中にもかなリバ リエーションが

認められる。すなわち,内傾 して長 く伸びる頸部とそ こか ら明瞭に外反する口縁部をも

つ′器壁の薄い一群 (928～932)と ,同様な頸部をもつが口縁部が厚 くな り,ま た端部が

外方に月巴厚する一群 (9330934),さ らに明瞭な頸部を作 り出さず ,短 く外反する口縁部を

もつ一群 (935～ 938)が ある。前 1者には,頸部と体部に縦方向の板ナデもしくは細かい

縦ハケ調整が施され,後 2者では体部に格子叩き目がみられる。

940では,体部外面に粘土紐接合時の指オサエの痕跡が顕著であるが,叩 き目は認めら
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れない。また942では,体部外面のハケロが粗雑に施されるため,指オサエの痕跡を残すも

のの,叩 き目の痕跡は読み取れない。これらは,叩 き成形を経ずに製作された甕の存在を

示していよう。ただし口縁部との対応関係は明らかにできない。

格子叩き目による甕の体部下半と底部をみると,平底から明瞭に立ち上がる体部下半を

もつもの (949・ 952)と ,底部からの立ち上が りがやや不明瞭で大きく外側に開く体部下

半をもつもの (9500953)の 2者が存在する。後者は同時期の亀山焼甕に近い特徴をもつ

が,胎土は楠井に普遍的なものである。

(6)土器溜 り3出土遺物 (第 179～ 207図 ,第90～ 105表 )

2号窯跡構築面 (整地層上面)に堆積 していた土器溜 り出上の遺物である。杯・小皿・

椀・捏鉢・括鉢・足釜・鍋・焙烙・甕・壷・小壷・蓋ツマ ミ・亀山焼甕・備前焼甕などが

28膨入 リコンテナで約40箱 出上した。

土師質杯 (959～ 962)・ Jヽ皿 (963)は ,底部外面に回転ヘラ切 り痕が認められ,比較的

硬質な焼き上が りである。また胎上のきめも細か く,砂粒をほとんど含まない。これに対

して,外面に指オサエ痕を残す手づ くね状の椀 (964)は ,回転を利用 しない肉厚な器壁を

もち,胎土も肉眼上は楠井産土器と同一である。

括鉢 (965～ 1028)に は,AI～ Ⅳ類とBI・ Ⅲ類があり,ほぼ全型式を認めることがで

きる。数量的にはAⅡ 類が最も多 く,AI類 がこれに次 ぐ。AⅢ ・Ⅳ類やB10Ⅱ 類はご

く僅かであ り,ほぼ図示 した点数が認められる程度にとどまる。卸 し目原体は,条数や条

線の間隔によって11種類に分類可能である (第89表 )。 条数の確定できない原体 1を除い

て,5ないし6本を 1単位とするのが中心である。中でも原体 305(5本 /1単位)が

多用されている。また原体と型式との対応関係をみると,同一原体が複数型式にまたがる

ものが原体 3(括鉢AI・ Ⅲ類),原体 5(括鉢AⅡ ・Ⅲ類),原体 6(括鉢AI・ Ⅱ・Ⅲ

類)において認められる。ただし原体 5では,AI類 とAⅢ 類では条線 1本分の幅が異

なっており,別原体とすべきかもしれない。このことから土器溜 り1第 la層で指摘でき

た,括鉢AI類原体とAⅡ ・Ⅲ類原体との断絶は認められず,む しろAI-2類 とAⅡ 一

2類 との近縁性が看取される。原体 5を使用した括鉢の口縁部は,端面を強く回転ナデ調

整することで,端面上端をツマミ上げたようにする特徴を共有している。これは同一製作

者に起因する,微細なクセ (個体差)の表れた形態と,卸 し目原体がよく対応した事例と

いえよう。
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原体 本数/原体幅

(単位mm)

点数

A 類 B類 底 部

I -21 1 -3 Ⅱ-1 Ⅱ-2 Ⅲ-2
III-3 Ⅳ Ⅱ

1 2以上/6 1

2 5/8 1

3 5/11 10

4 5/10。 5 2

5 5/13 9 “
一一一■
一

5 5/13 2

6 5/15 4

一̈
一̈一̈
一̈一̈
１

一̈̈
一一̈
一一一

|:::::1:::I

7 5/17

8 6/10
一̈
¨̈
¨̈
¨̈
１̈

一̈̈
¨̈
一̈
一一

9 6/11

10 6/16

8/19

合  計 33 7 1 2 9 3i3 2 5

第89表 土器溜り3出土摺鉢の卸し目原体と型式の対応関係
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第180図 土器溜り3出土遺物(2)

番号 器  種 法  量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

959

６２

　

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７．

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

杯

杯

杯

杯

/Jヽ皿

手捏ね椀

橋鉢 AI
橋鉢 AI
橋鉢 AI
摘鉢 AI
描鉢 AI
精鉢 AI
橋鉢 AI
摘鉢 AI
橋鉢 AI
橋鉢 AI
摘鉢 AI
播鉢 AI
揺鉢 AI
橋鉢 AI
播鉢 AI
橋鉢 AI

(口 )9.6(高 )2.1

(底)6.2

(口 )9.8 (高 )2.2

(1)7.2

(1)11.0 (高 )2.0

(1)7.3

(口 )8。 6  (1)1.7

(底)4.6

(口 )6.0

(口 )10.0

(口 )23.0

(口 )28.6

(口 )27.2

(口 )33.0

(1)34.7

(口 )29.5

(口 )30.8

(口 )25_0

(口 )26.0

(口 )27.9

411Hll肝

"utl量
精良

lllull肝

"粒

妙量

lllull以下Ojlを 1量

1‖,1を夕量
311111以下の砂粒
lnllll以 下の砂粒
3Elll以下の砂粒

311ull以下の砂粒

lllllll以 下の砂粒
211ull肝

"也

妙量
lIIEll以 下の砂粒
311111以下の砂粒
411111以 下の砂粒
3111111以 下の砂粒
2oEll以 下の砂粒
lllull以下の砂粒

2mll以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

311111以下の砂粒
311111以下の砂粒
2nllll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

浅黄橙

浅黄橙

浅黄橙

浅黄橙

にぶい橙

にぶい黄褐

赤褐

褐灰

黒褐

橙
にぶい黄橙

明黄褐

にぶい黄橙
にぶい黄橙

明褐

にぶい黄橙

明黄褐

灰黄

にぶい黄橙

橙

灰白

にぶい黄橙

(口・体)回転ナデ

(1)ヘラ切 り→ナデ

(口
。体)回転ナデ

(出)ヘ ラ切 り

(口・体)回転ナデ

(1)ヘ ラ切 り→板ナデ

(口・体)回転ナデ

(1)ヘラ切 り

(口 4)日けデ (1)0切 り→ナデ

(口・体)横ナデ

(1)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )沈線→回転ナデ

(口)回転ナデ

(1)回転ナデ

¢)板ナデ→
(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)沈線→回転ナデ

(口・体・1)回 転ナデ

(口・体・1)回 転ナデ→ナデ

(口・体・底)回転ナデ

(口
。体・1)回 転ナデ

(1・ 1・ 1)回 転ナデ

(口・作)横ナデ

件)横ハケ→
(口)回転ナデ

(体)横ハケ

(体)板ナデ

(口
。|)回転ナデ

9)板ナデ→
(口)板ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。体)回転ナデ

調整不明

(口・体)回転ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)板ナデ

(1・作)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

口怪1/4

口怪1/2

口怪2/5

口怪1/8

底部1/3

細片
口怪1/9
口怪1/8

口怪1/8

口怪1/■0

口怪1/8

細片

細片

細片
口怪1/8

細片
口怪1/5

細片

細片

細片
口怪1/8

口怪1/8

第90表 土器溜り3出土遺物観察表(1)
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第181図 土器溜 り3出土遺物(3)
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b          i5cm

第182図 土器溜 り3出土遺物幹)

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

９８．

　

９８２

９８３

９８４

９８５

９８６

９８７

９８８

９８９

９９０

９９．

９９２

９９３

橋鉢 AⅡ

揺鉢 AⅡ
稲鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
播鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
橋鉢 AI
描鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
描鉢 AI
橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅡ
橋鉢 AI

(口 )29.6

(口 )30.6

(口 )29.0

(1)30_6

(口 )30.0

(口 )31.0

(口 )30.0

(口 )32.0

(口 )30.3

(口)29.4
(口 )30.2

(口 )30.8

(口 )34.4

21Ell以 下の砂粒

2mul以 下の砂粒

2Elll以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

2nall以 下の砂粒

311ull以 下の砂粒

2EEl以 下の砂粒

lIIEl以 下の砂粒

lllEl肝

"世

妙曇

31El以 下の砂粒
2mll以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

311ul以 下の砂粒

瓦質

瓦質

瓦質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

(内・外)黒

輌)明黄褐

黒褐

灰黄褐

にぶい橙

橙

にぶい黄橙

橙

灰黄

明黄褐

にぶい黄橙

にぶい橙

明黄褐

にぶい黄橙

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(1)回転ナデ

(1)回転ナデ

調整不明

調整不明

(口)回転ナデ

(1・ I)板ナデ

(口・作)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。体)横ハケ→

(口)回転ガ

(口・体)板ナデ

(口
。体)回転ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。体)板ナデ

調整不明

細片

口怪1/8

口怪1/12

口怪1/12
口怪1/4
口怪1/10

口怪1/10

口怪1/5

口怪1/8
口怪1/8
口怪1/10
口怪1/12

口怪1/8

第91表 土器溜 り3出土遺物観察表(2)
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0                            15cm

第183図 土器溜り3出土遺物(5)

―-242-



‐―一――ス
=ぅ

⊂D⊂

]ば工
l\l

第184図 土器溜 り3出土遺物(6)

第92表 土器溜 り3出土遺物観察表(3)

番号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

1008

994
995

996

997

998

999

1000

1001

1002

1003

1004
1005

橋 鉢 AⅡ

描鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
精鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
揺鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
摘鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ

播鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ

(口 )25.0

(口 )25.4

(口 )28.0

(口 )28.0

(口 )28.0

(口 )31.0

(口 )31.2

(口 )31.6

(口 )39.0

(口 )28.0

(口 )31.0

(1)37.0

311ull以 下の砂粒
llllll以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒
llllll以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

lIIull以 下の砂粒
2EEll以 下の砂粒
211un以 下の砂粒
4.511El以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒
llllll以 下の砂粒
2111111以 下の砂粒

31Ell以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

511Ell以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい黄橙
にぶい黄橙

橙

灰黄

橙
にぶい黄橙

浅黄橙

明黄褐

にぶい黄橙

橙

明黄褐

01)黒
G)にぶい黄檀
にぶい黄褐

彿)にぶい黄橙

(内 )浅黄

明赤褐

(1)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )IAケ (カキロ1)→ 回転ナデ

(口 )板ナデ→回転ナデ

(1)回 転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・作)板 ナデ

(口
。作)回転ナデ

(口
。体)回転ナデ

(1・ 作)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(1・体)板 ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口)回転ガ

(口・1)板ナデ→ (口)回転ガ

(口・I)回転ナデ

細片

細片
口怪1/6

口怪1/12

細片
口怪1/8

口怪1/12

口怪1/6

口怪1/10

細片

細片

細片

ν
片
　
片

唯
細
　
細
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第186図 土器溜 り3出土遺物(8)

/ 1019

O                            15cm

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色  調

法手

残存度

外 面 内 面

1009

1010

1011

1012

1013

1014

1015

1016
1017

1018
1019
1020
1021

1022

1023

橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ

稲鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
描鉢 AⅣ

橋鉢 AⅣ
橋鉢 AⅣ
橋鉢 BI
播鉢 BI

Ｂ

Ｂ

鉢

鉢

橋

捕

(口 )30.0

(口)31.8
(口 )28.0

(口 )28.5

(口 )32.0

(口 )28.0

(口 )25.8

(口 )36.0

(口 )32.0

(1)21.8

(1)29。 6

211ull以 下の砂粒
lllull肝

"盤
娼

llllll以 下の砂粒

2111111以下のり1を多量
lllull以下の砂粒

lllllll以 下の砂粒

311ml肝

"菫

じ量

llllll以下の砂粒

4111111以 下の砂粒

llllll以 下の砂粒

411ull以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒

2omE旧F研 )粒を多慰

lllun以 下の砂粒

2nlll以下の砂粒

須恵質
土師質

土師質

須恵質

土師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

灰黄
にぶい黄橙

明褐

灰

橙

(内・外)灰

(聯 )にぶlll

灰

橙

彿)明褐

(内・麟)赤褐

明褐

明黄褐

明赤褐

彿)にぶい費1
(内 )にぶい黄l
にぶい褐

橙

備)ナデ→ (1)回転ナデ

準)ナデ→ (1)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )横ハケ→回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(1)回転ナデ

(1・体)回転ナデ→ナデ

(1・体)板ナデ

(1・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。体)板ナデ

(口
。体)回転ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・I)回転ナデ

(口
。わ回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。|)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・I)回転ナデ

(口
。体)回転ナデ

(1・粉板ナデ→ (1)回転ナデ

細片

細片

細片

口径1/8

細片

細片

細片
口怪1/6
口怪1/10
口怪1/8

片

片

片

細

細

細

片

片

細

細

第93表 土器溜 り3出土遺物観察表幹)
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0                            15cm

第187図 土器溜 り3出土遺物(9)

メ 1029

番号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

０２

０２

０２

０２

０２

０２

描鉢 底部

描鉢 底部

橋鉢 底部

橋鉢 底部

播鉢 底部

鉢

(底)12.0
(1)12.0

(1)10.0

C)13.0
(1)14.0

(口)35.0

311Ell以下の砂粒
211111以 下の砂粒

lIIlll以 下の砂粒

211111以 下の砂粒
311Ell以下の砂粒
3olll以 下の砂粒

須恵質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

灰黄褐

浅黄

0)に ぶlll

(内 )明黄褐

にぶい黄橙

橙

にぶい橙

C)板ナデG胴 )削 り状ガ
準)板ナデ
→C胴 )削 り状ナデ
(餅二)強い横ナデ

(1)ナ デ
無調整
(体 )ナデ→ (口 )横ナデ

俳。1)板ナデ

(体・1)板ナデ

(体・1)板ナデ

(体・1)板ナデ

件■)回転ナデ

(体)ナデ→
(口 )横ナデ

1怪1/5

底怪1/4

1怪1/4

1怪1/4

底怪1/4
口怪1/12

第94表 土器溜り3出土遺物観察表(5)
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括鉢AI類 (965～ 980)には,AI-1類 も少量みられる (965・ 966)が ,多 くはAI

-2類 (967～ 980)で ある。土器溜 り1第 Ia層の資料と比較すると,体部外面に縦ハケ

調整がみられず ,ま た内面調整もハケロではなく木 目の浮き出ない板ナデである点が異な

る。現状ではこれを時期差か工人差か判断できないが,一応工人差 と理解 してお く。また

回転ナデが不十分なために,先行 して行われた内面調整 (板ナデ)に よって口縁にはみ出

した部分が接合痕状の沈線となって残る例 (975・ 9790980)も 認められる。

括鉢AⅡ 類 (981～ 1008)は ,外傾する口縁部端面を 1段回転ナデ調整する。内面には横

方向の板ナデ調整が施される。体部に比べて口縁端部はやや器壁の厚いものが多 く,回転

ナデ調整によって端部が上方に挽き出されたようにみえるAⅡ -2類が多い。985は体部

外面に縦方向の板ナデ調整を施す。

括鉢AⅢ 類 (1009～ 1016)は ,直立気味の口縁部端面に 2段ないし幅広い 1段の回転ナ

デ調整を行 う。いずれもシャープな端部をもつもので,土器溜 り1の AⅢ -1類にあたる

が,中 に口縁部最上段に幅の広い粘土紐を接合して,肥厚 した縁帯状の端部とするやや特

異な一群 (100901010)が ある。前者は,第Ⅳ期初頭の備前焼括鉢に似た形態である。

括鉢AⅣ 類 (1017～ 1019)は ,日縁端部のツマミ出しが強いもの (1019)と 弱いもの

(101701018)が ある。1018は ,あるいは東播系須恵器捏鉢の模倣形態か。

括鉢BI類 (1020)は ,回転ナデ調整によって口縁部に端面状のアクセン トをつける

が,土器溜 り1の BI類 (178・ 372)よ りもナデが弱い。BI類 (1021～ 1023)同様 ,卸

し目の条数は少なく,ま た粗雑に施している。

1029は捏鉢もしくは火鉢と考えられる。

土師質足釜 (1030～ 1087)に はBI～Ⅳ類とC類があるが,BⅢ 類は少なく,大半がB

Ⅲ・Ⅳ類である。またC類は図示 した 2点が認められただけであった。

足釜BI類 (1030～ 1034)は形態にバ リエーションがあり,一定していない。1031は 口

縁端部から鍔端部までの外面を 3段に強 く横ナデ調整 し,弱い稜線を形成する。あるいは

鉄製羽釜を意識 したものか。胎土・焼成は典型的な楠井産土器の特徴をもつ。103201033

は底の深い体部をもち,特に1032は脚部をもたない羽釜である可能性もある。

足釜BⅢ類 (1035～ 1064)には,接合痕や断面の状況,あ るいは内面調整の重複から,

鍔部を屈折 (外反)させる口縁 2技法と考えられるものが存在する (1047・ 1048010510

1059)。 また内面の板ナデ (横ハケ)調整が,日縁部から体部まで連続するものについて

は,鍔部を貼付する日縁 1技法による可能性が考えられるが,1064の ように断面形態から
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第189図 土器溜 り3出土遺物llll

番号 器  種 法 量 胎 土 焼 成 色 調

手   法

残存度

外  面 内 面

・０３０

　

・０３．

・０３２

・０３３

・０３４

・０３５

・０３６

・０３７

　

・０３８

・０３９

・０４０

　

・０４．

足釜 BI

足釜 BⅡ
足釜 BI
足釜 BI
足釜 BⅡ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

(口 )19.6

(口 )23.0

(口 )23.4

(口 )22.0

(口 )23.0

(口 )26.0

(1)31.4

(口 )27.0

(口 )24.0

(口 )24.0

(口 )23.0

(口 )25.6

2皿以下の砂粒

lllIIl以 下の砂粒

211111以下の砂粒
21ml以 下の砂粒

31tl以 下の砂粒

4nllll以下の砂粒
3111111肝

"1移
量

llnll以 下の砂粒

llllll以下の砂粒

lIIIll以 下の砂粒

lmll以 下の砂粒

2allll以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

明赤褐

橙
にぶい赤褐

橙

橙

明赤褐

橙

褐

褐

褐

　

　

赤

明

赤

橙

　

明

(体)縦ハケ→ G)押圧
→

(口・

")横

ナデ

(")押圧→
(口・

")横

ナデ

(揚)押圧→
(口・

")横

ナデ

(月)押圧→ (口・諄)横ナデ

(鰐)押圧→ (口
。

")横

ナデ

(傷 )押圧→ (口・傷)横ナデ

(帰)押圧→
(口・月)横ナデ

(体)縦ハケ→ 6)押圧
→ (口・月)横ナデ

(")押圧→ (口 場)横ナデ

(月)押圧→ (口 朝)横ナデ

(鰐)押圧→ (口・傷)横ナデ

(1)格子叩き目

(帰)押圧→
(口 嘲)横ナデ

(口
。体)横ナデ

(体)板ナデ→
(口)横ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・作)板ナデ→ (口)横ナデ

(口
。|)板ナデ

件)板ナデ ?→ (口・

")横

ナデ

(体 )押圧→
(口・月)横ナデ

⑪ 板ナデ→
(口

。月)横ナデ

(口・体)板ナデ

(1・ I)板ナデ

(口 )押圧→ (口
。体)板ナデ

→ (1)板ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口)横ナデ

口怪1/6

口怪1/10

口怪1/8

口怪1/7

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/6

第95表 土器溜 り3出土遺物観察表(6)
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第96表 土器溜 り3出土遺物観察表(7)

の
Ｃ
ｌ

専薄ヽ
ズノ

′`
、

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色  調

法手

残存度

外  面 内 面

1042
1043

1044
1045
1046
1047

■048
1049
1050

1051

■052

■053

1054

1055
1056
■057
■058

1059

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BI
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

(口)27.0
(口)26.6

(口)24_0
(口 )24.0

(口 )21.0
(口)22_0

(口 )22.2
(口 )21.6
(口 )23.3

(口 )29。 2

(1)21.8

(口)23.4
(口)24_0

(口 )20.6

(口)24.0
(口)20.4
(口 )23.2

(口 )17.5

3mlll以 下の砂粒
211ull以 下の砂粒

lllEl以下の砂粒
2null以下の砂粒
211Ell以 下の砂粒
311111以下の砂粒

21Ell以 下の砂粒

511111麻

"粒

碗
311111以下の砂粒

311Ell以下の砂粒

2nEl以 下の砂粒

llIIll以 下の砂粒

llull以 下の砂粒

2anl以 下の砂粒

211un以下の砂粒
lllll以 下の砂粒
2EEll以下の砂粒

lllEllttTOj性 、51Ell程 011

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

橙
にぶい赤褐

明赤褐

橙

明赤褐

明黄褐

橙
橙
橙

橙

にぶい橙

橙

0・外)オリー理

G)灰自

橙

にぶい黄橙

黄橙

明赤褐

にぶい赤褐

(月 )押圧→
(口 場)横ナデ

(体 )縦ハケ→ G)押圧→

→ (口
。

")横

ナデ

(月 )押圧→
(口 場)横ナデ

(月 )押圧→ (口 場)横ナデ

(鍔)押圧→
(口 場)横ナデ

準)縦ハケ→ G)押圧
→

(口・

")横

ナデ

0)押圧→
(口 場)横ナデ

(1)押圧→
(口 ■)横ナデ

(婦)押圧→
(口 場)横ナデ

(1)羊歯文

(鍔 )押圧→ (1)横ナデ

C)格子叩き目

(場 )押圧→ (口 喘)横ナデ

(傷 )押圧→ (口 場)横ナデ

(")押圧→ (口 場)横ナデ

(傷)押圧→ (口 場)横ナデ

(毎)押圧→ (口 ■)横ナデ

G)押圧→ (口・月)横ナデ

0押 圧→
(口・月)横ナデ

(傷 )押圧→
(口 場)横ナデ

(1・体)板ナデ

(口・1)横ハケ→ (1)横ナデ

(口・体)横ハケ→ (1)横ナデ

(口・体)板ナデ→ (1)横ナデ

(口・1)板ナデ→ (1)横ナデ

O横 ハケ→
(口)横ナデ

(口・体)板ナデ

調整不明

準)ナデ→ (口)けデ→ G准ガ

《)板ナデ (口)横ナデ

調整不明

(口・1)板ナデ→ (口)横ナデ

調整不明

件)板ナデ→ (1)横ナデ

件)ナデ→ (口)横ナデ

(口
。|)横ハケ→ (1)横ナデ

の 横ハケ→板ナデ

Φ 横ハケ→
(口 )板ナデ

口怪1/10
口怪1/8

口怪1/12
口怪1/10
日経1/6

口怪1/6

細片
口怪1/8

口怪1/4

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/10
口怪1/8
口怪1/8

口怪1/8

口怪1/4
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第193図 土器溜 り3出土遺物00

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

■060

1061

1062

1063

1064
1065

1066
1067
1068
1069

■070

1071
1072
1073
1074
■075

1076
1077
1078
1079

足釜

足釜

足釜

足釜

足釜 BⅢ
足釜 脚部

足釜 脚部

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

Ⅲ

Ⅲ

　

Ⅲ

Ⅲ

Ｂ

Ｂ

　

Ｂ

Ｂ

(口)21.8

(口 )23.6

(口)25.4
(口)20.1

(口 )19.6

(口)22.2

(口)17.0

(口)24.6
(口 )20。 2

(口)20.4
(口)18.0

(口 )23。 2

(口 )29。 0

(口)23.0

(口)23.0

(口 )22.0

(口)27.8

(口)24.2

2nllll以 下の砂粒

3ollll以下の砂粒

311111以 下の砂粒

3111nl以下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

lllml以下の砂粒

2ndll以 下の砂粒

2olll以 下の砂粒

211ml以下の砂粒

211111以 下の砂粒

3nlll以 下のり1を多量

2血以下の砂粒

2Elll以 下の砂粒

2皿以下の砂粒

2ndll以下の砂粒

3111111以 下の砂粒

21nEl以 下の砂粒

lllml以下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

231El以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

明赤褐

橙

にぶい黄橙

灰

橙

にぶい褐

橙

橙

明褐

明赤褐

橙

明黄褐

にぶい黄橙

にぶい褐

明黄褐

にぶい赤褐

橙

明赤褐

橙

(得 )押圧→ (口 嘲)横ナデ

件)縦ハケ→ 0)押圧
→

(口
。月)横ナデ

(鍔 )押圧→
(口 胡)横ナデ

(")押圧→
(口 )横ナデ

→記号文 ?

(月)押圧→
(口 嘲)横ナデ

ナデ

オサエ→ナデ

(")押圧→ (口 場)横ナデ

(傷 )押圧→
(口・傷)横ナデ

(帰 )押圧→ (口・月)横ナデ

(帰)押圧→調整不明

(鰐)押圧→調整不明

(場 )押圧→
(口 喘)横ナデ

(")押圧→ (口 場)横ナデ

(月)押圧→ (口 場)横ナデ

(傷)押圧→ (口 喘)横ナデ

(月)押圧● (口
。

")横

ナデ

0)押圧→ (口 → 横ナデ

(月)押圧→
(口 → 横ナデ

(体)縦ハケ→ 0)押圧
→ (口 翻)横ナデ

(口
。体)板ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口)横ナデ

(口・体)板ナデ→(1)横ナデ

(口)横ナデ (体)横ハケ

(口・体)横ハケ→ (口 )横ナデ

(体)横ハケ

(口・体)板 ナデ

(口・体)板ナデ→ (口 )横ナデ

(口・体)板 ナデ→
(口)横ナデ

調整不明

調整不明

(口
。体)横ハケ→

(口)横ナデ

(口
。体)板ナデ→ (口 )横ナデ

(口・体)横ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口 )横ナデ

(口・体)板 ナデ

(口
。体)板ナデ

(口
。体)板ナデ→ (口)横ナデ

(口・体)板ナデ→ (口 )横ナデ

口怪1/6

口怪1/8

口怪1/8
口怪1/4

細片

細片

細片

口怪1/4
口怪1/4
口怪1/4

口怪1/6

口怪1/5

口怪1/5

口怪1/4

口怪1/3

口怪1/8

口怪1/5

口怪1/5

口怪1/8

口怪1/5

第97表 土器溜 り3出土遺物観察表(8)
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一し

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外  面 内 面

1080
■081

1082
1083
1084

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

ⅣＢ

Ｃ

Ｃ

釜

釜

釜

足
足
足

(口 )21.0
(1)24.2

(口)25.8
(口 )26.0
(1)21.6

(口 )26.8

511111以下の砂粒
2Hall以 下の砂粒
211El以下の砂粒
lnlll以 下の砂粒
lmll以 下の砂粒

2m以下の砂粒
lnlll以下の砂粒

llllll以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

質

質

質

師

師

師

土

土

土

橙
にぶい黄橙

にぶい橙
にぶい褐

明赤褐

褐

橙
にぶい黄橙

(鰐)押圧→ (1・月)横ナデ

(月 )押圧マ (口 寄)横ナデ

(傷 )押圧→ (口 調)横ナデ

(停)押圧→
(口 場)横ナデ

(")2段押圧
→

(口
。傷)横ナデ

(静)押圧→
(口 場)横ナデ

(口
。体)横ナデ

(口・帰)横ナデ

(口
。体)板ナデ

調整不明

徘)ナデ→ (口)横ナデ

(口・体)横ナデ

(体)横ハケ→ (1)横ナデ

(口・|)板ナデ→
(口 )横ナデ

(口・体)横ナデ

(口・体)横ナデ

ＭＭＭ囀帖　雌絣絣
第98表 土器溜 り3出土遺物観察表(9)
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むしろ口縁 2技法に近いものも存在 し,判断が難 しい。また1063の 口縁部外面には,ヘ ラ

描きの刻線状のものがみられるが,極めて浅 く弱いものである点で他の刻線事例とは異な

る。工具が偶然当たった可能性も大きい。

足釜脚部で特異な事例を 2点図示 した。1065は脚基部中央に長さ1.6cm,径 0。 4cm程の芯

状の痕跡がみられる。土器溜 り1で もみられたように (490),脚部接合時に棒状の補強材

が挿入されていた可能性がある。また1066は須恵質焼成の脚部であ り,断面中心まで完全

に還元している。欠損した足釜脚部を窯道具として転用 したものであろう。

足釜BⅣ 類 (1067ん 1085)は ,日縁部と鍔部が極めて短い。1083は接合痕の状況から,

体部上端に薄 く延ばした粘土紐をのせて口縁部と鍔部を一緒に作る,口 縁 3技法の典型的

な事例といえる。断面形態や接合痕の状況から,1080～ 1085も この技法で口縁部 0鍔部を

成形している可能性が高い。

土師質鍋 (1088～ ‖43)には,AⅡ ・Ⅲ類BI～ Ⅳ類がある。AⅡ 類とBI・ Ⅲ類が主

体であり,AⅢ類とB10Ⅳ 類はわずかな量を占めるに過ぎない。

鍋AⅡ 類 (1088～ 1100)は ,口縁部器壁に対して直交する端面をもつもの (AI-1

類 :1088～ 1091)も あるが,斜交 して垂直気味の端面をもつもの (AⅡ -2類 :1092～

1100)の方が多い。これは,土器溜 り2出土遺物と同様な傾向であるといえよう。AⅡ ―

2類には,口縁部内外面を強 く板ナデ調整するために端部へ粘土がはみ出し,接合痕状に

窪んだ端面をもつもの (1097～ 1099)が みられるが,これも土器溜 り2と 同じである。

鍋AⅢ 類 (1101・ 1102)は ,日縁部内面にやや粗い横ハケ調整を施す。¬101は端面が拡

張して凹面を形成する。括鉢AI-2類 と同様な技法的特徴といえよう。

鍋BI類 (1105～ 1121)は ,日縁部内面に幅の狭い板ナデか横ハケを 2～ 3段施 し,内

弯した器表を平滑にしている。1105は端面に横ハケ調整が認められ,手法的に鍋AI類に

近い要素をもつといえよう。1115は 弱 く内弯した口縁部内面をもつが,外面は直線的に伸

びてお り,ま た内面の板ナデは 1段である。あるいはAⅡ 類の範疇で捉えた方がよいかも

しれない。1117～ 1121は直立気味の口縁部と屈曲の弱い頸部をもつ。内面では頸部の屈曲

は明瞭であるが,外面では極めて弱 く緩やかなカーブを描 く。

鍋BⅢ類 (1122～ 1131)に は,日 縁部外面に木 目状圧痕をもつもの (1128・ 1129)力 あ`

る。この圧痕については,既に観察 したようにハケロとは異なる特徴をもっている。まず

1129で 指摘できるように,日縁部端面から下面 (外面)ま で器壁の屈曲を超えて連続 して

いることである。これをハケロで行 うとすれば,器面の向きや凹凸の変化にもかかわらず
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第196図 土器溜 り3出土遺物00

番号 器 種 法  量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

８８

８９

９０

９．

　

９２

９３

　

９４

９５

９６

９７

９８

９９

００

　

０１

０２

１０

１０

１０

１０

　

１０

１０

　

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１．

　

ｕ

ｎ

鍋 AⅡ
鍋 AI
鍋 AⅡ
鍋 AⅡ

鍋 AⅡ
鍋 AⅡ

鍋 AⅡ
鍋 AⅡ
鍋 AI
鍋 AⅡ
鍋 AⅡ
鍋 AI
鍋 AI

鍋 AⅢ
鍋 AⅢ

(口)48.4
(口 )48。 8

(口 )44.2

(口 )41.5

(口 )36.0

(口 )46.2

(口 )44.0

(口 )44.8

(口)44.0

(口 )46.0

(口 )40。 2

(口 )35.0

(口 )43.0

llnnl以下の砂粒
2111111以 下の砂粒
2111111以 下の砂粒

3nllll以下の砂粒

21ml以 下の砂粒
ll■ l以下の砂粒

llllll以下の砂粒

llllll以 下の砂粒
2olnl以 下の砂粒
3血以下の砂粒

211ml以 下の砂粒
lIIml以下の砂粒
lllull以 下の砂粒

1.51111以下の砂粒
3.51ml以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

瓦質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙
にぶい褐

明赤褐

(外 )にぶい場

(内)橙

褐灰

0)明赤褐

(内 )橙

明赤褐

橙
にぶい赤褐

橙

橙

明褐

0)に ぶい檀

(内)橙

灰

橙

(1)横ナデ

(口)横ナデ

(1)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(1)横ナデ

(口)横ナデ

(1)横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口)横ナデ

(口 )横ハケ

(口
。体)横ナデ

(口
。体)板ナデ

調整不明

(口・体)横ナデ

(口・体)板ナデ

(口・I)横ナデ

(体)横ハケ→
(口)横ハケ

(口・体)板ナデ

(口・I)横ナデ

(口・体)横ナデ

(1)横ハケ

(口)横ハケ

細片
口怪1/6

細片
日経1/8

細片
口怪1/8

口怪1/8

細片
口怪1/8

細片
口怪1/8
口怪1/12

細片

細片

第99表 土器溜 り3出土遺物観察表00
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番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外  面 内 面

1109
1110

1111

1112

1113
1114
1115
1116

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

　

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

　

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

　

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

　

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

鍋

　

鍋

鍋

鍋

鍋

　

鍋

鍋

鍋

鍋

(口 )32.0

(1)37.8

(口 )44.0

(口 )37.0

(口 )45.8

(口 )42.0

(1)38.4

(口 )37.0

(口 )46.0

(口)47.4

(口 )44.0

(口 )42.1

(口 )46.0

(1)46.6

lllIIl以 下の砂粒

2Ellll以 下の砂粒
2EEll以 下の砂粒

lllllll肝

"性

、51nn110栢

311111以 下の砂粒
31■ ll以 下の砂粒

311111以 下の砂粒
1.5111111以 下の砂粒

311111以 下の砂粒

311111以下の砂粒

31mll以 下の砂粒
2血以下の砂粒
3ollll以 下の砂粒
211un以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい黄橙

橙

明赤褐

橙

橙

0)灰黄褐

(内 )明黄褐

橙
にぶい橙

橙

0)橙
(内)明赤褐

橙

橙

橙
にぶい褐

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

件)縦ハケ→ (口)横ハケ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(1)横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口・|)縦ハケ→
(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)板ナデ→横ナデ

(口
。|)板ナデ

(口
。体)横ハケ→横ナデ

(口)横ハケ (体 )ナ デ ?

(口・体)板ナデ

(口 )横ハケ→ (口
。|)ナデ

(口)横ハケ (体 )横ナデ

(口)板ナデ

(口・1)板ナデ

(口 )板ナデ→横ナデ

(体 )ナデ

(口)横ハケ (体)ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口 )横ナデ (体)板ナデ

細片

細片
口怪1/12

細片

片
片
片
ν

細
細
細
唯

口怪1/12

細片
口径1/12
口怪1/8

細片

細片

第100表 土器溜 り3出土遺物観察表0つ
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第200図  土器溜 り3出土遺物Ca

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

1117
■118
1119
1120

1121
1122
1123

1124
1125
1126
1127
1128
1129

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

鍋
鍋
鍋
鍋

鍋 BI
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ

鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ

(口 )36.0

(口 )38。 4

(口)42.4
(口)43.4

(口 )35。 6

(口 )44.0

(口 )33.2

(口 )47.2

(口 )42.0

(口 )43.5

(口 )39。 2

(口 )44.6

(口)44.8

3mEl肝 の性碗
3DED以 下の砂粒

3111111以 下の砂粒

2nllll以 下の砂粒

2EEll肝

"1、

7mHl11い 石

3111111以 下の砂粒

2nllll以 下の砂粒

2nllll以 下の砂粒

311ull以下の砂粒
3mull以下の砂粒

2allll以 下の砂粒

311ull以下の砂粒
2nHll以下の砂粒

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

明赤褐

にぶい橙

明赤褐

橙

明赤褐

0)にぶい黄橙

(山)臨哺

にぶい黄橙

橙

橙

橙

にぶい黄橙
にぶい褐

(口 )横ナデ

(1)横ナデ

(口 )横ナデ

(口・体)縦ハケ→
(口)横ハケ

→横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口・体)縦ハケ→
(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口 )木 目状圧痕→横ナデ

(1)木目状圧痕→横ナデ

(口・体)板ナデ ?

(口 )板ナデ 準)ナデ

(口・体)横ナデ

(口・体)板ナデ→ (口)横ナデ

(口)横ハケ (体)ナデ

(口 )板ナデ

(口)板ナデ 準)板ナデ

(口)板ナデ 準)ナデ

(口
。体)横ハケ

(口
。体)横ハケ

(口 )横ハケ 件)横ナデ

(口・I)板ナデ

(口・体)板ナデ

口怪1/10

口怪1/8

口怪3/20

口怪1/5

口怪1/8

細片

口怪1/8

口催1/10

細片
口怪1/8

口怪1/8

細片
口催1/5
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第202図  土器溜り3出土遺物10

番号 器 種 法  量 胎  土 焼 成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

1130
1131
1132

1133
1134

1135

1136

1137

1138
1139
1140

1141
1142

1143

鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅣ

鍋 BⅣ
鍋 BⅣ

鍋 BⅣ
鍋 BⅣ

鍋 BⅣ
鍋 BⅣ
鍋 BⅣ
鍋 BⅣ
鍋 BⅣ
(鍋 A)

(鍋 A)

(口 )47.0

(口 )46.0

(口 )28.6

(口 )44.0

(1)41.4

(口 )35.0

(1)42.6

(口 )45.0

(口 )48.2

(口 )42.0

(口 )44.0

(1)38.8

(口 )42.8

2nlll以 下の砂粒
lllllll以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒

51111以下の砂粒
311all以下の砂粒

311ull以下の砂粒
211El以 下

"性

を夕量

211un以下の砂粒
lmlal以 下の砂粒
2allll以 下のり粒、5mm程OM
2ndll以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒
2BIn以 下の砂粒

211111以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

赤褐

明褐

0)褐
(内)明赤褐

明赤褐

彿)灰褐

(内)橙
にぶい赤褐

暗灰黄

褐灰

黄褐

橙

明赤褐

にぶい褐

6)明赤褐

(内 )橙

明赤褐

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(1)横ナデ

(体)縦ハケ

(1)横ナデ

(口 )横ナデ

(嘱 )板ナデ

(1)横ナデ

(1・ 体)縦ハケ→ (1)横ナデ

件)縦ハケ→ (1)横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

《)縦ハケ→ (口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口・体)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口 )横ナデ

(作)板ナデ

(口 )横ナデ (体)板 ナデ

(口・体)横ハケ→ (1)横 ナデ

(1)横ナデ

(口 )横ハケ→横ナデ

¢)ナデ

(1)横ハケ→横ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)横ナデ

(口)横ナデ 件)ナデ

(口・体)板ナデ

(口 )板ナデ

(口
。体)横ハケ→

(口)ナデ

細片
口怪1/10

口怪1/8

細片

細片

口怪1/12

細片

口怪1/12

細片

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/7

口怪1/8

口怪1/8

第102表 土器溜 り3出土遺物観察表l131
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番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色  調

手   法

残存度

外  面 内 面

・・４４

・・４５

・・４６

・・４７

・・４８

・・４９

・・５０

・・５．

・・５２

・・５３

・・５４

・・５５

　

・・５６

・・５７

・・５８

・・５９

・・６０

把手付鍋

焙烙

焙烙

甕 AⅡ
甕 AⅡ

甕 AⅡ
甕 AⅡ
甕 AⅡ
甕 AⅡ

甕 B

Ａ

Ａ

甕

甕

Ｂ

Ｂ

Ｂ

　

Ｃ

Ｃ

甕
甕
甕
　
甕
甕

(1)24.6 (高 )5.2

(1)21.8

(口 )26.0

(口)32.0

(口)28.8

(口)38.0

(口)30.7

(口)32.0

(口)22.0

(口 )28.0

(口)36.4

(口)22.8

(1)26.0

(口)32.0

(口)35.0

(1)26.0

(口)33.0

3m以下の砂粒

211ull以 下の砂粒

llIIll以 下の砂粒

2.5111111以 下の砂粒

21ml以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒

21mll以 下の砂粒

3oIIll以 下の砂粒

1皿以下の砂粒
311111以 下の砂粒

3mlll以 下の砂粒

2EIIll以 下の砂粒

2111111以下001を多量

lllull以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

2ollll以 下の砂粒

311nl以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

質

質

師

師

土

土

質

質

質

　

質

質

師

師

師

　

師

師

土

土

土

　

土

土

橙

明黄褐

橙

橙

彿)橙

(内 )にぶい黄橙

にぶい橙

明赤褐

にぶい黄橙

明赤褐

明赤褐

橙

橙

橙

橙

橙

橙
にぶい褐

(口)横ナデ (断1)横ナデ

(口・体)横ナデ
→ (1)格子叩き目

(口・コ)回転ナデ

僻)格子叩き目
→

(口・輌)回転ナデ

(口・豪)回転ナデ

(口
。重)回転ナデ

(口)回転ナデ (蠣)板ナデ

(口・頭)回転ナデ

(口)回転ナデ

(体)格子叩き目
→ (1・ 哺)回転ナデ

(体)格子叩き目
→

(口 蠣)回転ナデ

(口)板ナデ→回転ナデ

(口・層)回転ナデ

(体)格子叩き目
→

(口・蠣)回転ナデ

(口・頭)回転ナデ→ ぐ)板ナデ

(口・麟)回転ナデ→
(体)板ナデ

(口・体)板ナデ

¢■)横ハケ→
(口 )横ナデ

(口・|)横ハケ→ (口 )横ナデ

(口・願)回転ナデ

(願・|)板 ナデ
→ (口 )回転ナデ

(口・麟)回転ナデ

(口・1)回 転ナデ

調整不明

(口・蠣・体)板ナデ

(1・ 1・体)板ナデ

(体)横ハケ
→ (口・哺)回転ナデ

(体)板ナデ→ (口)回転ナデ

(口 )板ナデ→回転ナデ

(口・麟)横ハケ

(口・瞬・|)回 転ナデ

(口 )横ハケ の 板ナデ

鮮)板ナデ→ヘラ削 り ?

(口)板ナデ

口怪1/8

口怪1/10

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/4

紺Ｍ　Ｍ　ＭＭ　鮒雌
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1166

1167

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

1161
1162
1163

1167
1168

甕 C
甕 底体部

甕 底体部

甕 底体部

甕 底体部

甕 底体部

壺

壺

(1)29。 0

(1)21.2

(1)25.0

C)33.0
(1)21.6

(1)23.3

(口)18.0

(口)19.4

4BIll以 下の砂粒
3allll以 下の砂粒
411ull以 下の砂粒

31nnl以 下の砂粒
21■ll以 下の砂粒
211111以 下の砂粒

3nllll以下の砂粒
lllllll肝

"1砂
量

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい黄橙

明褐

彿)明黄褐

(内 )橙

橙
にぶい褐

(外 )明黄褐

(内)黄褐

橙

橙

(嬌・体)板ナデ (口 )回転ナデ

鮮。1)板ナデ

他胴)横ナデ (底 )板ナデ

件・1)板 ナデ

他臆)横ナデ

(体・1)ナ デ

(口)横ナデ (体 )ナデ

(体)格子叩き目
→

(口)横ナデ→ 0)ナデ

調整不明

(体・1)板 ナデ

鮮。1)板 ナデ

鮮。1)板 ナデ

(体・1)板 ナデ

件■)ナデ

徘)横ハケ→ (1・ 頸)板ナデ

(体 )板ナデ→
(口

。輌)横ナデ

口怪1/3

1怪1/4

1怪1/4

細片

1怪3/10

1怪 1/2

口怪1/5

口怪1/4

第104表 土器溜り3出土遺物観察表6D
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番 号 器 種 法 量 胎 土 焼 成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

1169

1170
1171
1172

1173
■174
1175

1176

壺

小壺

蓋ツマミ

亀山焼 甕

亀山焼 甕

亀山焼 甕

備前焼 甕

備前焼 甕

(口)20.6

(1)6。 9

(1)18.0

(1)26.0

311ml以下の砂粒

311ED以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

lllllll以 下の砂粒

lllllll以 下の砂粒

311ull以下の砂粒

5oMll以下の砂粒

3EEl以 下の砂粒

質

　

質

質

質

師

　

師

師

師

土

　

土

土

土

土師質
土師質

陶質

陶質

オリープ黒

にぶい橙

橙

佃外)褐灰

(晰 )明褐

明赤褐

橙

輌外)黄灰

(晰)灰褐

にぶい1

(口)横ナデ (体)板ナデ

(口)横ナデ

板ナデ

(体)格子叩き目
→ (口 ■)回転ナデ ?

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

板ナデ

板ナデ

件)当て具痕→板ナデ
→

(口 )板ナデ
(口)横ナデ
ナデ
(蠣・体)板ナデ
→ (口)回転ナデ?
(口 )回転ナデ ‖)板ナデ
(口)回転ナデ

片
　
ν
片
ν
　
ν
片
片
　
片

細
　
曜
細
曜
　
唯
細
細
　
細

第105表 土器溜 り3出土遺物観察表(0
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常に工具を当てていなければならず ,器壁各面毎に調整を行 う板ナデ・ハケロの在 り方 と

はかけ離れている。また,‖ 29口 縁部下面の圧痕の一部が指オサエに切られている点も看

過できない。通常ハケロは,ォサエの後の最終器面調整として行われるのであり,これも

異なる要素である。さらに圧痕は間隔がかな り粗 く, 1本毎の条線が詳細に観察できる

が,そ こに工具で器面を掻いたことを示す擦痕が全 くみられない点も,通常のハケロとは

異なる。このことは,木 目状圧痕がまさしく「圧痕」であり,ハ ケロとは異なる作業で付

けられたことを示していよう。

鍋BⅣ類 (1132～ 1141)に は,日 縁端部が内側へ折 り込まれたように顕著に屈折するも

の (1132～ 1134)と ,弱 くツマ ミ出したようにみえるもの (1135～ 1141)の 2者が存在す

る。前者は西部瀬戸内地域にみられる足鍋に近い口縁部形態をもってお り,山 口県下右田

遺跡では鎌倉時代後半ん室町時代前半に類例がある (19)。

土師質把手付鍋 (1144)は ,甲縁部と鍔部が退化 した羽釜状の形態に 1対の把手 (外

耳)が付き,外耳から体部上半部に円孔が穿たれる。細片であ り,当遺跡での出土事例は

この他に予備調査第 7ト レンチ出土遺物 (1459)と 併せてわずかに 2点のみである。胎土

に雲母を含み黄白色の色調を呈することからみても,楠井産土器ではないといえよう。

上師質焙烙 (114501146)は ,直線的に開く体部と平底をもつ浅い鉢形のもの (1145)

と,内弯気味の体部と叩き成形による丸い底部をもつもの (1146)がある。両者 とも胎土

や焼成の特徴は楠井産土器であり,後者は 3号窯跡窯体内や土器溜 り2に類例があるが ,

`前者はこの 1例のみである。

土師質甕 (‖ 47～ 1166)に は,AI・ Ⅱ類とB類 ,C類がある。全体に少量しか出上し

ていないが,中でもAI類と判断されるのはわずか 1点 (1147)の みである。

甕AⅡ 類 (1148～ ‖54)は 2頸部の立ち上が りの短いものが多い。また口縁部 と頸部の

内面が強 く板ナデ調整されるために,平坦面が形成される点が, 1号窯跡窯体内や土器溜

り1の 出土遺物 と異なる特徴である。また,頸部と口縁部の器厚がほぼ同じもの (1152～

1154)も存在するが,これは回転ナデによって相対的な口縁部の肥厚を作出する,と いう

1号窯跡窯体内出土遺物で指摘できた技法が行われていないためであろう。

甕B(1155～‖58)は ,頸部の立ち上が りが存在 しないもので占められる。日縁部端面

には,外傾する明瞭な平坦面が形成される。

甕C(‖ 59～ 1161)は ,体部から「く」の字形に明瞭に外反 して長 く立ち上がる口頸部

をもつ。日縁端部には強い回転ナデによる外傾する平坦面が形成される。いずれも体部外
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第208図  2号窯跡 整地層上層出土遺物(1)
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号窯跡 整地層上層出土遺物(2)第209図

第106表  2号窯跡 整地層上層出土遺物観察表(1)

番 号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度
外  面 内 面

■177

■178
1179
1180
■181

1182
1183
1184

1187
■188
1189
1190
■191

1192
■198
1194

1195
■196

1197

播鉢 AⅡ
摘鉢 AⅡ
橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅡ
足釜 BI
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 C
足釜 C
足釜 脚部

(口 )28.0

(1)29.0

(口 )26.■

(口 )23.2

(口 )23.2

(口 )21.0

(口 )25.5

(口 )18.0

(口 )19.8

(口 )18.0

(口 )21.3

(口 )23.9

(1)21.2

(口 )23_0

(口)27.6

211ull以 下の砂粒
lllull以 下の砂粒
311111肝

"1碗211ull以下の砂粒
2oEll以下の砂粒
2arl以 下の砂粒
llllll以 下の砂粒
211ED以下の砂粒 ｀

2nall以 下の砂粒
2oHl以 下の砂粒

21Ell以 下の砂粒
211ull以下の砂粒

0.511Ell以 下の砂粒
411un以下の砂粒
211ull以 下の砂粒

2null以 下の砂粒
ltm以下の砂粒
211ull以 下の砂粒
611ull以下の砂粒

2null以 下の砂粒
2nlll以 下0,1、 5mm101F

瓦質
土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

浅黄

明赤褐

橙

浅黄橙
にぶい黄橙

橙
にぶい黄

0)明 黄褐

0)橙
(晰)鰯lll橙

明赤褐

彿)橙
(内 )にぶい賞‖

にぶい黄橙

橙

橙

浅黄橙
にぶい褐

にぶい橙

明褐

にぶい褐

明赤褐

明赤褐

橙

(1)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

G)押 圧→ (口 場)横ナデ

0)押圧→
(口・

")横

ナデ

(")押圧→ (口 喘)横ナデ

(月 )押圧→
(口 喘)横ナデ

(月)押圧→ (1・

")横

ナデ

C)押圧→ (1場)横ナデ

6)押圧→
(口・月)横ナデ

(録)押圧→
(口・31p横 ナデ

0)押圧→
(口・月)横ナデ ?

(")押圧→
(口 ■)横ナデ

準)縦ハケ→ 0)押圧
→

(口 場)横ナデ

(嬌)押圧→
(口・1)横ナデ

G)押圧→ (1観)横ナデ

(月)押圧→ (口
。

")横

ナデ

(口・鰐)横ナデ

(口・揚)横ナデ

ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)回転ナデ

(口
。|)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)横ハケ

《)板ナデ→
(口)横ナデ

(口
。体)横ナデ

(口・作)板ナデ→
(口)横ナデ

(口
。わ板ナデ

(口・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(口・体)横ナデ

(1・体)横ハケマ (1)横 ナデ

調整不明

(口・|)横ナデ

準)横ハケ→ (1)横ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)横ナデ

調整不明

(口・体)横ナデ

(口・体)横ハケ

(口
。体)横ハケ

口怪1/10
1催1/10

細片

細片
口怪1/8

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/9

口怪1/10

口怪1/6

口怪1/7

口怪1/8

細片

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/6

口怪1/10

細片

細片
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番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

1198
1199
1200

1201
1202

1203
1204
1205

1206
1207
1208
1209
1210

Ａ

Ａ

Ａ

鍋
鍋
鍋

鍋 AⅡ
鍋 BI

鍋 BⅡ
鍋 BI
鍋 BⅡ
鍋 BI
鍋 BⅣ
鍋 BⅣ
甕 C
甕 底部

(口 )48.4

(口 )42.0

(口 )43.0

(口 )42.4

(口 )32.0

(口 )43.0

(口 )40.3

(口 )43.0

(口 )43.0

(口 )45.2

(底 )14.6

31nR以 下の砂粒
3111111以 下の砂粒

211nl以 下の砂粒

2血以下の砂粒

21Rnl以 下の砂粒

lIIlll以 下の砂粒

21111以 下の砂粒

lllnl以下の砂粒
llnal以 下の砂粒
2.51ml以 下の砂粒

211111以 下の砂粒
2111111以 下の砂粒

3血以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

明赤褐

橙

(外 )にぶい褐

(内 )黒褐

橙

9外)明黄褐

(晰)橙

橙

橙

明褐

明赤褐

橙

明赤褐

浅黄橙

(外 )にぶlll橙

(内)橙

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(1)横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )縦ハケ→横ナデ

調整不明

(口 )横ナデ

① 縦ハケ→ (口)横ナデ

(口・|)板ナデ→ (口)横ナデ

(口
。覇)横ナデ ?

(体)格子叩き目
→ G爆)削 り状のナデ

(口)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口
。体)板ナデ

調整不明

(口・体)横ナデ

(口)横ハケ

(口・体)横ハケ→ (口)横ナデ

(口
。願)横ハケ

(体・底)ナデ

口怪1/8

細片

細片

口怪1/12

細片

口怪1/12

細片
口径1/8

口怪1/12

細片
口怪1/10

細片

底怪1/4

第107表  2号窯跡 整地層上層出土遺物観察表(2)
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第211図  2号窯跡 整地層上層出土遺物(4)

面には縦方向の板ナデ調整が行われ ,1161では頸部上端にも板ナデ調整が及ぶ。‖590

1160は 土器溜 り2の 甕C類における,器壁の薄 く板ナデ調整を行 う一群 (928～ 932)と 同

一形態・手法をもつといえよう。1161は詳細に観察す ると,体部に叩き成形痕が読み取

れ,叩 きの後に板ナデを行っていることがわかる。また口縁端部に凹面状の端面が形成さ

れることや,頸部外面上端まで縦ハケ調整を行っていることは,む しろ亀山焼甕などに近

い特徴である。

‖65では,底部内面に逆時計回 りの方向で板ナデ調整が行われ,体部下半も縦方向の板

ナデを施す。

土師質壷 (1167～ 1169)は ,直立する短い口頸部をもつ。1168は頸部に連続 した右上が

りのナデ調整を施しており,その方向は内面の板ナデ調整同様 ,逆時計回 り (左回 り)で

ある。1169は体部内面に当て具痕を残すことから,叩き成形されたことがわかる。叩き成

形後,内外面に縦方向の板ナデを施して叩き目をナデ消している。

この他 ,特殊品として土師質小壷 (1170)や蓋ツマ ミ (‖ 71)が ある。いずれも胎土・

焼成は楠井産の特徴をもつ。小壷は内面に接合痕を残 してお り,体部を作る粘土紐の幅は

約 3 cmで あることがわかる。また蓋ツマミは,上面に磨きのような丁寧なナデ調整がみら

れる。

-273-



第212図  2号窯跡 整地層下層出土遺物(l)

-274-



ゝ
――

塩

ン
２２

　

　

　

　

　

　

　

２７

．‐
へヽ
Ｗ
‐‐
ν
犠

ン覆劃

0                           15cm

1226

く
｀`
ヽ

`~｀

第213図  2号窯跡 整地層下層出土遺物(2)

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

1211
■212

1213
■214

1215
1216
1217
■218

1219

1220

1221
1222
1223
1224
1225
1226
1227
1228

部

部

底

底

鉢

鉢

橋

描

描鉢 AI
摘鉢 AⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

(口 )32.0
(1)40。 1

G)10.8
(底 )11.0

(1)20.4

(口 )27.0
(口)24.0
(1)22.0

(口 )21.1

(口 )23.0

(1)21.3

(口 )22.0
(口 )25.0
(1)19.0

(口)25.0

(口 )23_8

2mEll以下の砂粒
2mull以下の砂粒

311111以 下の砂粒
lllull以下の砂粒

211ull以 下の砂粒

211Ell以 下の砂粒
211111以 下の砂粒

411ull以下の砂粒

2nun以 下の砂粒

lBIll以下の砂粒

3mEll以下の砂粒

lllull以下の砂粒

lllEll以 下の砂粒
llun以 下の砂粒

lllull以下の砂粒

3mEll以 下の砂粒
llllll以 下の砂粒
411Ell以下の砂粒

土師質
土師質

土師質

瓦質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

6)灰
(内 )にぶい賞腱

橙

0)暉戦檀

(内 )灰

にぶい黄橙

橙

明黄褐

暗灰黄

明黄褐

橙

橙

橙

橙
にぶい黄橙

明赤褐

明黄褐

明褐

にぶい橙

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(体 )ナデ

C)ナ デ

(")押圧→
(口・月)横ナデ

(口
。月)横ナデ

(諄)押圧→調整不明

(月)押圧→調整不明

(月)2段押圧
→

(口・

")横

ナデ

(傷)2段押圧
→

(口 ■)横ナデ

(1)押圧→ (1・D横ナデ

(月 )押圧→ (口 場)横ナデ

(")押圧→
(口 場)横ナデ

0押 圧→
(口・

"横
ナデ

0)押圧→
(口

。

")横

ナデ

(口)板ナデ→横ナデ

(口
。

")横

ナデ

(月)2段押圧
→

(口 嘲)横ナデ

(1・ I)回転ナデ

(1‐わ回転ナデ

(体・1)ナデ

鮮嗜)ナデ ? 使用痕

(1・ 体)板ナデ→
(口)横ナデ

(口・体)横ハケ

調整不明

調整不明

(1・ 体)板ナデ

(口
。|)板ナデ

(1・ 体)板ナデ→ (1)積ナデ

(口・体)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口
。体)板ナデ→ (口)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口
。作)板ナデ→

(口)横ナデ

口怪1/10

細片

1怪1/4

底怪1/12

細片

口怪1/12
口経1/8

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/12

口催1/10

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/12

細片

細片
口怪1/8

細片

第108表  2号窯跡 整地層下層出土遺物観察表(1)
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第214図  2号窯跡 整地層下層出土遺物(3)

1238

番号 器 種 法  量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外  面 内 面

1229
1230
■231

1232
1233

1234
1235
■236
1237
1238
1239

鍋 AⅡ
鍋 AⅡ
鍋 AⅢ
鍋 AI
鍋 AⅡ
鍋 BⅡ
鍋 BⅡ
鍋 BI
鍋 BⅣ
鍋 BⅣ
鍋 BⅣ

(口)46.0

(口)44.0
(口)46.8

lIIEll以下の砂粒

3mln肝

"1砂
量

311Ell以下の砂粒

211ull以 下の砂粒

2mull以下の砂粒

3mEll以下の砂粒
211ull以 下の砂粒

411ull以 下の砂粒

lmEll以下の砂粒

311Ell以下の砂粒

lIIEll以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

鵬

にぶい黄褐

橙
にぶい褐

橙

橙
にぶい橙

橙
にぶい黄

明赤褐

橙

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(1)板ナデ→横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口)板ナデ→横ナデ

¢)縦ハケ→
(口)横ナデ

(口 )横ナデ 《)板ナデ

(口・体)板ナデ

(1・ 体)板ナデ

(口)横ナデ

(口 )横ナデ

(口)横ナデ

(口
。I)板ナデ

(口 )横ハケ (体)板ナデ

(口 )板ナデ→横ナデ

(1)横ナデ

(口
。|)横ナデ

口怪1/5

細片

細片

細片

細片

細片
口怪1/12

唯1/12

細片

細片

細片

第109表  2号窯跡 整地層下層出土遺物観察表(2)
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搬入品には,亀山焼甕 (1172～ 1174)と 備前焼甕体部片 (1175・ 1176)が ある。亀山焼

甕は土師質焼成であり,「亀山系土器」とされる一群にあたる (20)。 口縁端部は若干肥厚気

味ではあるが上下の拡張が著 しくな く,岡山県鴨方町沖の店遺跡を標識 とする亀山系土器

よりは先行する要素をもつ。また備前焼甕は外面に板ナデ調整が認められ,酸化焔焼成が

行われるものである。

(7)2号窯跡整地層出土遺物 (第208～217図 ,第106～ 111表)

2号窯跡構築にあたって, 3号窯跡窯体や灰原を破壊・攪拌するかたちで,付近を整地

したと考えられる土層から出上した遺物である。層位の性格上 ,明瞭な時期差を示す よう

な出土状況ではないが,上層・下層の各出土遺物に分けて図示 した。土師質杯・足釜・鍋

・甕,須恵質捏鉢・括鉢′備前焼甕などが出土している。出土量はさほど多 くな く,ま た

整地層上面の上器溜 り3ほ ど残存率の高い破片もない。このため個別に詳述できる資料も

少ない。

全体の傾向として,括鉢AⅡ 類・足釜BⅢ 類・鍋AⅡ 類・BI類が多い点では,3号窯

跡窯体内や土器溜 り2の 出土遺物に近似しているといえる。しかし反面′足釜 C類 (1195

・1196)の ように,2号窯跡窯体内にみられた遺物も出上しており,包含される遺物が単

一時期の所産でないことを示唆していよう。なお,須恵質捏鉢 (1241)は ,十瓶山窯跡群

産のものとみられる。
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2号窯跡 整地層上層

O                           i5cm

下層出土遺物(2)第216図

1255

番号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

・２４０
ｍ
　
〃
・２４３
・２４４
　
・２４５
・２４６
・２４７
・２４８
・２４９
・２５０
・２５．
・２５２
・２５３
・２５４
・２５５
・２５６
・２５７
・２５８
・２５９
・２６０
　
・２６．
・２６２

杯

捏鉢

橋鉢 BI
橋鉢 BI
描鉢 底部

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 底部

足釜 脚部

足釜 脚部

鍋 AⅡ
鍋 AⅡ
鍋 AⅡ

鍋 AⅡ
鍋 AⅡ

(口 )11.8

(口)30.0

(口 )34.4

G)12.5

(口)21.4
(口 )25.5

(口 )25.0

(口 )17.8

(1)19.0

(口 )2■.1

(口 )26.3

C)31.6

(口 )35.0

(口 )42.8

精良
0.511un以下の砂粒

3Elll以下の砂粒
3mull以下の砂粒
lnln以 下の砂粒

2.511n以下の砂粒
211111以下の砂粒
2nEll以下の砂粒
3ntll以下の砂粒
411111以下の砂粒
lIIll以下の砂粒

2nun以 下の砂粒
41m以下の砂粒

2mln肝

"粒

鵬
4皿以下の砂粒
2olll以下の砂粒
2EEn以 下の砂粒

lllEll以下の微砂粒
3nlll以下の砂粒

2EEll以下の砂粒
211111以下の砂粒

lEEll以下の砂粒
411111以下の砂粒

土師質

須恵質

須恵質

須恵質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

にぶい橙

∽ 灰

(内 )灰白

灰白

灰自

0外)暗灰黄

(晰)橙

にぶい黄橙
にぶい橙
にぶい黄橙

橙
にぶい黄橙

橙

黄橙

橙

橙

明赤褐

明赤褐

にぶい黄橙

にぶい橙

橙

橙

0)臨喘

(内)明赤褐

橙

橙

(口
。体)回転ナデ

(1・粉回転ナデ?

(口)回転ナデ
(口 )回転ナデ
鮮)縦ハケ

(月)押圧→ (口 場)横ナデ
0)押圧→

(口・

")横

ナデ
0)押圧→ (口 場)横ナデ
(口
。月)横ナデ

G)押圧→ (口・

")横

ナデ
G)押圧→

(口
。

")横

ナデ
(D押圧→

(口 場)横ナデ
0)押圧→

(口・月)横ナデ
(傷)押圧→

(口 ■)横ナデ ?

(")押圧→
(口・

")横

ナデ
《)縦ハケ G)格子叩き
木目状圧痕→ナデ
木目状圧痕→ナデ
(口 )横ナデ
(口 )横ナデ
(口)横ナデ

(口 )横ナデ
調整不明

(1・ 1)回 転ナデ

(1‐体)回転ナデ ?

(口
。|)板ナデ

(1・体)板ナデ

《■)横ハケ

(1・ I)板ナデ

(口・体)板ナデ

(1・ I)板ナデ

調整不明
(口・体)板ナデ

(口
。1)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・D板ナデ

調整不明

調整不明

G)板ナデ

(口)横ナデ

(口・体)横ナデ

(1)横ナデ ¢)板ナデ

(口・体)板ナデ

調整不明

口怪1/10

細片

ん

た

ん

細片

細片

細片

細片
口怪3/20

口怪1/8

細片
口籠3/20

口怪1/8

日経1/8

細片

細片

脚部1/3

細片

細片

細片

細片
口怪1/12

第110表  2号窯跡 整地層上層 0下層出土遺物観察表(1)
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第217図  2号窯跡 整地層上層 。下層出土遺物(3)

番号 器 種 法  量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

・２

・２

・２

・２

・２

・２

　

・２

・２

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
甕

甕 体部

甕 体部

(1)43.8

(1)39。 6

(口 )34.0

(口 )36.0

(1)43.4

(口)24.4

4血以下の砂粒

311111肝

"1を

狙
211El肝

"性

妙量
21Lll以下の砂粒

lllull以 下の砂粒
311Ell以下の砂粒

311111以下の砂粒

llllll以下の砂粒

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

明赤褐

橙

橙

橙

明赤褐

彿)明褐

0)橙
にぶい黄渇

明赤褐

f(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(口)横ナデ

輌)板ナデ→ (1)横ナデ

格子叩き目

縦ハケ

(1)横ナデ ぐ)ナデ

(口・作)板ナデ

(口・体)ナデ

(口)横ハケ ① 板ナデ

(口)横ナデ

(口
。頸・体)板ナデ

板ナデ

縦ハケ

細片

細片

口怪1/8

細片

細片
口怪1/6

細片

細片

第111表  2号窯跡 整地層上層。下層出二遺物観察表(2)
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第218図  包含層出土遺物(1)

ト

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色  調

手   法

残存度

外 面 内 面

1271

1272
自磁 碗

須恵器 甕

土人形

茶釜

(口 )17.0

(口 )13_2

精緻
511un以下の砂粒

lllun以 下の砂粒

2oHll肝

"菫

、511ull撃 0栢

質

　

質

質

恵

　

師

師

須

　

土

土

灰自

灰

橙

0)明 黄褐

(内 )浅黄

準)回転ヘラ削 り

件)格子叩き目
→ (口・1)回転ナデ

型成形

(口・体)横ナデ

(口
。体)回転ナデ

(1・蠣)回転ナデ

(口)横ナデ (晰 )板ナデ

片
ν
　
　
ν

細
醍
　
　
唯

番号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚  さ 重  さ 備  考

打製石包丁 サヌカイト (56.43) 片側欠損

第112表 包含層出土遺物観察表(l)
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(8)包含層・その他の遺構出土遺物 (第218～247図 ′第112～ 127表)

遺構に伴わない,包含層の出土資料を図示 した。大半は中世土器であるが,弥生時代の

石器や近世土器なども少量みられる。また,既に第 4節 1で述べたように,古墳に関連す

る須恵器なども出土 している。

1271は 自磁碗Ⅳ類
(21)の破片である。1272は 十瓶山窯跡群産の須恵器甕であ り,佐藤編

年の第Ⅳ期第 4段階
(22)の所産とみられる。1273は ,素焼きの上人形である。胴体下半に

穿孔が認められる。また側縁には鋳張 り状の粘上のはみ出しがみられることから,合わせ

型による製作が考えられる。生産地については不明であるが,香川県内においても高松で

泥人形の生産が行われていたとされている (23)

1274は サヌカイ ト製の打製石包丁である。石包丁は土器溜 り1第 Ia層においても出土

している (595)。 弥生土器の出土例はないが,北東約500mの同様な山麓谷部にある国分寺

六ツロ遺跡において弥生土器が出土 してお り,谷部の湧水を利用 した小規模な耕地開発

か,堂山山中における高地性集落の存在を示す可能性がある。

1275は 土師質の茶釜である。同様な茶釜の口縁部は土器溜 り1第 la層 (575)に もみら

れる。 1対の把手があり,把手外側には円孔状の刺突がみられるが,実際には把手の内側

から体部が貫通 してお り,外耳鍋と同様な穿孔方法をとる。

1288は 脚付の甕とみられる。細片のため脚部の本数は明らかではないが, 3本の可能性

がある。中世末ないし近世の所産であろう。1290は土師質捏鉢で,胎土の特徴から楠井産

土器とみられる。底部外面に下駄印が明瞭に残る。1295は土師質甕であり,土器溜 り3の

事例 (1161)に近い。1296は ,堺近郊産の瓦質甕である。1297は土師質甕で,逆三角形状

に肥厚する日縁部と,直立する体部をもつ。体部上端にはタガ状の突帯がみられる。近世

後半のものであろう。

1299～ 1426は ,E-5区 包含層出土遺物である。包含層の遺物としては最も量的に豊富

であるが,谷底に厚 く堆積 した土層であり,特定の窯跡に伴 うものではない。ただし,各

器種のバ リエーションや足釜の鍔部押圧に伴 う爪形圧痕などで,土器溜 り1と 共通 してお

り,土器溜 り1か ら流出・再堆積 した遺物が主体とみられる。 1425の東播系須恵器捏鉢

は,山仲分類のDl類にあたる。また1426・ 1427は焙烙であるが,底部外面が外型成形で

あり,調整に回転ナデを駆使している点で,楠井産焙烙とは明確に異なる。佐藤編年 c型

式にあた り,19世紀後葉頃の年代が考えられる (24)。

1429は 1442と ともに,楠井産土器と考えられる数少ない供膳器種である。1433は足釜B
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I類であるが,接合痕から鍔部屈折法 (口 縁 2技法)に よることが明瞭に読み取れる。足

釜BI類は鍔部接合 (口 縁 1技法)が多いと考えられることは既に述べたが,少量ながら

口縁 2技法の事例も存在することがわかる。1441は備前焼甕であり,玉縁状口縁をもつ。

間壁編年第ⅢB期のものであろう。

1444は 小壷の体部である。体部内面には接合痕が明瞭に残 り,ま た頸部内面にはシボリ

込んだ痕跡がみえる。1445は ,同安窯系の青磁皿である。1449は 土師質の棒状土製品であ

る。側面が面取 りされるため,多角形状の断面形態をもつ。1454は東播系須恵器捏鉢であ

る。山仲分類のDl類にあたる。1456は 土師質焙烙である。体部外面に縦ハケを施 し,底

部を叩き成形する。 3号窯跡窯体内や土器溜 り2・ 3の 出土事例に近いが,日縁部端面を

強 くナデ′凹面状にしている点が異なっている。

1457は ,SK01出 上の括鉢BⅢ類である。また1458は ,SB02に 伴 うと考えられる

溝であるSD02出 上の括鉢BⅢ 類である。いずれも口縁部端面に回転ナデを 2段行い
,

シャープな端部を作出しているもので,細分型式ではBⅢ -1類にあたる。

最後に包含層出上の印花文土器を一括して図示した。いずれ も器種は土師質捏鉢であ

り,日縁部外面に押捺されている。1463と 1464の 印花文は中房が小さく,1465は逆に中房

が大きい。また1463は 2箇所遺存するが,その配置から本来 「.・ .」 形に 3個配列されてい

たとみられる。1465は横 1列に 3個押捺する。 1号窯跡窯体内出上のもの (119)や土器溜

り1第 Ia層出上のもの (596)な どと併せ考えると,楠井における印花文は 3個を 1単位

としていたことが想定できるようである。
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:276～ 1288 C-3区

第220図  包含層出土遺物(3)
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番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

1276
■277

1278
1279
1280
1281

1282
1283
1284
1285
■286

1287
1288

揺鉢 AⅡ
植鉢 AⅡ
描鉢 AⅡ
橋鉢 AⅢ
播鉢 BI
橋鉢 BI

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
羽釜

鍋 AⅡ
鍋 BⅢ
壺

脚付甕

(口 )30.0

(口 )25.0

(口 )32.6

(口 )34.0

(口 )36.0

(口 )24.2

(口 )24.0

(口 )33.0

(口 )44.8

(口 )43.0

(口 )20.0

211ull以 下の砂粒
311Ell以 下の砂粒

311ull以下の砂粒

311111以下の砂粒

2nml以 下の砂粒
511Ell以下の小石

1.511Ell以 下の砂粒

lllEll以下の砂粒

21111以 下の砂粒

3111111以 下の砂粒
211Ell以下の砂粒

lllllll以 下の砂粒

2血以下の砂粒

土師質
土師質

土師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

浅黄橙

明褐

にぶい黄褐

暗灰黄

にぶい黄橙

0)明赤褐

(内 )灰褐

橙

橙
にぶい赤褐

明赤褐

にぶい橙

明赤褐

0)オリープ署

(冑)黄褐

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(愕 )押圧→
(口 場)横ナデ

(月 )押圧→
(口 調)横ナデ

(傷 )押圧→
(口 ■)板ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口
。蠣)横ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口
。体)ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)板ナデ

調整不明

(口
。体)板ナデ

(口
。頭。体)板ナデ→

(口 )横ガ

細片

細片
口怪1/8

口怪1/10

細片

細片

口怪3/20

口怪1/8

口怪1/10

口怪1/8

口催1/10

口怪1/8

1/8

第113表 包含層出土遺物観察表(2)
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第221図  包含層出土遺物14)
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1294

O                              15cm

1289   D-3区

1290～ 1297 D-5区

1298    E-4区

第222図  包含層出土遺物(5)

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外 面 内 面

1289

1290

■29■

1292
1293
1294

1295
1296

1297
1298

描鉢 BI

捏鉢

足釜 BⅢ
鍋 AⅡ
鍋 BI
甕 AⅡ

順部醐
　甕杯

(口 )32。 1

(口)18.0 (1)6.1
(1)12.4

(口)22.6

(1)39.0

(口 )45。 6

(口 )19。 0

(口)29.0

(口 )42.4

(口)43.0

(口)9.0 (高 )3.0

C)6.0

211all以 下の砂粒

21111以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

2alll以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

311ull以 下の砂粒

311111以下の砂粒
lEIIll以下の砂粒

31mll以下の砂粒
lllllll以 下の砂粒

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

瓦質

土師質

土師質

彿)灰

(内 )褐灰

橙

橙

橙
にぶい橙

明赤褐

橙

灰

にぶい褐

明黄褐

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

G)下駄印

(傷)押圧→
(口・月)横ナデ

(口 )板ナデ→横ナデ

(体)縦ハケ→ (口)横ナデ

鮮)格子叩き目
→

(口・顎)回転ナデ

(口)回転ナデ

(体)平行叩き目
→

(口 噸)横ナデ

(1)回 転ナデ ?

(口・体)回転ナデ
→ G)回転ヘラ削 り

(口
。体)回転ナデ

(1・体)回転ナデ

(口・体)横ハケ→
(口 )横ナデ

(口・1)横ハケ・板ナデ

(口 )横ハケ 鮮)板ナデ

(口・コ)回転ナデ

調整不明

¢)当て具痕
→

(口 噸)横ナデ

(口 )回転ナデ ?

(口
。体・1)回 転ナデ

→ G)ナデ

口怪1/8

3/4

口怪1/4

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/10

1/2

第114表 包含層出土遺物観察表(3)
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第224図  包含層出土遺物(7)

番 号 器 種 法  量 胎 土 焼成 色  調

法手

残存度

外 面 内 面

1299

■300

1301

1302
■303

■304

1305
1306

1307
■308

■309

1310
1311
1312

Ａ

Ａ

鉢

鉢

杯

　

播

描

播鉢 AI
描鉢 AI
描鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ
橋鉢 AⅡ

襦鉢 AⅡ
襦鉢 AⅡ
摘鉢 AⅡ
信鉢 AⅡ
播鉢 AI
摘鉢 AⅢ

(口 )9.6(高 )2.1

(出 )6.o

(口 )29.2

(口 )33.7

(口 )45.6

(口 )25.0

(口 )27.0

(口 )30.0

(口 )34.0

(口 )22.0

(口 )27.2

(口 )29.0

(口 )28.0

(1)31.1

lIIIll以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

2null以 下の砂粒

2.5mn以下の砂粒
3mll以 下のり世、金雲母を多量

lllEl以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒

lllllll以 下の砂粒
211111以 下の砂粒

511111以 下の砂粒

lllull以 下の砂粒
311111肝 091、 511ul110M

土師質

土師質

須恵質

土師質

須恵質

土師質

土師質

瓦質

土師質

須恵質

土師質

須恵質

須恵質

須恵質

浅黄橙

橙

0)灰
(山 )贅オリープ

浅黄橙

灰

橙

橙

彿)にぶい費1
(内 )黄灰

(Dにぶい娘
にぶい黄橙

灰

黄灰

灰自

黄灰

0)灰
(内 )橙

(口・体)回転ナデ
→ G)回転ヘラ削 り

(口)回転ナデ

(1)回転ナデ

(口)横ハケ

(口)回転ナデ

調整不明

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(1)回転ナデ

(口
。体・1)回 転ナデ

(口・体)回転ナデ

(口・体)横ハケ
→ (口)回転ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口
。体)横ハケ

(口
。体)回転ナデ

(口・体)ナデ

(口・I)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

調整不明

1怪1/8

口怪1/10
口怪1/8

口怪1/8

細片
口怪1/12
口怪1/8
口怪1/8

口怪1/8

口怪1/8
口催1/8

口怪1/12

細片
口催1/8

第115表 包含層出土遺物観察表幹)
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o                            15cm

第226図  包含層出土遺物(9)

13i3～ 1328 E-5区(2)

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外  面 内 面

・３． ３

　

・３． ４

・３． ５

・３． ６

・３． ７

・３． ８

・３． ９

・３２０

・３２．

・３２２

　

・３２３

・３２４

・３２５

・３２６

　

・３２７

・３２８

橋鉢 AⅢ

描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
橘鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
精鉢 AⅢ

橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ
播鉢 AⅢ

摘鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ

(口)30.0

(口 )30.0

(口)14.0

(口)30.0

(1)32.0

(口 )26.8

(口)29.2

(口)30.2

(口)32.0

(口)23.4

(口)31.6(高 )12.2

(1)12.0

2nIIn以 下の砂粒

2mlll以下の砂粒

2皿以下の砂粒

21■ l以下の砂粒

2皿以下の砂粒

2nlll以下の砂粒
2.511111以 下の砂粒

1.51nlll以 下の砂粒

2.51nnl以下の砂粒
2Hull以 下の砂粒

31ml以 下の砂粒
5血以下の砂粒

3m以下の砂粒

lm以下の砂粒

2血以下の砂粒

41FD以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

土師質

須恵質

須恵質

土師質

土師質

土師質

質

質

師

師

土

土

にぶい黄橙

褐

灰自

橙

橙

浅黄橙
にぶい黄橙

灰自

にぶい橙

(外)灰

(内)灰 自

灰黄

橙

橙

(外 )浅黄

(内)橙

浅黄橙

灰黄

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

調整不明

(口)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(口)回転ナデ

(口
。|)回 転ナデ

(口
。|)板 ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)回転ナデ
‐

(口・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。|)横ハケ

(口・体)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

調整不明

(口
。体)回転ナデ

(口
。体)板ナデ

(口・体)横ハケ

使用痕

口怪1/12

口怪1/12

細片
口怪1/6

口怪1/12

口怪1/12

口怪1/12

細片
口怪1/8

細片

細片
口怪1/4

口怪1/12

細片

片
ν
ν

細
曜
離

第116表 包含層出土遺物観察表(5)
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0                            15cm

1329～1338 E-5区 (3)

第228図 包含層出土遺物llll

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色  調

法手

残存度

外 面 内 面

橘鉢 AⅢ
描鉢 AⅢ
橋鉢 AⅢ

橋鉢 AⅣ
播鉢 底部

橋鉢 底部

橋鉢 底部

部

部

部

底

底

底

鉢

鉢

鉢

橋

橋

橋

(口)27.8
(口)30.0
(口)34.4

(口)27.4
(1)10.0

(1)11.2

(1)11.4

(1)10。 5

(1)13.0

(底)13.0

lllllll以 下の砂粒

2111nl以下の

'1を

少量

llnnl以下の砂粒

llllll以下のり性を夕量

2111111以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

2mll以 下の砂粒

3111111以 下の砂粒

2mnl以 下の砂粒
31111以 下の砂粒

土師質

須恵質

瓦質

須恵質

土師質

須恵質

土師質

土師質

須恵質

土師質

にぶい黄橙

灰自

0外 )明黄褐

(瞬)橙

灰

0)浅黄橙

0)灰自

灰

0)橙
(内)灰黄

橙

灰

橙

(口 )回転ナデ

(1)回転ナデ

(口)回転ナデ

(体 )縦ハケ→
(口 )回転ナデ

(麟麟)削 り状ナデ

仙糠)削 り状ナデ

(断量)削 り状ナデ

(跡二)ヘ ラ削 り(I)下駄印

(跡長)削 り状ナデ

(口・体)板 ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)板 ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口)回転ナデ

鮮・底)回転ナデ

¢・1)板ナデ

鮮・i)板ナデ

件・E)板ナデ

(体・底)板ナデ

(1)ナデ

口怪1/12

口怪1/12

口怪1/8

口怪1/12

底怪1/3

口怪1/8

底怪1/3

辮
ν
ν

離
離
離

第117表 包含層出土遺物観察表(6)
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゛

1339～ 1357 E-5区 14)

第230図  包含層出土遺物ぐЭ

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼 成 色 調

手   法

残存度

外  面 内 面

・３３９

・３４０

・３４．

・３４２

・３４３

・３４４

　

・３４５

・３４６

・３４７

・３４８

　

・３４９

　

・３５０

・３５．

・３５２

・３５３

　

・３５４

・３５５

　

・３５６

・３５７

足釜 AⅡ
足釜 AⅡ
足釜 BI
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 B皿
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅡ

足釜 BⅡ
足釜 BⅢ

(口 )24.0

(口 )19.2

(口 )16.4
(口 )19.6

(口 )18。 8

(口 )20.0

(口)20.4
(口 )21.4
(El)22.0

(口 )22.0

(口 )22.1

(口 )22.6

(口 )23.0

(口 )23.0

(口 )24.0

(1)24.0

(口 )24.0

(口 )22.0

(口 )22.0

41nnl以下の砂粒
211111以下の砂粒

211111以 下の砂粒

2血以下の砂粒

2.511111以 下の砂粒

21nnl以 下の砂粒

3ollll以下の砂粒

3mm以下のり1を多量

411ul以下の砂粒
3nlll以下の砂粒

2.51nnl以 下の砂粒

51ml以 下の砂粒

2nII以 下の砂粒
llllll以下の砂粒

llllll以下の砂粒

311111以 下のり1を多量

2mnl以 下の砂粒

2mll以 下の砂粒

2rml以 下の砂粒

質

質

質

質

質

質

　

質

質

質

質

　

質

　

質

質

質

質

師

師

師

師

師

師

　

師

師

師

師

　

師

　

師

師

師

師

土

土

土

土

土

土

　

土

土

土

土

　

土

　

土

土

土

土

土師質

土師質

土師質

土師質

褐
橙
　
　
　
　
　
　
　
橙

赤
黄
　
　
　
　
　
　
　
黄

橙
明
浅
橙
橙
橙
　
橙
橙
橙
浅
　
橙

橙

にぶい黄橙

橙
にぶい黄橙

褐

褐

褐

　

黄

赤

橙

明

　

明

明

(需)押圧→
(口・‖)横ナデ

(録)押圧→ (1・傷)横ナデ

(鍔)押圧→ (口・鰐)横ナデ

(鍔)2段押圧→ (1・

")横

ナデ

(鍔)2段押圧→
(口 胡)横ナデ

(鰐)押圧→ (口
。釘)横ナデ

(底 )横ハケ→格子叩き目

(帰)2段押圧→
(口・月)横ナデ

(")押 圧→ (口・月)横ナデ

(傷)2段押圧→
(口 ■)横ナデ

(体)縦ハケ→ G)2段押圧
→

(口・鍔)横ナデ

(椰)2段押圧→ (口 喘)横ナ

デ→
(口)横ハケ

(月)2段押圧→
(口

。月)横ナデ

(帰)押圧→調整不明

(口・傷)横ナデ

(体 )縦ハケ→ G)押圧
→ (口 哺)横ナデ

調整不明

(")押圧→ (口・鰐)横ナデ

(体 )横ハケ

(釘)押圧→ (口・

")横

ナデ

(鰐)押圧→ (口・傷)横ナデ
→ 件)縦ハケ

(口
。体)板ナデ→ (口)横ナデ

(口
。体)板ナデ→

(口)横ナデ

(口・体)板ナデ→ (1)横ナデ

(口・体)横ハケ→
(口)横ナデ

(口
。作)ナデ

(1)横ハケ

調整不明

調整不明

(口
。体)横ハケ

(口・体)ナデ

(口・|)板ナデ

(口・I)板ナデ→ (口)横ナデ

調整不明

(口
。体)板ナデ

(口・1)板ナデ→ (口)横ナデ

調整不明

(口
。体)横ハケ→

(口)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口
。作)横ナデ

口怪1/4

口怪1/4

口怪1/4

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/10

口怪1/6

口怪1/6

口怪1/12

口径1/4

口怪1/4

口怪1/4

口怪1/6

細片
口怪1/12

口怪1/8

口怪1/4

第118表 包含層出土遺物観察表(7)
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第232図  包含層出土遺物(D
:358～ 1374 E-5区 (5)
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番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色  調

法手

残存度

外  面 内 面

５８

５９

６０

　

６．

　

６２

　

６３

６４

　

６５

６６

　

６７

６８

　

６９

７０

７．

　

７２

　

７３

　

７４

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅢ

足釜 BⅢ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ

足釜 BⅣ

足釜 BⅣ

(口 )24.2

(口)26.0

(口 )26.0

(口 )28.1

(口 )28.3

(口 )31.0

(口 )26.0

(口)15.0

(口)18.0

(口 )20.0

(口)20.0

(口 )21.0

(口 )22.0

(口 )22.0

2m以下の砂粒
31ml以 下の砂粒
31nEl以下の砂粒

3111nl以 下の砂粒

2mm以下の

'1、

51nRl程 のJIF

311111以 下の砂粒

2mlll以 下の砂粒

llnal以 下の砂粒
21ml以 下の砂粒

lllml以下の砂粒
211111以下の砂粒

lllEl以下の砂粒
llnal以下の砂粒
2111al以下の砂粒

3血以下の砂粒

2m以下の砂粒

2Ell以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

橙

橙

黄褐

明黄褐

明赤褐

明赤褐

明黄橙

橙

橙

彿)浅黄橙
(内 )黄橙

明黄褐

橙

明赤褐

橙

明赤褐

明赤褐

(帰)押圧→ (口 場)横ナデ

(傷)2段押圧→ (口 喘)横ナデ

(体)縦ハケ→ (")押圧
→ (口 喘)横ナデ

(体 )縦ハケ→ 0)押圧
→

(口
。月)横ナデ

(体)縦ハケ→ G)2段押圧
→

(口
。月)横ナデ

(月)2段押圧→
(口・傷)板ナデ

(作)縦ハケ→ 0)2段 押圧
→

(口 場)横ナデ

調整不明

(体)縦ハケ→ (")押圧
→

(口 ■)横ナデ

(月)押圧→
(口 → 横ナデ

(月 )押圧→
(口・月)横ナデ

(1)格子叩き目

(傷 )押圧→
(口

。

")横

ナデ

(帰)押圧→
(口 → 横ナデ

(体)縦ハケ→ 0押 圧
→

(口 』)横ナデ

(体 )縦ハケ→ 0)2段 押圧
→ (口 場)横ナデ

(体)縦ハケ→ 0押 圧
→ (口 場)横ナデ

(月)押圧→
(口・月)横ナデ

(口
。体)板ナデ→ (1)横ナデ

(口
。|)横ハケ→ (口 )横ナデ

(口・体)板ナデ→ (1)横ナデ

調整不明

(口
。1)横ナデ

(1)当 て具痕

(口
。体)板ナデ

(口・体)板ナデ ?

調整不明

(口
。1)板ナデ

(口
。体)横ナデ

調整不明

(口
。|)横ナデ

(口
。体)横ナデ

(体 )板ナデ→ (1)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口・体)横ナデ

(口
。体)横ナデ

細片
口怪1/4

口怪1/8

口怪1/8

口怪1/4

rl怪 1/8

口怪1/4

細片

細片

細片
口怪1/4

口怪1/4

rl怪 1/6

口怪1/2

El怪 1/3

口優ほぼ完存

口怪1/5
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1383

o                            15cm

i375～ 1387 E-5区(6)

第234図  包含層出土遺物ぐつ

番 号 器 種 法 量 胎  土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

３７

３７

３７

３７

３７

３８

1381

1382
1383
1384
1385
1386
1387

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 BⅣ

(1)21.0

(1)22.0

(口 )24.0

(口 )22.8

(口 )22.4

(口)23.0

(口 )24.1

(口 )24.2

(口 )24.6

(口 )25.6

(口 )26.0

(口 )26.2

(口)26.8

211all以 下の砂粒
211ull以 下の砂粒

311ull以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

311ullttTOj粒 じ量
311Hl以 下の砂粒

311111以 下の砂粒
311Ell以 下の砂粒
21111以 下の砂粒

4.5mll以 下の砂粒

211111以 下の砂粒
2mll以 下の砂粒

311ull以下091、 5EEll翠 01石

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質
土師質

土師質

明褐

0わ 明赤褐

(晰 )浅黄橙

明褐

橙

橙

0)にぶい黄檀

(内)橙

にぶい黄橙

橙

橙

にぶい橙

明褐

橙

0)灰褐

0)橙

(")押圧→ (口 場)横ナデ

(")押圧→
(口 場)横ナデ

(口・

"・

I)横ナデ

(1)格子叩き目

(口
。月)横ナデ

(鰐)2段押圧→調整不明

(月)押圧→
(口

。

")横

ナデ・

《)横ハケ

(口・月)横ナデ ① 格子叩き

(月 )押圧→
(口・月)横ナデ

0)2段押圧→
(口

。男)横ガ

(揚 )押圧→
(口 場)横ナデ

(口・

")横

ナデ

(月)押圧→
(口・1)横ナデ

(0縦ハケ→ G)2段押圧
→

(口・3)横ナデ

(口・体)横ナデ

調整不明

(口・I)横ナデ→ (1)板ナデ

(口・作)板ナデ→
(口 )横ナデ

調整不明

(口・体)横ナデ

(口・1)板ナデ→
(口)横ナデ

(1)横ハケ

(口・作)板ナデ→
(口)横ナデ

準)横ハケ

(口・体)横ナデ

(口・体)板ナデ

(口・体)横ナデ

口怪1/4

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/8

口怪1/5

口怪1/8

口怪1/4

口怪1/8

口怪1/4

口怪1/6
口怪1/5

口怪1/6

口怪1/8

第120表 包含層出土遺物観察表(9)
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0                            15cm

―
1388～ 1401 E-5区 (7)

第236図  包含層出土遺物(9

第121表 包含層出土遺物観察表00

1401

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

３８８

３８９

３９０

３９．

３９２

３９３

３９４

３９５

３９６

３９７

３９８

■399
1400
1401

足釜 BⅣ
足釜 BⅣ
足釜 C
足釜 底部

足釜 脚部

鍋 AI
鍋 AⅡ
鍋 AⅡ
鍋 AⅢ
鍋 BI
鍋 BI

Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

鍋

鍋

鍋

(1)27.0

(1)31.0

(口 )22.8

(1)3.4

(1)43.8

(口 )40.6

(口 )46.0

(口)36.4
(口 )28.0

(口 )36.0

(口 )44.4

(口 )42.4

(口 )43.0

lIIlll以 下の砂粒

2nlll以 下の砂粒
211un以 下の砂粒

lllll以 下の砂粒
211111以 下の砂粒

5nlll以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

311ull以 下の砂粒
211Ell麻 明性、5m10柘
211ull以 下の砂粒

511Ell以下の砂粒

2nlll以 下の砂粒

lnlll以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

瓦質
土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

土師質

土師質

土師質

土師質

橙

橙

明赤褐

橙

灰黄褐

にぶい黄橙

橙

橙

明褐

灰

0)にぶい黄E
(山)灰黄

明赤褐

明赤褐

明赤褐

(")押圧→
(口

。

")横

ナデ

(月)2段押圧→
(口・月)横ガ

(1・月)横ナデ

格子叩き目

ナデ

(1)横ハケ

(口
。体)縦ハケ→ (1)横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ 準)縦ハケ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(口・1)横ナデ

(口・体)板ナデ

(口・I)板ナデ

横ハケ→板ナデ

(1)横ハケ ‖)板ナデ

(口・体)板ナデ

(口
。体)板ナデ

(1・体)板ナデ

(口
。|)横ナデ

(口・体)板ナデ→
(口)横ナデ

(口)横ハケ (体)板ナデ

(口)横ナデ

(1)横ナデ

口怪1/4
口怪1/10
口怪1/8

口怪1/2

口怪1/12

細片

細片
口怪1/8

口怪1/8

口怪1/10

口怪1/8

口怪1/4

口怪1/12
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第238図  包含層出土遺物all

1402-14i6

1415

、 i4i6

E-5区 (8)

1411

｀ヽ 1412

1413

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外  面 内 面

1402
■403

1404
1405
■406
■407

1408

■409

1410
■411

1412

1413
1414

1415

1416

鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅢ
鍋 BⅣ
甕 AI

甕 AI

甕 AI

甕 AⅡ
甕 AⅡ

甕 AⅡ

甕 AⅡ

Ａ

Ａ

甕
甕

(口 )34.1

(口 )42.0

(口 )42.0

(口 )46.2

(1)45.0

(1)21.5

(口 )24.6

(口 )30.2

(1)31.2

(口 )31.4

(口 )21.0

(口 )22.0

(口 )26.0

(口 )27_4

311ull以 下の砂粒
211un以 下の砂粒

lIIEl以 下の砂粒

3nlll以 下の砂粒
2oull以 下の砂粒

2111111以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

211ull以 下の砂粒

3mHll以 下の砂粒
311ull以 下の砂粒

3mull以 下の砂粒

211111以 下の砂粒

511111以 下の砂粒

511Ell以 下の砂粒

5null以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

明赤褐

黄褐

にぶい黄橙

明赤褐

にぶい橙

明赤褐

にぶい黄褐

にぶい黄橙

にぶい黄橙

橙

橙

明赤褐

明褐

橙

橙

(口)横ナデ

(1)木日状圧痕→ (1)横ナデ

(口)横ナデ

調整不明

(口)横ナデ

(口)横ナデ

(体)格子叩き目→ 0)板ナ

デ→
(口)回転ナデ

ぐ)格子叩き目→縦ハケ
→

(口 哺)回転ナデ

(体)格子叩き目

(体 )格子叩き目→ 0)板ナ

デ→ (1)回転ナデ

準)格子叩き目
→ (口 う)回転ナデ

(口・輌)回転ナデ

(体)格子叩き目
→ (口 J)回転ナデ

鮮)格子叩き目
→ (口・麟)回転ナデ

(口
。1)回 転ナデ

(1)横ナデ (体)板ナデ

(n・ I)横ハケ

(口
。体)板ナデ ?

調整不明

(口 )横ハケ 0)板ナデ

(口・体)横ナデ

件)ナデ→
(口 噸)回転ナデ

輌・|)板 ナデ
→ (口)回転ナデ

調整不明

(口・コ)板ナデ・ 横ハケ

(体 )当 て具痕→板ナデ

0■)板ナデ
→ (口)回転ナデ

(口・頭)回転ナデ

(口
。1)回 転ナデ

(口
。願)回転ナデ

(口
。輌)横ハケ→回転 ナデ

口怪1/12

口催1/12
口怪1/12

口怪1/12

細片

細片
口怪1/4

口怪1/12

口怪1/8

口怪1/12

口怪1/12

口怪1/4
口怪1/10

口怪1/7

口怪1/6

第122表 包含層出土遺物観察表0つ
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第240図  包含層出土遺物IЭ

第123表 包含層出土遺物観察表l10

15cm

一
1417～ i427 E-5区 (9)

ィ亀 1個

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

■417

■418

■419

1420

1421
1422
1423

1424
1425

1426
1427

甕 AⅡ

甕 AI

甕 B

甕 B

甕 B
甕 底体部

甕 底体部

蓋ツマミ

東瞥兼須恵署 捏体

焙烙

焙烙

(口 )28.0

(口 )27.0

(1)21_0

(口 )22.0

(口 )30.0

C)18.0
G)21.8

(口 )24.0

(口 )44.0

(口 )46.6

2 1Ell以下の砂粒

3 11Ell以 下の砂粒

511111以下の砂粒

5 11Ell以 下の砂粒

2 11ED以下の砂粒

2 11Ell以 下の砂粒

3 11all以 下の砂粒

3 11Ell以 下の砂粒

l llull以下の砂粒
l llull以下の砂粒

l llull以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

瓦質

土師質

明赤褐

橙

褐

橙

橙

橙

橙

橙

浅黄橙

黄灰

熙 収郎

件)格子叩き目
→ (1・ 1)回 転ナデ

件)格子叩き目
→

(口 ■)回転ナデ

準)格子ロロき目
→

(口・I)回転ナデ

準)格子叩き目
→

(口 哺)回転ナデ

(口
。1)回 転ナデ (体 )ナデ

鮮・1)格子叩き目

(体)格子叩き目→ G服)縦

ハケ  (1)下 駄印

ナデ

(口・体)回転ナデ

(口)回転ナデ

(口)回転ナデ

(体)板ナデ
→ (口

‐1)回 転ナデ

(口・1)板ナデ

(1・ 輌)回転ナデ

(口・1・I)回転ナデ

(体)当て具痕 (口・菫)ナデ

¢■)横ハケ

徘)ナデ

(口・体)回転ナデ

(1・体)回転ナデ

(口・体)板ナデ (回転 ナデ )

口怪1/5

口怪1/12

口怪1/10

口怪1/8

口怪1/6

1怪1/4

1怪1/4

口怪1/12

口怪1/10

口経1/8
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i430～1441 F-3区

第242図  包含層出土遺物OD

番号 器 種 法  量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度
外  面 内 面

1428

1429
1430
1432
1433
■434
■435
1436
1437

■438

1439

1440

■44■

AI甕

椀

杯

描鉢 AI
足釜 BI
足釜 BⅢ
鍋 AI
鍋 AⅡ
甕 C

甕 C

甕 C

壼

備前焼 甕

(口 )32.9

(口 )13.6 (高 )9.0
(口)9.8
(口 )28.2

(口 )18.4

(口 )19.1

(口 )48.0

(口 )44.0

(口 )22.0

(口 )26.8

(口 )23_0

(口 )16.0

4 11Ell以 下の砂粒

4 11El以 下の砂粒
2111111以 下の砂粒
4 11Ell以 下の砂粒
2 11ml以 下の砂粒

3 11ull以 下の砂粒
3111111以 下の砂粒
311111以下の砂粒
3 11ull以 下の砂粒

3 11ull以 下の砂粒

2 11ull以 下の砂粒

211111以下の砂粒

2 11ull以 下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

陶質

橙

黄灰

灰自

橙

橙

明黄褐

明黄褐

明褐

橙

橙

にぶい褐

にぶい黄褐

灰褐

鮮)格子ロロき目 (口 )木 目

状圧痕→ (1蠣)回転ナデ

(口・体)ナデ

(口
。体)回転ナデ

(口 )回転ナデ

(月)押圧→ (口・月)横ナデ

0)押圧→ (口 喘)横ナデ

(口 )横ナデ

(口 )横ナデ

(籠・体)縦ハケ
→ (口・哺)回転ナデ

¢)格子叩き目
→ (口・蠣)回転ナデ

(体 )格子叩き目
→

(口 哺)回転ナデ

件)縦ハケ
→ (口・蠣)回転ナデ

(1・蠣)回転ナデ

(口・願・体)板ナデ
→

(口 )回転ナデ

(口
。体)ナデ

(口・I)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

の 横ハケ→
(口)横ナデ

(口・I)横ハケ→
(口)横ナデ

(口)横ハケ 《)板 ナデ

(口
。体)板ナデ

《)板ナデ→ (口)回転ナデ

(口・哺)板ナデ→ ¢)横ハケ

(口)横ハケ (1・体)板ナデ

件・口)横ハケ→ 0)ナデ

(1・蠣)回転ナデ

口怪1/8

口怪1/6

口怪1/4
口怪1/12

口怪1/6

口怪1/4
口怪1/12

口怪1/12

口怪1/4

口怪1/6

口怪1/6

口怪1/8

細片

番 号 器 種 材  質 長  さ 幅 厚  さ 重  さ 備  考

1431 剥 片 サヌカイト (2.2) 0.6 (2.69)

第124表 包含層出土遺物観察表6Э
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第244図  包含層出土遺物0つ

:442～ i445 F-5区

i446・ 1447 F-6区

1448～ 1449 F-7区

1450～ 1454 G-3区

1455。 1456 G-7区

1453

番 号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

法手

残存度

外  面 内 面

1442

1443
1444
■445

■446

■447

■448

■449

1451
■452

1453

■454

1455
1456

椀

足釜 AI
小壺

青磁 皿

甕 C

甕 C
杯

不明土製品

橋鉢 AI
甕 C

甕 C

鶏紡朝 誹

足釜 BⅣ
焙烙

(口 )10.0 (高 )5。 7

C)8.0
(口 )20.8

(底)5_0

(口 )22.8

(口 )30.0

(口)10.0倍 )2.6
(1)6.4
(径 )4.9
(口 )30.5

(1)25.2

(口 )24.0

(口 )18.0

(口 )28.0

311111以下の砂粒

2 Elll以下の砂粒

4 11ull以 下の砂粒

精良

3 1Ell以下の砂粒

2 1Ell以下の砂粒

211111以 下の砂粒

3 11ull以 下の砂粒

2 mll以 下の砂粒

3 nlll以下の砂粒

3 11El以下の砂粒

l llull以下の砂粒
2 11ull以 下の砂粒
31111以下の砂粒

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

土師質

須恵質

土師質

土師質

須恵質

土師質

土師質

褐灰

橙

橙

G路)灰 白

(1)灰

橙

明褐

橙

明褐

灰自

にぶい褐

明赤褐

橙

灰

橙

(口 )横ナデ

(1)押圧→
(口・月)横ナデ

徘)ナデ→ 0)横ナデ

(底 )回転ヘラ削 り

鮮)格子叩き目
→

(口 ■)回転ナデ

(口 )沈線→調整不明

(口・体)回転ナデ→ C)回転
ヘラ切 り→ナデ
ヘラ削 り→ナデ

(口)回転ナデ

(体)格子叩き目
→

(口
。

")回

転ナデ

準)格子叩き目
→

(口・

")回

転ナデ

(口・体)回転ナデ

(月 )押圧→
(口 ■)横ナデ

鮮)縦ハケ→ (口)横ナデ

(底)格子叩き目

(体 )板ナデ→ (1)横ナデ

(1・体)ナデ

(頭 )ナデ

(出 )回転ナデ

(体)当て具痕→板ナデ
→

(口)横ハケ

調整不明

(口
。作。1)回 転ナデ

(1・体)板ナデ

鮮)横ハケ・ 板ナデ
→

(口・

")回

転ナデ

件)横ハケ
→

(口・顔)回転ナデ

(口・体)回転ナデ

件)板ナデ→ (1)横ナデ

(口・体・1)横ハケ
→(1)横ナデ

口怪1/6

口怪1/8

体部1/2

1巨/6

口怪1/6

口怪1/8

1部完存

口怪3/8

口怪1/8

口怪1/4

細片
口怪1/4

口怪1/2

番 号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚  さ 重  さ 備  考

1450 砥 石 安 山岩 (14.7) 11.5 (2037.89) 条溝状の擦痕あり

第125表 包含層出土遺物観察表00
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0                           15cm

第245図  その他の遺構 。トレンチ出土遺物(1)
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1462  フF月月

第246図 その他の遺構 。トレンチ出土遺物(2)

第126表 その他の遺構・ トレンチ出土遺物観察表

番号 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

・４５７
蜘
　
・４５９
・４６２

橋鉢 AⅢ
掘鉾 AⅢ

把手付鍋

捕鉢 AI

(1)26.0

(口 )30.OG)11.7
G)11。 2

(口 )29.0
(口)31.0

5111111以 下の砂粒
2null以 下の砂粒

2EEll以 下の砂粒

3mll以 下の砂粒

須恵質

土師質

土師質

須恵質

灰

明赤褐

にぶい黄橙

灰自

(口)回転ナデ

(1)回転ナデ

(口)横ナデ

(1)横ハケ

(1・体)板ナデ
(1・体)板ナデ

(口・I)ナデ
(口・I)板ナデ  使用痕

口怪1/12

口怪1/8

細片

口怪1/6

番 号 器 種 材 質 長  さ 幅 厚 さ 重  さ 備  考

・４６０

・４６．

砥石
砥石

岩
岩

砂
泥

Ｄ

Ｄ

(273.68)

(19.88)

側面に条溝状の擦痕あり

側面に条線状の細かい擦痕あり
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第247図  包含層出土の印花文土器

註(1)横山浩一「須恵器の叩き目」『史淵』117号  1980

(2)松本敏三・岩橋孝「香川県古代窯業遺跡分布調査報告 I(旧刈田郡 。旧三野郡)」

海歴史民俗資料館紀要』第 1号  1984

『瀬戸内

松本敏三・岩橋孝「香川県古代窯業遺跡分布調査報告 I(旧多度郡・那珂郡以東 )」『瀬戸内海

歴史民俗資料館紀要』第 2号 1985

(3)田辺昭三『須恵器大成』角川書店 1980

に)中村浩「出土須恵器の編年的考察」財口泉陶邑窯の研究』柏書房 1981

(5)藤澤良祐「総括――瀬戸大窯の編年的研究一―」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要』 V 1986

(6)間壁忠彦『考古学ライブラリニ 60 備前焼』ニュー 0サイエンス社 1991

葛原克人 0栗野克己 0狐塚省蔵「学術調査報告」『海底の古備前』山陽新聞社 1978

(7)註(6)葛原・栗野・狐塚論文に同じ。

(8)荻野繁春「財産 目録に顔を出さない焼物」『国立歴史民俗博物館研究報告』第25集 1990

(9)「正箱遺跡 0薬王寺遺跡」『県道山崎御厩線道路改良工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告』

(財)香川県埋蔵文化財調査センター・香川県教育委員会 1994

αO 山仲進「東播系中世須恵器の分類と編年」『ネ申出1986』 妙見山麓遺跡調査会 1989

CD 荻野繁春「西日本における中世須恵器系陶器の生産資料と編年」『福井考古学会会誌』1985

４６３

４６４

４６５

番 号 器  種 法 量 胎  土 焼成 色 調

手   法

残存度

外 面 内 面

鉢
鉢
鉢

捏
理
担 (口)36.6

3111111以 下の砂粒

21un以下の砂粒
411ull以 下の砂粒

質

質

質

師

師

師

土

土

土

褐端
嚇
略

調整不明

(1)回転ナデ

調整不明

調整不明

(1・ 体)板ナデ

調整不明

片

片

片

細

細

細

第127表  包含層出土の印花文土器
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α)伊 藤晃 「窯業」『岡山県の考古学』吉川弘文館 1987

αЭ 岡田博ほか「亀山遺跡」『山陽自動車道建設に伴 う発掘調査』 3 岡山県教育委員会 1988

αO 『堺市文化財調査報告』第41集 堺市教育委員会 1989

CD 『界市文化財調査報告』第49集 堺市教育委員会 1989

αO 『天野山金剛寺遺跡』河内長野市遺跡調査会 1994

110 界近郊産瓦質甕の年代観は,績伸一郎氏の御教示による。

αO 「西村遺跡」Ⅱ『国道32号綾南バイパス建設工事にともなう埋蔵文化財発掘調査」 香川県教

育委員会 1981

α9 『下右田遺跡』第 3次調査概報 山口県教育委員会 1979

00 註Cのに同じ。

OD 横田賢次郎 。森田勉「大宰府出土の輸入中国陶磁器について――型式分類と編年を中心 とし

て一―」『九州歴史資料館研究論集』 4 1978

00 佐藤竜馬 「香川県十瓶山窯跡群における須恵器編年」『関西大学考古学研究室開設 40周年記念

考古学論叢』1993

0Э 石沢誠司「土人形」『講座 。日本技術の社会史』第 4巻 窯業 日本評論社 1984

041 佐藤竜馬「18～ 19世紀の上器 。瓦について」『空港跡地遺跡発掘調査概報』平成 5年度

(財)香川県埋蔵文化財調査センター 0香川県教育委員会 1994
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第 4章 自然科学調査の成果

第 1節 楠井遺跡より採取した焼土試料の残留磁気の測定について

花園大学自然科学研究室 前中 一晃

はじめに

1990年 6月 26日 に (財)香川県埋蔵文化財調査センターの依頼を受け,綾歌郡国分寺町

福家字楠井楠井遺跡のSF01窯 より焼土試料の採取を行い,その残留磁気の測定を行っ

た。西南日本の考古地磁気研究は近畿・東海地方を中心として行われ,四国については昨

夏の高松市前田東町の古窯および綾歌郡綾南町陶字北山田西の奥下池南窯 (須恵器窯)の

2ケ所の古窯 より採取 した焼土試料についての考古地磁気研究がはじめてのものであった。

遺構の概要

今回採取の対象となった楠井遺跡について「国分寺楠井遺跡現地説明会資料」(1990)は

次のように記述している。

綾歌郡国分寺町字楠井の山林には,古 くから土器片が散布していることが知 られていた。

この地に平成 3年度完成を目指して四国横断自動車道 (高松～善通寺)が建設 されること

にな り,それに先立ち埋蔵文化財の発掘調査が行われることになった。平成元年度には遺

跡の範囲を確定させる予備調査が実施され,お前泉裏の谷を中心に遺跡が広がることが分

かった。そこで,こ の遺跡を『国分寺楠井遺跡』と命名し,4400」を対象に平成 2年 4月

より調査を開始 したが,大量の上器片とともに土器を焼いた窯跡が検出され,こ の遺跡が

窯業生産遺跡であることが判明した。

現在までに検出された遺構には,窯跡 2基その他があるが ,今回その うちの 1基の窯
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(SF01)よ り焼土試料を採取 した。SF01は 直径 lm・ 深さ0.5m程度の大きさをも

つ窯跡である。燃料を燃やす部分 (焚 き口)と 土器を焼 く部分 (焼成部)からな り,焼成

部には粘上を貼って壁 (窯壁)と している。焼成部は,上に向かって開いているが,本来

はこの上に天丼が設けられていたと考えられる。また,焼成部天丼奥には煙を出す煙道が

あったようである。焼成部の床面には,素焼きの上器 (土師器)の上釜 `土鍋・甕の破片

が残されていた。これらの出土品からこの窯の年代は14世紀後半～15世紀初頭 と考えられ

ている。

考古地磁気測定試料は窯壁および床面から総計17点採取 した。

残留磁気の測定手続き

採取された焼土試料は実験室で「岩石切断機」を使って残留磁気測定に供されるように

整形された後 ,「残留磁気測定装置」および「交流消磁装置」を使ってその残留磁気の測定

が行われた。

第 1表は,SF01窯 より採取された焼土試料の残留磁気測定の結果を纏めたものであ

NRM強度

試料番号 (× 10~5さ mu/g)
交流消磁前の残留磁化方位 交流消磁後の残留磁化方位

D(° E)I(° ) α95(° ) K D(° E) I(° ) α95(° ) K

MDF

(× mT)

Kll

K12

K13

K14*

K21

K22

K23♯
K24♯
K25*
K31
K32
K33
K34♯
K41*
K51*
K52*
K53♯

平均 (8)

37.1

82.8

48.0

0。 6

14。 1

11。 1

0.6

0.5

0.3

27.1

14.9

35。 4

15。 3

0.5

0。 2

0。 4

2.5

28。 3      52.1

23.2      52.0

12.0      55.8

- 55.5      54.7

14.2      50.3

5.3      45。 7

5.0      38.9

9。 0      38.5

39。 7    -52.6

21.2      55。 7

11.1      55。 7

12.3      52.7

--127.7    -54.0

17.1    31.4

25.1      28.2

-  5.1     54.6

66.6      60。 3

27.3      51.8

24.8      50.5

18.3      56.2

14.8      51.2

5.9      47.5

4.8      40.1

15。 7    41.2

16.5      55.0

7.1      54.2

10.8      52.4

--124.6    --58.6

73.2      57.7

5.7

5。 6

6.8

2.9

4。 3

6.3

3.8

6.0

5。 7

6。 1

6.3

8.2

3.3

4。 7

第128表  SF01窯 焼土試料の残留磁気測定結果
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る。これを例にして残留磁気測定結果を得る基本的な手続きについて記しておきたい。第

1表は左から1原に,①試料番号,②NRM強度′③交流消磁前の残留磁化方位′④交流消磁

後の残留磁化方位 ,⑤MDFを表 している。次にそれらについて簡単に説明しておく。

①試料番号 ;試料は窯壁および床面から採取 した。窯壁の試料は 3ケ所 (K10番台,K

20番台,K30番台)の トレンチを切って上から順に番号が,ま た床面の試料は 2ケ所 (K

40番台および50番台)か ら採取されている。

②NRM強度 ;NRM(NaturJ Remanent Magnetization,自 然残留磁気)の 強度 は

(0。 2～82.8)× 10-5emu/gで ,千倍近い強度の違いを有している。

③交流消磁前の残留磁化方位 ;残留磁化の方向は地球地場の方向と同様′南北,東西 ,

鉛直上下方向を基準とする直交座標軸上で偏角 (磁針の指し示す北すなわち磁北の真北か

らの偏 りの角度,D)と伏角 (地磁気方向の水平面よりの傾きの角度, I)で表され,最

下段にFisher(1959)の 統計法によって計算されたベクトル平均の値が95%誤差角 (α

95,95%の 確率で真の値が誤差の範囲内に収まることを示す数値で小さい程磁化方向の集

中度は良い)お よび信頼度係数 (K,大きい程磁化方向の集中度は良い)の値を付して載

せられている。

④交流消磁後の残留磁化方位 ;焼土試料が最後の焼成時に獲得した磁化を初生磁化と呼

ぶが,多 くの場合焼成後長時間の埋没中獲得した二次磁化が重複して観測される。この二

次磁化の除去には交流消磁が有効である。第248図 に交流消磁一例を示す。直交消磁図

(Zijderveld,1976)と 呼ばれるこの図は,消磁の各段階で磁化ベクトルの終点を順次つな

いだものの平面図と立面図とを一つに纏めて描いたもので,黒丸が平面図 (上が西′下が

東′右が北,左が南)を表している。白丸の横に記した数字は交流磁場の強度で,単位

mT(ミ リテスラ)である。試料番号Kllと 命名されたこの試料は1,2,3,4,6,8,10,15,20

mTの各段階で処理されたが,4mT以上のすべての点が原点に向かう一直線上にのって

いることが分かる。これはこの試料 4mTま での交流消磁で二次磁化が消え,試料が焼成

を受けた時に獲得した一次磁化成分を分離するのに成功したことを示している:その直線

成分は最小二乗法を適用して決定された。最下段にFisher(1959)の 統計法によって計算

されたベクトル平均の値が95%誤差角および信頼度係数の値を付して載せられている。た

だし交流消磁法によって信頼できる磁化成分を分離できなかったもの (*印を付したも

の)は もちろん′平均の磁化方向から10度以上かけ離れた磁化方向を示すものは (♯印を
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第248図  SF01号 窯焼土試料の直交座標交流消磁図
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付したもの)信頼できないものとして最終的な結果からは除外されている。

⑤ MDF;測 定試 料 の残 留磁 化 の信 頼性 の一 つ の 目安 ともな るMDF(Median

Destructive Field,磁 化の強さが最初の磁化強度の半分になる消磁磁場強度)は 3～ 8

mTである。なかにMDFの値の求められていないものがあるが,一つは試料が途中で破壊

されてしまい,他の二つは途中で測定を打ち切ったものである。

残留磁気の測定結果

第128表に纏めた測定結果に示されるように,NRM強度は千倍近い違いを有する。床面

から採取した試料 (K40お よびK50番台)は明らかに弱い磁化強度しか持っていないこと

が分かる。一方窯壁から採取 した試料も下方が弱 くなっていることを示 しているので,床

面は窯壁上部に比べて焼成温度が低かったことが予想される。

交流消磁によって焼土試料が焼成を受けたときに獲得 した一次磁化を分離すべ く努力し

たが,NRM強度の小さい 5つの試料については分離することができなかった。これらの試

料は*印を付けて区別することにする。その殆どは床面から採取した試料である。残 り12

個の試料については形の上で一次成分が分離できたようにみえる。 しかしFLher(1959)

の統計によって平均の磁化方向を求めたところ,そのうち 4個は平均の磁化方向から大き

くかけ隔たることがることがわかる。採集時のミスか整形時の ミスかあるいは他に原因が

求められるのかもしれないが,いずれにしてもこれら4個の試料についてはその磁化方向

が信頼のおけないものとして棄却 した。最終的に残 り8個の試料から求めた値を今回の測

定値とした。今回の没I定値の特徴は東の偏角値の大きいことである。

年代推定

日本の考古地磁気研究としてはWatanabe(1959)に よる関東 0東海地方の窯・炉跡焼

上の残留磁気測定,Yukutake(1961)に よる伊豆大島の溶岩′川井ら (1966)に よる近畿

・東海地方の窯跡焼上の測定など先駆的な研究があるが,それ以降は主として京大・阪大

を中心とした関西グループによって近畿・東海地方の多 くの古窯跡について精力的な考古

地磁気研究が行われた。特にHirooka(1971)は陶邑窯を中心に各地の窯跡から焼土試料を

採取 して,過去三千年にわたる西南日本の偏角および伏角の永年変化曲線を発表 した。そ
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Median Number of

Age Sites Dec(' E) KInc(°  )

Median Number of

Age S■ es Dec(° E) Inc(° )  α95   K

950     5      -16.1       46.1      5.3    210

975     4      -17.6       53.4    : 5。 4    200

1000     4      -16。 2       52.3      7。 9    138

1025     2      -11.3       50.1     23.2    118

1050     2      -15.5       48.2      9.8    655

1075     8      -- 5.0       52.2      3.5    258

1100    10      - 3.8       52.5      2.4    412

1125     4      -- 2.9       49。 2      6.4    210

1150     6      - 1.8       59。 1      4。 1    268

1175    17      -- 0.1       58.9      1.8    406

1200    18         0.8       58。 6      1.6    474

1225    14         2.0       57.6      2.0    398

1250     9         3.5       57.3      2.2    525

1275     7         9.6       58.3      3.9    241

1300     9         7.9       60.3      3.7    196

1325     8         8.9       58.5      4.5    150

1350     8         8.0       55.3      2.8    383

1375     6         4.7       56.4      3。 7    332

1400     3         3.2       50。 9     14。 3     76

1425     1         8。 9       52.6     ・・…・・    ・̈・…

1450     1         2.9       40.6     ・・…・・    ・̈・…

1475     1         2.9       40.6     ・・・̈ 。    ……・・

1500    ・…        ………       …・・・・     ・……。    …・・・・

1525     2         6.6       43。 9      1.3  36476

1550     6         8。 9       39.9      5。 2    165

1575     5         9。 3       38.8      6.1    160

1600     4         5。 8       39.3      4.7    391

1625     5         4.5       38.8      3.4    494

1650    10         4。 1       40.0      2.5    380

1675    12         4.9       40.4      2.3    351

1700     9         5.1       41.5      2.1    611

1725     6         4.2       41.8      2.0   1136

1750     2         2.1       37.1     19.7    163

1775     2         1.5       37.7     22.2    129

1800     1         1.6       42.7     ・̈ 。・・    ・̈̈ 。

1825    …・        ・…。̈       ・・・̈・     ・・・̈ 。    ・̈̈ 。

1850     4      - 1.3       45。 3      3.2   829
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3

3

3

2

2

2

2

2

2

6

6

1

3

3

1

1

10

38

53

29

12

27

33

27

23

20

20

16

9

38

48

14

10

11

4

1

5

38。 9

55.0

54.5

48。 9

46.5

65.2

65。 2

62.0

62.0

51.6

51.6

58.3

49.2

48.7

56.4

47.7

45.2

45.5

47.8

49.8

47.9

49.4

52.4

54。 7

60.0

59.4

58.9

56.9

55.5

54.0

52.7

48.3

49.8

49。 9

51.7

42.0

43.8

2.0

-4.7

-8.7

-1.1

8.0

9。 6

9.6

5.3

5.3

8。 3

8.3

-9。 1

4.8

3。 9

-11.7

-7.1

-7.2

-5。 9

-6.1

-8.8

-10。 6

-11.1

-12.8

-15。 6

-12.4

-13.0

-13.5

-9.5

-10.8

-10。 1

-12.0

-14.2

-13.4

-13.5

--15.3

-14.5

--15。 2

9。 9    156

18.2     47

13.4    86

18.0    195

41.3     39

17.4    209

17.4    209

9.2    742

9.2    742

5.6    143

5.6    143

24

24

3.2    233

1.8    169

1.5    167

1.7    250

2.9    226

2.2    164

1.8    191

2.1    174

2。 2    193

2.3    201

2.3    219

2.4    247

3.4    230

1.5    237

1.4    208

1.8    422

2.4    342

2.7    281

5.4    294

3.5    469

第129表 西南日本における過去三千年の考古地磁気資料
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の後Shibuya(1980)は Hirooka(1971)と それ以降の西 日本における考古地磁気測定結果

を纏めた。さらに最近 ,前中・笹嶋 (1989),前中 (1990)は愛知県,奈良県,京都府 ,大

阪府 ,香川県など西 日本の各地から広 く各種遺構の焼土試料を採取 し,その残留磁気を波J

定した。前中 (1990)は その結果をShibuya(1980)の 結果につけ加えて新たな永年変化曲

線 (第249図)を描 く基本的な考えを提示 した。

第129表は50年間の平均偏角 0伏角を25年ごとに順次動かす移動平均法で求めたもので

ある。当然のことながら測定密度の大きいところ,た とえばサイ ト数が10サイ トを越える

期間′は95%誤差角も3度以下と小さくてその磁化方向の信頼度は大きく,一方測定密度

の小さいところは信頼度も小さいといえよう。この結果を図に忠実に反映できるように ,

サイ ト数の大小を円の大小で表すように工夫して描き表 したのが第 2図である。この図で

は年代軸を横軸とし,縦軸に偏角および伏角の値をとってそれぞれの永年変化曲線を表 し

ている。これらの図で円の大きい部分をつなげていくと自ずと地磁気の永年変化曲線が描

き連ねられることになる。描かれた曲線はたとえばサイン曲線を描 くがごとく規制的な変

化を示 している。しかし逆に言えばこのことが年代未詳の考古遺物の偏角・伏角の測定値

によって唯一解を見つけだすことを可能としている。今回の測定試料を第249図 に示 され

た地磁気永年変化曲線と対比する場合には京都における現在の偏角西偏値6.7° で更正す

る必要がある。更正後の平均測定値 (D=8。 9° ,I=52.6° , α95=3.8° )か らす る

と,適応する年代として1350A.D.～ 1425A.D。 が与えられる。この年代は出土品から考えら

れるこの窯の年代 ,14世紀後半～15世紀初頭 ,と よく調和する。

参考文献

Fisher,R.A。 (1959):Dispersion on a sphere,Proco Royo Soc.Lon。 :A217,295～ 305。

Hirooka,K。 (1971):ArchaeomagnetiC Study for the past 2000 years in southwest Japan,

Mem. Fac. Sci。 , ]Kyoto Univ。 ,Ser.Geol。  8:]VIineral。 , 38, 167-207

川井直人,広岡公夫,笹嶋貞雄′前中一晃′久米昭一,安川克己,伊藤晴明 (1966):大

阪府および近隣地区の窯跡における考古地磁気について,大阪府文化財調査報告書 ,

第15輯 ,99～ 104。

前中一晃 (1990):考古地磁気測定と永年変化曲線 ,花園大学研究紀要 ,21,51～ 74。

前中一晃′笹嶋貞雄 (1989):考古地磁気年代測定′花園大学研究紀要 ,20,21～ 50。
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Shibuya,H. (1980): Geomagnetic secular variation in Southwest Japan for the past 2000

years by means of archaeomagnetism, M. E. thesis, Fac. Eng. Sci., Osaka Univ.,
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Watanabe,N. (1959): The direction of remanent magnetism of baked earth and

archaeology in Japan, J. Fac. Sci. Univ., Tokyo, Sec. V,2, l-180.

Yukutake,T. (1961) :Archaeomagnetic study on volcanic rocks in Oshima Island, Japan,

Bull. Earthq. Res. Inst., 39, 467-476

Zijderveld, J.D. A. (1976): A. C. demagnetization of. rocks; Analsis of results. In

"Method in Paleomagnetism", p. 254-286, Eds. D. W. Collinson et al., Elsevier,

Netherlands.

第 2節 楠井遺跡より採取した焼土試料の残留磁気の測定について (I)

花園大学自然科学研究室 前中 一晃

1990年 6月 26日 に (財)香川県埋蔵文化財調査センターの依頼を受け,綾歌郡国分寺町

福家字楠井に所在する楠井遺跡のSF01窯 より焼土試料の採取を行い,その残留磁気の

測定を行い,その成果については既に報告 した。今回は同年10月 17日 に (財)香川県埋蔵

文化財調査センターより送付されてきた 5遺構の焼土試料の残留磁気測定を行った。送付

されてきた試料は次の通 りである。

1。 国分寺楠井遺跡

(1)SF02(略 称KI)

(2)ST02(略 称KT)

2.綾南町所在窯跡 (十瓶山窯跡群)

(1)すべっと4号窯跡 (略称 SB)

1.1次窯 (古い窯体)

2.2次窯 (新 しい窯体)

(2)かめ焼谷 1号窯跡 (略称KM)   10個 体

送付された試料は実験室で「岩石切断機」を使って残留磁気測定に供されるように整形

8個体

13個体

10個体

8個体
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された後 ,「残留磁気測定装置」および「交流消磁装置」を使ってその残留磁気の測定が行

われた。測定は前回報告 したのと同じ手続きによっている。

得られた測定結果 (前回報告分も含めて)を纏めると次表のようになる。

遺構名 試料数 平均偏角 偏角更正値 平均伏角 誤差角

SF01

KI

KT

SB-1

SB-2

KM

8

8

9

4

10

15。 6° 8。 9°      52.6°     3.8°

信頼すべき結果得られず

14。 1°

3.0°

16.6°

-3。 4°

7.4°

-3.7°

9。 9°

-10。 11

52。 1°     4.4°

50.5°    3.4°

55。 3°    7.4°

54。 5°    2.5°

考古地磁気の結果からみると,SF01,KTお よびSB2の 3基の窯は磁化方向が一

致することから同時期 (14世紀後半～15世紀初頭)の ものとみなせるが,残 りの 2基の窯

は西への偏角をもつことから11世紀後半～12世紀初頭に遡る可能性がある:

編者註

第 1節 と第 2節は,平成 2年度に前中氏に依頼 した熱残留磁気測定の成果である。 した

がって遺構名称や内容については,調査途上 (概報段階)の所見であることを明記してお

きたい。
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第 3節 国分寺楠井遺跡出土土器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所

白 石  純

1. はじめに

この分析では,蛍光X線分析装置を用いて国分寺楠井遺跡の窯跡から出上した土器を分

析 し,以下のことについて検討した。

(1)窯跡出土土器の器種 (括鉢 ,足釜 ,羽釜′鍋 ,甕)お よび型式
(1)ご とに胎土に差異

がみられるかどうか。また,型式的に古い様相を呈している一群と新 しい一群 との間に ,

胎土的に差が認められるかどうか検討 した。

(2)周辺遺跡の飯野東二瓦礫遺跡 ,高松市神高池北西古墳′綾歌郡綾南町ゴヒ条池北西遺

跡の各遺跡から出土した括鉢・甕と生産地である国分寺楠井遺跡窯跡資料との比較。

(3)国分寺遺跡と岡山県南部の亀山・備前焼
(2)の

窯跡資料との比較。

2.分析方法および測定試料

分析は,波長分散型蛍光X線分析装置 (理学電機製KG-4型)で測定 し,測定方法・条

件,試料調整などは,現在までに行っている方法である (3)。

分析試料は,表 130～ 132の 国分寺遺跡 (括鉢19,足釜29,羽釜 1,鍋41,甕 18′ 窯壁

12)120点 ,飯野東二瓦礫 (括鉢)9点 ,神高池北西古墳 (括鉢)2点 ,北条池北西遺跡

(括鉢 3,甕 1)4点の合計135点 である。また,岡山県の亀山焼は亀山遺跡 204号 窯

で,備前焼は稲荷山窯跡′ガンガ谷窯跡,弁天池窯跡の分析試料 (4)でぁる。

3.分析結果

(1)の 検討結果のうち,器種ごとに胎土に差があるかどうかでは,第 250図K20~CaO,第
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251図 Fe203~Ti02の散布図から各器種により分析値に差がみられなかった。また,各器種

の中で細分した型式ごとに差があるかどうかでは,第252図Fe203~Ti02か ら足釜のAI類

とBI,Ⅲ ′Ⅳ類の間でFe203値差があり,識別できた。 しかし,そ の他の器種の型式で

は,差がなかった。また,土器の時期差により胎土にも差があるかどうかでも,差異はみ

られなかった。

次に,こ れら窯跡出土土器群と窯跡の窯壁との差異では,第 250・ 251図 の散布図のよう

に明確に差があ り識別できた。

(2)の 周辺遺跡出上の上器と国分寺楠井遺跡の窯跡資料の比較では,第 253図 K20「CaO,

第254図 Fe203~Ti02の散布図から,飯野東二瓦礫遺跡 (121～ 129),神高池北西古墳 (130,

131),北条池北西遺跡 (132～ 134)の 各括鉢とも国分寺楠井遺跡の上器の分布範囲内に

入った。しかし,北条池北西遺跡の甕 (135)1点だけが分布範囲内に入らず離れてプロッ

トし,国分寺楠井遺跡とは異なる分析結果となった。

(3)の 国分寺楠井遺跡の窯跡資料と岡山県亀山焼′備前焼の窯跡資料との比較では第255

図K20~CaO,第 256図Fe203~Ti02,第 257図 Sr―Rbの各散布図から検討した。この結果 ,第

255図 では半分ほどが,ま た第2560257図 では一部分が重なるもののほぼ両窯跡群 とも識

別できる結果となった。

4.ま とめ

今回の国分寺楠井遺跡の窯跡資料の分析で明確になったことおよび今後の検討課題を挙

げてまとめとしたい。

1)国分寺楠井遺跡出土土器のうち′足釜のAI類 とBI・ Ⅲ・Ⅳ類の間で胎上に差が

あり識別することができた。また,胎上の肉眼観察では,AI類 に緻密な粘上が使用され

ている印象を受けた。しかしながら,足釜AI類の分析試料の点数が 4点 と少ないことも

あり,試料点数を増やして検討する必要がある。

2)国分寺楠井遺跡の窯跡土器群とこの窯跡の窯壁の比較では,明瞭な差があらわれた。

しかし,他の窯跡での上器と窯壁の比較 したデータがなく,これ以上検討ができないが国

分寺楠井遺跡窯跡出土土器と窯壁の識別ができたことがどのような意味があるのか今後の

課題である。

3)須恵器の生産地である国分寺楠井遺跡の窯跡出土土器と消費地である飯野東二瓦礫
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遺跡 (121～ 129),神高池北西古墳 (130,131),北 条池北西遺跡 (132～ 134)のすべての括

鉢が楠井遺跡の窯跡の領域に入った。しか し,北条池北西遺跡の甕 (135)だ けが これらと

は別に離れてプロットされた。 このように,今回の分析では消費地の括鉢が国分寺楠井遺

跡窯跡出土土器 とよく似た分析結果 となったが ,生産地 となる窯跡が 1基 と比較す る基礎

データが十分でな く,今後讃岐地方の窯跡資料を蓄積 し,改めて検討する必要がある。 ま

た ,岡山県亀 山・備前焼の窯跡資料 との比較でも,差がみられ識別できたが ,こ の点に関

しても窯跡の基礎データの蓄積を行い再検討 しなければならない。

この胎上分析を行 うにあた り,香川県埋蔵文化財調査センターの職員の方 々にお世話に

な りました。末筆ながら記 して感謝の意を表 します。

註

(1)国分寺楠井遺跡の分析試料の器種 0型式分類は試料提供者である佐藤竜馬氏による。

(2)白石 純「中世須恵器の胎上分析 (2)一備前 0備中・美作地域の窯跡資料について一」

岡山理科大学蒜山研究所研究報告 第18号 1992。 今回の国分寺楠井遺跡の窯跡資料と比較 し

た亀山 0備前焼は,前記した報文で分析した試料を使用した。

(3)白石 純「蛍光X線による考古学遺物 (石器・土器)の化学分析 (I)」 岡山理科大学蒜山研究

所研究報告 第12号 1986.

に)註 2で報告した分析試料を今回の窯跡の比較試料としたが,国分寺楠井遺跡の窯跡 とは時期が

やや異なっている。
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国分寺楠井遺跡窯跡出土土器の各器種の中での型式別の分析値の

■ 135      1

:国分寺楠井遺跡  |
:分布範囲     |

:  □ 飯野東二 瓦礫遺跡(指鉢AⅢ )(121～ 129)

|  ■ 神高池北西古墳(指鉢AⅢ )(130、 131) … ……

1  △ 北条池北西遺跡(揺鉢AⅢ X 132～ 134)

: ▲ i條池北西遺跡(喪 A■ )(135):

亀山焼、備前焼

分布範囲

j

K20(%)

第253図 K20~CaO散布図 国分寺楠井遺跡窯跡出土土器 と周辺遺跡出土土器 との分析値の比較
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第254図  Fe203~Ti02散布図

比較
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第255図  K20~CaO散布図

との比較

Fe203(%)

国分寺楠井遺跡窯跡出土土器と周辺遺跡出土土器との分析値の

K20(%)

国分寺楠井遺跡窯跡出土土器と岡山県亀山 。備前焼窯跡出土土器
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第256図 Fe203~Ti02散布図 国分寺楠井遺跡窯跡出土土器 と岡山県亀山 0備前焼窯跡出土土器

との比較
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第257図  Sr‐Rb散布図 国分寺楠井遺跡窯跡窯跡出土土器 と岡山県亀山・備前焼窯跡出土土器

との比較
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パヽC
125

26

121～ 129.飯野東二・瓦礫遺跡

130。 131.神高池北西古墳遺跡

132～ i35.北条池北西遺跡

第258図  胎土分析試料実測図
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式料番号 遺跡名    器 種 K20 Fe203 Si02 T102 A1203 Ca0 MgO Rb 美測図督

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

国分寺楠井 指鉢 AⅢ類 1.92

1。 94

2.06

2.10

2.00

2.35

2.32

2.56

2.05

2.07

1.87

2.51

1.92

2.01

2.30

1.96

2.10

2.49

6。 72

6.95

8.11

6.61

6.36

6.83

6.00

5。 63

6.39

6.31

6.42

6.05

7.48

6。 93

7.53

7.00

6.15

6.68

64.72

64.05

63。 98

66.72

68。 91

68.90

68.02

68.69

68,65

69.64

67.20

67.72

64.96

65。 36

65.67

65。 14

66.27

65.57

0.77

0.81

0.74

0。 70

0.64

0.62

0.65

0.62

0.65

0.65

0.61

0.62

0。 64

0.81

0.66

0.84

0.69

0.68

20,49

20.68

20.15

20.01

18.45

17.13

19.75

18.86

18.61

19.18

18。 31

18.64

17.55

21.00

18.52

21.03

20。 45

18.60

0。 92

0.95

0,91

0.82

0.67

0.93

0.68

0.77

0。 84

0.67

0.39

0.78

0.66

0。 93

1.06

0。 94

0.93

1。 17

1.37

1.58

1.23

1。 10

1.10

1.07

0,91

1,02

1.38

1.23

0.68

0。 96

0.74

1.31

1.37

1.18

1.29

1.27

120

121

112

109

101

120

87

112

116

103

61

135

89

129

131

116

123

149

82

89

80

81

87

84

91

95

89

93

79

99

83

82

87

83

78

94

1030

467

1083

1025

1033

889

1001

1061

1012

1031

496

495

468

1014

1040

626

1043

470

19

20

21

22

″   足釜 AI類 1.74

1.85

1.71

1.70

4.78

4.56

4.62

4.69

69.10

69。 06

69.62

69.02

0。 45

0.50

0.50

0.50

19.31

19.40

19.18

19.35

0.44

0.49

0.46

0.45

0.44

0.52

0.66

0。 77

″   足釜 BI類 1.90

1.99

2.22

1.87

1,78

2.62

2.65

7.26

6.01

5。 90

6。 95

6.72

5。 92

5.79

62.91

69.59

66。 19

64.93

63.00

67.82

66。 23

0.70

0。 65

0.61

0.66

0.75

0.58

0。 59

18.10

17.89

17.19

17.97

20.69

17.20

17.76

0.85

0.55

1。 15

1.17

0.73

0.85

0.83

1.03

0。 65

0,81

0。 87

0.67

0.70

0.63

100

70

155

138

87

122

118

85

84

84

72

82

107

115

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

足釜BⅢ oⅣ 類 1.88

1.97

2.17

2.14

2.21

2.37

2.30

2.33

2.58

2.12

2.33

2,15

2.39

1.78

1。 92

2.30

2.03

1.88

6.67

7.11

6.10

5.68

5,77

6.24

6.71

5.72

5。 71

6.35

6.29

5。 29

6.34

6.71

7.13

7.20

6.57

6。 79

65.18

64。 99

65,83

68.04

70。 32

65。 70

67.37

64.99

67.06

66.95

66.29

68.16

66。 84

63.41

63.14

65.86

65.13

64.77

0。 77

0,71

0.65

0.65

0.61

0.58

0.52

0。 62

0.61

0,70

0.58

0.60

0.59

0.72

0.74

0.60

0.64

0.63

20。 76

17.01

18.20

17.12

18。 48

18.08

15.71

18.11

17.77

18.52

17.46

18。 11

16.80

19.60

19.40

17.34

17.43

18.28

0.93

1.19

1.03

0。 90

0.67

1.08

1.05

0.92

0,75

0.98

0.72

0.94

1.02

0.68

0,71

1.06

0.95

0。 58

1.20

1.18

0.96

0.84

1.06

0.86

0.89

0。 82

0.67

1.12

0.50

0.80

0.69

0.85

1.17

0.91

0.86

0.90

１０

４７

５‐

１８

０５

４４

５５

４４

２５

２５

‐２

２０

４３

９０

８８

３２

０９

７７

76

81

100

91

84

101

93

97

96

89

82

79

91

80

76

86

82

91

696

963

896

601

876

729

673

697

699

875

873

878

702

676

706

672

703

877

48 ″    羽 釜 1.87 6.45 64.88 0.76 18.70 0,76 1.12

49

50

51

52

53

54

55

″   鍋 AI類 1.94

1.97

1,77

1.97

1.87

1.76

2.08

7.20

5。 62

6.51

4.70

6.89

6.48

7.07

64。 20

67.84

62.88

69.35

62.74

62.22

62.59

0。 66

0。 61

0.72

0.63

0。 77

0.73

0.65

16.93

17.50

19.76

18。 32

20.52

19。 39

17.29

1.44

0,98

0。 85

0.26

1.01

0.89

1.47

1.71

1.00

0.70

0.41

1.13

1.04

1.46

165

136

105

48

119

109

169

86

88

85

94

81

86

93

807

803

974

802

801

935

806

″   鍋 AⅡ 類 2.00 5。 61 66.69 0.62 17.60 0.95 1.04

第130表  国分寺楠井遺跡および周辺遺跡の胎土分析試料・分析値一覧表(l)(%)

ただしSr,Rbはppm
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遺跡名    器 種 K20 Fe20s Si02 Ti02 A1203 CaO MgO Rb 寿測図羅
国分寺楠井  鍋 AI類 1.99

1.99

1.96

2.01

1.87

2.29

2。 17

1.75

2.78

2.08

2.50

2.30

2.48

2.39

1.85

4.72

6.80

6.29

6.51

6.70

6.99

6.19

6.26

5.57

5。 88

5.47

6.23

5.50

5.64

6.57

68.40

65.19

64。 40

62.74

62.95

66.21

65.05

63.70

66.36

65。 95

65.32

65.62

66。 72

66.09

61.90

0.64

0.72

0,73

0。 70

0.67

0.66

0。 67

0.80

0.62

0.66

0.61

0.62

0.60

0.56

0。 68

17.51

18.16

18.58

19.48

20.85

18.85

17.95

19.72

18.54

17.57

18.39

18.29

17.02

18.45

20.45

0.24

0.64

0.78

1.07

0.51

0.94

1.41

0.85

0。 82

1.49

0.75

0。 77

0,78

1.21

0.52

0.44

0.78

1.03

1.38

0。 78

0.86

0。 96

1.08

0.70

1.23

0.88

0.90

0。 60

0.97

0.73

39

83

102

123

67

140

166

111

116

189

113

113

121

147

65

101

82

84

94

91

107

84

84

100

91

116

98

104

89

88

810

419

376

266

254

78

363

85

424

175

288

377

287

421

303

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

″  鍋BIoⅢ 類 2.29

2.18

2.16

2.26

2.23

2.63

2.66

1.93

2,12

2.62

2。 12

1.97

2.10

2.46

2.85

1.93

2.20

5.09

5.06

4.77

6.74

6.68

6。 14

6.75

7.21

5.65

5.62

6.29

6.70

6.01

5.99

3.81

6.86

6.28

67.21

67.35

66。 17

66.05

63.39

68.41

64.03

63.15

65.06

66.02

63.02

64.84

61.01

65。 98

66.53

63.80

64.94

0.62

0.61

0.57

0.59

0,70

0.55

0.63

0.67

0。 68

0.61

0.68

0.70

0。 61

0.55

0.55

0.75

0。 62

16.59

17.58

17.77

16.98

19.46

17.08

18.38

19.12

19.12

17.87

19.59

18.44

18.96

17.56

19.19

19.94

17.86

0.57

1.06

0.85

0.95

0.96

0.73

0,95

0.79

0,79

1.07.

0.90

0.87

0。 57

0.81

0.42

0。 52

0,74

0.47

0。 79

0.74

0。 60

0.61

0.53

0,77

0.82

0.85

1.23

0。 91

0.80

0.86

0.70

0.53

0.31

0.81

９４

‐３６

‐４６

‐‐５

‐‐９

‐‐０

‐２６

‐００

‐‐９

‐３９

‐２５

‐２４

９‐

‐１４

７０

78

106

123

93

90

90

85

93

93

79

101

97

98

90

105

112

105

64

87

586

588

924

739

738

880

714

644

737

587

881

897

986

569

715

849

645

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

甕AI。 1類 2.64

2.69

2.13

1.96

2.73

2.38

1.97

2.12

3.39

1。 93

2.18

2.16

2.15

2.33

1.97

2.56

2.70

2.26

2.71

1.96

5.16

4.88

6.16

6.49

5.70

5.78

6.27

6.25

6.07

6.05

5。 57

5.84

6.78

6.57

6.49

5.57

6.22

6.75

6.31

8.06

66.98

67.15

64。 26

63.25

70.31

69,70

64.79

67.90

65.24

65.06

66.30

67.40

67.16

68.23

63.84

67.34

68.85

64.71

66.06

63.18

0.61

0.63

0.71

0。 75

0.49

0.62

0。 61

0.63

0.61

0.65

0.58

0.71

0.77

0。 57

0.76

0.63

0。 52

0.70

0.58

0.72

19。 39

18.80

19。 49

19.97

17.59

19.41

19。 45

18.24

19.42

19。 71

18.51

19.43

21.34

16.66

19.62

18。 25

17.09

19.64

17.27

18.53

1.05

1.09

0.83

0.89

0.65

0,77

0.49

0。 72

0,72

0.87

0。 72

1.05

0。 93

0.90

1.00

1.31

0。 65

1.26

0.69

0.90

1.01

0。 65

0.72

0.78

0。 50

0.63

0。 64

0.66

0.95

0.73

0.61

1.02

1.22

0.59

1.17

1.30

0.65

1.30

0.55

1.04

146

160

113

109

108

118

68

105

113

125

108

124

114

119

127

170

109

164

106

118

90

85

88

80

99

96

98

84

103

79

98

85

85

86

92

92

94

91

106

86

5

13

33

29

9

14

612

682

893

716

598

683

719

596

681

622

751

717

285

1084

109

110

111

112

″   窯壁SF02窯体 4.20

4.22

4.28

3.75

1.49

2.30

1.78

1.88

78.05

76.73

79.33

79。 33

0.19

0.20

0。 22

0.20

12.33

14.09

12.62

12.79

0.49

0.57

0。 42

0.44

0.51

0.28

0。 43

0.29

81

106

60

72

172

121

155

152

第131表  国分寺楠井遺跡および周辺遺跡の胎土分析試料 。分析値一覧表(2)(%)
ただしSr,Rbはppm
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杏 t 遺跡 名    器  種 K20 Fe20s Si02 T102 A1203 Ca0 Mg0 Kb 凶整

113

114
115

116

117

118

119

120

国分 寺楠 井  窯 壁 SF02窯 体
０７

２９

０６

６４

４６

７８

６６

９７

14。 15

10.73
13.80
12.15
15.61
12.07
17.79
13.50

５５

４８

５６

５８

５８

４５

４９

６２

４８

‐３

４７

６４

８９

２‐

９５

５５

135

158

160

144

121

167

153

148

飯野東二瓦礫 橋鉢 AⅢ 類 ‐２

０８

８５

６０

０９

２‐

０８

４‐

２０

９８

８９

９０

７２

‐２

４‐

８０

７９

２４

２３

２６

４８

６‐

８ ９

３２

７９

９６

００

神高池北西古墳摺鉢AⅢ 類 2.37
, 00

5.41
6.47

66.02
66.48

0.55
0.64

18.21
20.26

0.95
0.68

0.74
0.99

９‐

“

132

133

134

135

北条池北西  橘鉢AⅢ 類 7.07
6.28
6.27

7.53

66.31
70.37
71.14

60.49″    甕 Ⅱ類 1.90 1.62 22.80 2.25 1.94

第132表  国分寺楠井遺跡および周辺遺跡の胎土分析試料・分析値一覧表(3)(%)

ただしSr,Rbはppm
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第 5章 総括

第 1節 楠井産土器の生産技術

1.製作技法

(1)特徴的な製作技法

[叩き成形]

足釜・鍋・甕の主要 3器種の他 ,丸底の捏鉢や焙烙・壷にも叩き成形技法が施される。

甕や壷については体部成形に対 して行われ,他の器種については底部成形に際 して行われ

ている。時期的に先行する土器生産 (十瓶山窯跡群)と の対比でみるならば,楠井では鉢

類の体部成形に叩き技法が全 くみられない点が特徴的である。また,甕 口頸部の成形に叩

き技法が行われないことも,十瓶山窯の製作技術とは異なる。 さらに鍋釜類の叩き成形

も,12世紀代の西村遺跡で先駆的に存在するが,量産品として多用 されるようになるの

は,楠井産土器の特徴である。

以下 ,甕壷などの貯蔵器種体部の叩きと,鍋釜などの煮沸器種底部の叩きについて,そ

れぞれの手順や使用工具を検討することで,製作技法からみた須恵器生産技術 との連続性

・不連続性の有無について考える。

体部叩き成形

楠井で出土した土師質甕や壷は完形品に乏 しく,体部全体にわたる叩き技法の検討が十

分には行えない。このため,楠井産とみられる高松市薬王寺遺跡SE03上 層出上の上師

質甕
(1)を

中心にして,細部を楠井の資料で補完して検討することにしたい。

通常′須恵器甕の体部叩きは,製作者の手の動きを反映して「叩き締めの円弧」 (2)を 描

くような傾きを呈する。楠井に先行する十瓶山窯跡群産須恵器甕には,こ の軌跡が明瞭に

読み取れる。楠井産の上師質甕にも,非常に緩やかな傾きの変化ではあるが,こ のような

「叩き締めの円弧」が看取できる。すなわち,体部中位で格子目がほぼ水平方向にな り,

上半では右上が り,下半では右下が りとなっている。十瓶山窯産須恵器ほど明瞭な円弧を
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o                           15cm

第259図  薬王寺遺跡S巨 03出土の土師質甕

形成 しないのは,器体に対する製作者の位置が楠井の場合ほぼ横であるのに対 し,十瓶山

窯の場合はかなり上方であるためであろう (第260図参照)。

す方 ,内面には叩き成形時の当て具痕がみられる (5490603・ 933095801411・ 1421)。

ハケロや板ナデなどの内面調整によって多 くは消されているが,叩き成形に例外なく当て

具が使用されたのは間違いなかろう。

以上のようにみると,甕や壷の体部に行われた叩き成形は,須恵器製作技術を正当に継

承していると評価できる。ただし,既に述べたように口頸部の叩きが伴わないことや,成

形時における製作者の位置が十瓶山窯産須恵器とは異なっており,十瓶山窯からの直接的

な技術伝播は想定 し難い。
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十瓶山産甕楠井産甕

第260図  「叩き締めの円弧」と叩き板の傾き

底部叩き成形

鍋釜類底部の叩き目は,讃岐以外に播磨・備中などの中東部瀬戸内地域と,長門・周防

・豊前・筑前などの西部瀬戸内 0北部九州地域 ,さ らに肥後 (中部九州)に認められる。

このうち,西部瀬戸内・北部九州の瓦質鍋釜類については,菅原正明氏によって詳細な観

察をもとに製作工程が推定されている (3)。 それによると,「タタキ調整は成形後に底部外

面のみに行われてお り,かつ強 く殴打され,深さ 2 1mll位 も深 く窪んでいるものがあるにも

かかわらず ,内面は平滑であることから,タ タキ調整は,鍋を裏返 しにして,上方に突出

する半球面をなす型にのせ,底部外面をタタキ調整 したものとみることができる」 という。

そして,「 このようなタタキ調整は須恵器の製作にはみられないことからみて,底部外面

に格子タタキのある瓦器鍋・釜は,新たな瓦器の調整手法とみることができよう」 という

評価に及ぶのである。

西部瀬戸内地域の鍋釜類については,実見していないため,菅原氏の想定 したような′

型と叩き技法の併用の当否を検討することはできない。ただし,楠井産の上師質足釜・鍋

も見かけ上′器壁に残る成形・調整痕の状況が同じであるため,楠井産土器がこのような

技法によるものかどうか,検討を要する。

底部叩きに対応する内面の器面は,かな り平滑である。しかしこれは,内面調整に板ナ
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デかハケロがほぼ例外なく行われた結果であり,内型の存在の証左にはならない。また ,

内面調整に先行する,当て具痕の存在を観察できる事例が少数存在する (602・ 733・ 734)

ことは注意できよう。同様な当て具痕は,西村遺跡西村北地区S5-SK01出 土遺物

(4)で も指摘することができる (第275図 25)。 このことと,後述する叩き目の規則的な施し

方を考慮すると,楠井産の鍋釜類に内型の使用は想定できない。

次に底部叩きの原体・順序・方向について,検討する。まず原体であるが,叩き目は長

期間の使用で木目が浮き出たものではなく,原体に格子状の彫 り込みを行っていることが

わかる。格子は木目に平行した方向のものが太く深い。

叩いた順序を検討するために,叩 き目1回分の範囲と重複関係を観察した (第 261図 )。

観察したのは土器溜り2出土資料 (867)で ある。叩き目の先後関係は判定が難しい。この

ため訂正される余地が全くないわけではないが,同一円周上に位置する叩き目は左側が後

出し,内側よりも外側の方が後出する。一部に角を潰すような叩き直しがみられるが,叩

きの手順は概ね底部中央から始まり,左 (逆時計)回 りに外周へと向かうことが想定でき

る (第 262図 )。

第261図  足釜底部叩き目の範囲と重複関係
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第262図 想定される叩き板の移動方向

第263図  格子叩き目の方向
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それでは叩き作業の際に,製作者はどのようにして土器をもったのか。格子のラインで

木目に平行する方向を調べると,第263図 で示したように 4方 向から叩き作業を行 ってい

ることが判明した。つまり製作者は一度に全体を叩 くのではな く,作業 しながら土器の向

きを変えていたことになる。

底部に叩きを行 う理由は,底部を

丸 く仕上げて,同時に器壁を薄 くす

る点にあるといえよう。したがって

叩き成形を行 う以前の工程では,底

部が丸い必然性はない。伊予におけ

る足釜 (5)は平坦な底部 と直線的に

伸びる体部をもつ (第264図 )が ,こ

のような形態の方が粘土紐巻き上げ

や体部調整を行いやすい。楠井産の

足釜も当初はこのような形態で作られ,その後叩き成形によって丸底化がなされた可能性

があろう。ところでこのような製作工程は,須恵器における丸底甕の製作技法 と軌を一に

するものであ り,鍋釜類の底部叩きも須恵器の製作技術を継承したものといえよう。

[ハ ケロ・板ナデ調整]

両者 ともに木 目平行の板状工具の小口で器面をナデつける調整手法であり,木 目が浮き

出るか否かで両者は峻別される。楠井の主要 4器種の器面調整に用いられ,多 くの場合に

は両者は同一器種・型式に混在するが,中に意識的なハケロエ具の使用が認められる。

足釜AI・ BI類と鍋AI類は土器溜 り1の第Ⅲ層に特徴的な型式であり,後述するよ

うに楠井産土器の中で古式に編年される一群である。これらの器面調整にハケロが多用さ

れることは既に述べたが,特に鍔部や口縁部の端面に横ハケが施される点が注 目される。

端部のハケロ調整は,板状工具で明瞭な平坦面を作出する効果があったとみられる。現に

端部にハケロ調整を行わない足釜BI～ Ⅳ類や鍋AI類では,端部が丸 くなった り凹面を

形成するようになる。また既に述べたように,こ の端部ハケロ調整は回転力を利用せずに

断続的に行われるが,これは原体の動きを反映した緩い円弧状のハケロの軌跡からも読み

取れる (第265図 )。

また括鉢にもハケロ調整がみられる。括鉢AI-1類 では,日縁部端面と内面全体に粗

い横ハケ調整が施され,AⅡ -2類では体部外面に縦ハケ,内面全体にわたって横ハケ調

第264図  伊予における足釜

ハ
催
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整がみられる。括鉢がロ

クロ板上で製作されたこ

とは,底部外面に下駄印

がみられること,口縁部

に回転ナデ調整がみられ

ることから明らかである

が,縦ハケ調整は勿論 ,

横バケ調整においても断

続的に施 され ることか

ら,回転を利用 していな

第265図 端部ハケロ調整と原体の動き

いことがわかる。つまり,本来回転ナデによることの多い器面調整にハケロが採用されて

いるのである。これは,ロ クロ (回転台)の性能とも関わる問題であり,その点で1290の

下駄印のように,底部円盤がロクロ中央に位置 しない事例の存在が注意される。

[木 目状圧痕]

鍋や甕の口縁部 ,ま た足釜脚部などに木 目状の圧痕がみられることが指摘できた。この

圧痕に共通 しているのは,器壁の凹凸や湾曲を超えて木 目状の条線が連続 してお り,工具

で器壁をナデたような擦痕が認められない点で,ハ ケロとは異なる特徴をもっている。ま

た成形段階の指オサエに先行して付けられた り (1129),回転ナデ調整によってナデ消 さ

れている (534)こ とから,器面調整を意図したものではないといえる。叩き目の可能性も

あるが,器壁の凹凸を超えて連続 して叩き目が転写されることは考え難い上′楠井産土器

には明確な平行叩き目 (それもかな り細かい)の事例がみられないことから,否定的であ

る。

こうした圧痕を付け得る作業として考えられるのは,粘土紐の成形を板の上で行 うこと

である。この作業によって木 目が粘土紐に転写され,接合後のオサエで粘土紐断面が変形

すると,凹凸を超えて圧痕が連続するようになる。また足釜脚部であれば,脚部接合時の

ナデによって消される以外は圧痕がそのまま残る。玉縁状口縁をもつ甕A類の口縁部も丸

い粘土紐を生かした接合方法を行 うために,圧痕が残るのであろう。

(2)主要 4器種の製作工程

上記した技法や足釜鍔部にみられる押圧などの特徴的な技法の重複関係は,第 3章第 3
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節 2の報文中や観察表で触れたので,こ れらを踏 まえて楠井産土器の製作工程 の復元を試

みてみたい。

[摺鉢 ]

① ロクロ上に粘土円板を据え,粘土紐を巻き上げて,指オサエで概形を作る。AI-2

類は体部外面に縦ハケ調整を行 うが,他の多 くの外面は不調整である。②内面全体にわ

たって横方向の板ナデ調整 (AI類の大半とAⅢ 類の一部は横ハケ調整)を行 う。AI一

1類 とAⅢ 類の一部では,日縁部外面も板ナデないし横ハケ調整 して,端面を平坦にする。

③ 口縁部外面を中心に回転ナデ調整を行 う。AI-1類 では口縁部調整は②の段階で終わ

らせている。④底部から口縁部へ向かって卸 し目を施す。卸 し目原体は,櫛状の結束工具

による可能性をもつものもあるが,多 くは板状工具に刻みを入れたものであるとみられる。

⑤底部外縁に削 り状の強いナデ調整を行い,製作時に自重ではみ出した部分を掻き取 り,

ロクロから取 り外す。

[足釜]

①粘土紐を巻き上げて鉢状の概形を作 り出す。底部は平底の可能性がある。また,鍔部

押圧に伴 う爪形状圧痕がほぼ水平方向に並ぶことから,工程①～③では何らかの作業台の

ようなものの上で成形されたと推測される。②体部となる部分の外面に縦ハケ調整を行 う。

足釜BⅢ ・Ⅳ類では指オサエ後 ,不調整の場合が多い。内面には,ほぼ例外な く横ハケな

いし板ナデ調整を行 う。③口縁部と鍔部の成形を行 う。既に述べたように,その成形手法

は 3通 り想定できる。すなわち,鍔部を接合する方法 (口 縁 1技法 :鍔部接合法)と ,体

鍔部屈折法 (口縁 2技法)
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部上端を外反させて鍔部とし,その上に口縁部を接合する方法 (口 縁 2技法 :鍔部屈折

法,第 266図),さ らに口縁部と鍔部を 1つの粘土紐から作出する方法 (口 縁 3技法 :一体

接合法)である。これらの技法で口縁部と鍔部を成形 し,その後外面には横ナデ調整′内

面に板ナデもしくは横ナデ調整を行 う。④ある程度乾燥させた後に,格子状の刻みの入っ

た叩き板 と年輪の浮き出た木製当て具を使って底部叩きを行 う。作業は底部中央から外周

へ向かってラセン状に進められる。足釜BI類では底部のみならず,体部にまで叩き作業

を行い,全体を半球形に成形する。叩き作業は体部の調整よりも後出するが,底部形態を

大きく変える工程 とみられるため,調整手法ではなく成形手法と評価するのが妥当である。

⑤底部内面にハケロないし板ナデ調整を行い,当て具痕の凹凸を平滑にする。⑥断面円形

に成形した棒状粘土を体部に接合して,脚部にする。脚基部と体部との接合を補強するた

めに,細い棒を芯にすることがある。恐らく芯棒は,接合後 しばらくしてから抜き取られ

るのであろう。

[鍋 ]

①粘土紐を巻き上げて概形を作る。足釜同様′底部は平底であった可能性がある。②体

部外面に縦ハケ,日縁部外面に横ナデ,内面全体に横ハケもしくは板ナデ調整を行 う。鍋

AⅡ OBI～ Ⅲ類では,体部外面の縦ハケがみられず不調整のものも多い。また鍋B類で

は内弯する口縁部内面に板ナデ (ハ ケロ)調整を行っているが,こ れには器面の湾由に合

わせた板状工具が使用されたことが考えられる。③ある程度乾燥すると,底部を叩き成形

する。叩きの手Л買は,良好な完形品に欠けるために明らかではない。④底部内面にハケロ

ないし板ナデ調整を行い,当て具痕の凹凸を平滑に均す。

E甕 ]

① ロクロ上に円板を据え,粘土紐を積み上げて概形を作る。日頸部はこの段階で成形さ

れるか,体部叩き後に接合されるか明らかではない。②体部を叩き成形する。ロロき目は緩

やかながら「ロロき締めの円弧」をなし,製作者の姿勢が一定であることを示す。恐らくロ

クロ板上で作業が行われたのであろう。③体部内面を横ハケ (板ナデ)調整する。体部外

面の叩き目は,A類ではそのまま残されることが多いが,C類では板状工具でナデ消され

ることもしばしばである。④ 口頸部に回転ナデ調整を施す。AI類ではこの時頸部を強 く

ナデることで,相対的な口縁部の肥厚を作 り出す。⑤底部外縁を削 り状にナデ (稀に縦ハ

ケ)調整 し,ロ クロから外す。小型品の中には,その後底部外面に叩きが施されるものも

ある。
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2.焼成技術

(1)窯体構造

小規模な窯による生産が国分寺楠井遺跡の特徴であることは,改めて述べるまでもない

が,その技術的な特徴を明確にするためには,ま ず検出した窯跡の構造的な復元を行い ,

それを各地の事例と比較することが必要である。以下でこの作業を行 う。

[構造の復元 ]

1号窯跡

周辺の地形には,人為的な削平や自然の浸食などの著 しい改変の痕跡がなく,検出した

面が後世に特に顕著な削平を被っているとは考えられない。したがって,残存 していた壁

面高が本来の高さに近いものであったと推測でき,焼成部壁面高は最大でも0.7～ 0。 8m程

度であったと想定できる。焼成部上半に円筒形に突出した壁体が存在 したことも考えられ

るが,窯体内に遺存 していた崩落窯壁はごく少量であり,存在 しなかった可能性が高い。

このことは同様にして,恒常的な天丼部の存在にも否定的な所見をもたらす。木野や伏見

(京都市)の現存窯での報告や御厩 (高松市)での聞き取 り(6)に よれば,同様な円筒形の

窯は天丼部が開放されてお り,そ こから製品の出し入れを行い,焼成時に仮設的な覆いを

するという。このことも踏まえると,やは り1号窯跡には天丼部が存在せず,ま た窯壁の

被熱が赤色酸化層を形成することから,焼成時の覆いも密閉状態には至らない簡易なもの

であったと想定するのが最も妥当であろう。

焼成部内に火格子 (ロ ス トル)な どの施設は存在 したのだろうか。窯壁には火格子を付

設したような痕跡は認められない。また,後述するような火格子の存在によって生 じる床

面被熱も観察できず,む しろ床面に被熱層を形成せずに側壁上方ほど被熱が顕著である状

況は,烙の流れを規制するような遮蔽物が存在 しなかったことを示す。 これ らのことか

ら,火格子は存在せずに製品を床面に直接置いたと判断してよい。その場合,床面の溝は

排水溝 としての機能の他に,焚口床面の段差などを考えると,体 (ロ ス トル)と しての役

割も果 した可能性がある。

次に焚口 (燃焼部)の構造である。焚口床面は,特に第 1次床面では明瞭な段差をもっ

ているが,こ れは自然状態では上昇傾向にある烙の流れを効率的に捉えて,なるべ く下方

から製品に焔が当たることを意図した工夫とみられる。これと関連して焚口天丼部の位置

(高 さ)も烙の流れに影響を与えるが,側壁の石組みの状況などからさほど高い位置に
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あったとは考えられない。

窯体の構築方法についても触れておきたい。窯体は大半が斜面を掘 り込んで構築 してい

るが,焼成部前面上半や焚 口天丼部などは粘土を塗 り込んで成形されていたと考えられる。

同様な構築方法は徳島県神宮寺遺跡でも指摘でき,岡山県沖の店遺跡のように全てを地山

掘 り抜きで形成するのとは若干異なる。それは基盤層の強度とも関係するだろ うが, トン

ネル式に掘 り抜 くよりも窯体前面を粘上で構築する方が容易であったのだろう。 1号窯跡

に先行する 3号窯跡が同様な形態をもちながら,既に地上化を達成 していたとみられるこ

とを考慮するならば,こ のことはより明瞭になる。

2号窯跡

報告したような検出状況から窯体構造を復元するのは,かな り困難である。 ここで確認

しておきたいのは,窯体が整地層の頂部に構築されていること,掘 り方や窯壁中に礫が使

用されていること,崩落窯壁に径10cm程度の芯棒の痕跡がみられること,ま た壁面が強 く

被熱 して青灰色還元層を形成 していること,の 4点である。

窯体が整地層頂部に築かれていることは,こ の窯の大半が地上に突出していたことを推

測させる。このことは,わずか0。 36mしか残存 していない窯体高では,強 く還元して焼け

締まった壁面を形成するだけの高温が得られないとみられることからも′首肯できる。

窯体掘 り方内の石組みには,角礫を 3段積んで上 2段が地上に突出 している部分があ

り,本来は地表面 よりも高 く積まれていたことを窺わせる。窯壁は上端で外開きに延びて

いるが,石組みはこの窯体立ち上が りの延長部に接 して積まれていることになる。 した

がって,崩壊 して現状をとどめない窯体上半部は,地上に突出した石組みと窯壁中の芯棒

によって裏込め・補強されたような形態をとることが想像されるのである。

ところで窯壁の被熱状況から,窯体は焼成の最終段階で完全に密閉されたことがわかる

が,出上した括鉢の焼成状況からみても低火度還元烙による瓦質の焼成が行われたのでは

なく,通常の須恵質焼成の可能な高火度還元烙焼成が行われたと判断できる。この点を重

視すると,窯内の製品に効率的に高い温度の烙が当たるような施設 (火格子)の存在が

あったとみるべきである。窯壁中に塗 り込められ,窯内に露出した石材を,火格子の痕跡

とみることはできないだろうか。 2号窯跡の構造については,各地の事例との比較作業の

中で,再び取 り上げることとしたい。

3号窯跡

検出窯跡の中で最も遺存状況の悪いものであるが,形態的に 1号窯跡との類似点が多い
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ことから,その対比によって復元は可能である。すなわち傾斜した床面をもち,焼成部床

面の中央 と壁面沿いに満をもつことは, 1号窯跡と全 く同じであり,基本的な形態につい

ては同様な状況にあったといえる。その一方で,削平を被っているとはいえ周囲の地形か

ら地下・半地下式をとるとは考え難 く,周 囲に礫を伴 う掘 り方をもつことから,半地上ない

し地上式の窯体が想定できる。つまり2号窯跡同様′窯体の大半を粘上によって構築 してい

るとみられるのである。また焚 口と焼成部との間に,1号窯跡ほどの明瞭な段差を伴わない。

[西 日本各地の事例との比較]

楠井 1～ 3号窯跡 との関連で注 目されるのは,いわゆる「煙管状窯」 と呼称 される小型

窯の一群である。このタイプの窯は,兵庫県明石市魚住38号窯跡の調査で確認 され,命名

されたものである (7)。 しかしその構造上の特徴については「直焔式の平窯である」 とい

う,やや曖床な規定がみられるのにとどまってお り,以後 ,構造的な特徴が整理されない

ままにこの用語が独 り歩きしている感がある。その後各地で類例が増加したが,焼成方法

も含めた構造上の差異ないし同一性が積極的に議論されることはなかった。したがって ,

形態的には魚住38号窯跡と同じ「円錐台形の焼成室と焚き口」をもつ一群の中に,焼成方

法上の差異 (つ まりどこで燃料を燃やし,ど こに製品を詰めるのか)が存在するのか否

か,と いう点については必ず しも明確化されているわけではない。

最近 ,森隆氏は西 日本における中世土器窯の構造を検討 している鯉2が
,「煙管状窯」2

多 くに「間仕切 り」 (火格子)を もたない構造を想定する一方 ,「間仕切 り」をもつ木野の

現存窯を「煙管状窯」とは別形態の窯 としている。森氏の分類案は,窯体の構築方法に基

づ く形態の差異に重点を置き,同時に焼成器種 (土師器 0瓦器・須恵器)の違いと窯体構

造とに整合性をもたせようとする点で意欲的ではあるが,焼成方法の差異が分類案とは必

ずしも一致 していない。

窯体の形態と焼成器種とを切 り離 して,構造上の特徴を検討 しておこう。魚住38号窯跡

は窯体中位に「間仕切 り」と呼称される火格子 (ロ ス トル)を設け,下方から吹き上げる

烙を 「間仕切 り」上の窯詰め製品に当てるように してい る。 これはイギ リスな どで

up―draught kiln(垂直焔式窯)と 呼称される構造の一種である (8)。 火格子は灰や烙を直接

製品に当てずに,製品の被熱を均一にするための工夫とする意見がある (9)が ,反面 ,窯体

各部で最も破損し易い部位である。魚住38号窯跡の「間仕切 り」材 (花聞岩角礫)を実見

したところ,高熱のため下面 (すなわち燃焼部側)が一部融解 していた。このため,国外

各地の垂直烙式窯に普遍的で,国内でも伊丹郷町遺跡第93次調査焙烙窯
(10)で みられる粘
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ところで窯体構造,特に窯内施設   _

の存在は,焼成方法とともに窯体内

の焔の流れに影響を与え,結果とし

て被熱箇所と被熱の強弱に反映する。

したがって,魚住38号窯跡の被熱状

況に特徴があれば,他の事例も「間

仕切 り」の有無にかかわらず魚住38

号窯跡との構造上の異同がある程度

土製の「間仕切 り」の場合には,最

も亀裂などの破損が著しい箇所とい

える。したがって,頻繁な補修の対

象となったことは間違いなく,ま た

製品搬出や燃料の掻き出しによる窯

の破損を考えると,本来「間仕切

り」が存在 していても,それが良好

なかたちで遺存することは稀であろ

う。

0                 1m

第267図 木野愛宕神社の現存窯

判断できるはずである。

そこで改めて魚住38号窯跡の被熱状況について,報告書から検討してみ よう。「間仕切

り」を除いた窯体各部で最も被熱が顕著なのは,「間仕切 り」上方の壁面であ り,次 いで

「間仕切 り」下方の壁面 ,さ らに床面の順になっている。いずれも表面には青灰色還元層

が形成されてお り,製品の焼成 (須恵器椀・皿)と よく一致する。問題になるのは,「間仕

切 り」直下の床面が顕著に被熱 している点である。 もしここで燃料を燃や したのであれ

ば,大量に生 じる灰・炭によって床面は間接的な被熱とな り,報告されたような状況には

ならないのではなかろうか。また平面図をみると,開 口した焚 日のかな り手前 (前庭部

側)の側壁上半部と天丼部が被熱してお り,その直下付近から前庭部にかけて灰が堆積 し

ている。 これらのことから,主に燃料を燃や した部分は「間仕切 り」直下ではな く,よ り

手前の「焚口」と報告されている部分である可能性が高いといえる。「間仕切 り」直下の床

面が焼けているのは,「間仕切 り」の輻射熱と窯体密閉時の還元雰囲気が直接的に床面に

影響を与えたためだと理解できる。

≡iチτ
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第268図 魚住38号窯跡

魚住38号窯跡と同様な被熱状況を示す事例としては,一升水遺跡 2号窯跡
(11)(福

岡

県),沖の店遺跡
(12)(岡 山県)′ 緑ケ丘落矢ケ谷 8号窯跡

(13).魚
住40号窯跡

(14)P木器

4号窯跡
(15).神 出宮ノ裏 4号窯跡

(16).伊丹郷町遺跡焙烙窯 (兵庫県),西村遺跡西村

北地区SFl(17)(香 川県)な どがある。この他′窯体の被熱状況が報告されていないも

のの,側壁の立ち上が りから「間仕切 り」の存在が想定 されるものとして,屏賀坂遺跡

(福岡県)(11)な どがある。また,神宮寺遺跡 (徳島県板野郡上板町)SK-1040(19)

は窯体中位の「粘土帯」に顕著な被熱が認められるといい ,こ の「粘土帯」が粘土製の
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「間仕切 り」の痕跡である可能性もある。

被熱状況によって一応 「間仕切 り」 (火

格子)の存在が想定できるこれらの一群

に限定 して「煙管状窯」 とい う呼称を用

いたい。これらは立地と窯体構築方法に

よって,傾斜面に作られた半地下式 もし

くは地下式のもの (a類)と ,平地に作

られ窯体の大半を粘土で構築する地上式

・半地上式のもの (b類)と に分類可能

である (第 128表)。 a類は前庭部から燃第269図 神宮寺遺跡SK-1040

焼部にかけて床面が上が り気味に傾斜するものが多 く,b類は床面がフラットか下が り気

味に傾斜する。名称はともか く,木野の現存窯は「煙管状窯」 b類 として捉えられる。

「煙管状窯」を上記のように捉えるならば,国分寺楠井遺跡で検出した窯体をこの範疇

に含めることはできるだろうか。

1・ 3号窯跡は,一見したところ煙管状窯 a類に近い形態と立地をもっているが,既に

みたように火格子の存在は想定できず′床面に直接製品を置いていたと考えられる。特に

1号窯跡第 1次床面では,焚 口と焼成部との間に段差を設けて烙の流れを効率的に捉えよ

うとしているが,小型窯におけるこのような構造はむしろ′瓦窯に近いものである。

かかる観点から注 目されるのが,香川県三豊郡高瀬町のニノ宮瓦窯跡 (大水上神社瓦窯

跡)である (20)。 ここでは通常の小型有林平窯 (2号窯跡)に隣接して,円筒形に近い焼

成部をもつ小型窯 (1号窯跡)力 存`在する。 1号窯跡は焼成部床面に林 (ロ ス トル)を も

つが,通常のものとは異な り葉脈状の平面形を呈してお り,高 さも低い。しかも燃焼部と

焼成部との間に隔壁が認められない (第270図 )。 このような変形したロス トルや床面の段

差で効率的な烙の流れを意図する点は,楠井の 104号窯跡に近似しているといえよう。

ニノ宮 1号窯跡の操業時期は,出上 した瓦から平安時代後期ないし鎌倉時代と考えられ ,

国分寺楠井遺跡 より時期的に先行することは明らかである。一方′讃岐国内における土器

生産での煙管状窯の採用は,十瓶山窯跡群の窯場である西村遺跡で12世紀後半にまで遡る。

ニノ宮 1号窯跡は,十瓶山窯における煙管状窯の影響を受け,有体平窯を改良した構造を

もつと評価できるのではなかろうか。現状では,ニ ノ宮瓦窯跡のような特定寺社に付属し

た閉鎖的な小規模生産と,土器生産との関わ りは明らかではない。しかしニノ宮 2号窯跡
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遺 跡 名 所 在 地 規模 (m) 窯壁 熱成器種 質型 年 代

一升水遺跡 1号窯跡 福岡県北九州市小倉南区湯川 2.35× 1.3× 0。 7 酸化 土師質小皿・杯 14c ?

一升水遺跡 2号窯跡 2.3× 1.2× 0。 7 還 元 瓦質括鉢ほか 14c ?

屏賀坂遺跡 福岡県北九州市小倉北区金鶏町 2.1× 0.75× 0。 5 土師質椀・鍋 1l c後

沖の店遺跡 岡山県浅口郡鴨方町 1.3× 0.9× 0.5 酸 化 土師質椀・小皿 12c中

三蔵畑遺跡 〃 赤磐郡山陽町 1.1× 0。 7× 0.4 還 元 土師質鍋・竃 12c末

緑ケ丘落矢ケ谷 8号窯跡 兵庫県相生市那波 ×  ×0.7 量元 ? 須恵質椀・皿

溝谷 3号 ″  ″ 若狭野町 ×1.0× 量元 ? 須恵質椀・鉢

魚住38号窯跡 〃 明石市魚住町中尾 4.0× 0。 6× 0.5 還 元 須恵質椀 。皿 12c初

魚住40号窯跡 1.3×   × 酸化 土師質羽釜 12c後

木器 4号窯跡 〃 三田市下槻瀬字灰ブ 1.4× 0.6× 酸化 土師質槻・皿 12c ?

神出宮ノ裏 4号窯跡 ″ 神戸市西区神出町 0.8× 0.5× 0.5 ? 須恵質椀

伊丹郷野遺跡 (第 93次 ) ″ 伊丹市 2.3× 0。 8XO.5 酸化 土師質焙烙 18c末

西村遺跡西村北 SFl 香川県綾歌郡綾南町陶 1.3× 0.5× 0.35 酸化
土師質 (軟質の

須恵質)椀
12c後

神官寺遺跡SK-1040 徳島県板野郡上板町 1.1× 0.6× 0.35 酸化 土師質椀・皿 13c後

規模は,全長×焼成部上端径×焼成部床面径の大まかな数値

第133表  「煙管状窯」地名表
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第270図  ニノ宮 1号窯跡

では,瓦の他に土師器杯・皿・経筒 (?)や

硯を生産 していたようであり,ま た瓦の製作

技法も十瓶山窯系とみられることから,小規

模な瓦屋といえども周囲の土器生産 と無縁で

はあり得なかったことが窺える。 1・ 3号窯

跡の構造は,地域内における土器 0瓦生産地

の技術交流を前提としているといえよう。

一方,2号窯跡にみられるような構造の窯

については,森氏も指摘するように三蔵畑遺

跡 (岡 山県赤磐郡山陽町)(21)検 出の上師器

窯との関わ りが注意される。この窯跡は,構

築にあたって花商岩の割石を窯体 よりも若干

大きく組み,その内側に粘土を塗 り込んで窯

壁を形成する点で,2号窯跡と共通する。ま

た被熱状況においても,焼成部壁面が顕著に

被熱してガラス状を呈するのにもかかわらず

床面の被熱が弱いことも共通 している。

両者ともに窯体の被熱状況は火格子の存

在に否定的な要素であるが,いずれも窯

体前面に燃焼部にあたる窯室がない。 し

たがって考えられるのは,平井遺跡 (大

阪府堺市)や小部遺跡 (大分県宇佐市)

で検出された瓦器窯
(22)の ように,窯体

の開口部付近で燃料を燃やす ような操業

形態である。あるいは窯体床面で直接燃

料を燃やし,その直上に火格子を設定す

るために,灰の堆積によって床面が被熱

しなかったとも考えられる。判断が難 し

いが,製品が瓦器椀よりも大きな括鉢な

どであり,同一面では燃焼部の確保が困

ａ
％

　
夏

O       lm

―

第271図  三蔵畑遺跡土師器窯
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難である。また背後の石組みが窯体を地上に突出させるための補強であるならば,窯体上

半を単室の ドームのような単純な構造とは考え難い。以上から後者の可能性 ,すなわち燃

焼部を焼成部の前面ではなく直下にもつ煙管状窯の一形態としての可能性を考えておきた

い。この想定が妥当であれば, 2号窯跡は煙管状窯の地上化への傾斜をさらに強めた形態

(c類)と して捉えることもできるが,その当否は今後の類例の増加を待ちたい。

なお,掘 り方内に石組みを組んでその内側に粘土を塗 り込むという,2号窯跡の構築方

法は,炭窯の構築方法とよく似ている。このことから,築窯技術が炭窯 との関わ りをもつ

ことも考えられる。

まとめると楠井における窯の 2形態は,煙管状窯と瓦窯との折衷構造として捉えられる

もの (1・ 3号窯跡)と ,煙管状窯の一形態として捉えられる可能性をもつもの (2号窯

跡)であることがわかった。いずれも普遍的にみられる煙管状窯とはやや構造を異にして

お り,その出現には複数の生産地の技術交流を前提としていることが考えられる。

(2)窯詰め方法

今回の調査では,具体的に窯詰め状態を示す資料を得ることはできなかった。しかし窯

体規模と製品の大きさ,あるいは製品の被熱状況から,ある程度の類推は可能である。

まず ,各器種の詰め方であるが,括鉢は口縁部外面が顕著に還元した り,炭素の吸着が

みられる場合がある。これは,日縁部のみ窯内の還元雰囲気に直接接していたことを窺わ

せ,重ね焼きが行われたことを示す。これは狭小な窯内容積を有効に使 う,と いう観点か

らみれば最も効率的な方法といえよう。足釜は窯詰め方法を示す資料に恵まれないが,脚

部の位置を少 しずつずらせば重ねることができる。また鍋についても,外反する口縁部と

外傾気味の体部をもつので,重ね焼きは可能である。

「

方甕はぉ重ね焼きできない。また検出されたような小型窯ではせいぜい 1～ 2個体程

度 しか焼成できないため,別の大型窯で焼成された可能性を否定できない。御厩では土師

質の井筒や甕を「大窯」と呼ばれる直径 3間程度の円筒形の窯で焼成 していたという。ま

た,同 じく現存土器生産地の大原 (岡 山県浅口郡里庄町)(24)では,煙管状窯 と同様の円

筒形の窯に大小 2形態が存在するようである。これらは,同 じ構造の窯の規模によって ,

製品の焼き分けが行われていたことを示してお り,参考になる。

窯道具は検出されていないが,土器溜 り103で二次的に被熱し,破損面も還元した足

釜脚部や口縁部片などが出上している。これらは還元烙焼成を行 う時に,簡単な焼き台と
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して転用されたものと考えられる。御厩では焙烙全体を燻すために,重ねた焙烙の口縁部

に土器片を挟んで隙間を作るが,楠井でも括鉢の焼成にあたってこれらの上器片を挟むこ

とで,還元烙焼成を行っていたのかもしれない。また, 1号窯跡では焼成部床面に甕口縁

部が遺存 していたが,これも製品を安定させるための焼き台であった可能性がある。

焼成 1回分の窯詰め量について, 1号窯跡で試算してみよう。足釜は脚部を含めた平均

的な直径が35cm程度であるので,床面には 4個体並べることができる。また体部高は10～

15cm程度であるので,推定焼成部高 (最大0。 7～ 0。 8m)から 5～ 8段重ねることができる。

したがって, 1回の窯詰め量は20～ 32個体程度であったとみられる。また,括鉢について

は口径30cm前後のものが多いため,床面に 5個体並べることができる。体部高は12～ 13cm

前後であり,底部の厚さ (1.5～ 2.Ocm)を 考えると35～ 40個体を重ねることが可能である。

このことから, 1回の最大窯詰め量は175～ 200個体程度に試算される。これは,窯を使用

しない民族例からみても,かな り少ない生産量であり,こ のことは同時に楠井における操

業形態を規定する要素となる。

③ 焼成

検出した窯体の被熱状況から, 103号窯跡では酸化烙焼成が,2号窯跡では還元烙焼

成が行われたことがわかる。

一方遺物の焼成状況をみると,足釜と甕は窯道具転用かとみられるもの以外は,例外な

く土師質焼成である。また鍋も鉄鍋模倣のBI類が瓦質焼成である以外は,上師質焼成で

占められる。ところが,括鉢は同一形態 0同一手法のものでも,須恵質・瓦質・土師質の

3者が認められる。もっとも非常に堅緻な須恵質は少なく,やや軟質気味の須恵質が多い

ことから,瓦質主体としてもよいかもしれない。

括鉢にみられる焼成の不安定な状況は,小型窯における焼成技術の不安定な要素を示す

ともみられるが,単なる失敗品として上師質製品を捉えるとすれば,その量があまりに多

く異例の損耗率となる。これは,先述 した 1回の生産量から考えても,不自然である。実

際の消費地資料においても 3者が一定量存在するのであり,流通段階でも製品の焼き上が

りによる選別が行われなかったことを推測させる。

このことに留意して各窯の製品をみると, 3号窯跡窯体内出上の括鉢AⅡ 類 と,こ の窯

の操業に関わるとみられる土器溜 り203の括鉢AⅡ 類には,上師質焼成品が圧倒的に多

いことが看取できる。 3号窯跡は窯壁が酸化 してお り,製品の焼成と概ね一致することか
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ら,当初か ら酸化烙焼成 を意図 した生産が行われた可能性がある。

これを よ り明確 にす るためには ,消費地資料 の厳密な検討 の蓄積が必要 であ るが ,製品

の品質に強い規制 が働かないか ,消費状態を考慮 した意図的な焼 き分けのいず れかが ,生

産地の体制 として存在 した ことが想定できるのである。
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第 2節 楠井産土器の編年

1.出土遺物の一括性

第 3章第 3節や第 4節 2において詳述 したように,各窯跡では窯体内あるいは灰原に生

産時の遺物が遺存 していたものの,その量は概 して少なく,全体の形状を窺わせる資料は

さらに少なかった。これに対して 3箇所の上器溜 りでは,極めて多量の遺物を得ることが

できたが,その反面 ,窯の整地作業に伴 う攪拌や′工人の使用・廃棄に よる集積などに

よらて,限られた一時期の遺物としての提示が困難な状況にあった。楠井産土器の編年作

業を行 うためには,ま ずこれらの遺構や層位の埋没・堆積状況を整理し,その上でどの資

料がより信頼度の高い一括性を有 しているのか,検討する必要がある。

まず各窯跡であるが, 1号窯跡では窯体内の下位に遺物が集中し,埋土上位にはわずか

な細片 しか認められなかった。窯体内埋土は,周囲の基盤層とよく似た花闇岩の風化上で

あることを考えると,廃窯後さほど時間を経ずに一気に埋没 したことが考えられる。また

2号窯跡では,窯体内に堆積 していたのは大半が窯壁片であり,遺物はその間に混在 して

いた。窯体が地上式の窯であると推定されることから,廃窯後の崩落は早い段階で起こっ

ていたとみるのが妥当であろう。このように 1・ 2号窯跡では,廃窯後に土器型式を超え

るほどの長い期間,窯体がオープンな状態にあったとは考えられない。先行する型式の上

器が混入する可能性はある (特に 2号窯跡では)が , 102号窯跡では窯体内遺存の遺物

を操業期のものと判断してよい。

これに対 して,3号窯跡ではやや事情が異なる。何故なら,3号窯跡は廃窯後に 2号窯

跡構築に伴 う整地を被っているからである。窯体が基底部のみ遺存していたことは,整地

による削平がかな り顕著であったことを窺わせる。したがって,窯体内や灰原出上の遺物

にもこの時の遺物が混入する可能性は十分にあり,こ のことを念頭に置いて資料をみなけ

ればならないであろう。

次いで土器溜 りについて,検討する。操業に伴 う失敗品や工人の使用した土器が集積 し

たとみられる土器溜 りは,自然地形の斜面上に無造作に投棄されているために,全体が埋

没するまで常にオープンな状態にあったといえ,こ の点が窯体内とは大きく異なる。こと

に土器溜 り3は ,2号窯跡窯体構築面に堆積 しており,3号窯跡操業時と整地時,さ らに

2号窯跡操業時や廃窯後の遺物が混在 している可能性を考えなければならない。また土器
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溜 り2は ,比較的限定された範囲に大型の破片が集積 してお り,土器溜 り3に比較すれば

短期間の堆積としてよいであろう。しかし多 くは操業に伴 う廃棄遺物ではな く,下方の平

坦部で工人が使用したものが投棄されたとみられるため,2号窯跡操業期にまで至る時期

の遺物が混入する可能性が全 くないとはいえない。

土器溜 り1は ,斜面から谷底に流れ込んだとみられる転石を含む土層 (第 Ⅱ層)を間層

として,第 Ia層 と第Ⅲ層が比較的容易に分離できる。このことは大局的な遺物の先後関

係の把握に,重要な知見をもたらすといえる。また第 Ia層では東南側から一括 して投棄

された状況にある土器群があり,二次的な移動とは考えられない堆積状況を示す。ただし

ここでも,第 Ⅱ層が上下層を完全に分離 しているわけではない。また転石が小規模な土石

流のような急激な堆積を示すのであれば,第 Ⅲ層の上面が攪乱され,その時に新 しい遺物

が混入する可能性がある。また,第 Ia層の遺物がコンテナ70箱 という膨大な量であるこ

とにも留意 しなければならない。土師質足釜や鍋 0甕でこのような多量の投棄がみられる

のは,それらの中に使用されたものがあるとしても,失敗の少ない低温酸化烙焼成品とし

ては異例の損耗率である。このことは,投棄が長期間にわたって行われたことを示唆する

のではないだろうか。

このように,上器溜 り3は まとまった時期の所産とみなすことは困難であり,上器溜 り

2も 大半は短期間に堆積 したとみられるが,新しい遺物の混入を念頭に置 く必要がある。

また,土器溜 り1では間層を介して第Ⅲ層と第 la層が分離できるが,間層堆積時に表面

の攪乱で新 しい遺物が第Ⅲ層に混入することも考えられる。また第 Ia層の堆積期間の間

題もある。

まとめると,一括性のかな り高い資料には, 102号窯跡窯体内出土遺物がある。また

これにかな り近いものに,土器溜 り1第 Ⅲ層 ,土器溜 り2出土資料を挙げることができよ

う。一方,3号窯跡窯体内・灰原出土遺物や土器溜 り第 Ia層 出土遺物 ,土器溜 り3出土

遺物は,他の遺構・層位の所見を踏まえて資料操作する必要があるといえる。

2.遺構・層位と型式の対応関係

次に各遺構・層位における,主要 4器種 (括鉢・足釜・鍋・甕)の各型式の量的な出現

頻度について,検討したい。本来ならば破片数や口縁部計測,あるいは個体識別によって

より厳密なデータの提示が必要であり,筆者もそれを企図していたが,時間が超過 し,果

せなかった。そこで甚だ感覚的な表示ではあるが,こ こでは遺物量について 5段階の表示

―-357-



を試みた。すなわち,多数 (◎)・ 相当数 (○)0少数 (△)・ 僅少 (+),そ して無 (表

示なし)である。この方法で第134表を作成 した結果 ,型式の組合せや量から I～ Ⅵ群の識

別ができた。

I群は土器溜 り1の第Ⅲ層出土遺物である。足釜AI類 OBI類 ,鍋AI類の 3器種を

主体として,こ れにごく少量の括鉢AⅣ 類や足釜BⅢ ・Ⅳ類が認められる。主体的な 3器

種はハケロの多用という点で共通 している。また括鉢AⅣ 類は,暫定的にこの型式に分類

したが,やや異質な口縁部形態をもつことは,既に述べた。少量の足釜 BⅢ ・Ⅳ類は,煮

沸器種にみられる技法の共通性が指摘できず,第 la層と同一の様相をもっていた。この

ことから,足釜BⅢ OⅣ 類は間層堆積時もしくは調査時に第 Ia層から混入 した可能性が

高い。

Ⅱ群は土器溜 り1の第 Ⅱ層出土遺物である。既に述べたように第 Ⅱ層は転石を含み,一

気に堆積 したとみられる層位であって,遺物の包含量は多 くない。遺物は括鉢AI～ Ⅳ類

と足釜AⅡ ・BⅡ ～Ⅳ類 ,鍋BⅢ 類′甕AI・ Ⅱ類などからなる。全体的に資料数が少な

いが,特徴的なのは括鉢AI類や足釜AⅡ 類′甕AI類などを含んでいることであ り,特

に足釜AⅡ 類の存在は他の遺構 0包含層ではE-5区 包含層でわずかに指摘できるのみで

第134表 楠井産土器主要器種の遺構 0層位別型式対応表

群 出土遺構 0層位

橘   鉢 足  釜 鍋 甕

AⅢ AⅣ AⅡ BⅢ BⅣ AⅢ BⅢ BⅣ B C

I 土器溜り1第Ⅲ層 △ ◎ ◎ + + ◎

土器溜り1第Ⅱ層 △ △ △ + + ○ ○ + + △ +

Ⅲ

3号窯跡 関連遺構 △ △ + + △ +

土器溜り2 ◎ + + + ◎ |◎ + ◎ + ◎ ◎ + ◎

Ⅳ 1号窯跡 窯体内 + △ △ |○ ○ + ○

V

土器溜り3 〇 ◎ △ + 十 + △ |◎ |◎ + ◎ + + ◎ ○ △ + ○ ○ △

土器溜り1第 Ia層 ○ ◎ ◎ ○ + + △ ◎ |◎ 十 + + ○ △ + ○ ○ +

E-5区包含層 △ ○ ◎ + + ◎ ◎ + + + + + △ △ 十 Э △ 十

Ⅵ 2号窯 窯体内 + + + + △ + 十 +

◎多数 ○相当数 △少数 +僅少
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ある。

Ⅲ群は, 3号窯跡窯体内 0灰原 OSD01や ,上器溜 り2の出土遺物である。両者に共

通するのは,括鉢におけるAⅡ 類の卓越や足釜BЩ OⅣ 類の多いこと,ま た鍋BIや甕B

類がみられることである。甕B類は,AI類 とB類 との中間的な口縁部形態であり,頸部

の短い土器溜 り3出土資料とは若千異なる。土器溜 り2における足釜BI・ Ⅱ類や鍋AI

類は細片が多 く,大きな破片が多いBⅢ ・Ⅳ類 ,鍋AI類とは異ならていることから,本

来伴わない先行的な型式と理解される。また 3号窯跡灰原における足釜 C類は,極めて細

かい破片であ り,窯の操業に伴わないものである可能性が高い。

Ⅳ群は 1号窯跡窯体内出土遺物である。括鉢AⅢ 類や足釜BⅣ 類′甕AⅡ 類の多いこと

は,Ⅲ 群にみられない特徴である。甕AⅢ 類では,頸部が短 く外面を強 く横ナデすること

で相対的な口縁部の肥厚を作出しているものが多い。

V群には,土器溜 り1第 Ia層や土器溜 り3,さ らにE-5区 包含層の出土遺物がある。

いずれも型式のバ リエーションが最も多いが,同時に信頼に足る一括性に乏 しい資料ばか

りであることにも留意しなければならないであろう。つまり上記 I～ Ⅳ群とは異な り,一

定度の時期幅を想定しておく必要があるのである。 Ⅲ群とⅣ群では明瞭に区別できた括鉢

AⅡ 類とAⅢ 類が混在することも,こ の点を強 く示すものである。またその他の器種の比

較から,V群はⅢ群とⅣ群の混在形態であることが窺える。次に述べるⅥ群の要素さえ認

められる点は,さ らにⅥ群の時期にまで及ぶことをよく示している。

Ⅵ群は 2号窯跡窯体内出土遺物を挙げ得る。資料数は少ないが,括鉢B類 と足釜 C類を

主体とする点に特徴がよく表れている。

さて,これらの群の先後関係はどのように捉えられるであろうか。この点については ,

まず土器溜 り1が重要な検討材料を提供する。上記したように,各層に若干の混入が想定

できるが,第 Ⅲ層→第 Ⅱ層→第 Ia層 という序列は動かせないのであり, I群→ Ⅱ群→Ⅲ

・Ⅳ群という先後関係が指摘できる。また,203号 窯跡の重複関係も俎上に乗せること

ができる。すなわち,整地層の存在によって 3号窯跡→ 2号窯跡という序列は明らかであ

り,Ⅲ 群→Ⅵ群という変化が追えるのである。したがって,混在形態であるV群を除外す

るならば, I群から順を追ってⅥ群に至る変遷過程が想定できるのである。
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3.楠井第 I～ Ⅲ期の設定

(1)時期設定

上述 してきた I～ Ⅵ群の中から,本来それぞれの群別に属さないとみられる器種・型式

を除外 した結果,V群をⅢ群とⅣ群とに細別することで, 5つの段階に整理できることが

考えられるに至った。

ところでこの 5段階は,全てが同様な質的変化を伴っているのではなく,い くつかの大

きな変化と小さな変化とに分けられよう。すなわち I群 とⅡ群の間,Ⅳ 群とⅥ群との間に

器種構成上の大きな変化が認められ,I・ Ⅲ・Ⅳ群の間の変化は器種構成上の変動を伴わ

ない。そこで器種構成上の変化を画期と捉えた上で,イ レギュラーな存在の遺物 (混入・

取 り上げ時の混乱)を除外 した各群別を 3つの時期 (大区分)と 3つの段階 (小区分)に

編成 し直した (第 135表・第272図 )。

これにより,第 I期はほとんど足釜・鍋のみに限定された器種構成をとり,第 Ⅱ期には

これに括鉢と甕が加わる時期ということができる。また第Ⅲ期は甕が再び欠落する時期と

いえるのである。

(2)第 I期

若干の混入品を除いて,ほぼまとまった資料とみなすことができる I群 (土器溜 り1第

Ⅲ層)か ら設定した。

[器種構成]

足釜AI類 OBI類と鍋AI類を主体とし,少量の捏鉢・羽釜・壷なども存在する。こ

◎多数 ○相当数 △少数 十僅少

第135表 楠井第 I～ Ⅲ段階の設定と器種の消長

時   期

橘  鉢 足 釜 鍋 甕
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の他に括鉢AⅣ 類も当該期の可能性があるが,既に述べたように括鉢AⅣ 類とAⅢ 類との

中間的なやや特異な形態をもつものであり,その位置付けについては,今後の類例の増加

を待ちたい。

[各器種の特徴コ

足釜 相対的に鍔部が口縁部よりも長いAI類 と,日縁部が長 く立ち上がるBI類の 2

形態が存在する。接合痕の観察などにより,前者は口縁 2技法 (鍔部屈折法)が多 く,後

者は口縁 1技法 (鍔部接合法)が多いようである。形態差を超えて両者に共通するのは ,

ハケロ調整の顕著な多用であり,体部内外面のみならず鍔部端面も横ハケによって調整さ

れる。底部には格子叩き目が施されてお り,BI類 では底部から体部下半にまで及んでい

る。AI類の叩きの範囲はやや狭 く,底部に限定される傾向にある。

鍋 口縁部が水平方向に強 く外反 し,直立する日縁部端面をもつAI類で占められる。

端面には横ハケ調整が行われ,ま た体部外面や口縁部内面にもハケロが丁寧に施されてお

り,足釜同様ハケロの多用が指摘できる。底部外面には格子叩き目がみられる。

その他 土師質捏鉢は口縁部が遺存 していないが,器壁が薄 く底径も小さい。土師質羽

釜は足釜AIと 同様な口縁・鍔部形態をもつが,体部が直線的に外傾 しており,羽釜本来

の機能を十分に果せるものである。また土師質壷では,短 く外反する口頸部内面に鍔状の

突帯が巡る。蓋受けか。

(3)第 Ⅱ期第 1段階

出土遺物の中で最も一括性に乏しいⅡ群 (土器溜 り1第 Ⅱ層)と ,V群で卸 し目原体を

共有しない括鉢や口縁部の長い足釜の存在から,わずかにその存在が想定できる段階であ

る。各型式の共伴については,将来的に消費地資料の充実などによって,訂正・補完され

る可能性がある。

[器種構成]

括鉢AI類 ′足釜AⅡ 類・BI類 ,鍋 AⅡ 類,甕 C類などで構成される。 Ⅱ群では括鉢

AI類の存在はあまり多 くないが,土器溜 り1第 Ia層の括鉢AI類において,他型式と

の原体の共有がほとんど認められず,ま た技法的にもAⅡ ・Ⅲ類の近縁さとは対照的な様

相をもっていた。この点を重視 して,括鉢AI類を括鉢AⅡ ・Ⅲ類に先行する段階の所産

と判断した。またやや不分明ながら甕が出現 していた可能性があることも注意される。

[各器種の特徴]
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摺鉢 括鉢AI類には,日縁部端面に横ハケを施 したもの (AI-1類 )と ,日縁部を

回転ナデ調整 し,体部に先行 した縦ハケがみられるもの (AI-2類 )があるが,いずれ

もハケロを多用 している点に特徴がある。横ハケは回転を利用 しない。卸し目原体の幅は

広 く,1.5～ 2.lcmを計るものが大半であり,条数も 5～ 8条である。なお,焼成は典型的

な瓦質に乏しく,須恵質次いで土師質が目立つ。

足釜 足釜AⅡ 類は量的に極めて少なく,器種構成の主体をなさない。AI類に比して

鍔部の突出が短 く,ま た下方に伸びるようになる。依然口縁部や体部にハケロを多用する

傾向にあるが,第 1期のAI類でみられた鍔部端面の横ハケ調整は行われない。

足釜BI類はBI類に比して,日縁部長はほぼ同様であるが,鍔部は基部が太 く短い突

出状況となる。また鍔部端面の横ハケ調整も行われなくなることから,端面には平坦面が

形成されない。体部外面の縦ハケ調整もほとんど行われない。さらに底部叩きは体部にま

では及ばなくなるため,直立気味の体部と底部との間に明瞭な屈曲 (稜)が看取できるこ

とが多い。なお口縁・鍔部成形は,日縁 1技法 (鍔部接合法)が多いとみられる。

鍋 Ⅲ群では鍋の状況が明らかではないが,後出するⅢ群 (上器溜 り2)の様相を考慮

するならば,鍋AⅡ 類の中で端面が器壁に直交する一群 (AI二 1類)が ,当該期にあた

る可能性がある。口縁部端面は横ナデ調整であ り,AI類 でみられた端部ハケロ調整は認

められない。また体部外面は無調整にな り,内面調整も木 目の浮き出ない板状工具を用い

た板ナデとなる。

甕 長 く外反 した頸部と若千丸味のある端部をもつ甕 Cが ,こ の時期に該当するものと

考えられる。口縁端部はわずかに外方に肥厚する傾向が読み取れる。

←)第 Ⅱ期第 2段階

Ⅲ群 (3号窯跡窯体内・灰原・SD01,上 器溜 り2)か ら設定される段階である。

[器種構成]

橘鉢AⅡ 類′足釜BⅢ類・BⅣ類′鍋AⅢ 類・BI類・BI類・BⅢ類 ,甕AI類・B

類 ec類 ,焙烙などで構成される。指鉢は依然一つの型式のみが主体であるが,足釜・鍋

・甕などにおいて複数型式が量的に多数もしくは相当数併存しており,全体としてはバ リ

ェーシヨンが豊富になる。

[各器種の特徴]

摺鉢 Ⅲ群遺構出上の括鉢AI類は全て,日 縁部に強い回転ナデ調整を施して端面を窪
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ませ,相対的に端部をツマ ミ上げ気味にするもの (AⅡ -2類)である。内面調整に顕著

なハケロ原体を用いることはな くな り,木 目の浮き出ない板ナデになる。また,体部外面

は無調整である。卸 し目原体の条数は 5本が主体でAI類 よりも減少傾向にあるが,幅は

1。 2～ 1.8cmと あまり縮小していない。焼成は瓦質や須恵質が少量にとどまり,多 くはやや

硬質な土師質焼成である。

足釜 足釜BⅢ 類を主体として,一定量のBⅣ 類も併存するようである。BⅢ 類はBI

類 よりも口縁部が短 くなったものである。口縁・鍔部を口縁 2技法で成形するものが多

く,その際生 じた垂直方向の鍔部の歪みは弱い横ナデで調整されるのにとどまるため,鍔

部の作巧は極めて粗雑である。また底部叩きの範囲はさらに狭 くな り,叩 きに先行 して既

にある程度の丸底化が行われていたような状況も指摘でき,叩 き作業の相対的な効果の低

下が看取 される。

なおⅢ群の土器溜 り2と ,こ れと併行するとみられるV群の上器溜 り1第 Ia層の足釜

BⅢ 類を比較すると,鍔部直下の爪形状圧痕の出現頻度が明瞭に異なる点が注意される。

これは,工人差 として捉えることができる,良好な事例であろう。

鍋 鍋AⅡ 類は,器壁に対 して口縁部端面が斜交 し,垂直気味になるものが多い。端面

の横ナデ調整は前段階よりも顕著であり,明瞭な凹面を形成する。また口縁部の外反がや

や弱 くな り,立ち上が り気味になる。鉄鍋模倣のBI類もごく少量みられるが,鍋B類の

主体をなすのはBI類である。

甕 甕 C類では,横方向にわずかにツマ ミ出された前段階の口縁端部の特徴がさらに強

調されるようになる。また内傾する頸部と,明瞭に外反する口縁部をもつ,器壁の薄い一

群が存在する。一方甕A類では,日縁端部を上下に肥厚させるAI類がこの段階に相当す

るとみられる。さらに,断面矩形に短 く肥厚する口縁部をもつB類もこの時期の所産であ

ろう。いずれも頸部が明瞭に存在 している点で共通するが,A10B類 が体部外面に格子

叩き目を残すことが多いのに対 して,C類は縦方向の板ナデ調整によって叩き目を消すこ

とが多い。

その他 底部に格子叩き目を施し,内面を横ハケ調整する焙烙が少量認められる。また

括鉢・捏鉢に印花文を押捺するものや,足釜にヘラ記号状の刻線を施すものが現れる。

(5)第 Ⅱ期第 3段階

Ⅳ群 (1号窯跡窯体内)と V群の一部から設定できる段階である。
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[器種構成]

括鉢AⅡ 類・AⅢ 類 ?AⅣ類 ,足釜 BⅣ類′鍋BI類 OBI類・BⅢ 類,甕 AⅡ 類・B

類;焙烙 ,蓋などがある。

[各器種の特徴]

摺鉢 Ⅳ群の括鉢は全てAⅢ 類であるが,V群である土器溜 り1出土括鉢で,AⅢ類 と

卸し目原体を共有するAⅡ 類の大半もこの段階にあたるものと思われる。この段階のAI

類は,ロ クロ回転を利用 した口縁端部のツマ ミ上げがより顕著になるもの (AⅡ -3類 )

が多いようである。AⅢ 類は垂直方向に肥厚する口縁部をもつものである。口縁部形態に

かな りのバ リエーションがあり,細分化になお検討の余地を残す。AIoⅢ 類 ともに,卸

し目原体は条数が 4ないし5本であ り,原体幅が0。 65～ 1.4cmに 集中することか ら,原体

条数と幅の減少 (縮小)化傾向が明瞭に読み取れる。焼成は須恵質と土師質が多 く,瓦質

はあまり顕著ではない。

足釜 足釜 BⅣ類は,口縁部と鍔部が短 く突出するものにな り,ま た口縁部が内傾 した

ようになるものも多い。口縁部下端の器壁が厚いために形骸化が一層進行し,口 縁・鍔部

の下体化が顕著である。鍔部は口縁 2技法によるものと, 1本の粘土紐から口縁部と鍔部

を成形する口縁 3技法 (一体接合法)がみられる。

鍋 A類に代わってB類が主流になる。口縁端部をツマ ミ上げ′器壁に斜交する端面を

もつBⅢ 類が多い。

甕 甕AⅡ 類はAI類に比して頸部が短い。日縁部の肥厚は,粘上の貼 り付けによるだ

けでな く,強い回転ナデ調整によって口縁部外面で強調される。また甕Bは体部に対して

直角方向に短 く外反 し,頸部の立ち上が りはみられな くなる。

その他 焙烙は,前段階に比べて口径が縮小し,日縁部も肥厚せずに断面矩形を呈する

ようになる。また印花文や刻線を施した蓋・鍋などがみられる。

(6)第 Ⅲ期

Ⅵ群 (2号窯跡窯体内出土遺物)か ら設定できる段階である。第 Ⅱ期第 3段階に比べて

器種構成や各器種の形態上の懸隔が大きいため,本期と前段階との時間的な間隙を想定す

る必要があろう。

[器種構成]

括鉢AⅡ 類・B類 ,足釜 C類 ,鍋AⅢ類 OBI類などで構成される。遺物量が少ないた
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めに全ての器種を網羅 しているとは限らず ,ま た窯体構造からみて大型品が生産品目にあ

たらないとい う限界があるが,こ の点を考慮 しても甕類の欠落が注 目できる。

E各器種の特徴]

摺鉢 括鉢AI類は,丸味を帯びた狭い口縁部端面をもつものであ り,B類により近い

形態をなす。内面の卸 し目は 3本/1.3cmであり,条数の減少傾向が著 しい。B類は回転ナ

デによる端面状の屈曲をもつもの (BI類)と ,屈曲をもたないもの (BI類)に細分で

きるが,いずれも調査区内での出土は僅かである。BI類の卸 し目も,4本/1.4cmと 条数

は減少傾向にあるといえよう。

足釜 足釜 C類は,短 く太い口縁部と瘤状の鍔部をもつ。

鍋 鍋AⅢ 類は拡張した口縁端部をもつ。またBI類はシャープさに欠けた,丸い口縁

端部をもつ。

(7)各時期・段階の想定年代

ここでは上記各段階の実年代について,楠井の各遺構・層位や消費遺跡での搬入品の共

伴事例から考えてみたい。ただし,実年代付与の有力な指標となる和泉型瓦器椀の年代観

が流動的であること,また良好な一括資料に乏 しいことを前提にしなければならず ,い き

おい実年代を一定の幅の申で捉えなければならない,と いう制約がある。 したがって,今

後の資料の増加で再検討されることが望ましい。

第 I期 土器溜 り1の第Ⅲ層から東播系須恵器捏鉢・備前焼甕 0亀山焼甕が出上してい

る。備前焼甕は体部の細片であり,詳細な時期を特定するには至らない。東播系須恵器捏

鉢は口縁部内面が弱 く窪み,端面下端が垂下気味になるもので,山仲編年のDl類 ,荻野編

年のⅥ期にあたる。また亀山焼甕は,直立気味に外反する日頸部をもち,体部には格子叩

き目がみられることから,岡田編年の第 2段階 (亀山 2号窯跡)に あたるといえよう。

消費遺跡の資料では,下川津遺跡 SDⅢ 1430144出 土資料 (1)と 西村遺跡西村北

地区S5-SK01出 土資料
(2)が 比較的まとまった事例である。下川津遺跡 SDⅢ 14

30144は ,周辺の条里型地割と方向を同じくする溝であり,検出した東半部では別の

流路であるが,西半部では複雑に重複する。重複関係からSDⅢ 143が先行することが

判明しており,遺物も土師器杯と須恵器椀との間にわずかな扁平化の方向が読み取れる

が,同一階梯を逸脱するほどの大きな時間的隔た りはないといえる。出土した足釜・鍋は

底部叩きが広範囲にわた り,端部調整にハケロを多用するなど,典型的な第 I期の特徴を
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10～ 15.十瓶山窯系須恵器捏鉢

0                            15cm

第273図  西村遺跡西村北地区S5-S K01出 土遺物(1)
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′
 22

19～ 22.東播系須恵器捏鉢
23.備前焼摺鉢

0                            15cm

第274図  西村遺跡西村北地区S5-S K01出 土遺物(2)
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o                            15cm

第275図  西村遺跡西村北地区S5-S K01出 土遺物(3)
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O                              15cm

35.十瓶山窯系須恵器菱

第276図  西村遺跡西村北地区S5-S K01出 土遺物(4)
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備えている。搬入品としては東播系須恵器捏鉢・常滑焼甕・亀山焼甕などがある。東播系

須恵器捏鉢は山仲編年のC2類に,常滑焼甕は赤羽編年
(3)第 Ⅱ期後半にあたる。また亀山

焼甕は岡田編年の第 3段階に該当しよう。

西村遺跡 S5-SK01は 直径約2.7m′ 深さ約 0。 6mを測る,大型の上坑である。遺物

は各層から出上しているが,最上層で土師器杯の完形品が 5枚重なって置かれてお り,比

較的短期間の うちにまとめて投棄された土器群であると考えられる。足釜にはAI・ Ⅱ類

とBI類 ,ま た鍋にはAI類があることから,第 1期 と第 Ⅱ期の過渡期的な様相をもって

いる。搬入品としては東播系須恵器捏鉢・備前焼括鉢がある。東播系須恵器捏鉢には山仲

編年の C2° C3類 とDl類レ荻野編年の近畿 V・ Ⅵ期があ り,やや時期幅がある。また備前

焼括鉢は小豆郡水ノ子岩の括鉢 a群 (4)に 近い特徴をもつ。

これらから,第 1期は13世紀後半頃を中心とした年代が与えられよう。ただ し上限につ

いては確定的ではない。また第 I期 と関連して,第 Ⅱ期の初現を14世紀前半の中で捉える

ことができると考える。

第 Ⅱ期 土器溜 り1の第 Ia層から,東播系須恵器捏鉢・亀山焼甕・備前焼甕・堺近郊

産瓦質甕が出上している。東播系須恵器捏鉢は山仲編年のDl類 ,荻野編年のⅥ期にあた

る。亀山焼甕には,岡田編年の第 2～ 4段階のいずれかに該当するものと,それに後出し

伊藤晃氏が「亀山系土器群」 とした,15世紀後半以降のものの 2者がある。堺近郊産瓦質

甕は,既に遺物の項で説明したように,14世紀末葉～15世紀初頭のものとみられる。東播

系須恵器は第 I期の共伴事例と重複するが,堺近郊産瓦質甕はそれよりも明らかに新 しい

ものであり,しかも大型の破片が複数出上していることから,第 Ia層で主体をなす第 2

・ 3段階のいずれかに伴 う可能性がある。

第Ⅲ期 2号窯跡窯体掘 り方内から備前焼四耳壷と瀬戸天目茶碗が出土している。備前

焼四耳壷はあまり強 く張らない体部と外傾気味の口頸部をもつことから,間壁編年の第Ⅳ

期Bに該当する。また瀬戸天 目茶碗は,平高台状の底部と鬼板の化粧土から,藤沢編年の

大窯第 3小期の所産とみられる。これらから,16世紀前半員の年代が想定される。

一方′消費地資料では讃岐国府跡SD7805出 土資料が該期にあたる。括鉢AⅡ 類と

AⅢ 類があ り,AⅢ 類は口縁部の回転ナデの範囲が 2号窯跡窯体内出土資料よりも広 く,

卸 し目も5本 と多いことから,やや先行的な要素をもつ。またAⅢ 類は,第 Ⅱ期第 3段階

のものよりも端部が丸 く,BI類 への形態的な近似傾向がより強い。このことから,これ

らの資料は第Ⅲ期の範疇で捉えられるが,2号窯跡出土遺物よりも若干古い年代を示すと

-372-



~"ろ
Oriζ｀

|.2.楠井産土器
5.亀 山焼甕

:                   1｀ 5

0                            15cm

第277図  讃岐国府跡S D 7805出 土遺物

みられる。搬入品には亀山焼甕がある。立ち上が り気味の頸部に縦ハケ調整が施されてお

り,頸部内面にも横ハケ調整が残ることから,草戸千軒町遺跡の第Ⅳ期前半 (15世紀中

葉～後半)(5)に近い特徴をもちている。

これらから,第Ⅲ期は15世紀中葉から16世紀前半にかけての年代が想定でき,さ らに讃

岐国府跡の資料から,将来的には 2段階設定できる可能性が高いといえよう。

以上まとめると,第 I期は13世紀中葉～14世紀初頭頃,第 Ⅱ期は14世紀前葉～15世紀前

葉頃,第 Ⅲ期は15世紀中葉～16世紀前半頃に措定することができる。また第 Ⅱ期の各段階

については年代付与が難 しいが,遺物量や形態のバ リエーションから勘案すれば,第 3段

階の継続期間が長 く,第 1段階は短い可能性がある。このことを踏まえて仮に第 1段階を

14世紀前葉′第 2段階を14世紀中葉～後葉,第 3段階を14世紀末葉～15世紀前葉 としてお
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きたい。

註(1)「下川津遺跡」『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』Ⅶ (財)香川県埋蔵文化財

調査センター 1990

(2)「西村遺跡」 I『国道32号綾南バイパス建設工事にともな う埋蔵文化財発掘調査』香川県教育

委員会 1981

(3)赤羽一郎『考古学 ライブラリー23 常滑焼』ニュー・サイエンス社 1984

に)葛 原克人・栗野克己 0狐塚省蔵 「学術調査報告」『海底の古備前』山陽新聞社  1978

(5)篠原芳秀 「草戸千軒町遺跡出上の亀山焼」『中近世土器の基礎研究』 皿 日本中世土器研究会

1987

第 3節 楠井産土器の分布

ここでは楠井産土器の分布について,ま とめておきたい。なお,前提として問題になる

のは,普遍的な 4器種 (括鉢・足釜・鍋 0甕)力 国`分寺楠井遺跡のみで生産されていたの

か,それとも県内の他地域に同様な生産地が存在したのか,と いう点である。これは,本

節で後述する他の在地産土器との競合関係や,楠井の成立過程を考えるならば,少なくと

も形態に著しい特徴をもち第Ⅱ期に出現する括鉢・甕に関しては,ほ とんどが楠井のみで

生産されていた可能性が高いと判断する。胎上分析の結果も,括鉢に関しては楠井領域に

重複することを示している。したがって,こ こでは括鉢・甕の分布状況を考える。

第280～ 287図 と第134表で示したように,現段階では括鉢A類が11遺跡 ,甕 A類が10遺

跡で出土している。ともに分布の中心は,善通寺市西部から高松市東部に至る地域である

ことがわかる。三豊平野では大規模開発に伴う中世遺跡の調査が行われているもののメ現

在までのところ楠井産土器とみられるものは存在しない。一方,高松市より東方の木田郡

や大川郡では,中世集落の調査事例に乏しい。このため楠井産土器の存否については,現

段階では明らかにすることができず,今後の検討課題である。

中心的な分布域である丸亀・高松平野での在 り方をもう少し検討しておこう。この地域

における中世遺跡には,城館や集落・墳墓・寺院・経塚などがあるが,楠井産括鉢や甕は

集落以外の遺跡では出土していない。これには調査の頻度も影響しているかもしれない

が,城館での出土事例がないのは,大半の調査事例が戦国期を主体としており,楠井産土

器の生産時期よりもやや後出するためだとみられる。また墳墓 0経塚での使用例 (骨蔵

器′経筒・外容器)が指摘できない点は,瓦製経筒などとの競合状況を反映する可能性を
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示す重要な現象であるが,類例が少ないために確実なことはいえない。

集落では,建物が散在する中小規模の事例や,大型の区画溝を伴 う有力階層の宅地など

が発掘調査で検出されているが,楠井産括鉢・甕はいずれの事例でも出上 している。包含

層出上の事例も含めるならば,こ の地域における中世後期前半の集落では,ほぼ例外なく

出土 しているとみてよかろう。なお′坂出市下川津遺跡 SDⅣ 01や SXⅣ 01の在地産

土器の構成をみると,括鉢A類や甕A類 とともに,異なった形態の括鉢や甕の存在が指摘

できる。括鉢は大きく折 り込まれたように内弯する口縁部をもち;卸 し目幅も楠井産括鉢

よりも概 して広 く粗い。

焼成は土師質であ り,黄

白色を呈することから,

一見して楠井産土器とは

識別できる。また甕は楠

井産の甕 Cに やや近 い

が,日頸部がより直立気

味に立ち上が り,日径も

大きい。また体部には叩

き目がみられないもので

ある。正確な数量比はで

きないが,報告資料によ

る限 りは楠井産 と非楠井

産はほぼ同量に近い状態

で措抗するとみられる。

高松市東山崎・水田遺跡

でも,楠井産と非楠井産

の括鉢が併存するような

状況が読み取れる。この

併存が厳密な同時使用を

示すものかどうか,なお

慎重な検討が必要である

が,楠井産土器と同時期

0                 10cm

第278図  下川津遺跡出上の非楠井産摺鉢・甕
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に別系統の在地産土器が存在する可

能性は高い。このことが首肯できる

ならば;楠井産土器の分布域内では

♀   ,  :  1lCm  形態の異なる複数の生産地製品が競

第279図 黒谷川宮ノ前遺跡出土の甕 AⅡ 類 合しながら流通していたことになる。

この他 ,県外の事例として徳島県宮ノ前遺跡 (板野郡板野町)SX01に おいて,甕A

Ⅱ類が出土しており,楠井産の可能性が指摘されている (1)。 この遺跡のある吉野川下流

域には,畿内産の瓦質足釜や播磨系の鍋・釜 ,備前焼椀など,通常あまり遠隔地流通をし

ない土器が大量にもたらされてお り,かな り求心力の強い物資集散地域であったことが窺

える。楠井産甕もこのような背景でもたらされたと推測されるが,在地の上器組成でどの

程度普遍的な存在であるのかが問題となろう。

註(1)辻佳伸「阿波における15016世紀の上器様相」『15016世紀の上器様相』(第 6回四国中世土器

研究会資料) 1994
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第280図  掴鉢 A類・甕A類出土遺跡分布図
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l.矢ノ塚遺跡   2.3.永 井遺跡

4.郡家一里屋遺跡 5～ 12.飯野東二。瓦礫遺跡

第281図  県内出土の摺鉢 A類(1)
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13～ 17.下川津遺跡

18.川津二代取遺跡

0 15cm

第282図  県内出土の摺鉢A類 (2)
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19.20.讃岐国府跡    21～ 23.北条池北西遺跡

0                            15cm

24.25.神高池北西古墳   26.空港跡地遺跡  27～29.東山崎 。水田遺跡

第283図  県内出土の摺鉢 A類(3)
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0                           15cm

30～ 37.東山崎 。水田遺跡

38.39.龍川四条遺跡A地区 3卜 35。 37は 非楠井産か

第284図  県内出土の摺鉢 A類0)
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l.2.矢ノ塚遺跡

4～ 7.下川津遺跡

3.飯野東二・瓦礫遺跡    |

第285図  県内出土の甕 A類(1)
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8.讃岐国府跡

‖.薬王寺遺跡

0            15cm

く、柁
0                              1 5cm

9.10.北条池北西遺跡

12.空港跡地遺跡

第286図  県内出上の甕A類9)
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19

13～ 18,東 山崎 。水田遺跡

19。 前田東 。中村遺跡

第287図  県内出土の甕A類 (3)
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遺跡名 所在地 遺構・層位 帥 甕噸 文献

1 矢ノ塚 善通寺市吉原町 “
“

包合層
包含層

○ ○

○

2 永井 善通寺市中村町

ＳＢＯ‐９朧
○

○

2

3 郡家一里屋 丸亀市郡家町 中世包合層 ○

4 飯野東二・瓦礫 丸亀市飯野町 SD14,SP200

SR01,包合層

○

○ ○

4

5 下川津 坂出市川津町 SDⅣ 01

SDⅣ 03

SXⅣ 01

○

○

○

　

○

5

6 川津。二代取 坂出市川津町 SK06 ○ 6

7 川津り|1西 坂出市川津町 ○ 平成2年度センター調査

8 讃岐国府跡 坂出市府中町 SD7805
SX01

○

○

9 北条池Jヒ西 綾歌郡綾南町 表採 ○ ○

10 薬王寺 高松市壇紙町 SE03 ○ 7

神高池北西古墳 高松市鬼無町 表採 ○

12 空港跡地 高松市林町
○

○

○
平成3年度センター調査

平成6年度セン舛調査(8)

東山崎・水田 高松市東山崎町 C-1面 SD05
C-1面 SD20
C-1面 SD21
D-1面SD01上層

D-1面SDH
E-1面SE01上層

E-1面SE02上層
E-1面SD04
E-1面SD05
E-1面SD09

○

　

○

○

○

○

　

○

○

　

　

○

○

○

　

○

○

14 龍川四条A地区 善通寺市原田町
木徳町

西部地区包含層
東部地区包含層

○

○

10

前田東。中村 高松市前田東町 D区 SD18 ○

第136表 摺鉢 A類 0甕 A類出土地名表

―-384-



報告文献 (実測図掲載分のみ)

(1)「矢ノ塚遺跡」『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告』第 3冊 香川県教育委

∫ミ≦当  1987

(2)「永井遺跡」『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告』第 9冊  (財)香川県埋

蔵文化財調査センター 0香川県教育委員会 1990

(3)「郡家一里屋遺跡」『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告』第12冊  (財)香

川県埋蔵文化財調査センター・香川県教育委員会 1993

に)「飯野東二 。瓦礫遺跡」『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告』第20冊 0香

川県埋蔵文化財調査センター・香川県教育委員会 1996刊 行予定

6)「下川津遺跡」『瀬戸大橋建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告』Ⅶ  (財)香川県埋蔵文化財調

査センター・香川県教育委員会 1990

(6)「川津二代取遺跡」『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告』第16冊  (財)香

川県埋蔵文化財調査センター・香川県教育委員会 1995

(7)「正箱遺跡 0薬王寺遺跡」『県道山崎御厩線道路改良工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告』 (財 )

香川県埋蔵文化財調査センター・香川県教育委員会 1994

(8)『空港跡地遺跡発掘調査概報』平成 6年度  (財)香川県埋蔵文化財調査センター・香川県教育

委員会 1995

(9)「東山崎・水田遺跡」『高松東道路建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告』第 1冊  (財)香川県

埋蔵文化財調査センター・香川県教育委員会 1992

CO 「龍川四条遺跡」『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告』第15冊  (財)香川

県埋蔵文化財調査センター・香川県教育委員会 1995
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第 4節 国分寺楠井遺跡における土器生産

1.操業形態と生産組織

(1)中世遺構の変遷 (第288図 )

第 2節で提示した編年案に沿って,窯跡・土器溜 り・掘立柱建物などの変遷をまとめて

おきたい。遺構の所属時期は,埋土中から出土した遺物の時期によって想定されるが,埋

没の時期がただちに遺構の時期を示すとは限らない。しかし楠井では,遺構の大半は斜面

上に位置 しており,花闇岩の風化上が短期間で堆積することが埋没状況からも窺える。こ

のため,遺物の時期幅を大きく超える遺構の継続時期は考えられないということを前提に

して,議論を進めたい。

[第 1期 ]

この時期にあたるのは,土器溜 り1(第Ⅲ層)の みである。この遺構では,上方路線外

に広がる平坦地状の緩斜面で生産された土器の失敗品や,生活に使用された土器が混在 し

たかたちで廃棄されている。第Ⅲ層出土鍋釜類の使用痕 (煤付着)の 出現頻度は極めて高

く,多 くは工人の使用したものであると判断できる。したがって,調査区内における生産

活動はまだな く,上方緩斜面での操業が想定される。

E第 Ⅱ期第 1段階]

この時期も土器溜 り1(第 Ⅱ層)で ,土器の廃棄が認められる。依然直接的な生産遺構

などは確認できず,窯場の主体が上方緩斜面にあることが想定できるが,土器溜 り3にお

いても少量の遺物が認められ,しかも括鉢AI類の手法に土器溜 り1と の差異が指摘でき

ることから,付近で生産が開始された可能性もある。上器溜 り3の東約15mに は,焼土・

灰溜 りがあ り,簡易な構造をもつ窯体構造を考慮すると,削平された窯跡の存在を想定す

ることも不当ではあるまい。

[第 Ⅱ期第 2段階]

3号窯跡がこの時期の操業であり,土器溜 り1～ 3に上器の廃棄が認められる。またB

-3・ C-3区 付近の掘立柱建物・ピット群も,こ の頃から形成されるものとみられる。

土器溜 り1の廃棄遺物量はこの段階から急増し,第 Ia層 の形成が始まる。このことから

調査区外の上方緩斜面においても,操業規模が拡大傾向にあることが推測される。また土

器溜 り2・ 3では,括鉢AⅢ類の細部形態が共通 し,ま た卸し目原体を 3号窯跡窯体内遺
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物と共有することから,と もに 3号窯跡操業時の遺物を主体としていることがわかる:恐

らく土器溜 り2は ,操業時に工人が生活具として使用 した後に投棄されたものが堆積 した

のであろう。また土器溜 り3の遺物は使用痕の出現頻度が低 く,3号窯跡の操業に伴 う失

敗品や転用された窯道具 (詰め具や閉塞時の覆い)で構成され,2号窯跡構築 (第 Ⅲ期)

に伴 う整地によぅて攪拌・再堆積 したものとみられる。

第Ⅱ期第 l段階

第Ⅱ期第 2段階 第Ⅱ期第 3段階
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第288図  国分寺楠井遺跡遺構変遷図
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[第 Ⅱ期第 3段階]

1号窯跡がこの時期の操業であり,土器溜 り1に大量の土器の廃棄が認められる。 1号

窯跡は,谷底に接 した湧水のある箇所に構築されているが,焼成部前面の壁面が補修され

てお り,こ の段階の全継続時間には至らないものの,一定期間操業が維持されたようであ

る。この窯跡の背後にあたる北側尾根上では,古墳を破壊 して掘立柱建物 (SB02)が

建てられる。 SB02に 伴 う雨落ち溝 (SD02)か らは,こ の段階の括鉢AⅢ 類が出土

している。また,こ の溝の埋没後に掘られた土坑 (SK01)も 同時期であり,ピ ットの

分布状況からみて何度か建て替えが行われたとみられる。恐らく1号窯跡に伴 う工房的な

性格をもつ遺構群であろう。

土器溜 り1第 Ia層では,こ の時期の遺物が最も多 く,上方緩斜面から一括投棄された

ような状態の上器層も下部で形成される。上方緩斜面における操業が最も活発化したと推

測できる。                         ,

この他に,遺物が細片のために時期を特定できないが,SB02背 後 (北東)で検出さ

れた土羨墓も,埋土から足釜片が出上していることから,こ の段階にあたる可能性が考え

られる。

E第 Ⅲ期]

既に廃窯 していた 3号窯跡を破壊・整地して,2号窯跡が構築される。土器溜 り1の遺

物量は極端に減少してお り,上方緩斜面での生産が急速に縮小したか,停止したとみられ

る。この他 , 2号窯跡に隣接して南側尾根に火葬施設 (ST02)が 作られる。

(2)生産組織と規模

上記 した遺構の変遷より,第 Ⅱ期第 2段階から調査区内と調査区外の上方緩斜面の 2箇

所において,土器生産が継続的に行われたことが想定できる。こうした状況は,第 Ⅱ期第

1段階にまで遡る可能性が高 く,楠井の主要 4器種が出揃い大量生産に入った時点で,生

産の在 り方に変化が生 じたことが推測されるのである。調査区西側 (下方)の北側尾根や

南側尾根の延長部でも,耕作に伴って多量の上器が出上 しているといい,採集された若干

の括鉢や足釜の形態から第 Ⅱ期第 1段階以降の所産とみられる。発掘調査を経ていないた

めに詳細は不明であるが,こ のことは遺跡全体の動向の中でも第 Ⅱ期が生産拡大期にあた

ることを漠然 と示唆する。

土器溜 り1に反映される上方緩斜面における単位と, 3号窯跡付近で生産を行 う単位が
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異なる製作者で構成されていることは,各地点 (こ とに土器溜 り1)における土器型式の

連続性からも窺えるが,製作された土器に表れる細部の違いが,こ のことをより具体的に

示 している。それは,①第 Ⅱ期第 1段階における括鉢AI類の口縁部形態と使用工具 (ハ

ケロ原体)の違い,②第 Ⅱ期第 2段階における足釜BⅢ 類の鍔部押圧に伴 う爪形状圧痕の

出現頻度の違い,③同段階における括鉢の卸 し目原体の違い,な どに表出されている。

では,それぞれの単位の規模はどの程度であっただろうか。窯の規模から想定される 1

回の生産量は第 1節 2(2)で述べたように,足釜で20～ 32個体と推定されるが,こ れは 1人

で製作 したとしてもせいぜい 2,3日 分にしかならないだろう。また,窯 1基に不随する

掘立柱建物が 1棟程度とみられることも併せ考えると, 1単位は数人程度で構成されてい

たとしてよかろう。調査区内と上方緩斜面での状況を考慮すると,第 Ⅱ期の生産拡大は窯

の大型化などの集約化や生産工程の協業などの変化を伴わない,単位数の増加によって達

成されたとみられる。これは,近世御厩の上器生産でも指摘できる現象である。

ところで楠井における窯場の立地は,緩斜面が存在するとはいえ通常の集落とは大きく

異なった山間部であり,森隆氏も指摘するように,一般集落内に工房が存在する状況では

ない (1)。 これは,平井遺跡でみられたような瓦器椀の生産形態と著 しく異なる点である。

したがって,製作集団が窯に近接した掘立柱建物で居住 (作業)するのは,基本的には土

器生産を行 う時に限定されると考えられる。問題は生産活動が年間を通 じて行われたの

か,それとも季節的な農閑期に行われたのか,と いうことにある。土器溜 り出土土器の組

成をみると,土師質の杯皿類が極めて少ないことが指摘できるが,これは供膳器種の大量

消費が一般的である中世集落の一般的な在 り方とは明確に異なった現象である。つまりこ

こでは煮炊きは行われても,それを上器皿や杯に盛 り付けて供されるという行為がほとん

どないということであり,継続的で安定 した生活が行われなかったことを示している。間接

的な状況証拠ではあるが ,こ のことから年間を通 じた操業は想定 し難い。技術的な専門性は

有しているものの,土器生産のみに立脚 したような専業性を強調することは差 し控えたい。

2.系譜

上記 してきたことから明らかなように,楠井の上器生産は当初 (13世紀代)土師質鍋釜

類の専焼 とい うかたちで開始され,その後14世紀代には括鉢や甕・壷という,それまで須

恵器系の窯場で生産されていた器種を加えることとなり,土師器系と須恵器系の器種・焼

成が混在 したかたちで成立した。また鍋釜や甕に叩き成形を行い,括鉢や甕をロクロ上で
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成形するが,一方で括鉢内面に板ナデやハケロ調整を行い,ロ クロの回転運動を駆使 して

いるとはいい難いなど,技法的にも土師器系と須恵器系の要素が混在する。さらに窯体構

造についても,先行する煙管状窯からの単系的な発展ではなく,在地の瓦 (お よびそれに

不随する土器)生産 との関わ りを前提としているとみられた り,築窯技術において炭窯 と

の関わ りが指摘できるなど,複雑な様相を呈している。

このような須恵器系と

土師器系双方の形態・技

術の混在は,楠井のみに

指摘で きる現象ではな

く,具体的な組合せや程

度に違いはあっても,畿

内以外の西 日本各地にお

ける在地窯で広 く認めら

れるようである。このこ

とは,既に荻野繁春氏や

吉岡康暢氏が指摘 してお

り(2),生産技術系列の

類型化の中でどのように

位置付けられるかが問題

となる。

まず ,第 I期すなわち

13世紀代の煮沸器種生産

の成立を,どのような流

れで捉えることができる

だろうか。これに先行す

る土師質の煮沸器種は ,

第289図 で示 した ように

3形態存在する (3)。 す

なわち,深い体部と外反

する口縁部をもつ甕 (鍋)

O                              i5cm

第289図  11世紀後半～12世紀前半頃の煮沸器種
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と,こ の甕の頸部に鍔を貼付 した羽釜 ,ま た直立する口縁部と長い鍔をもつ厚手の羽釜の

3者である。このうち甕と前者の羽釜は,古墳時代後期末に成立する形態の系譜を引 くも

のとみられ,後者の羽釜は摂津 C型 と呼称される畿内系の羽釜が在地化 したものである。

いずれも体部や底部の外面にハケロ調整を行 う′伝統的な土師器としての特徴をもつ。12

世紀代までは,こ うした伝統的な煮沸器種によって占められる。ところが十瓶山窯跡群の

窯場である西村遺跡では,12世紀後葉頃に叩き成形を行 う鍋の存在が認められ る (4)(第

290図 )。 注 目されるのは,叩 き目が底部や体部のみならず ,日縁部にも認められる点であ

る。口縁部の叩きは,外反 した口縁部を作 り出す際に行われたものとみられ,同時期の須

恵器甕の口頸部成形方法と一致する。焼成が須恵質を呈するものも多いことと併せ,西村

遺跡の鍋は十瓶山窯の須恵器工人によって製作・焼成されたと評価できよう。

須恵器生産地において,須恵器の技術で土師器系の煮沸器種を製作する動きは,讃岐の

みに認められるわけではなく,む しろ12～ 13世紀の西日本ではかな り普遍的な在 り方とさ

えいえる。事例を挙げるならば,東播系須恵器生産地での羽釜や鍋の生産
(5),亀 山窯にお

ける鍋の生産
(6),樺万丈窯 (熊本県荒尾市)における鍋釜の生産 (7)な どがそれである。

0                         10cm

1111111    1

第290図  西村遺跡における12世紀頃の鍋
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これらの地域では,須恵器生産地自体が大きく変質する一環で生産が継続する場合 (亀山

窯・樺万丈窯)と ,当初は須恵器の窯場で生産されるが,そ の後は鍋釜のみ男Jの 生産体制

をとるとみられる場合 (播磨地域。防長地域もこれに該当するか)がある。西村遺跡で須

恵質鍋の生産が量産化へと傾斜しなかったのは,後者のパターンをとったからではなかっ

たか。つまり,須恵器系の製作技術が定着する過程で鍋釜専焼の生産地が成立 して,十瓶

山窯跡群から分離 したのではなかろうか。13世紀代の国分寺楠井遺跡の成立は,こ うした

動きを前提に理解できるのである。

なお,楠井産足釜AI・ BI類と鍋AI類の直接的な祖型についてヤヽ,鍋AI類が先行

する土師器甕であるとみられ,足釜が鉄製足釜 (湯釜)か畿内の瓦質足釜であると考えら

れる。

次いで第 Ⅱ期,すなわち14世紀代における括鉢・甕の加わった量産体制段階の系譜につ

いて,考えてみたい。この時期に注 目されるのは,十瓶山窯跡群の廃絶である。十瓶山窯

では13世紀代をもって客窯での甕生産は終焉 し,ま た在地流通品として量産された椀 も消

滅 している。そして14世紀前葉頃には,わずかに杯・皿や捏鉢を主体とした生産が認めら

れるに過ぎず ,遅 くとも14世紀中葉にはその生産も停止する (3)。 楠井の第 Ⅱ期には,こ う

した在地の上器生産体制の変動に即応するかたちで,括鉢・甕の量産が始まるのである。

しかし,これらの器種が単に十瓶山窯製品の代替品にとどまるものでないことも明らかで

ある。すなわち,楠井産括鉢は十瓶山窯産捏鉢にはみられなかった卸し目を施 し,ま た形

態もシャープに外傾する端面をもつなど,む しろ全体として同時期の備前焼括鉢に近似 し

た印象を受ける。甕においても体部の成形方法は十瓶山窯製品に近いものの,玉縁状に肥

厚 したようにみえる口縁部は,やは り備前焼甕を意識 したような形態である。東播系須恵

器や常滑焼の大量流通に押されながらも,十瓶山窯産捏鉢や甕は独自の形態・品質をもち

ながらこれらと競合していたが,楠井産土器の場合にはより品質が優れた国産陶器の形態

を模倣することで,品質 (価格)の重層性の二端を担 うことになったといえよう。

楠井産土器の系譜を明確なかたちで提示するには,なお未解決な問題が多 く残されてお

り,こ こで果すことはできない。しかし十瓶山窯跡群で典型的に表れるような,西 日本を

包括する須恵器と土師器の活発な技術交流が背景にあることは確かであり,そのような文

脈の中で上記してきた個々の要素を整合的に示す作業が望まれる。
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+
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282 3 また,既 に第 4節 1で述べたように , また,既 に第 3節 1で述べたように ,

331
第258図
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第133表
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|
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|″
″ 激 駒

|
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1号窯跡 前庭部灰層検出状況 (南西から)

1号窯跡 窯体 (南西から)
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1号窯跡 窯体たち割 り状況 (西から)
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2号窯跡 窯体内遺物出土状況 (南東から)
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